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序論 人とペット犬との共生における問題の所在 
 
1．本研究の目的と意義 
本研究の目的は、「人とペット犬との共生空間を創造するための方策を提案すること」である。 
  
我が国の犬の登録件数は年々増加傾向にあり、人を癒す存在として受け入れられている。し
かし同時に、ペットの増加に伴い家庭や地域での課題も増えている。ペットを飼うことは、単
に趣味の域を超え、社会現象とまでなってきた。 
社会現象に伴い、騒音問題、排泄物による汚染問題といった犬をめぐる様々な問題が引き起
こされた。問題の解決法は多々あるが、ペット、とりわけ飼い主と一緒に社会に出て関わりを
もっていく犬は、現代においてどのような犬がどんな環境で暮らしているのか。筆者が家庭犬
のインストラクターという立場から、ペットの中でも犬に特化し、研究を行う。 
筆者が関わりを持った犬のしつけ方相談には、ここ 2、3 年の間に、10 年前とは違う服装の
人々が来始めるようになった。およそ犬と一緒に走ったり遊んだり出来そうもない、いわゆる
「外出着」でやってくる人が目立ってきたのである。 
いったい現代の犬に対する考え方、つまり犬の動物観（これを犬観と呼ぶ）はこの半世紀で
どう変化してきたのであろうか。何が課題となり、どう解決していけばよいのか、課題解決の
ためにはどういった方策が必要であるか。これらのことについて人と犬との共生のあり方を研
究する。 
研究方法として以下の方法を使用した。 
 
1) 文献調査 
動物行動学、人と動物の関係学、環境宗教学、民俗学、地域ネットワーク学等の文献調査に
より、犬に対する動物観、人と犬との関係性の変遷、共生空間創造のための地域探索について
調査を行った。 
2) フィールドワーク 
筆者の行った 2001 年から 2012 年までの 12 年間にわたる「神戸市動物管理センターしつけ
相談集計」を用い、神戸市において飼い主が抱える問題点を明らかにした。同時に犬をキーワ
ードに市民が集結したイベントなど、地域ネットワークが活かされた犬と人との共生に関わる
新しい試みを見た。 
さらに、秋田県湯沢市及び山形県高畠町等のフィールドワークにより、地域に持続している
犬との共生について調査した。 
3) フィールドワークショップ 
フィールドワークショップとは、フィールドワークと、フィールドワークを行った地域に研
究者として筆者が積極的に参加し、関わりながら地域の人々とともに研究を進めていく参加観
察①の融合した形である②。山形県高畠町にて 2010 年から 2013 年までの 4 年間に渡るフィー
ルドワークショップを行った。また、共生方策研究のために、飼い主とともに播州・神戸市等
で、フィールドワークショップを行った。 
                                               
①  社会活動で生じる諸問題について，小集団での基礎的研究でそのメカニズムを解明し，得られた知見を社会生活
に還元して現状を改善することを目的とした実践的研究。ドイツの心理学者レビンが提唱。『大辞林第 3 版』三省堂 
② 岡田真美子(2006)「まえがき」『地域をはぐくむネットワーク』昭和堂 p.ⅳ「現場に立って自然や建造物などのモ
ノを観察し、住民の生の声を聴き（＝現場主義）、記録や伝承などの文献を収録し、ほかの地域との比較も考え合わ
せ、得られた情報を地域にフィードバックして共有することを重ねて知見を得る（＝情報共有と協働）というやり方
です」とある。 
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2．問題の所在 
研究の背景として、本研究に至った人とペット犬との共生に関する問題の所在を捉える。 
まず、日本における人とペット犬との共生についての現状について述べるため、内閣府が実
施した 2010 年の「動物愛護に関する世論調査」から、日本におけるペット犬との共生現状に
おける問題点を詳らかにする。 
次に神戸市動物管理センターによる「ペット犬に関する苦情」、同じく同管理センターにて筆
者が神戸市動物愛護推進員として携わっている「家庭犬インストラクターによる犬のしつけ方
相談」（以下「犬のしつけ方相談」）「神戸市しつけ方教室」「犬・猫の譲渡支援事業」により、
都市型の人とペット犬との共生現状について捉える。 
そして、日本における人とペット犬との問題が起こった背景にある、高度成長期以降から現
在までの人とペット犬との関係性について文献調査によりまとめ、明らかにする。 
さらに、上記の明らかにされた日本における人・犬関係での、人と犬との共生方策として現
在導入されている欧米式のしつけに対する課題を捉える。 
 
2.1. 日本における人とペットとの共生の現状（内閣府世論調査） 
ペットとして動物を飼うことのメリットは，2010 年の内閣府のペットに関する調査③による
と，「生活に潤いや安らぎが生まれる」（61.45%）、「家庭がなごやかになる」（55.3%）、「子ど
もたちが心豊かに育つ」（47.2%）、「育てることが楽しい」（31.6%）などがあげられ、ペット
が人の心を癒し、その精神生活を豊かにする存在であると考えられていることが分かる。 
ペット人口が増加する一方で、他人がペットを飼うことにについて「迷惑」と感じる人も増
えている。 
「図 1 ペット飼育による迷惑」は、複数回答による回答数を全体に占める割合に置き換え、
筆者が作成したものである。この図によれば、ペット飼育が迷惑とは思わないという回答は全
体の７％にしかすぎず、それ以外の人はペット飼育による迷惑を感じている。最も多かったの
は、「飼い主のマナーが悪い」ことを挙げた人（25.2％）であった。 
また図１の赤で示された部分は、飼い主によって引き起こされる問題が含まれている。 
問題原因別に見てみると、「猫がやってきてふん尿をしていく」（17.1％）のは猫を放し飼いに
している飼い主の管理の問題である。 
「犬の放し飼い」（13.0％）「悪臭がする」（8.3％）も同様に、飼い主の管理上の問題である。
「ペットの病気が人に移る」（5.6％）という問題も飼い主がペットに適切な予防を施すことで
解決する。 
ペット自身の行動が直接問題となるものは、「鳴き声がうるさい」（14.3％）「危害を加えられ
る恐れがある」（8.6％）しかない。さらに鳴き声や危害を加えるといった行動でさえ、飼い主
の適切な飼い方や管理によってある程度は飼い主が回避させることができる項目と言える。 
従って、この調査により重要視すべきことは、第 1 に、人は犬の行動に対して迷惑だと思う
以前に、飼い主の行動に対して問題視する傾向があるということなのである。 
第 2 に、ペットを飼っている人も他のペットを飼っている人に対して迷惑だと感じていると
いう点である。そのことは、家庭で犬や猫など，ペットを飼っているかどうか聞いたところ、
「飼っている」と答えた者の割合が 34.3％、「飼っていない」と答えた者の割合が 65.7％であ
ったのに対し、回答総数の 93.0％がなにがしかの迷惑があると感じていることから導き出され
                                               
③ 内閣府大臣官房政府広報室(2010)『動物愛護に関する世論調査』世論調査報告書平成 22 年 9 月
http://www8.cao.go.jp/survey/h22/h22-doubutu/index.html（2013.9.1 取得） 
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た結果である。つまり、飼い主としては自分はマナーを守っていると思っているから他人を批
判すると考えられる。現代では、人はペット自体の振舞を問題視する以上に、ペットの飼い主
へのマナーについて問題視している。ペットの飼い主は自身のマナー面で厳しい監視の目にさ
らされているといえる（図 1）。 
 
図 1 ペット飼育による迷惑 
内閣府大臣官房政府広報室(2010）『動物愛護に関する世論調査』より筆者作成 
 
2.2. 神戸市での共生の現状 
神戸市は、中央区や灘区、東灘区といった人口密度の高い都市部から、西区や北区など、未
だ野犬が生息する山村地域まで存在するという、多様な地域である。 
筆者は同市動物管理センターにて2001年より始めた12年間に渡る犬のしつけ方相談データ
から同市における飼い主と犬との問題点を明らかにする。この「犬のしつけ方相談」窓口は犬
のしつけ方インストラクターである筆者が神戸市動物愛護推進員として担当した。 
現代における犬の飼い方の実態について、神戸市を例にとり分析する。 
 
2.2.1. 「神戸市の犬のしつけ方相談」の概要 
神戸市保健福祉局健康部生活衛生課環境衛生係に所属する神戸市動物管理センターは、神戸
市における動物行政の多く④を担っている。同センターの所管法令は狂犬病予防法⑤、動物の愛
護及び管理に関する法律⑥、兵庫県動物の愛護及び管理に関する条例⑦である。 
                                               
④ 神戸市保健福祉局健康部生活衛生課 2009 年 9 月『保健福祉局（保健所）及び区役所組織図と事務分掌（平成 20
年度）』「’08 生活衛生関係業務資料」p.1 
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これらを踏まえ、野良犬・放浪犬の保護・返還、飼えなくなった犬猫の引き取り、新しい飼
い主を探すための譲渡制度、動物の健康や犬のしつけ方相談コーナー、飼い犬しつけ方教室、
動物死体の焼却等の業務をおこなっている。その中で、ペット犬のしつけ方専門家である神戸
市動物愛護推進員が、動物愛護行政の施策として犬のしつけ方相談窓口及び飼い犬しつけ方教
室を担当している。神戸市動物管理センター業務としての「犬のしつけ方相談」は、2001 年（平
成 13 年度）より始まり、2013 年 9 月 1 日（平成 25 年度）現在も続行中である。 
 
 
図 2 神戸市犬のしつけ方相談の様子（筆者） 
  
当論文に記載する集計表は、4 月から翌年 3 月の年度別集計となっている。 
また、電話相談は毎週金曜日の 13 時から 16 時まで神戸市動物管理センターにて筆者が行な
った⑧。実際に飼い主の悩みに関する電話相談を電話で受け、神戸市動物愛護推進員である犬
のしつけ方インストラクターの筆者が応答する（図 2）。犬のしつけ方相談で電話にて受付を
し、さらに具体的にやり方指導を望む場合は来所してもらい、犬を連れた飼い主に直接実技指
導を行うという方法をとった。 
行政が行っている家庭犬のしつけ方専門家による相談コーナーは、2001 年の段階では他県に
類を見なかった。2008 年、神戸市以外にようやく全国 91 カ所中 9 カ所で個別に対面して相談
を受けている⑨。 
しかし、そのほとんどは獣医師によるものであり、家庭犬のしつけ方インストラクターが行
っているのは 1 カ所のみである。2012 年より、横浜市愛護センターにて、毎月 1 回のしつけ
方相談が実施され成果があげられていることから、公的機関での専門家によるしつけ方相談は、
今後全国的に増加すると推察される。神戸市は 2001 年より日本ではいち早く実施し、犬のし
つけの相談のための対策を講じてきた。行政による飼い主の悩みに関しての統計は、全国的に
例がない。 
 
 
                                                                                                                                                  
⑤ 昭和 25 年 8 月 26 日法律第 247 号 
⑥ 昭和 48 年 10 月 1 日法律第 105 号 一部改正昭和 58 年 12 月 2 日、平成 11 年 7 月 16 日、平成 11 年 12 月 22 日、
平成 17 年 6 月 22 日 
⑦ 兵庫県条例平成 5 年 3 月 29 日条例第 8 号第 9 編保険環境第 2 節「動物の保護及び管理に関する条例」第 7 条第 2
項に、「市町は、その地域の人と動物が調和し共生する社会づくりを推進するため、住民及び動物の所有者に対し、
必要な指導または助言を行うものとする。」を受けて動物管理センター及び電話相談窓口業務がある。 
⑧ 13 年度～19 年度までは第 2・第 4 金曜日の実施であった。平成 18 年度からは新たに動物福祉協会による資金援
助により年末年始、祝日を除く毎週金曜日となった。平成 22 年度より神戸市にそのニーズを認められ、毎週神戸市
により実施されている。 
⑨ 家庭犬しつけに関するアンケート中塚圭子調べ 2008 年 
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2.2.2. 相談件数の年別推移 
神戸市にはどのくらい犬がいるのか。それを表すものとして基になるのは、市内の犬の登録
頭数と狂犬病予防接種済票交付数が考えられる。犬の登録とは、現在、犬の生涯に 1 回、神戸
市に対して登録するものであるが、かつて 1994 年までは毎年 1 回義務付けられていた。1995
年以降は生涯 1 回になり、その一方で死亡届は義務付けられていないため、登録頭数が犬の実
数ではなくなった。 
そこで、狂犬病予防接種済み票交付数を見てみると、1984 年までは年 2 回接種することが
義務付けられていたが、1985 年からは年 1 回となったので、犬の実数に近いと推定される。 
神戸市在住の飼い主が狂犬病予防法で定められている登録、狂犬病予防接種をしていない例
もあるので厳密な実数と一致するとはいえないまでも、増減の傾向を把握することはできる。
上記を加味し、神戸市における犬頭数の補正グラフを作成した（図 3）。 
作成した神戸市における犬頭数をみると、1975 年（29,870 頭）からの 10 年間、増減の変化
はあったが数としてはほぼ横ばいである。しかし、1985 年の 29,536 頭から 10 年後の 1995 年
では 35,178 頭。10 年間で 5,639 頭増えている。1995 年から 2005 年（52,657 頭）までの伸び
は 17,479 頭。伸び率は 3 倍となっており、依然急伸長している。そして、2008 年（61,419
頭をピークに一時下降し、2011 年（59,514）には、横ばい傾向となっている。 
 
 
図 3 神戸市における犬頭数 
（2012）『神戸市登録頭数及び狂犬病予防接種済票交付数』より筆者作成） 
 
神戸市動物管理センターで行われた「犬のしつけ方相談」は、2012 年（平成 24 年度）まで
の 12 年間で総数 1297 件の相談があった。年々増加し、2010 年をピークに横ばい傾向が見ら
れる。この増減の傾向は、神戸市の犬の登録頭数の増減に比例している。 
9 
 
初年度である 2001 年から 2006 年までを前半、2007 年から 2012 年度までを後半に分け、
検討してみる。前半は、「神戸市犬のしつけ方相談」の認知度の高まりから初年度から次年度に
かけては一気に増加しているものの 90 件台で推移をしている。後半の 2007 年から 2010 年を
ピークに増加し、一旦下がったのちに後横ばいとなり現在に至っている（図 4）。 
 
図 4 神戸市犬のしつけ方相談 相談件数の推移 筆者作成 
 
2.2.3. 相談内容の推移 
2001年から2012年の神戸市における犬のしつけ方相談の総数に占める内容別割合は以下の
通りである（図 5）。1 位は吠える（28.4%）2 位噛む（25.4％）3 位排泄問題（12.3%）で構
成され、その後、引っ張る（6.8%）飛びつく（6.5%）怖がる（4％）拾い食い（2.7%）食事の
しつけ（1%）、その他（11%）と続く。 
その他の内訳は、興奮しやすい等の性格に関する相談、特に近年数が増加した小型犬の、同
居犬との相性、留守番、基本的なしつけ方、しつけを教えてくれる場所を教えてほしい、など
である。特記しておきたいことに「老犬問題」がある。老犬の飼い主の問題は後に例で示すが、
飼い主には大変深刻なものであった。 
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図 5 神戸市犬のしつけ方相談内容の内訳 筆者作成（2001~2012 年） 
 
上位 3 位までは、全て 10%以上を占めているのに対し、その他はいずれも 10%未満である。つ
まり、相談の内容は、上位 3 位までと、その他とは、明確な量的差異があるという特徴が見ら
れた。また、年ごとの相談内容の変化⑩を見ると 
                                               
⑩ 年ごとの相談内容の変化（図６）のグラフには変化を見やすくするために「その他」の項目が入っていないので、
合計部分に数字を入れてある。総合計が図 4 と違うのは、相談の内容に重複した回答が含まれているためである。 
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（
 
 
図 6）、2006 年を除き、1 位「吠える」、2 位「噛む」、3 位「排泄問題」となり、順位に大きな
変化は見られない。吠える行動、噛む行動は、犬の本来持っている本能的な行動である。排泄
問題は、元来犬が放浪していれば、巣穴から遠くで排泄するといった犬の持つルールに従って
排泄されるので、問題はなかったのだと考えられる。このことから、犬の本来持っている本能
のコントロールに悩む市民の姿が浮かび上がってきた。 
上位 3 つの相談内容の他にもう一つ無視できない問題は、「引っ張る」「飛びつく」「拾い食
いをする」といった問題である。これらは散歩時での問題と捉えることができる。 
そこで、「飛びつく（6.5%）」「拾い食い（2.7%）」「引っ張る（6.8%）」を散歩上の問題とし
て一つにまとめると、2008 年までの集計では 16%となり、これは第 3 位の排泄に関する問題
の 12.3%をしのぐ頻度といえる。 
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図 6 相談内容年度別推移 筆者作成 
 
ところが、その後、これらの散歩の問題の比率は 2009 年には排泄問題：散歩の問題が約 1:3
（実数 16：48 件）、2010 年には約 1:2（実数 18:40）2011 年でも約 1:2（実数 14:23）、そして
2012 年には約 2:1（実数 14:8）へと逆転し、激減した（図 7）。 
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図 7 排泄問題：散歩の問題 筆者作成 
 
また、2012 年には犬が人を「噛む」という相談内容が、全体の割合の中吠える問題と並び、
第 1位となった。飼い犬が飼い主を咬んで困るという、非常に深刻な問題が出てきたのである。 
この 12 年間で相談数が最高であった 2008 年と、最新データである 2012 年を比較してみる
と、吠える相談については、相談件数の増加に比較しているが、噛む相談は、年々その割合が
増加していることが分かる（図 8）。 
まとめると、最近の傾向として「犬のしつけ方相談」における飼い主は、犬の散歩に悩まな
くなったが、常に犬の本能からくる「吠える」「噛む」「排泄」の相談は消えることなく深刻化
していることが分かった。 
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図 8 相談内容比率の変化 筆者作成 
 
 
図 9 神戸市犬のしつけ方相談にみる飼育場所の年度別推移 筆者作成 
 
また、神戸市では、室内飼いへの移行が進んだことも分かった（図 9）。そして室内で犬が
飼われることで、犬の排泄習慣が変化し、排泄問題が引き起こったのである。 
室内飼いが多くなるにつれ、犬は室外に連れて行かれるまで排泄を我慢するか、または、排
泄すべきところを室内の限られた空間に限定されるといった制約を受けることになった。その
ために新しい習慣を身につけられない犬には排泄問題が現れたと考えられる。犬たちはわずか
40 年前はねぐらや残飯を人に求め、あとは放し飼いで自由に行き来していたものが、現在では
散歩以外一日の大半を部屋の中で人と一緒に過ごす状況へと変化した。そこに排泄問題が出現
したのである。 
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元々野生の犬は、病気を防ぐために住みかを自然に綺麗にしようと努力する⑪。例えば、絨
毯の上で排泄してしまう子犬に対し、相談者はトイレシーツの上で出来ない、できの悪い犬だ
と訴える。しかし、犬の本能では、巣穴を清潔に保つために巣穴を離れ、草むらで排泄する行
動が自然である。ケージと絨毯との位置関係は、それに一番近い関係であり、犬は本能的に絨
毯を選択しているに過ぎないのだ。また室内で飼われている犬は、ケージとトイレとの距離が
近すぎる場合が多い。限られた空間の中で人の都合で設置されたトイレは、本能に逆らった状
態での排泄を余儀なくされ、ところかまわず排泄をしてしまう習慣がついてしまう。 
解析では、排泄問題と室内飼いとの間に強い相関関係があることが認められた。 
さらに、神戸市動物管理センターに報告された、咬傷事故の発生時における犬の状況を見て
みる⑫と（図 10）、2001 年には 67 件あったものが、2011 年には 36 件と半減している。内容
をみると、犬舎等に係留しているときの事故、放し飼い時の事故、野犬による事故は極端に減
っているものの、犬を同行している際（図では連行と表記）の事故数は 2001 年度の 22 件、2011
年度 22 件と、変化が見られない。むしろ割合でみるとかなり増加していると言える。 
可愛いがっている愛犬に噛まれるという現象はなぜ増加しているのか、そして、人、犬、双
方の解決のために必要なことはいったい何であるか、調査していく必要がある。 
 
 
 
                                               
⑪ ビル・キャンベル著 1999 年 12 月 15 日『愛犬のトラブル解決法』新星出出版 p.175 
⑫ 神戸市保健福祉局健康部生活衛生課（2012）『生活衛生関係業務資料』神戸市保健福祉局健康部生活衛生課 p.72 
図 10 神戸市における犬による咬傷事故の発生時における犬の状況 
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神戸市保健福祉局『生活衛生関係業務資料』p.72 より 
 
犬のサイズが小さくなったことも挙げられる。神戸市動物管理センタ―での相談において、
犬のサイズ⑬別相談割合からは、小型犬が増えることにより、吠える、排泄問題の相談が増え、
逆に散歩時の相談は犬のサイズが大きくなると相談の割合が高くなる。噛むことに対する相談
は中・小型犬に多いことが分かった（図 11）。 
犬サイズ別の相談割合
0%
10%
20%
30%
40%
50%
吠える 22% 26% 34%
噛む 17% 27% 23%
トイレ 6% 8% 19%
散歩 39% 23% 9%
大型犬 中型犬 小型犬
 
図 11 犬サイズ別の相談割合 筆者作成（2001~2008 年） 
 
小型犬が噛む、吠える、排泄などの問題を起こす根本的な原因には、小型犬特有のネオテニ
ー⑭という現象がある。幼形を留めたその姿から、飼い主があたかもぬいぐるみの様に扱い、
つまり犬を犬として扱っていないことに原因がある。子犬時代には屋外にの環境に犬を慣らし
ていく「社会化⑮」が不足することも吠えるなどの原因となる。逆に過剰な欲求に対する制止
をまったくせず、甘やかしてしまうことも問題が起こる原因である。小型犬は、どこにでも連
れて行ける手軽さから、人と犬との精神的癒着度も非常に高い。犬として扱っていないので、
散歩も少ない。相談者の中には、ペットショップで散歩がいらない手軽な犬だから、と勧めら
れた人さえいる。散歩が少ないという点について、神戸市の動物管理センター電話相談のクロ
                                               
⑬ 日本に於いて犬種の管理をしている一般社団法人ジャパンケネルクラブ(ＪＫＣ)の学術教育課、遠山千紘に聞き取
り調査したところ、犬のサイズについては、日本に於いて統一した見解がないということであった。筆者は日本にお
いての飼い主の認識を推察し、犬種で以下の通り定義した。小型犬は、ミニチュアダックスフンド、シーズー、トイ
プードル、ヨークシャテリア、マルチーズ、ミニチュアシュナウザー、ミニチュアピンシャー等。中型犬はシェット
ランドシープドッグ、柴犬、四国犬、和犬雑種、ウエルシュコーギー、ボーダーコリーなど。大型犬はレトリバー種、
ラフコリー、アイリッシュセター、オールドイングリッシュシープドッグ、秋田犬等、とした。聞き取り調査で犬種
が分からず体重が分かった場合は、小型犬をおおよそ体重 8 ㎏未満、中型犬を 8kg から 18kg、大型犬を 18kg 以上、
を基準とし設定した。 
 
⑭ テリー・ライアン著 2004 年 2 月 5 日 第 2 版『テリー先生のしつけ方教室』発行所社団法人日本動物病院福祉
協会 p.354 
⑮ テリー・ライアン著『犬のしつけ方教室』p.347 社会化とは、社会的絆や愛情の形成のことを言い、プロセスにお
いては見知らぬ環境、人、出来事その他刺激等の良い経験を積むための機会を子犬に与えることである。 
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ス解析で得られた結果としては、本来は小型犬にしては活動性の高いミニチュアダックスが一
日 15 分以上 30 分未満の散歩しかしない、ヨークシャテリアは、週 2.3 日しか散歩をしない、
チワワに至っては、ほとんど散歩はしない⑯という飼い主が多いという結果が出ている。 
 
2.2.4. 相談の実例からの考察 
筆者が行っている犬のしつけ方相談で起こっている犬の問題の実例について述べる。 
 
＜実例１：噛む問題と、排泄問題 犬種チワワ 4 歳雄＞ 
飼い主は 40 歳代の独身女性である。チワワはペットショップから子犬として購入した。雄
で 2010 年生まれである。主訴は急にチワワが飼い主を噛むことで相談にきた。子犬を飼って
まず初めて家に来た時には、マニュアル本に書いてある通り、ケージの中に犬を入れ、犬が鳴
いても無視していた。飼い主は１人暮らしであり、仕事をしている午前 8 時から午後 7 時まで
犬はケージの中で留守番をしている。 
飼い主は犬を飼うことが初めてで、自信がない様子だった。また、犬を飼うマナーとして、
散歩から帰ったら犬の足を洗ってごしごしと拭きたいと考えていた。犬の目の周りの臭いが気
になるため、1 日に何回もきれいに拭き取る。足を拭こうとするときや、首輪をつけるときに
飼い犬が唸って噛むという。 
試しに相談で来所した際に首輪を着けてもらうと、犬の体勢を気にせず強引に着けようとし
ていた。そのことから、足を拭くときにも同様に、犬を無視してゴシゴシと強引に拭いている
ことが推測された。従って、犬にとっては不快さ、痛さから身を守るために噛んでいたのでは
ないかと推測される。 
また飼い主は、ペットショップ店員から、チワワは散歩に行かなくてもいい犬種だと説明さ
れたという。犬が噛んでくるので、首輪も着けられず、結局散歩もさせていない。 
チワワから飼い主に抱かれるときはおとなしく、緊張しないが、飼い主が抱こうとすると非
常に緊張し、時には噛むこともある。「お座り」「伏せ」「待って」「おいで」といった基本的な
指示語には喜んで反応する。飼い主はさらに基本的ないわゆる「犬の訓練」を行って、指示語
に従うにもかかわらず、問題が解決せず困っている。 
犬本来の情動に対する知識不足や、「ケージ飼い」「人の生活習慣に適応させる」「号令に従わ
せる」といった飼い主の行き過ぎた管理が問題の根底にあった。 
さらに、撫でる・抱っこ・服を着せるといったときに恐がらせない配慮もせず、丁寧に扱わ
ず乱暴に扱ったり、過剰に回数を重ねた結果として、攻撃性が出てしまうため、噛む問題が生
じるのである。 
排泄については、室内飼いに連動しているので、排泄の失敗が多くなっている。ぬいぐるみ
の様に思っているため、飼い主が管理をしようとしないというのも排泄のしつけがうまく出来
ない理由であろう。 
神戸市動物管理センターでの電話相談集計からも、排泄のしつけ相談に占める犬のサイズ別
割合を筆者が集計してみた結果、小型犬が 65%を占め、小型犬を飼っている人の相談が多いこ
とが分かる（図 12）。また、飼育場所別排泄問題の集計では、室内飼いでの相談が多くなって
いることが分かった（図 13）。 
                                               
⑯ クロス解析 カイ二乗検定結果、信頼度 99%以上 
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図 12 排泄のしつけ相談に占める犬のサイズ別割合 筆者作成（2001~2008 年） 
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図 13 神戸市犬のしつけ方相談者飼育場所別排泄問題 筆者作成（2001~2008 年） 
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＜実例２：噛む問題 犬種雑種 4 歳雌＞ 
家の中は自由自在。なんでも欲しがれば食べさせる。通路を遮断すると、噛む。家の人は笑
っている。次第にエスカレートしてきて、相談に来た。犬は長毛の雑種犬で、体重が 18kg あ
る中型犬である。抜け毛の量も多いのでブラッシングしたいのだが、嫌がって噛むのでブラッ
シングができず所々毛玉ができている。犬は群れの間で身に付くべき自我の抑制というルール
を飼い主から求められなかったため、犬の嫌がることを飼い主がすると、噛むという習慣がつ
いていた。 
また、この相談者は、犬との密接な関係を持ちたがり、犬の本来持っている社会的距離を無
視して近づいてしまった。特に室内飼いをしているプリミティブな犬の場合は、社会的距離を
脅かされることに耐えられず、噛む攻撃に出やすいという本能を持っている。社会的距離が広
く必要な犬の場合、室内飼いにおいて、このような問題が生じてしまう。飼育場所が変化した
故に起きた問題である。この雑種犬の場合、社会的距離を取り、家族の通りの少ない場所を犬
が落ち着ける場所として犬の寝床を作ったところ、噛む頻度が急激に減少した。 
 
 筆者が行った神戸市動物管理センター犬のしつけ方相談の集計を見てみると、噛む相談の割
合は 49％と中型犬に多く、ついで小型犬が 41％と続いていることが分かった（図 14）。 
さらに、図 15 を集計したところ、室内飼いをされている犬に噛む問題の割合が高く出現す
ることが明らかになった。 
 
米国の著名なドッグトレーナーであるジーン・ドナルドソン⑰は、その著書『カルチャーク
ラッシュ』の中で、以下のように記している。 
 
動物というものは社会的距離をとても強く意識しており、相手との間に絶えず最適な間
隔を維持しようとする。犬も例外ではない。社会的距離を保つ方法は二つしかない。自分
がその場を去るか、相手を追い払うか。つまり犬の攻撃行動は、あくまでも相手を追い払
うための手段として行われるのである⑱。 
 
現代では、室内に閉じ込められた環境からは、犬自身が心地よいと思う距離を保とうとして
も許されていない現実が見えてくる。 
                                               
⑰ サンフランシスコ SPCA 付属ドッグトレーナー養成校アカデミーフォードッグトレーナーズ創始者 
⑱ ジーン・ドナルドソン（2004）『カルチャークラッシュ』レッドハート社 p.83 
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図 14 噛む相談に占める犬のサイズ別割合 筆者作成（2001~2008 年） 
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図 15 神戸市犬のしつけ方相談に見る噛む問題と飼育場所 筆者作成（2001~2008 年） 
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＜実例３：吠える問題 犬種ダックスフンド 1 歳半雄＞ 
犬は異常に他人や他犬に対して吠える。犬が吠えたら「いけない」と、きつい口調で注意を
しているが、なかなか直らない。外部からの音や侵入者に対して一旦吠えだすと飼い主が制止
できないほど吠えている。飼い主は運動量が足りないことが原因かと考えて、室内でボールを
持ってこさせる運動を十分させているという。 
インストラクターである筆者は、散歩の量ではなく質の問題であると考え、散歩の仕方につ
いてアドバイスしようとしたところ、飼い主から筆者に要望があった。それは、草むらの中に
入れないでほしい、また、土の匂いを嗅がせないでほしいというものであった。飼い主は、土
の中にはバイ菌があり、草むらに入ると虫が顔につくからだと話した。隙あらば匂いを嗅ぎた
いダックスと、ずっと犬を見て監視している飼い主との間で、常にリードを引っ張った状態で
歩き、緊張状態が続いていた。 
以上の通り実例からも、飼い主は犬の本来持っている本能を理解できず、共生の方策に悩ん
でいることが明らかになった。 
吠える問題に関しては、子犬が母犬を呼ぶように良く吠えるようになった、ネオテニーの特
性や、飼い主との癒着度の高さから、分離不安による吠えが生じやすくなった。また、要求吠
えに対してすぐに食べ物を与えるなど甘やかした結果から、吠えると要求が通るという学習を
させてしまうことからも発生する。 
神戸市動物管理センターでの電話相談集計から吠える相談に占める犬のサイズ別割合を筆者
が集計した結果、小型犬の割合が 50%を占めていることがわかった。小型犬の吠える習性が問
題となっていた（図 16）。  
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図 16 吠える相談に占める犬のサイズ別割合 筆者作成（2001~2008 年） 
 神戸市動物管理センターのしつけ方相談から以下のことが明らかになった。 
 犬の飼育場所は外飼い中心から室内飼いへと変化した。そのため、犬本来の行動であった、
居場所から離れたところで排泄をすることができなくなり排泄の相談が増えた。また、電話き
きとり調査より、飼い主が家にこもりがちになり散歩に連れ出さない実態も見えてきた。また、
年を追うごとに犬種の小型化が進行していた実態も明らかになった。 
 
2.2.5. 新たに老犬問題が表面化 
最近の問題で新たに浮上したのが老犬問題である。それが「老犬についての相談」として寄
せられ、図 8 の「その他」に含まれている。 
動物医療の発達や家族の一員として室内で犬を飼うようになり、犬も昔に比べて長生きする
ようになった⑲。2012 年では 7 歳以上の老犬が全体に占める割合は 50.4％という⑳。愛犬と長
く一緒にいられることを喜ぶべきではあるが、同時にさまざまな老犬問題も起こってきている。 
                                               
⑲ 林谷秀樹（2005）「犬と猫の平均寿命と死因の変化」『愛玩動物 No.181』社団法人日本愛玩動物教会 p.25 によれ
ば、1990 年に犬の平均寿命は 8.6 歳であったが、2002 年には 11.9 歳に延びている。さらに、一般社団法人日本ペッ
トフード協会（2013）「全国犬猫飼育実態調査結果」『愛玩動物No.231』p.13 によると、2013 年度の平均寿命は 13.94
歳となった。 
⑳「犬の年齢」http://www.petfood.or.jp/data/chart2012/03.html『2012 年度一般社団法人ペットフード協会調査資料』
http://www.petfood.or.jp/data/chart2012/index.html（取得日：2013 年 12 月 1 日） 
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老犬になると今までしつけである程度コントロールされていた「吠える」「噛む」「排泄」と
いった本能から起こる問題が、飼い主がコントロールしきれずに一挙に出てくる。何度もご飯
を食べる犬、昼夜問わず吠える犬など、人間でいう認知症のような症状も出てきている。 
シベリアンハスキーに始まる 1990 年代初頭の大型犬ブーム、続いてゴールデンレトリバー
（以下ゴールデン）、そしてラブラドールレトリバー（以下ラブ）のブームがあった21。 
筆者が 1990 年代前半に参加していたジャパンケンネルクラブ主催のドッグショーでは、ど
こを見てもゴールデンだったことを覚えている。また、筆者が犬のしつけ教室を始めた 1994
年当初は、ゴールデンだけ、ラブだけのクラスができたほどであった。 
老犬問題がクローズアップされるようになったのは、まさにその大型犬ブームから飼われ始
めたゴールデンやラブが、一気に老犬になり始めた 2000 年代初頭からであった。老犬は癌に
罹りやすい22。高度医療の施設でも頻繁に見かける23。大型犬が年をとって歩けなくなるといか
に大変か、病気になるといかに治療費がかさむことであろうか。老化が進めば進むほど人間の
暮らしに大きな負担がかかってくる。そうしてはじめて老犬問題に直面することになった。 
 また、当然飼い主も一緒に年を取っていく。寝たきりになった犬、特に大型犬の介護には飼
い主が思っている以上の体力と気力が必要である。例えば 45 歳のときに子犬から飼い始めた
として、ちょうど犬の介護をしなければいけなくなるのが 60 歳ごろとなる。そのときに、犬
を介護する体力が必ず残っているとは限らない。実際に飼い主と愛犬の老老介護は新たな老犬
問題のひとつとなってきている。 
 犬の飼育頭数は、2009 年度あたりからその増加傾向が一段落してきたようであるが24、まだ
まだこの先少子高齢化社会が進み、今後もペット犬の数は一気に減少するとは考えられない。
老犬問題増加の傾向を汲んで、筆者は 2008 年より「老犬教室」を開設した25。そこに集まった
のべ 60 組の飼い主が直面した問題をまとめた。 
それによると第 1 に、飼い主は愛犬の運動能力の衰退、骨格の衰え、排泄の失敗など、体と
脳の衰えにに対する不安を抱えていた。動物病院だけでは不安の解消にならず、同じ悩みを持
つ仲間や相談するところを求めている。第 2 に、犬が若いころはなかった、要求吠えや食欲、
分離不安といった行動が飼い主にとって異常に見え、どのように犬と向き合えばよいか対策に
苦慮している。これは、体の自由が利かなくなることに対して、犬もストレスを感じ「吠える」
「徘徊する」といった行動をとっているのだが、飼い主には分からないのである。第 3 に、飼
い主は家族同然であった愛犬が亡くなったときに悲しみに暮れ、ペットロスの状態になること
を恐れている。 
つまり、飼い主が老犬に対処する知識が欲しいと思い、老犬の気持ちを理解したいと思って
いるにも関わらず、ともに語り合い、問題を共有する空間が存在せず、仲間がいないことが問
題であった。 
 
人とペット犬との共生の現状について、以下のようにまとめる。 
1) 動物愛護に関する内閣府の世論調査からは、ペット犬自体の振舞に困っているという飼い主
のマナーに対して問題があると捉えられていることが明らかとなった。 
                                               
21 中塚圭子（2008）『犬の老いじたく』pp.20-22 ジャパンケンネルクラブ発表データ 
22 若山正之（2006）「第 6 章早く気づいて ひどくさせない老犬の病気」『老犬生活完全ガイド』p.162 には、「高齢
になるほど、遺伝子に傷がつく機会が増え、像欲を抑制する機構が無くなって腫瘍になりやすくなります。」とある。 
23 例えば、動物の高度二次診療を行う「ネオベッツ VR センター」（所在地大阪市東成区中道 3-8-15）がある。 
24 厚生労働省「都道府県別の犬の登録頭数と予防注射頭数等」
http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou10/01.html(2013.9.1 取得)によれば、2009 年の予防接
種頭数は 6,880,844 頭まで増加し、その後ほぼ横ばいである。 
25 犬のしつけ方教室「ドルチェカーネ中塚」神戸市北区藤原台中町 2－9－13 
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2) 神戸市動物管理センターに寄せられたペット犬に関する相談や苦情からは、「吠える」「噛む」
「不適切排泄」等、犬の習性由来のことが悩みとなり、問題視していることが明らかとなっ
た。また、犬の習性がそのまま増幅されてしまうという特徴をもつ「老犬」を飼っている飼
い主からは、どう共生していけばよいのか、その方策に悩んでいることが明らかになった。 
 
2.3. 現代の人とペット犬との関係の変化 
日本においてペットとして犬を飼育する習慣は高度成長期以降26であると捉える。それ以前
にも犬がペットとして飼われていた歴史は古い。 
例えば西郷隆盛が愛犬「つん」とともに建てられた銅像があるように、高度成長期以前より、
犬を所有する習慣はあった。それは多くの放浪犬や野犬が主であった当時では、一部の犬の話
であった。しかし、高度成長期以降は狂犬病の予防を目的に日本にいる全ての野犬捕獲を目指
した結果、日本では、人が所有している犬以外の野生の犬の生息を認めない国となったのだ。
現在でも家庭犬や猟犬が野犬化して生息してはいるが、捕獲が続けられ、狂犬病予防のために
撲滅させる方向である。現在の日本の犬は、猟犬や麻薬探知犬、盲導犬といった一部の使役犬
を除き、大半がペット犬として生息している状況である。放浪犬がいなくなり、全ての犬が人
の管理の下に置かれるようになったのが高度成長期以降である。 
問題を抱えながらもペット犬を飼う人口は減少していないというのが現実であるが、では、
人は現代において犬に対してどういった生命観を持っているのか、高度成長期以降の人とペッ
ト犬との関係性について、文献を調査し、以下にまとめる。 
高度成長期以降の犬の歴史的特徴としては、まず、犬の頭数が増していることが挙げられる。 
図 17 は、厚生労働省検疫所27の 1960 年から 1999 年までの全国犬の登録頭数と狂犬病予防
接種済み票交付数のデータと、厚生労働省発表28のデータより全国の犬の登録頭数を表したグ
ラフである。赤太線部分が筆者の修正した全国の犬の登録頭数の実数を表すグラフである。図
を作成するに当たっては、厚生労働省「都道府県別の犬の登録頭数と予防接種済み票交付数」
より作成したが、1995 年以降、年 1 回であった犬の登録は生涯 1 回になった。犬の死亡届を
出す飼い主がまだ少ないことから、この数字は犬の実数を表さなくなってしまった。登録の際
にはほとんどが狂犬病の予防接種を行うことから、1996 年からは実際の犬の登録頭数を示すも
のとして狂犬病予防接種済みの犬の頭数を実際の登録頭数とした。それならすべてが狂犬病予
防接種済みの犬の数で表したいのであるが、1960 年までは狂犬病予防接種は年 2 回接種する
ことになっていたので、これだけでは実数を表さない。そこで、1960 年までは登録頭数を、そ
して 1960 年から 1995 年まではどちらの数でも登録頭数を表すことになり、1996 年以降は狂
犬病予防接種済みの犬の頭数を実数と扱った。 
                                               
26 高度成長期の定義については、吉川洋（2003）は「マクロ経済」で、1945－54 年の戦後混乱期に続き、1955－
70 年を高度成長期としている。また、激動の 1970 年代は高度成長の終焉とオイル･ショックの時代と、1980 年代は
輸出主導経済からバブルへ、そして 1990 年代の長期不況時を「失われた 10 年」と表現している。 
27厚生労働省検疫所全国犬の登録頭数と狂犬病予防注射済み票発行数データ
http://www.forth.go.jp/mhlw/animal/page_b/b03-2.html 
28厚生労働省のホームページ 
http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou10/02.html より作成。 
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図 17 全国犬の登録頭数 
（厚生労働省犬の登録頭数と予防接種済票交付数等の年次別推移より筆者補正）29 
また、純血種の犬籍登録事業を主に行う団体であるジャパンケンネルクラブ30（以下ＪＫＣ）
の登録頭数を比較してみると（図 18）、日本の経済成長と登録頭数の変化が同調している。Ｊ
ＫＣの登録制度はまさに高度成長期突入の 1955 年より始まった。1970 年までは 10,525 頭か
ら159,169頭までと、頭数が1,5倍に増加した。高度成長の終焉とオイルショックを迎えた1970
年代には、登録頭数は 167,991 頭から 155,363 頭とほぼ横ばい、一時的にはやや減少傾向にあ
った。輸出主導経済からバブル期を迎えた 1980 年代、171,305 頭から 237,664 頭と、高度成
長期と同様に頭数を増やしている。高度成長期からこれまでは、お金を支払って手に入れる純
                                               
29 厚生労働省＞健康＞感染症情報＞狂犬病＞犬の登録頭数と予防注射頭数等の年次別推移（昭和 35 年～平成 20 年
度）http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou10/02.html 
30 東京都千代田区神田須田町 1-5 純粋犬種の保護と質的向上のため血統証明書を発行し、また、ドッグショー、
訓練競技会、アジリティー競技会、フライボール競技会、トリミング競技会、ハンドリング競技会などの開催を通し
て、犬の素晴らしさや犬と暮らす楽しさを広く伝えるほか、動物愛護精神向上のため、「愛犬飼育管理士」資格取得
のための講習会・試験などを実施している。ＪＫＣホームページより。
http://www.jkc.or.jp/modules/aboutjkc/index.php?content_id=1 
1985 年より、 
狂犬病予防注射が半年
に 1 回から 1 年に 1 回に
変更 
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血種は経済成長と連動してその数を伸ばしていることが分かる。しかし、1990 年代から始まる
長期不況にもかかわらず登録頭数は急激に伸び続ける。ここにペットブームが到来したのだ。
1990 年代には大型犬ブームの到来があり、その後犬種を変えながらさらに登録頭数は増加する。
そして 2003 年をピークに減少に転ずる。犬の登録頭数、とりわけお金を払って得た犬を飼育
する人々が急激に増加した影響はペット産業の飛躍的な成長を助けた。その後、一時的には減
少に歯止めがかかったが、今日までまた急激な減少傾向にある。急増した犬の頭数が減少して
いくその影響は現代にどのような陰をもたらしたのか、成長期の後の成熟期が現代であると捉
え、1.4 で後述する。 
 
 
図 18 JKC 犬の登録頭数の推移（JKC 登録頭数のデータを基に筆者作成） 
 
ペットとしての犬とその飼われる環境について考察するに当たり、高度成長期以降現在まで
を 5 期の歴史的まとまりとして分けた（図 19）。 
第 1 期は、野犬の捕獲と繋いで犬を飼うことを法制化した狂犬病予防法の制定から 1973 年
の動物の保護及び管理に関する法律の公布までとした。犬が地域の動物であった時代から個人
の所有物となった時代と捉えた。第 1 期を「犬の所有化期」と命名した。 
第 2 期は 1973 年の動物の保護及び管理に関する法律の公布から、1999 年動物の愛護及び管
理に関する法律の制定までとする。ここでは個人の所有物から家族の一員として犬の動物観が
変遷した時代である。第 2 期を「ペット犬の家族化期」と命名した。 
第 3 期は 1999 年動物の愛護及び管理に関する法律の制定から、2005 年動物愛護管理法の改
正までとする。ペットとしての犬の数は急激に増し、ペット産業が隆盛した時代である。この
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時期には家族の一員から子どもの代わりへと犬の擬人化が起こった時代である。第 3 期を「ペ
ット犬の擬人化期」と命名した。 
第 4 期は 2005 年から 2010 年に至るまでとする。現在の犬の飼い方は人社会に合わせるよ
う管理化が進み、犬ではなくぬいぐるみのような扱いを受けることとなった。第 4 期を「ペッ
ト犬のぬいぐるみ化期」と命名した。 
第 5 期は 2011 年東日本大震災以降、現在を指すこととした。「ペット犬のかごの鳥化期」と
命名した。以下にそれぞれの特徴を示す。 
 
 
図 19 人・犬関係の変化 （筆者作成） 
 
 
2.3.1. 犬の所有化期（第 1期 1950年－1973 年） 
 本節では、1950 年の狂犬病予防法制定から、1973 年の動物の保護及び管理に関する法律の
公布までについて述べる。 
1950 年に、放浪犬の抑留、犬の係留命令などを規制した狂犬病予防法の施行があり、これに
より、犬と飼い主に対する強制的規制が可能となった。また、1957 年には、東京都にて飼い犬
取り締まり条例を制定し、飼い主に犬を繋いで飼うことを義務付けた。その後、大がかりな野
犬、放浪犬の捕獲作業が行われた。 
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例えば、1959 年に、皇太子と美智子妃ご成婚祝典沿道の野犬特別捕獲が行われた31。このよ
うにして、市中や里山から野犬や放浪している犬といった、所有者の不明な犬が消え去ってい
った。 
 1954 年にＪＫＣが発足し、そこで純血犬の登録頭数の記録が始まった。年々犬の登録頭数は
増加し、1971 年に第 1 次ピークを迎えた（図 18）。 
 JKC の発足と同年の、1955 年に、社団法人日本動物愛護協会が設立され、動物の愛護を呼
びかける運動が盛んになってきた32。また、1970 年には、英国のマスコミによる「日本人は犬
を虐待している」というキャンペーンをきっかけに、当時の厚生省からのクレームが東京都に
つき、動物愛護の気運が生じることになった。そのためもあり、動物の保護及び管理に関する
法律が 1973 年には制定され、動物の生命に関する尊厳を認めるとともに適正な飼養・保持が
国内の法律によって初めて規定された33。 
1950 年代の動物観について渡部知之34（2005）は以下の通りに記述している。 
 当時のペット飼育の理由について、高度経済成長の中で、仕事で父親のいなくなった家庭に
残された妻子の「寂しさ」と表現しているが、1959 年には、サラリーマン層が労働人口の過半
数を超えて家庭内の男性不在という現象が生じたこと、また、様々な電化製品などの導入で家
事負担の軽減が進行したことから、家庭における余暇をともに過ごす相手として、ペットへの
需要が高まったと考えられる35。 
 彼の論によれば、戦後の混乱期が続く高度成長期の前半には、番犬としての役割を期待して
増えていったという。家族が留守がちになり、まだまだ番犬的要素が必要であった。 
 吠えることが重要であった当時はまだ室内犬といえども番犬的役割を果たす、スピッツなど
に人気が集中した。また、スピッツといった白い犬が日本人に好まれ人気犬種であったという。 
 1950 年、狂犬病の予防から、野犬の捕獲や犬を繋いで飼うことを法制化した。その結果、野
犬、放浪犬の存在は法により否定されたと言っても過言ではない。犬は鳥やネズミといった「地
域の生きもの」からペットとしての「個人の所有物」へと、人に対する関係性が変化したこと
を捉えることができた。同時期、高度成長期以降の人の生活様式の変化から「個人の所有物」
となった犬、つまりペット犬が急増し、大衆化した時期と捉えることができた。 
 
2.3.2. ペット犬の家族化期（第 2期 1973年－1999年） 
  1973 年の動物の保護及び管理に関する法律の公布から、1999 年動物の愛護及び管理に関す
る法律の制定までとする。 
ＪＫＣ犬の登録頭数（図 18）によれば、増加の一途をたどっていた犬の登録頭数も、1970
年代のオイルショックで一時横這いが続く。その時期に動物の権利36に対する見直しが起こっ
た。1.2 で前述した生物学史の研究者中村禎里により動物観の概念が提示され、様々なペット
の動物観についての研究がなされ始めた。 
中村は、日本に伝わる動物の変身譚から、独自の視点から日本人の動物との関わりを解明し
ようとしていた。その結果、日本人の動物観は人と動物との間に一線を画す西洋の動物観とは
異なり、人との差異を感じないという。理由の一つに、日本には動物と人間の間で双方向に変
身譚があることを挙げている。 
                                               
31 今川勲(1996)『犬の現代史』現代書館 p.206 東京都事業概要による 
32 前掲書 p.214 日動愛小史 
33 前掲書 p.221 主管は旧総理府 
34 東京農工大学大学院卒 
35 渡部知之（2005）「戦後日本におけるペット文化」『動物観研究』No.10 p.31 
36 ピーターシンガー （1975）『動物の権利』 
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1970 年代から 1980 年代は、放浪犬をさらに排除しようという気運と、動物愛護を掲げ、犬
を愛護しようという気運が交錯している時代である。例えば、1976 年には捕獲により北海道内
の樺太犬は最盛期の 1,300 頭から 18 頭に減り、絶滅寸前になった37。一方、1983 年には、東
京都が動物愛護センターを開設し、広く市民に動物の愛護を呼びかけた38。また、東京都は都
内団地で睡眠薬入り団子による野犬捕獲作戦を行うが、愛犬家による「妨害行為」で捕獲はゼ
ロであった。以後、薬剤使用による捕獲は中止されたという39。沖縄県では、1987 年同県で国
民体育大会が開催されたが、時を同じくして 3 ヶ月間に渡り、大がかりな野犬狩りが行われた
40。 
1990 年代に入り、ペットに対する意識の調査が行われ始めた。それによると、石田戢らは、
日本人の動物観について、以下のように明らかにした。 
 
「日本人の動物観の特徴を動物に対する態度からみると、審美的態度が最も高く、ついで
宿神論的態度と倫理的態度が高い。このことから動物に対して心理的・情緒的態度が強いこ
とが分かる。また、自然主義的態度や生態学的態度などの客観的・論理的態度は相対的に少
なく、実用的態度や支配者的態度などの動物を即物的に扱おうとする態度は少ないことが明
らかにされた。家族的態度は、それほど強い反応は検出されなかった41。」 
 
日本経済のバブル期が過ぎた 1990 年代に大型犬ブームが到来した。人気漫画42が火付け役と
なり、ハスキー犬の流行があったとされている43。この漫画の以前に畑正憲（ムツゴロウ）の
人気テレビ番組44での北海道ソリ犬大会の模様の放映等があり、ハスキーの愛らしい映像は印
象的であったので、こちらがブームのきっかけを作ったと推察される。JKC 登録頭数 1991 年
から 1993 年までの 3 年間、ハスキー犬は犬種登録の第 1 位であった45。しかし、野性味が強
く日本の夏の暑さという気候も合わなかったため、その後順位は急激に後退した。わずか 3 年
でブームが去ったのである。次にゴールデンレトリバーブームが来て、一部の人々の間で大型
犬の室内飼いが始まり、犬の家族的な扱いが始まる。ゴールデンレトリバーの犬種的特性は、
ハスキーに比べると動きが穏やかでとても人なつこく、家庭犬として飼いやすいということで
ある。そこで家族同様の絆ができ、もはや番犬としての役割のみではなくなっていった。犬が
家族の権利を獲得したのはこの頃であろう。しかも金色で長い毛質は優雅で高級感があり、次
の人気犬種として受け入れられた。ゴールデンの輸入と時を同じくして、室内での犬の飼い方
も輸入された46。 
1996 年に入ると、飼い主の 39%47がペットは子どもであると回答するに至る。つまり、家族
の一員と捉え始めた。この現象について、家族社会学者である山田弘昌（2003）は、「家族ペ
ット」の誕生があったと唱えた48。 
                                               
37 今川勲(1996)『犬の現代史』現代書館 p.221 
38 前掲書 p.224 
39 前掲書 p.223 
40 前掲書 p.224 
41 亀山章・石田戢・高柳敦・若生謙二（1992）「日本人の動物に愛する態度の特性について」『動物観研究 No.3』p.24 
42 佐々木倫子（1989）『動物のお医者さん』白水社 
43 渡部知之（2003）「戦後の日本におけるペット文化」『動物観研究 No.10』p.34 
44 「ムツゴロウと愉快な仲間たち」1980～2001 フジテレビ 
45 社団法人ジャパンケンネルクラブ 犬種別譴責登録頭数データより 
46 当時ショーのブリーディングをしていたＩ氏（当時 38 歳）は、USA のブリーダーからゴールデンを譲り受けた
とき、必ず室内で飼うよう、条件を付けられたという。 
47 味の素ゼネラルフーズ（株）ペットについてのアンケート調査 
48 山田昌弘（2007）『家族ペット』文春文庫 
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大型犬室内ブームの到来とともに、今までの日本犬の飼い方と大型犬の飼い方の違いに、日
本人はとまどいを感じた。力も強く、コントロールできなければ散歩もままならない。しっか
りしつけられた犬を飼うことは当時のステータスでもあった。1997 年 JAHA（日本動物病院
福祉協会）インストラクターの出現である。日本で初めて飼い主の手でしつけをするという手
法がアメリカから導入された。欧米型の価値観による犬のしつけ方が始まったといえる。 
欧米では 1980 年代にペットロスという言葉が使われ始めたが、日本では 1995 年、日本獣医
生命科学大学（当時は日本獣医生命畜産大学）主催の学術交流会における市民公開講座のテー
マとして取り上げられたのが最初であろうと言われている49。このことから、ペットが人間の
心に占める割合が非常に高くなったことが考えられる。また、この年阪神淡路大震災が勃発し、
推計で犬 4,000 頭、猫 4,700 頭が被災した50。被災した動物たちを救おうと被災動物救護セン
ターが発足し、全国各地から延べ 21,769 名のボランティアが集まった51。犬を排除する時代か
ら、犬を擁護する時代へと完全に転換したと考えられる。 
室内飼いが増えた背景として、室外飼いから室内飼いへの移行はなぜ起こったのか、寺岡伸
吾氏52は『現代社会と家庭動物』の中で 3 点指摘53している。 
 
1) 1980 年代はまだ集合住宅でペットを飼うことが認められていないことが多かった。ま
た、自覚のない一部の飼い主の影響もあり、トラブルもあった。1997 年の建設省（現・
国土交通省）による「中高層共同住宅標準管理規約の改正」54があり、犬猫等のペット
の飼育に関する規約を定めることでマンションなどの集合住宅でのペットの飼育が権
利として認められた。 
2) 1990 年代のバブル崩壊後、「ペット可」という付加価値をつけることで不動産販売を活
性化させようとする事業者側の思惑があり、ペットの飼育ができるマンションが増加し
た。 
3) 1995 年阪神淡路大震災以降、住まいが被災し移転する際、被災者は従来のようにペッ
トとともに住むことを求め、その結果公共の住宅やマンションなどでペットの飼育を容
認する動きが加速した。 
  
以上のことから、集合住宅でのペット飼育者が増え、必然的に室内飼いの傾向が強くなって
いったことが分かる。また、中高層共同住宅標準管理規約の改正が行われた 1997 年は、前年
改正された動物愛護および管理に関する法律が施行された55年度でもあった。動物福祉が広報
される中、動物愛護という観点から室外飼育から室内飼育に切り替える飼い主も少なからずい
                                               
49 鷲巣月美（2008）『人と動物の関係学第 3 巻ペットと社会』岩波書店  
50 兵庫県南部地震動物救援本部発表 
51 兵庫県南部地震動物救援本部活動の記録編集委員会記録編（1998）『大地震の被災動物を救うために』同本部発行
pp.49-50 
52 寺岡伸吾氏 甲南女子大学人間科学部・助教授 地域社会学を専門としている。 
53 寺岡伸吾（2009）「都市社会における人間とペット」『現代社会と家庭動物』インターズーp.74 
54 中高層共同住宅標準管理規約の改正（単棟型、団地型、複合用途型ともに同様。）コメント第 18 条②「犬、猫等
のペットの飼育に関しては、それを認める、認めない等の規定は規約で定めるべき事項である。基本的な事項を規約
で定め、手続き等の細部の規定を使用細則等に委ねることは可能である。なお、飼育を認める場合には、動物等の種
類及び数等の限定、管理組合への届出または登録等による飼育動物の把握、専有部分における飼育方法並びに共用部
分の利用方法及びふん尿の処理等の飼育者の守るべき事項、飼育に起因する被害等に対する責任、違反者に対する措
置等の規定を定める必要がある。」 
同第 18 条③「ペット飼育を禁止する場合、容認する場合の規約の例は次の通りである」･･･とし、具体例文を挙げて
いる。 
55 動物の愛護及び管理に関する法律平成 17 年 6 月 1 日改正、18 年 6 月 1 日施行 
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たと推察する。2007 年には新築マンションの実に 7 割がペット可という現象が起こっている56
こともあり、集合住宅でペットを受け入れることが一般化された。 
1997 年の中高層共同住宅標準管理規約の改正を引き金に、集合住宅でのペット飼育者が増え、
必然的に室内飼いの傾向が強くなったことを指摘したが、神戸市の住宅事情はどうであろうか。
神戸市の統計報告には以下のように記されている。 
 
「住宅を建て方別にみると、一戸建 235,000 戸で住宅全体の 35.3%（全国 55.4%）、長
屋建は 16,800 戸で 2.5%（同 2.7%）、共同住宅は 411,800 戸で 61.9%（同 41.7%）となっ
ている。共同住宅の割合が全国の 4 割に対し、6 割を超えている。（中略）共同住宅につい
て階数別にみると、6 階以上が全体の 49.4%と半分近くを占めている。6 階以上は、建築
時期が新しくなるにつれ、割合は高くなっており、平成 18 年以降建築された共同住宅で
は 65.5%を占めている57。」 
  
以上のことから、神戸市は全国に比べて共同住宅の割合が高く、高層化された住宅に住んで
いる人の割合が高いということが分かる。神戸市では、室内飼いに移行していった一因に共同
住宅率の高さが挙げられるといえる。 
 動物の権利論や、脳・神経研究の進展によって動物にも感覚や感情があることが分かってき
たことから、愛護の気運の高まりがあった。大型犬ブームとともに欧米から導入された犬を人
の下で管理して飼う習慣（筆者はこれを「欧米式管理飼い」と命名した）から、犬のサイズに
関係なく、ペット犬を室内飼いする習慣が始まった。少子高齢化社会の影響もあり、ペット犬
は「個人の所有物」から「家族の一員へ」と変遷したことを捉えることができた。 
 
2.3.3. ペット犬の擬人化期（第 3期 1999年－2005年) 
ここでは 1999 年「動物の愛護及び管理に関する法律の制定」から、2005 年「動物の愛護及
び管理に関する法律改正」までの変遷を見ていく。  
ペット犬の小型化はますます進み、小型犬ブームの時代であるといえる。2000 年以降 JKC
の登録件数の 1 位～3 位を小型犬が占めるようになった（図 20）。それに伴い、室内飼いし、
家族の一員とみるのは当然のこと、人と同様に擬人化する傾向が表れた。服を着せ、身体的接
触を求めるようになり、高度医療を施すようになって、精神的に犬に依存する人々が現れた。
しかし、それらの人々の中には、犬の散歩の必要を感じなかったり、犬の本能的な部分を無視
するような飼い方が目立ってきた。この現象は現在さらに顕著になってきており、1.5 で考察
をする。 
 
                                               
56 読売新聞 2007 年 6 月 3 日   
http://home.yomiuri.co.jp/news/20070603hg01.htm?from=os2 
57 神戸市統計報告速報版（平成 21 年度第 2 号）平成 20 年住宅・土地統計調査の速報集計結果（神戸市関係分）記
者資料提供（平成 21 年 8 月 6 日）pp.6-7 
http://www.city.kobe.lg.jp/information/press/2009/08/2009080604002.html（平成 21 年 11 月 22 日(日)取得）  
企画調整局企画調整部総合計画課統計係 高柳，大平  
32 
 
 
図 20 大型犬ブームから小型犬ブームへ 
 
一方欧米型のしつけは、犬を支配しなければならないと捉えられがちである。リーダーシッ
プを取るという本来の管理の意味が湾曲して、犬の行動を管理しすぎ、育児ノイローゼのよう
な飼い主も見受けられる。たくさんのしつけに関する本を読み、バラバラな知識をどうしてよ
いか分からなくなるといった相談がしつけ方教室に持ち込まれる。 
しつけという面では、しつけを可哀想だとする考え方ときちんとしなければと犬に強要する
考え方に二分化されているという現状がある。総理府による 2000 年の動物愛護に関する世論
調査によると、家族の一員同様にともに生活する世帯が増えると思っている人が 43.3%と半数
に近い数字である。しかし、しつけられたペットが増え、ペットを連れて自由に公共施設や交
通機関などを利用できるようになる、と考えている人は 15.7%であった。「しつけ」という言
葉を受け入れられない日本人の姿が表れている。 
同じく内閣府による 2000 年の動物愛護に関する世論調査58によると、「ペットを飼うことの
いい点」という問いに対して「お年寄りの慰めになる」という回答が 17.2% あり、かなり高
い比率を占めている。一般の人にもペットがお年寄りにとって重要な存在になるという考え方
がかなり広がっている。また、「今後、少子高齢化が進む中で人とペットの関係はどのようにな
っていくと思うか」という問いに対しては「老後のパートナーとしてのペットの重要性が増す」
と答えた人は 39.8％である。特に 20 代、30 代にこの傾向があるというのは、今後その傾向が
一段と増すことを示唆している。少子高齢化の現在、ペットは家族の中でもお年寄りの心のよ
りどころとなる重要な役割を示していることが分かる。 
この時期は、経済成長の不振等の影響から、大型犬ブームから小型犬ブームへと移行した。 
神戸市の犬のしつけ方相談でも、小型犬・中型犬が全体の 84%を占めていることが分かる（図 
21）。 
                                               
58 内閣府(2000)(2003)「少子高齢化や核家族化の進展とペット飼育」『動物愛護に関する世論調査』 
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相談の犬サイズ（全762件）
大型犬
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中型犬
42.0%
小型犬
42.0%
不明
5.1%
 
図 21 神戸市犬のしつけ方相談の犬サイズ 筆者作成 
（2001～2008 年神戸市動物管理センター犬のしつけ方相談） 
 
また、飼育場所の年度別推移のグラフ（図 22）で見たとおり、室内飼いの増加と時期を同
じくして 2005 年度から顕著に増加したのは中、小型犬の相談件数である。特に小型犬は伸長
している。 
犬サイズの年度別推移
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小型犬 25 36 35 32 39 39 52 62
中型犬 30 41 39 26 47 42 44 51
大型犬 11 13 15 4 6 13 15 6
不明 4 5 6 4 5 8 1 6
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図 22 犬サイズの年度別推移 筆者作成 
  
少子高齢化社会を迎え、室内飼いは促進された。距離的にも心理的にも近くなった関係性か
ら、人はペット犬の擬人化を始めた。第 3 期の人とペット犬との関係は、「家族の一員」から「子
どもや孫の代わり」へと移行しつつあることを捉えた。さらに、少子高齢化が進み、高齢者が
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ペットとして犬を飼うことで、また新たな問題が生じている。犬もまた室内で飼われることに
なり、住環境の充実や高度医療の発達などで高齢化する傾向がある。高齢者が老犬を飼うこと
で、体力的に衰えてきた人が、老犬の介護をしなければならないという「老々介護59」現象が
起こっているという問題である。犬の飼育頭数は、昨年あたりからその増加傾向が一段落して
きたが60、まだまだこの先少子高齢化社会が進むわけであるから、今後もペット犬の数が一気
に減少するとは考えにくい。老犬問題はすべての飼い主にとって深刻な問題である。 
 
2.3.4. ペット犬のぬいぐるみ化期（第 4期 2005年－2010年） 
ここでは 2005 年「動物の愛護及び管理に関する法律改正」から 2010 年に至るまでの変遷を
見ていく。  
社会学者である工藤保則61（2009）は、犬の飼い方について、以下のように述べている。 
 
「この家族化という流れは、番犬や子供の遊び相手という、人間が与えた、あるいは、つ
くった役割から犬を解放していった。人間は長い時間をかけて、狩猟用、見張り用、牧畜用
などさまざまな役割を担わせるために犬を飼い慣らしてきたが、その全ての役割から犬を解
放し、愛されるだけの存在にしたのである62。」 
  
そこから、愛されるだけの存在であれば、ぬいぐるみと変わりない存在としてペット犬を捉
えたことが分かる。そのため、この時期には、次のような現象が現れた。飼い犬自身は望んで
もいないのに、飼い主はぬいぐるみのように自分好みの服をペット犬に着せた。ペットショッ
プのみならず、人間の服を取り扱っているアパレル会社63が、次々と犬のブランド服販売に参
入した。元来乳児用であった抱っこ紐やベビーカーが、ペット用にアレンジされて売り出され
た。それに乗せて、犬を歩かせずに散歩する飼い主が増加した。 
また、飼い主はおままごと遊びのように、犬用に作られたケーキやおせち料理セットなどの
食べ物を与えたがるようになった。ペット犬は犬であるがゆえに与えられるがままに食し、肥
満犬の増加が深刻化した64。肥満であるにもかかわらず必要な栄養素は不足しているケースも
見受けられる。 
このように第 4 期は、犬本来の習性・本能を認めようとせず、犬を人の生活や環境に無理に
当てはめようとする飼い方が目立つようになってきた。そこでは、室内飼いで家族の一員とし
て飼っているというよりは、犬をぬいぐるみのように飼っている実態が浮き彫りにされた。筆
者はこれを「ぬいぐるみ飼い現象」と呼ぶことにする。「ぬいぐるみ飼い」をしている飼い主の
傾向としては、以下のような飼い方が見られる。必要以上に服を着せる、嗜好品を食べさせる
など、人の欲求や嗜好を押し付けがちである。ペット犬の健康に対する質の高い知識に基づい
ておらず、手はかけているが本来の犬の姿を尊重しているわけではない。飼い主とペット犬だ
けの世界に閉じこもりがちであり、社会と関わりを持つとしても限られた犬友達のみの閉鎖社
会に限定されている。 
                                               
59 中塚圭子（2006）『犬の老いじたく』角川 SSC 新書 p.71 
60 社団法人ペットフード協会犬猫飼育率全国調査（’99~07）http://www.petfood.or.jp/data/chart2008/06.html 
http://www.jppfma.org/shiryo/shiryo-set.html 犬猫飼育率 全国調査 
61 龍谷大学社会学部社会学科準教授 
62 工藤保則（2009）「現代社会における家族とペット」『現代社会と家庭動物』（株）ペピイ p.88 
63 例えばＧＡＰ、カステルバジャック等有名ブランドが参入。 
64 花王ニュースリリースhttp://www.kao.com/jp/corp_news/2009/20090326_001.html（取得日2009年12月15日）、 
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第 4 期は、擬人化期を経て、ペット犬をぬいぐるみのように扱う飼い方へと変化してきたこ
とが明らかになった。 
 
2.3.5. ペット犬のかごの鳥化期（第 5期 2011年－現在） 
 第 4 期のぬいぐるみ飼いの傾向が顕著になってきたところへ、2011 年に、起こった東日本大
震災をきっかけとして、第 5 期の「ペット犬のかごの鳥化期」へと移行した。かごの鳥化期と
命名したのは、鳥のように、ペット犬を保管する籠である「ケージ」を主な居場所として飼う
飼い方である。 
ペット犬がケージの中で一時的に休養できるようにしつけることを「ケージレスト」という。
ケージレストの重要性は、筆者を含めた家庭犬インストラクターらが阪神淡路大震災をきっか
けとして説くようになった。当時、人とペット犬との避難の形態としてペット犬と一緒に避難
所にいる「同行型避難」、ペット連れ避難者はペットを飼っていない避難者と建物または部屋を
分ける「棲み分け型避難」、飼い主は避難所に行きペットは被災動物避難所に集結する「分離型
避難」という 3 形態の避難が見られた。特に一時避難の際にはとりあえず「同行避難」の形態
をとることになる。その時に他人の迷惑とならないように「ケージレスト」ができることの重
要性が指摘されたのである。しかし、この時には一般の人々への普及までには至らなかった。 
ところが東日本大震災になって、「ケージレスト」はクローズアップされた。なぜならば、第
一に広域大規模災害であったために一時避難の時期が長く、当然ペットとの「同行避難」の時
期が阪神淡路大震災等の今までの災害に比べると長かったことが挙げられる。第 2 に関東とい
う大規模都市をも巻き込んだことで多くの人が身近に起こることとして注目したことも原因で
あると推察される。動物が飼い主のみならず他人と空間を一にする機会が多くなる中、他人の
迷惑を考えて緊急災害時には、まず第１にケージに犬が入ることができるように訓練するとい
うことが大切であることが一般化していったのである。また、災害時を想定したしつけ講習及
び指導者の育成、自治体のシェルター運営が一般的に知られることとなった。動物に対する理
解・配慮の問題点が各所で講演される中、人社会に犬を受け入れるために犬をケージで管理し
て飼う傾向はますます強いものとなった。 
こうして「ケージレスト」が普及していったが、本来の「ケージレスト」は、あくまで一時
的な居場所として活用することであったり、出入り自由な心地よい犬の居場所のことをさす。
ところが、普及した「ケージレスト」は、ケージの中でずっと閉じ込めておくのがよいと誤解
されるようになってしまった。 
その誤解に拍車をかけたのが、動物取扱業者による説明責任の法制化65である。犬の飼い方
説明がペットショップなどの動物取扱業者の義務となり、犬の居場所という環境を整えるため
に、商業的な理由から、ケージで犬を飼うことの推奨がなされた。ケージは単価が高いので買
われると儲かるのである。本来、ケージは犬に目が行き届かないときだけ一時的に使うもので
ある。人の赤ちゃんを危険から守るためにサークルに入れて寝かせておくのと同じ意味であっ
た。ところが、ペットショップなどにおける対面説明において66、ケージの中が犬の居場所と
                                               
65「動物の愛護及び管理に関する法律」1973（昭和 48）年 10 月 1 日法律第 105 号）最終改正：2013（平成 25）年
6月 12日法律第 38号第 3章第 1節第 8条  動物の販売を業として行う者は、当該販売に係る動物の購入者に対し、
当該動物の種類、習性、供用の目的等に応じて、その適正な飼養又は保管の方法について、必要な説明をしなければ
ならない。とあり、細則として 18 項目のペット販売時は対面説明義務を定めている。その中の一つとして飼養又は
保管に適した飼養施設の構造及び規模の説明の義務がある。 
66 筆者が収集した 6 例のペットショップでの子犬引き渡し時の「子犬の育て方説明書」によると、すべてのケース
でケージの中で飼うことを推奨していた。 
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して定着してしまった。商業的にも都合がよい。飼い主もとりあえず子犬にいたずらをされな
いので都合がよかったのである。 
この傾向から、現代社会では犬の飼育時には、ケージで犬を保管することが浸透していった。
同時に人の多忙感が増し、核家族化から一人暮らしへと進む中、犬を置いて仕事へ行く人も増
えた。群れでテリトリーを意識しながら生きてきた犬たちなのに、長時間ケージの中で一人で
閉じ込められるようになった。そのため子犬は人と同一の空間での振舞を身に付けられず、出
したときには嬉しさのあまりとても騒ぐようになるのは当然のことである。 
またケージに閉じ込めることを基本としてしまうと、犬たちはストレスを感じるようになり、
ちょっとしたことで飼い主を噛むといった問題が増加した。前述の神戸市のしつけ方教室相談
でも、2008 年と 2012 年を比較してみると、噛むといった相談がさらに多くのパーセンテージ
を占めてくることが分かる（図 8）。 
こうした日常的にケージに閉じ込めてペット犬を飼う「かごの鳥飼い」現象は、ケージの中
で飼うのが一番良いと思い込み、犬の要求をすべて無視してでもケージの中でペット犬を飼っ
ている人を生んだ。飼い主はペットショップで一番初めに聞いた説明はすんなり頭の中に入っ
てしまい、とても真面目にケージ飼いを行う。ケージに閉じ込めながらトイレの失敗をなくし、
無駄吠えさせず、噛まないようにさせようと、真剣にしつけに取り組もうとしている飼い主が
いる。一方、ケージに入れておけばそれでいいと放置しているネグレクトの飼い主も存在する。
この二極化が進んでいるが、双方とも、かごの鳥飼いの一つの現象と捉える。 
 
また、環境省は、東日本大震災の教訓から、同行避難を義務付けた67。また震災時の飼い主
の義務として、ペットをケージやキャリーバッグに入ることを嫌がらないように日頃からしつ
けておくよう、ガイドラインを作成している68。迫りくる災害への危機感から、一時的に犬が
休養できるしつけ「ケージレスト」が、常にケージに入れて飼うことへと歪曲して捉えられて
しまう傾向があることが分かった。しかも人・犬関係は、年を追うごとに急激に変化している
事が分かった。 
                                               
67環境省自然環境局総務課動物愛護管理室（2013）「災害時におけるペットの救護対策ガイドライン」自然環境研究
センター p.3 には 
「平成 23 年 12 月に開催された中央防災会議において「防災基本計画」の修正が行われ、自然災害対策の各編（第２
編～第６編）及び第 11 編の原子力災害対策編に、避難場所や仮設住宅における家庭動物の受け入れ配慮事項が追加
されるとともに、「防災業務計画及び地域防災計画において重点をおくべき事項」に、被災した飼育動物の保護収容
に関する体制整備や避難場所等における飼育動物の収容が追加された。また、平成 25 年 9 月１日に施行される改正
動物愛護管理法において、災害時における動物の適正な飼養及び保管に関する施策を、都道府県が策定する動物愛護
管理推進計画に定めることが追加されるとともに動物愛護推進員の役割として、災害時に国または都道府県等が行う
ペットの避難、保護等に関する施策に協力することが追加された。さらに、改正法を踏まえ、「動物の愛護及び管理
に関する施策を総合的に推進するための基本的な指針」（平成 18 年 10 月 31 日環境省告示第 140 号）の見直しを行
い、災害対策についても追加する予定である。」とある。 
68 前掲書 pp.25-26 には、「飼い主が、いざペットを連れて避難しようとしても、ペットも突然の災害にパニックにな
り、いつもと違う行動を取る可能性がある。こうした状況で、人とペットが安全に避難するためには、普段からキャ
リーバック等に入ることを嫌がらないことや、犬の場合は、「待て」、「おいで」等のしつけを行っておく必要がある。 
避難所におけるペットの飼育においては、ケージやキャリーバックに慣らしておくこと、人や動物を怖がったり、む
やみに吠えたりしないこと、決められた場所で排泄ができることで、他人への迷惑を防止するとともに、ペット自身
のストレスも軽減することができる。 また、避難所や動物救護施設においては、ペットの免疫力が低下したり、他
の動物との接触が多くなるため、普段からペットの健康管理に注意し、予防接種やノミなどの外部寄生虫の駆除を行
い、ペットの健康、衛生状態を確保する。さらに、不必要な繁殖を防止するため、不妊・去勢手術を実施しておく。
不妊・去勢手術により、性的ストレスの軽減、感染症の防止、無駄吠え等の問題行動の抑制などの効果もある。」と
し、「災害に備えたしつけと健康管理の例の犬の場合として、「待て」「おいで」「お座り」「伏せ」などの基本的なし
つけを行うこと、ケージ等の中に入ることを嫌がらないように、日頃から慣らしておくこと、不必要に吠えないしつ
けを行うこと、人やほかの動物を怖がったり攻撃的にならないこと、決められた場所で排泄ができること、狂犬病予
防接種などの各種ワクチン接種を行うこと、犬フィラリア症など寄生虫の予防、駆除を行うこと、不妊・去勢手術を
行うこと」を挙げている。 
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2.4. 導入された欧米式しつけと日本の犬観との現状 
高度成長期以降のペットとしての犬が「地域の動物」から「個人の所有物」へ、そして「家
族の一員」へ、「擬人化傾向の強まり」「ぬいぐるみ化」「かごの鳥化」へと変遷してきたことを
見てきた。 
人の生活の変化に伴って、犬の行動範囲が次第に狭まり、同種の犬と接触する機会も減り、
飼い主以外の他人に会う機会も少なくなってくるなど、犬の生活様式も大きく変わったことが
分かった。生活空間が減少したことで、犬の自由が利かなくなり、また、番犬の役割も喪失し
た。   
同時に、飼い主とペット犬との関係は、時間的、身体的密着度が高まってきたといえる。し
かしながら、人の多忙感から、同じ空間にいながらも犬の望む接触時間やコミュニケーション
が減少し、散歩不足から、犬が本来持っている、外部への新奇性探究が阻害されている。飼い
主と一緒に外に出ない限り、ペットとしての犬は自ら自由に屋外を歩き回れない。 
犬への過剰な管理と放任の二極化は、双方とも犬が本来の習性とは違った行動を起こすとい
う状態になった。つまり、都市型現代社会になるにつれ、人と犬との関係性に歪みや緊張が生
じていることが明らかになった。 
このようなペットをめぐる環境の変化に加えて、現代におけるペット犬トレーニング方法に
も問題がある。今日一般的であるペット犬トレーニングの手法は，ペット犬を人の生活に合わ
せるようペット犬の行動を修正する方法である。例を挙げると、現代においてペット犬は犬の
都合に関わらず、見知らぬ人が撫でたいと思ったときには、いつ人にさわられても嫌がらない
ようにじっと待つよう訓練すること等である。これは、人の利用に供するよう品種改良を重ね
て来た欧米のペット犬の理想像に基づいて生み出された訓練法である。従って、同じ方法が遺
伝子的にオオカミに近く、長年繋がれることなく地域を往来してきた、つまり生まれも育ちも
自然の要素を濃く残す和犬に対しても通用する方法であるとは言えない。 
また、動物だけでなく、植物や物にさえも生きとし生けるものとして尊重する日本人の生命
観も無視できない。そうした日本人の犬に対する生命観、つまり伝統的犬観を顧みず、欧米の
しつけの方法論だけを取り入れたこと事態に疑問と危惧を抱き、そこから生じた人・犬関係に
歪の是正を試みた。そこで、日本に存在した伝承・伝説を調べることにより、伝統的犬観につ
いて明らかにしていくこととした（第 1 章）。 さらに、古くから犬猫を祀って来て，現在もペ
ット供養祭をつづけている高畠町に筆者の目を向けさせ（第 2 章）、本論第 3 章の共生空間創
造のための方策「犬遍路」を考案し（第 3 章）、人犬共生空間「犬猫安らぎの郷」を提案する
インセンティブとなった（第 4 章）。 
 
2.5. 共生の現状のまとめ 
現代の人とペット犬との共生について、以下のことが明らかになった。 
1) 動物愛護に関する内閣府の世論調査からは、飼い主のマナーに困っていることがわかった。 
2) 神戸市の共生の現状からは、犬の習性由来のことが悩みとなり問題視していることが明らか
になった。 
3) 高度成長期以降の現代の人とペット犬との関係性は、「人の所有物」から、「番犬」「ペット
犬としての家族化」「子どもや孫の代りといった擬人化」「管理化とぬいぐるみ化」「絆の二
極化とかごの鳥化」へと変化した。また、人の生活の現代化に伴い、犬もまた現代の多忙で
室内にこもるという、人社会で生活することにより、問題が起こってきたことを詳らかにし
た。 
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4) これら、人と犬との関係性のねじれからくる、双方が共生できないという問題に対し、ペッ
ト犬の行動を人社会に合わせるよう、行動修正するという欧米から導入されたしつけにより
共生しようとする方策が現在中心となっている。しかし、飼い主は犬の習性を矯正するとい
う、しつけに対し「かわいそう」「めんどうである」と、感性的に受け入れられないでいる。 
 
3．先行研究 
本研究の目的は、人とペット犬との共生空間を創造するための方策を提案することである。 
本節では、人とペットとの共生に関する先行研究に着目し、本論文の位置づけを行っていく。 
先行研究として、動物行動学からのアプローチ、人の健康・心理学的アプローチ、住居に関
する建築学からのアプローチ、ペット産業に関しての経済学からのアプローチ、人と野生動物
の共生に関しての生態学からのアプローチ、犬の伝承・民話に関する動物文学的・歴史学的ア
プローチといった研究からの知見を得た。 
 
3.1. 動物行動学からのアプローチ 
動物行動学（ethology）は、動物の行動を研究する学問である。創始者であるコンラート・
ローレンツは、動物の行動はその種に遺伝的に備わっているもので、それが特定の鍵刺激を含
んだ解発因によって解発された行動をとることを解明した69。 
日本においては、森裕司（2004）が、犬が示す行動様式の遺伝的背景と環境要因の影響につ
いて明らかにした70。また、武内ゆかり（2006）は犬種別行動特性の解析を行い71、共生のた
めには、人が犬の気質を知って、犬種や個性を考慮しつつ、犬を人社会に慣れさせることが重
要であることを提唱した72。筆者は犬の行動のメカニズムに関する基礎的研究に関して、大い
に知見を得ることができた。 
犬の行動のメカニズムをペット犬に応用する手法により、ベンジャミン・ハート、イアン・
ダンバー、マイケル・フォックス、ブルース・フォーグルといった欧米の動物行動学者を中心
に、人が問題視している犬の行動（犬の問題行動）についての研究がなされている。彼らは、
犬の学習理論と行動科学に基づいたトレーニング法により、犬を人社会に適応できるように、
犬の行動を修正する研究を行ってきた。これが日本に導入され、現在、一般的に「犬のしつけ」
とみなしている。現在において、人と犬との共生に関する動物行動学的アプローチとしては、
飼い主による犬のトレーニングや、人が問題視している犬の行動（犬の問題行動）を診療し解
決するという手法を取っている。 
人と犬との共生に対する動物行動学からのアプローチでは、共生方策として、犬を人の生活
に合わせる方法が中心であり、人が犬をも尊重したうえでの快適な空間を創造する方策の研究
はない。 
 
                                               
69 コンラート・ローレンツ 丘 直通・日高敏隆(翻訳)（1997）『動物行動学 (下)』筑摩書房 
70 例えば森裕司（2004）「犬のしつけと問題行動」『日本獣医畜産大学研究報告 53』日本獣医生命科学大学 pp.94-95
では、攻撃行動、恐怖症、分離不安について、遺伝的気質が環境によって発現し、過度になると問題行動となること
を示している。 
71 武内ゆかり(2006)「日本における 56 犬種の行動特性の解析：米英国における調査との比較」『The Journal of 
veterinary medical science 68(8)』社団法人日本獣医師学会 pp.789-796 では、米英と日本という地域的・文化的背
景の違いがあるにもかかわらず、犬種の行動特性は類似していることが明らかになった。 
72 武内ゆかり（2009）「犬の気質を知って一緒に暮らそう」『日本家畜管理学会誌・応用動物行動学会誌 45（2）』日
本家畜管理学会 p.101 では、「気質関連遺伝子の探索が、コンパニオンアニマルの人間に対する社会化をより効率
よくまた確実に行うために、また、個々の動物に適した育成方法をプログラムしていくうえで有効な手段となること
が期待できよう」とある。 
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3.2. 人の健康・心理学的アプローチ 
人がペット犬と共生することで得られる癒し、意欲といった心理的効果を得られることにつ
いて論じたものには、横山章光の動物介在療法（animal assisted therapy）や、動物介在活動
（animal assisted activity）の研究が挙げられる。 
また、現代日本における飼い主とペット犬との関係が親子という関係であることを明らかに
した柿沼美紀（2008）73、人がペットを失った時の心理状態について明らかにした鷲巣月美
（1998）74らの研究もある。 
それぞれペット犬がもたらす人への心理的効果に関する研究についての知見を得た。しかし、
動物介在活動では、主に他人との接触を好むペット犬が研究対象となっている。様々な性格の
ペット犬がいる中、ペット犬からの効果が追求されすぎた弊害として、「人が触れる犬」が犬の
基準となってしまったと考えられる。ペット犬の野性的な行動が意外に人に対して自然観を覆
してくれるような効果があるといった研究はない。 
また、人の健康・心理学的アプローチから共生することの効果研究はあったが、ペット犬の
健康や心理学的アプローチの研究分野も管見では得られなかった。 
 
3.3. 建築学的アプローチ 
ペットが室内で飼われるようになった昨今では、人とペットとがともに快適に過ごすことの
できる空間として、住居を捉えることができる。 
住居という空間、つまり、住環境での人とペットとの居心地の良い共生空間を追求した研究
は、主に建築学の分野で盛んである。しかも、ペット、共生というキーワードで論文検索をす
ると、住宅・マンションなどの建築部門が一番多く検索で現れる75ほど、ペットとの共生に対
する研究が盛んである。 
建設省（現国土交通省）が、1997 年、『改正マンション標準管理規約』第 18 条より、ペッ
ト飼育を認めない場合・容認する場合のそれぞれの規約案文例をコメントに記載した。その結
果、人とペットとの居住空間についての関心が高まり、研究が盛んになった一因と考えられる。
これらについての研究としては、川端彩
さ
織
おり
（2001）76、渡辺沙由紀（2001）、長沢愛子・遠藤
淳子（2003）77、谷口順・遠藤淳子78（2003）小林靖子・武田喜美子（200479・200580）、松本
光（2010）81らが挙げられる。 
                                               
73 柿沼美紀（2008）、「発達心理学から見た飼い主と犬の関係」森裕司・奥野卓司編『人と動物の関係学第 3 巻ペッ
トと社会』岩波書店 
74 鷲巣月美（1998）『ペットの死,その時あなたは』三省堂 
75 例えば論文検索サイト CiNii で「ペット・共生」で検索すると、64 編の文献が検索される。住宅に関する文献は
そのうちの 38 編ある 
76 川端彩織 荒木兵一郎 亀岡義浩（2001）「集合住宅におけるペット飼育に関する研究(2)」学術講演梗概集.E-2,建
築計画Ⅱ,住居‐住宅地,農村計画,教育』社団法人日本建築学会 pp.221-222 川端彩織らは、共生や交流という視点で
ペットと人がマンションの中で暮らすためにどのような生活環境が必要かを調査検討した。将来のマンションでの共
生意識や交流意識は高く、飼育規則に関する規制を少なくすることが必要であることを明らかにした。また、ペット
との生活行為としては、運動、排泄、衛生を挙げ、ペットとの共生意識が高くなると地域や共用部分への意識が増え
ることも考察している。 
77 渡辺沙由紀 傍島桂 田中千恵 吉田あこ 芳澤麻衣子（2001）「盲導犬との共生住宅の計画研究」『日本建築学
会大会学術講演梗概集』日本建築学会 pp.285-286 渡辺沙由紀らは、玄関横のシャワールームや水拭きできる壁紙と
いった、人の生活の便利さのみならず、盲導犬への配慮計画として、犬への生活の配慮を明らかにした。具体的には、
犬が自由に出入りできるよう自動扉、柔らかく寝そべる場所、フローリングは滑り易く股関節脱臼をおこしやすく危
険なので頻繁に通る所には部分的にタイルカーペットを敷く、などである。 
78 谷口順 遠藤淳子（2003）「ペット共生住宅における居住者意識に関する研究 : その 1 求められる設備(ライフス
タイルの多様化,建築計画 II)」『 学術講演梗概集. E-2, 建築計画 II, 住居・住宅地, 農村計画, 教育 』社団法人日本
建築学会 pp.323-324 谷口順らは、ペット共生型賃貸住宅の居住者像及びペット向け専用施設に対する居住者意識等
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集合住宅全体という空間において、飼育者と非飼育者が共生するための方策について、解決
すべき問題が「臭い」「音」「抜け毛」の対策であること、コミュニティとしての可能性として、
飼育者、非飼育者が交流できる空間を持つことで交流が促進されること、を知ることができた。 
また、犬の欲求に応じる策としては、自由に動き回れる空間の確保や柔らかい寝床、犬の健
康を考えた湿度の考慮など、居住空間内での快的さを求め、実現するための研究があった。つ
まり、居住空間において共生するために必要な要素についての研究はなされていた。 
集合住宅という住空間での人とペットが共生するために克服していかねばならない対人関係
やペットの問題に対する対策について、住いの建築の工夫と、住居者同士の集会による自己解
決が効果的であったとの知見を得た。 
しかしながら、人と犬との関係性は住居にとどまらない。特に犬は人間社会と深く結びつき、
他人、他犬との関係性を持つことから、屋外での空間における共生方策の研究が大変重要であ
ると考える。しかし、屋外空間に関する共生の方策についての研究はない。 
 
3.4. 経済学的アプローチ 
ペット産業は 2008 年に 1 兆円を超える産業となった。 
2008 年までの研究では、ペットのどの分野が経済効果をもたらすかという文献が多く82、そ
の後、環境対策の研究が多く発表されている。例えば、岩倉由貴（2009）83は、ペットを「も
                                                                                                                                                  
についての報告を挙げている。ペット共生住宅を探していた居住者が多く、ペットと共生できることへの評価が高い
こと、ペット向け設備に対しては、（中略）特に、良好な相隣関係を保つための設備、が必要とされていることを明
らかにした。さらに、ペット共生やしつけ、ペット向け共用設備に対する居住者意識調査についての報告として、衛
生面に考慮した設備に対するニーズが高いことを明らかにした。ペット共生型住宅では、非飼育者でもペット共生を
肯定的に捉えている。ペットとの共生を快適に行えるよう飼育者が配慮していることが窺えた。また、ペット向け共
用設備コーナー周りの空間は、居住者コミュニティ形成上の重要な要素であることが分かった。さらに、まちづくり
においても有効な手立てとなりうる可能性を見出せた。 
79小林靖子 武田喜美子（2004）「集合住宅におけるペット飼育に関する研究その１：飼育不可を可にした集合住宅
と不可のままの集合住宅の飼育環境の比較」『学術講演梗概集.E-2,建築計画Ⅱ,住居‐住宅地,農村計画,教育』社団法
人日本建築学会 p.49 小林靖子らは、ペット飼育住宅不可を可にした住宅と不可のまま飼育黙認をしている住宅を調
査し、関係を悪化させる問題点を分析し、飼育者、非飼育者双方の立場から無理なく共生できる飼育環境や集合住宅
におけるペット飼育のあるべき姿を考察したものである。p.50 ペット飼育不可集合住宅でペット問題を前向きに解決
するためには、飼育者同士で飼育者の会を作り、マナーを徹底させ、非飼育者の許可を得ることが有効である。しか
し、規約が細かすぎると無許可で飼育する人が増えてしまう。具体的には糞の始末、ペットの躾（飛びつかせない、
必要以上に吠えさせないなど）、頭数・大きさの制限を含み、規制の少ない規約にすることが望ましい。そして、飼
育者全員がペットの飼育を申請し、飼育者としての自覚と責任を持ち、自発的に規制することが共生環境を整えるた
めのスタートラインになるという知見を得た。 
80 小林靖子 武田喜美子（2005）「集合住宅におけるペット飼育に関する研究その 2：設備付き飼育可集合住宅にお
けるペット飼育の環境（住宅の防犯・管理,建築計画Ⅱ）」『学術講演梗概集.E-2,建築計画Ⅱ,住居‐住宅地,農村計画,
教育』社団法人日本建築学会 pp.451-452  ペット可能住宅において、飼育者と非飼育者をつなぐペットコミュニケ
ーションの観点から、高齢社会におけるペット可就業住宅に関する基礎的知見を得ることを目的に研究した。集合住
宅でのエントランスに着目し、飼育者、非飼育者とのトラブル防止のためには対応型（エントランスを別々に設ける）
がよく、良好なコミュニケーション面からは共生型（ペット用エントランスの外にベンチなどペットとのふれあいが
できるような場所を設ける）がよいことを明らかにした。また、高齢者マンションには、コミュニケーションが重要
になることから、共生型が適している 
81 松本光 田村雅紀 金巻とも子（2010）「ペット共生住宅のQOL 改善を目的とした内装建材性状の評価」『2010
年度日本建築学会関東支部研究報告集』日本建築学会 pp.29-32 松本光らは、１）今後のペット対応建材に要求され
ているのは「臭い」「音」「抜け毛」の 3 つであり、いずれも人の快につながる項目となったこと、２）最も様々な種
類のペットが出入りするペット宿にて、物理指標に該当する 3 つの項目に相関がみられたため、建築という物理的工
夫による心理的変化が可能であるということがわかった。３）犬に必要な湿度調整を行うにあたって漆喰を用いる場
合、厚さ 5-10mm、表面はフラットで施工することにより、吸放湿性能をもっとも発揮するであろうという 3 点につ
いて明らかにした。 
82 例えば、岩村克俊(2000)「成長するペット産業の全貌--ブームの背景と市場規模 (特集 ペットビジネス--多彩なサ
ービスで事業機会が増大)」『レジャー産業資料 No.33』pp. 54-59 や、原田博行（1989）「最新ペット市場情報‐動
物と人間の共生条件の確立がビジネスの決め手だ」『月刊中小企業 No.41』綜合ユニコム pp.41-43  
83 岩倉由紀(2009)「ペット市場と動物観」『動物観研究(14)』ヒトと動物の関係学会 pp.27-34 
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の」と捉えるのではなく育てる視点、すなわち品質に影響を与える生活環境の整備が重要だと
した。さらに、急成長したペット産業において、ペットが販売対象の「もの」から、「育てる」
対象として見ていくという方向性を知り得た。人もペットも互いに快適な共生の追求が人社会
中心のペット産業を安定化させることを知ることができたが、やはり、ペット犬やペット犬を
育てることをも商品として捉え、経済効果を追求するに留まっている。 
 
3.5. 生態学的アプローチ 
動物園での野生動物に対する、動物福祉を考えた際、動物福祉の立場から､飼育動物の“幸福
な暮らし”を意味する、「環境エンリッチメント84」研究がなされている。安江みゆき（2012）
85によれば、環境エンリッチメントとは、飼育動物が野生で発揮していた行動を、野生に近い
時間配分で実現するための取り組みをいう。また、Honey(2009) 86らは、エンリッチメントを
５つのタイプに分類し、その機能を明確にすることを提案した。安江はさらにエンリッチメン
トの 5 分類についてまとめ、詳しく示した。 
ペット犬との共生を、動物福祉的側面から捉えたものはなく、５つの環境エンリッチメント
の考え方は、ペットとの共生を考える上で参考となった。 
さらに、奥山英登ら（2010）87、旭川動物園チームは、ペンギン散歩を野生の行動として見
学者に解説することで、野生下のペンギンや環境問題について広がりが見られたことを示した。
動物の生態の解説を見学者に行うことで、動物の福祉や地球環境を理解することに役立つとい
う知見を得た。 
また、村田浩一（1999）88は、コウノトリ野生復帰のための諸問題を住民との協力を得てな
し得たことを示し、地域と動物との関係性について知見を得た。 
以上、生態学的研究では、動物の生態を守りつつ共生する方策についての知見を得た。動物
とともに、入園者に生態という着眼点を示すことで、生態に対する理解や動物への共感を起こ
すという考えは、人とペットとの共生を考えるうえで参考になった。さらに、人と野生動物と
の共生について、ヒグマ、トキ、コウノトリの取り組みは、地域に根差した共生空間の創造と
その方策に対する取り組みは、本研究の人とペットとの共生空間創造に対して大変参考になっ
た。 
野生動物と人との共生研究分野において、一見ペット犬とは分野を異にするところであるが、
動物の習性を理解し、尊重しつつ共生する方策について知ることができた。しかし、この分野
では、ペット犬を対象とした共生研究はなされていない。 
 
3.6. 動物文学・歴史学的アプローチ 
                                               
84 石田戢(2010) 『日本の動物園』 東京大学出版会、pp.131-141 によると、1990 年代にアメリカで研究されるよう
になったとしている。初期の研究者は、ロバート・ヤーキーズやハイニ・ヘディガーを挙げている。 
85 安江みゆき（2012）「ラットを用いた環境エンリッチメント評価研究の意義」『日本女子大学大学院人間社会研究
科紀要⒙』日本女子大学 p.170 
86 前掲書 p.171 によれば、採食についての質や採食時間の工夫をする「採食エンリッチメント」、梁やプラットホー
ム、池など野生の環境で見られた行動を引き出す工夫をする「物理的エンリッチメント」、音、光、臭いなど、動物
の感覚に刺激を与える「感覚的エンリッチメント」、他の動物や人間とのそうぞ作用について考慮する「社会的エン
リッチメント」、解決が必要な問題を与えることによって、トレーニングや道具使用を促すように課題を与える「認
知的エンリッチメント」が必要であると説いた。 
87 奥山英登他（2010）「ペンギンはカワイイ！だけなのか？：野生動物との共生を伝える「ペンギン散歩」の評価」
『年会論文集 34』日本科学教育学会 pp.345-346 
88 村田浩一（1999）「コウノトリ野生復帰のための諸課題：住民との協力関係他」『Japanese journal and medicine 
No.4』日本野生動物医学会 pp.17-24 では、農薬散布を合鴨農法などの有機農法の導入、生物多様性を狙いビオト
ープを作る等、地元にコウノトリを復活させる方策として、人の利便性を追求せず、元来の、人が棲みやすい環境づ
くりへとフォーカスさせた点が参考となった。 
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日本犬保存会を作った斎藤弘吉(1964)は、犬に関する伝承・伝説や、鷹犬、犬の飼い方など、
多くの古書を一次資料として収集し、今日の人と犬との伝統的関係性を語る上での礎を創った
89。さらに、平岩米吉(1898-1986)は、雑誌「動物文学」を主宰し、伝統的動物文学や外国から
の資料の収集、自ら飼育した六十余等の愛犬の話を綴った動物文学によって、犬の心理学の集
大成をおこなった90。戸川幸夫91(1964 )は動物文学として人と犬との関係性を示した。さらに
大木卓（1987）は、犬に関しての伝承・伝説の資料を体系的にまとめ、伝承・伝説によって人
と犬との関係性を伝えた92。歴史学者である塚本学93（1983）は、特に江戸時代の人と犬との
関係性についてまとめた。小佐々学（2012）は、30 年間にわたる全国の犬塚研究から、日本
の犬の伝承に出てくる「義犬」は究極の愛犬であり伴侶犬 パートナーだったことを明らかにし
ている。 
このように、動物文学・歴史学的アプローチでは、人と犬との昔ながらの良好な関係性につ
いて指摘している。現代にその関係性をを復活させる方策研究はない。さらに、その関係性に
ついては誤解が生じており、人・犬関係の負の部分だけが強調されている（詳細については 1.4
を参照）。 
 
3.7. 環境人間学的アプローチ 
共生方策として、しつけの方法論はある。そして、それは犬を人の生活に合わせる方法が中
心であり、犬も人も快適な環境を整える方策と、その空間づくりの研究はない。 
犬の習性を知り，これを尊重して生活をしていた地域の人々の犬に対する生命観や地域の伝
統文化や空間の履歴から説き起こして犬との共生生活を論じた感性学的研究もまだない。課題
解決の糸口を探る筆者が目指しているのはそのような環境人間学的、感性学的ペット共生空間
研究である。 
 
4．小結 
序論では、本研究に至った人とペット犬との共生に関する問題の所在を捉えた。 
まず、内閣府の調査により、現在の人とペット犬との共生できていない現状を明らかにした。
人はペット犬を飼うことについて迷惑であると感じており、特に飼い主のマナーの悪さについ
て迷惑を感じていることが内閣府の調査より、明らかになった。 
次に、神戸市の動物管理センターで飼い主の悩みについて筆者が調査したところ、飼い主が
ペットについて悩んでいることは、ペット犬の異常な行動ではなく、習性という従来の犬の姿
であることが分かった。つまり、飼い主と犬との良好な共生もできていない現状を捉えた。 
さらに、高度成長期以降現代までの人と犬との関係性（以下、人・犬関係）について文献を
元にまとめたところ、次の通りとなった。現代の人・犬関係は、番犬、家族の一員、子や孫の
代り、ぬいぐるみ、かごの鳥へと変遷していっており、しかも人・犬関係は、年を追うごとに
急激に変化している事が分かった。 
人とペット犬との共生に関する問題の所在は、この人・犬関係の急激な変化によるものであ
ると捉えた。 
また、今現在実施されている人とペット犬との共生方策としては、犬を人の生活に合わせる
ために行動を修正するという欧米式の犬観に基づいた訓練が導入された。人と犬とが同じ社会
                                               
89 斎藤弘吉（1964）『日本の犬と狼』雪華社 pp.30-31  
90 平岩米吉(1976)『犬の行動と心理』池田書店 pp.2-3 
91 代表作 戸川幸夫(1964)『高安犬物語』新潮社 
92 大木卓(1987)『犬のフォークロア』誠文堂新光社 
93 塚本学（1995）『江戸時代人と動物』日本エディタースクール出版部 
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で共生していくためにはある程度のルールを犬に教える必要があるが、犬の行動修正のみでは、
人と犬との激変した関係性の変化によって生じた齟齬は修正できず、問題は解決には至ってい
ない。 
先行研究にも着目した。まず、動物行動学的研究では犬の行動・習性に対する知見を得るこ
とができた。しかし人とペット犬との共生方策として、ペット犬を人社会に合わせる様、犬の
行動を修正することが中心とされ、飼い主が自身の対応を見直しつつ、互いに心地よい空間を
創るための方策研究はなかった。 
建築学的研究及び建築学では、人間の住空間での共生方策に対する研究がなされており、人
が住みやすく、かつ犬の身体的健康に留意する建造物についての方策、マンションという人の
コミュニティづくりのための研究はなされていた。しかし、人と犬とが心地よく共生できる空
間は従来の住空間だけでは不十分である。人とペット犬とが従来の持っている習性を生かす、
屋外を含めた空間の共生方策研究はなかった。 
経済学的研究では、ペット犬を商品として扱い、経済効果を追求するに留まっている。 
生態学的研究では、野生動物と人との共生研究分野において、一見ペット犬とは分野を異に
するところであるが、動物の習性を理解し尊重しつつ人と動物とが共生する方策について知る
ことができた。しかし、この分野では、ペット犬を対象とした共生研究はなされていない。 
動物文学・歴史学的研究では、歴史的動物文学・文献からは伝統的な人と犬との関係性に関
する知見を得た。しかし、現代に伝統的な人・犬関係の知見を生かす方策についての研究はな
かった。 
以上のように、伝統的人・犬関係を生かしつつ現代の人と犬とが快適に共生する空間を研究
するという、環境人間学的研究は現在行われていない。筆者は環境人間学的アプローチにより、
人とペット犬との共生方策を探究し、提案することを目的としている。 
 
本論文の構成は次のとおりである。 
序論では、人とペット犬との現代の関係性から問題が生じたことを論じた。現代の人・犬関
係は分かったが、昔はどうだったのか見るために、第 1 章では、伝統的な人・犬関係と日本に
おける犬観について論じる。第 2 章では、伝統的な人・犬関係が現代に生き続けている空間に
ついて論じる。さらに第 3 章では、現代に生きた別のタイプの空間について論じる。さらに、
それらの空間から、良好な空間たり得た要素を抽出し、伝統的な人・犬関係を現代に生かす方
策を提案し、検証する。第 4 章では、提案した現代に生かす方策が採択された成果について報
告する。 
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第 1章 伝統的人・犬関係の変遷 
 
序論では、現代の人・犬関係の歪から問題が生じてきたことを示した。第 1 章では、まず欧
米から犬文化が導入された明治以前の伝承・伝説を調査し、日本の伝統的な人・犬関係とは、
どういったものであったかを明らかにする。次にその伝統的人・犬関係はどの時代まで続いて
いたのかを探る。 
 
1.1. 伝統的人・犬関係 
伝統的人・犬関係とは、どういったものであったかを検証した。 
日本には、草木国土悉皆成仏という言葉が表す通り、生きとし生けるものから、国土という
無機質なものまで、すべてが同じ命を持つものとして粗末にしてはいけないという思想がある
94。動物に関しては、日本を含む東アジアには、キリスト教的な自然観とは異なり、人と自然
界の他の生物との間に絶対的な断絶をみないという思想がある95。これらから、人は犬のこと
を、運命共同体、つまり「仲間」として観てきたのではないかと推察される。 
古賀弘一（2008）によれば、「仲間」について、「あることにおいて関係が生じ、そしてこの
関係によって規定せられた人々が、さらにその間に心的結合が生じた時に仲間になる」と定義
している96。人と犬との間にも「仲間」という関係があるとすれば、あることによって関係が
生じ、さらに心的結合が生じていることになる。 
それでは、日本において、人と犬との関係性の中で「仲間」という関係性が成立していたの
か。狩り、ペット、ナビゲータ、番犬、という４場面に文献の分類を試み、それぞれの場面で
の人・犬関係についてを調査した。分類内容については、＜Appendix No.3＞「伝承・伝説に
みる人・犬関係表」を合わせて参照していただきたい。 
 
1.1.1 狩りでの関係性 
縄文時代には、人と犬とは狩りで協業するという関係性があったと推察されている。縄文早
期から犬の全身の骨が残っており、丁寧に埋葬されていたことから、人は犬を大切に扱ってい
たことが分かる97。 
犬が登場する最初の記述は、「日本書紀武烈天皇八年条」に、「田猟を好みて、狗を走らしめ
馬を試ぶ」とある。狩りという事柄により、人と犬とが関係性を持った。その後、「日本書紀垂
仁天皇紀巻六の二八十七年の条」に、「昔丹波國の桑田村に、人有り。名を甕襲
み そ か
といふ。卽ち甕
襲の家に犬有り。名を足往
あ ゆ き
といふ。是の犬、山の獸
しし
、名を牟士那
む じ な
といふを喰ひて殺しつ。卽ち
獸の腹に八尺瓊
や さ か に
の勾玉有り。因りて 獻
たてまつ
る。是の玉は、今 石上神宮に有り98。」 
甕襲という人物は家に犬を飼い、名前を付けているのである。家に鼠が棲みついているのと
は訳が違う。犬ならば誰でもよいわけではなく、固有名詞により、特別扱いをしたのだ。さら
                                               
94 岡田真美子（2013）「山川草木のいのちー草木国土悉皆成仏と日本的生命観」『小さな小さな生きものがたり 日
本的生命観と神性』昭和堂 p.21 . 
95 末木文美士(2012)「近代日本の自然観と伝統的自然観」秋道智彌編著『日本の環境思想の奇想』岩波書店 
96 古賀弘一(2008)『長尾契約講を中心とする契約講の組織変容に関する研究－地域自治を担う住民組織の実現に向け
てー』兵庫県立大学大学院環境人間学研究科学位論文 
97 「縄文早期からイヌ埋葬 慶大など、愛媛で出土の骨分析」日本経済新聞 2012.11.12 によれば、犬の埋葬されて
いた骨の骨を鑑定した結果、7200～7300 年前のものと判明。２頭の犬の前身の骨が残っていた。 
98 坂本太郎他検注(1967)『日本書紀下』岩波書店 276 ページ 
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に名前を付けることにより、大切にするという行動が現れると言われている99。甕襲という人
と足往という犬の間には一緒に狩りをする仲間であるという心的結合が生じたことが推察され
る。 
さらに、人と犬との狩猟での関係は、播磨風土記託賀郡都麻里伊夜丘条に出てくる100。
麻奈志漏
ま な し ろ
という名の品太天皇の猟犬が、猪を追って現在の小野市周辺の丘に走って登った。こ
の犬が猪と闘って死んだので墓を作って葬った。この丘の西に犬の墓があることが記載されて
おり、その墓は、現在の小野市犬次神社の犬塚ではないかといわれている101。 
斎藤弘吉（1964）の紹介した、江戸時代の鷹狩の秘伝書「蒼黄秘抄」には、廃藩とともに廃
絶した鷹犬の訓練法が書かれている。「蒼黄秘抄」には、今日欧米からもたらされた陽性強化を
使ったトレーニング102と極似した記載があり、少なくとも西洋文化が流入する明治維新よりも
以前にも正の強化を使用した訓練方法がなされていたこと実があったのである。 
例えば、「うち飼袋」は、現在ドッグトレーニングインストラクターや飼い主が使用している
「ご褒美入れポーチ」と同様の役割を担っている。うち飼袋の中身の団子「うち飼103」は、犬
の行動を引き出すモティベーターとして使用される。 
さらに、犬の心理を人の心理と同様に細やかに捉え、子犬を初めて連れて帰るときには、「う
ち飼いを出してはくはせ、近寄りて背中をさすり…」と、少しずつ慣れさせていく様子が書か
れている104。ただ「うち飼」を食べさせるだけではなく、「しっかと前後の足を左右の手にて
胸へ引きそへていたきしめ、（中略）いたきとめて帰へし、」もしも、子犬が怖がるようであれ
ば、生家の人と一緒にはげまし、次の日に近くまで子犬が近づかないときにはその日はそれき
りにして帰り、同じように 2、3 日通うべしと説いている。そのうち一人でも近づくようにな
ったら家に連れて帰る。連れて帰った後でも、「うち飼をくはせ、背をなでさすりて随分心をな
だむやうにすへし。」と続く。犬によっては壁を食い破るものであるから、当たり障りのないよ
うな場所を選んでつなぎ、「片時も犬のそばを離れず、（中略）ことことく懇にすべきなり。」と
あり、母犬から離された子犬の寂しい心を慮った付き合い方が記されている。「初めての夜は多
くは夜半さはぐものに候へば、夜中にも幾度も幾度も物をもくはせ外へも出し、彼是まぎらか
して夜をあかす様に、随分自身の苦労をいとはず、不怠深切に取り扱ふべき也105」と、あたか
も他人の子どもが泊りに来たかの如くに接する方法を説いていた。 
現在、多くのトレーニングの書には、欧米から紹介された方法として、子犬を連れてきたな
らば、初めての夜には子犬は甘えて哭くが、無視をして、哭かなくなったら飼い主が近くに行
って褒めるといった方法が主流である。現代の、犬を人が管理するという立場であれば、「哭か
ない」ことを強化することが重要であろう。 
しかし、鷹犬の子犬は、犬飼いにとって、将来の生活を支える大切な「仲間」となる。子犬
の心理を慮って子犬の頃から心の繋がりを大切にしていたことが分かる。 
                                               
99 山本吉伸（2012）「かけがえのない機械 : 擬人化技術の一検討」『電子情報通信学会技術研究報告. CNR, クラウ
ドネットワークロボット No.112』 (105),pp. 5-10 によれば、実験協力者に対して機械に名前を付けるよう求めたと
ころ,名前を付けた機械を大切にしようとする行動があらわれた.という。 
 
一般社団法人電子情報通信学会実験協力者に対して機械に名前を付けるよう求めたところ,名前を付けた機械を大切
にしようとする行動があらわれた. 
100 『播磨風土記』秋本吉郎：校注(1994)「風土記」『日本文学大系新装版』岩波書店 p.336-337 
101 小佐々学（2001）「播磨国風土記の品太天皇の獦犬麻奈志漏の墓」『日本獣医史学雑誌』p.44 
102 オペラント条件付けの中の正の強化を使用した訓練法。 
103 斎藤弘吉（1964）『日本の犬と狼』雪華社 p.27 によれば、うち飼は、飯に米糟を交ぜた団子や乾魚などである。 
104 斎藤弘吉（1964）『日本の犬と狼』雪華社 p.146 
105 前掲書 p.147 
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また、徳川将軍家に仕えた中田家が代々伝えた「御犬請取渡図」には、鷹犬を人が受け渡す
ときの作法が掲載されている106。中世藤原時代の大江匤房『江家次第』や、室町時代の『今川
大草子雙紙』には、犬の受け渡しについて何らかの記述があった107ことからも、古くから犬を
受け渡す時の作法があったことがうかがえる。この、中田家の犬の受け取り作法には、礼に始
まり礼に終わるという人の礼儀とともに、犬具の受け渡し順108、犬の頭の方向を人が操作する
記載はあるものの、犬にお座りなど、動作を命令する記載はない。実際、図の犬はすべて立位
のままである。しかしながら、すべての図の犬の引き綱は緩んでいることから、筆者は犬がう
ろうろせずに、横で人の礼に従い佇んでいたと推察する。一頭の優秀な鷹犬がいれば、犬牽き
は一生豊かに暮らしていけることからも、犬を「仲間」とし、敬意をもって接していたことが
分かる。 
 
1.1.2 ペットとしての関係性 
狩猟などの使役犬はいたものの、ペットとして、ただ愛でる、愛でられるだけの関係性は、
江戸時代後期、いわゆる「狆」が愛玩犬として貴族社会の一部でペットとして扱われるように
なったことから始まったといわれている109。 
愛でることにのみ意味を置くペット犬としては江戸時代から始まったことであるとしても、
太古の昔より愛でるという感情がなければ、人と犬とがこのように接近して生活することはな
かったであろう。ゆえに、そばにいて安心感を与え合う関係性は古くから存在していたと考え
られる。例えば、狩りでの関係性で前出した、播磨風土記託賀郡都麻里伊夜丘条に出てくる110
品太の天皇の猟犬麻奈志漏
ま な し ろ
が墓を造ってもらったことは、ペットとしての認識があったからだ
と推察される。犬に付けられた「まなしろ」の「まな」というのは、真っ白という意味の他に
も愛弟子などに使われる愛する、という意味も含まれていると筆者は推察する。名前を付け、
死を悼んで墓を作るところは、狩りでの犬といいながらペットとしての要素が十分存在してい
ることが分かる111。6 世紀後半となり、蘇我氏が物部氏を滅ぼした戦いで、捕鳥部「萬」の遺
骸のそばから離れなかった白犬112には、萬との並々ならぬ関係性があると考える。従来ペット
犬の墓が造られるようになったのは江戸時代後期である113とされているが、麻奈志漏
ま な し ろ
や「萬」
の犬がペットとしての側面も持ち合わせていたとしたら、昔から愛でている犬の墓を作る習慣
が日本には存在したと言えよう。聖徳太子の愛犬「雪丸」、法楽寺の義犬墓の話、江戸時代後期
の愛犬福の話等に見て取れる。 
筆者は福の墓に実際尋ね、検証した。愛犬福の墓を見ると、小高い丘の上に建てられ、島津
家の大きな墓が並ぶ中、階段を上がって墓地に入る所に福の小さな墓がある。犬は玄関で侵入
者に向かって吠えるものである。福の墓が建っている位置から、来客を出迎えたり、番犬とし
て吠えたりする姿が浮かび上がるのである。 
平安期、日本霊異記には、亡父が犬になって節句に息子の家に戻ってきて祭りを受けようと
する話がある114。ペットとしての犬は人の生まれ変わりとして捉えていることから、人と犬の
間に生命観としての垣根を作らない日本の姿が浮かび上がってくる。 
                                               
106 前掲書 p.31 
107 同じく前掲書 p.31 
108前掲書 p.36-51 によれば、まずは犬を引き継ぐもののところに行かせ、次に引き綱、うち飼袋、策（p.55 によれば、
指示するための棒であり、懲戒の為の鞭ではない ）、の順に引き渡す。  
109 石田おさむ（2013）「序章 動物観の系譜」『日本の動物観人と動物の関係史』p.10 
110 『播磨風土記』秋本吉郎：校注(1994)「風土記」『日本文学大系新装版』岩波書店 p.336-337 
111 小佐々学(2001)「日本書紀の捕取部萬の白犬墓」『日本獣医史学雑誌』38 巻日本獣医史学研究会 pp.10-18 
112 小佐々学(2001)「日本書紀の捕取部萬の白犬墓」『日本獣医史学雑誌』38 巻日本獣医史学研究会 pp.10-18 
113 塚本学（1995）『江戸時代人と動物』日本エディタースクール出版 
114 大木卓(1987)『犬のフォークロア』誠文堂新光社 p.181 
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江戸時代から明治時代にかけて、ペットの墓や、ペット犬の逸話は次第に多くなってくる。
さらに、代参犬として飼い主に代わってお参りに行く犬、など、市中にはペットとして飼われ
たり、里犬として家の外で住民に可愛がられる犬も登場するのである。 
 
1.1.3 ナビゲータとしての関係性 
 ナビゲータとしての最初の記述は、『日本書紀』景行記に、日本武尊が信濃から美濃へ抜ける
山中で山の神が白鹿の姿で現れたのを殺したため道に迷ってしまったところ、白狗がやってき
て導いたという伝説がある115。さらに、空海は聖地を探し、白と黒の 2 匹の犬に導かれ、高野
山を開いたとされている。沖縄では、犬が水を見つけてくれるという赤犬子の逸話は有名であ
る116。  
藤原道長が法成寺へ詣でた折、道長へしかけられた呪いの物が寺の入口に埋めてあったのを、
道長の愛育していた白犬が、前に立ちふさがって吠えたり、道長の衣のすそをくわえてひっぱ
ったりして知らせた117。とある。 
『太平記』（1318 年～1363 年）には、武蔵の国の住人で、南朝の忠臣、六郎左衛門と名乗っ
ている畑時能の話が記されている。時能は犬獅子と名付けた不思議な犬を飼っていた。時能は
参社を利用して、夜間に乗じて變装し、敵の城に忍入り、犬獅子を先に立てて城の用心を窺っ
たという。敵が用意して隙がない時は、この犬は一撃吠えて走出で、敵が寝入って夜回りもや
む時には走出て、主に向かって尾を振る習慣がついていた。この犬の動作を考えてみると、現
在の偵察犬であったと考えられる118。 
ナビゲータとしての犬の働きを見つけるには、飼い主と犬とのコミュニケーションが密に取
れていなければできない。犬のしぐさを人が読み取る能力が必要であり、犬には、人に「何か
のありかを告げる」能力が必要となってくる。伝統的人・犬関係の中には、しっかりとした意
思の疎通があり、言葉を介さず受け答えする関係性があった。 
このことは、現在重要視されていないのが残念なことである。飼い主である筆者も、祭り会
場で待ち合わせた人を愛犬が見つけてくれたことがあった。会話ではなく、感じ合うことを証
明するのは難しいが、このように昔からの文献で多くの事例が紹介されていることこそ、意思
疎通の証明になりうる。 
年代が不明となるが、日本各地にある「花咲爺」のここ掘れワンワンの話も、まさに黄金を
見つけた犬と、人とのコミュニケーションの上に立っている。 
柳田国男は、犬が水の在り場所を教えたという伝承その他から、水の神の祭りと犬とが古く
から特別の関係にあったことを指摘している119。また沖縄では、犬のするどい嗅覚や方向感覚
が水を見つけるのに役立てているという伝説が数多くある。沖縄県の島々では、生活用水を得
る泉の発見が村の定礎すなわち島興しの条件の 1 つとされている。宮古島の犬川、与那国島の
「犬が水」など、洞窟から清水の湧き出る場所には犬の文字がついている120。さらに、沖縄本
島の中頭郡読谷山間切楚辺村（今は読谷村楚辺）に楚辺の暗川泉という泉があり、犬が発見し
たと伝えられている。この村では今もなおその犬を祭っている121。この他「沖縄県の南山王国
                                               
115 『日本書紀』巻第七 
坂本太郎他校注(1967)日本古典文学大系 67『日本書紀』上、岩波書店 pp.308-309 
116 山城善三（1971）「赤犬子神社」『沖縄事始め物語』p.7 
117 『宇治拾遺物語』巻第十四、御堂関白御犬清明等奇特の事・第十 
渡辺綱也・西尾光一校注（1960）『日本文学大系２７「宇治拾遺物語」』、岩波書店、pp.112-115 
118 内田享（1945）犬－その歴史と心理－pp23. 
119 柳田国男（1929）「木思石語」『旅と伝説』2 年 2 号 三元社 p.16 
120佐喜真興英（1922）『南島出説話』郷土研究社 p.34 
121 福田晃ほか（1984）南島昔話叢書 9『竹富島・小浜島の昔話』 同朋舎 pp.17-19 
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の城跡の北にある嘉手志川の奥から体のぬれた犬が一匹飛び出してきたので、そこに泉がある
ことがわかった122」という伝説、「沖縄の仲筋村の村長で後に仲筋御嶽の神とされた新志花重
成は島の住民のために良い水を求めていたが、ある日、飼っていた犬を連れて散歩をしている
と、犬が一時いなくなり、しばらくするとその犬は出てきてうれしそうに尻尾をふり、重成の
足もとで走り回った。みると、尾の先に泥水がついていたので、犬の後を追って芭蕉森に入る
と、犬は蟹の穴に尻尾を入れて水を撒き散らした。掘り起こすと清らかな水が湧いて、待望の
泉の発見となった。重成は犬に感謝し、その井戸を犬の形に積み上げた。それ以来、竹富島で
は正月の若水、出産祝いの命名水などに必ずこの犬の井戸とも呼ばれる仲筋井戸の水を使うよ
うになった。今は形は変わってしまったが、犬の形をしていて頭も足も尻尾もあったというこ
と123」であったという伝説がある。犬と人とが生活をかけて水を見つける必死さとともに、人
が、犬のしぐさをしっかり見て読み取ろうという意識が読み取れ、想像するとほほえましい。
また、生命として対等の立場で一緒に旱魃
かんばつ
から身を守ろうとする真剣さが読み取れるといえよ
う。 
  
1.1.4 番犬としての関係性 
弥生時代の農耕文化では、狩りでの犬の重要性は薄れたといわれているが、一方で農耕社会
での犬は獣害から守る番犬、またはネズミなど倉庫の害獣を駆除するために犬が使われていた。
番犬としての役割は、農耕社会の始まりと同時であったと推察される。 
また、古墳時代の埴輪の意味について、死者の慰霊を慰めるものとされている。兵士といっ
た人、家、船といった財産の他に動物埴輪として馬や犬の埴輪もある。首輪をして耳が大きく
デフォルメされている犬の埴輪をみると、犬は何らかの役割を持ち、人との関係性を持ってい
たことが推察される。 
上記の裏付けとして、例えば「狼信仰」「三峰信仰」の研究がある。研究者としては、西村敏
也（2013）三木一彦（2001）が体系的にまとめている。東北では狼を山犬、オイヌと呼び、獣
害から農地を守るものとしての畏怖の念をもって尊ぶ風習があった。狼信仰や三峰信仰が始ま
ったのは 1700 年代に入ってからとされており、現在でも行われている。狼と犬の違いはある
にせよ、昔はオイヌと呼んで狼と犬を同一視していた可能性があり、犬としての側面もある。 
また、長野県には、狼が獣害から畑を守ったという伝説が残されている124。子狼を拾った「作
じっさ」は可愛がって狼を育て、狼が大きくなり西山に返した。その後、西山に面した「作じ
っさ」の畑だけは獣害に合わず、「作じっさ」は暮らしが楽になった。「作じっさ」が亡くなる
と、夜「作じっさ」の家の周辺で鳴いていたオオカミはもう来なくなって、また獣害に合うよ
うになったという話である。 
犬族は、幼少の頃から人のそばで育てられ、人と縄張りを一にすることで、人犬全体の縄張
りを守った。こうした番犬としての役割を持ち、共生する関係性があったのである。この民話
がいつから語り継がれてきたのか、年代が分からないものの、民衆の伝える犬族と人との関係
性を示すものとしては未発表の資料を見つけることができた。 
番犬として共生する関係性は、「村の犬」でも語られている。「村の犬」とは、犬が村に棲み
つき、村人の食べ物をもらいながら番犬として生活していた犬のことを指す。江戸時代の「村
                                               
122 上勢頭亭（1976）『竹富島』民話民族扁 法政大学出版局 pp.7-8 
123 福田晃ほか（1984）南島昔話叢書 9『竹富島・小浜島の昔話』 同朋舎 pp.17-19 
124 竹村良信（1976）「作じっさとオオカミ」『諏訪のむかし話』信州教育会出版部 pp.83-90 この書は茅野市宮川西
茅野に在住した青沼うたの語りを採集したものである。 
52 
 
の犬」について125は塚本学（1983）は、前述の通り人・犬関係の負の部分を記した。昭和初期
の様子については、柳田国男（1941）が語っている126 。 
さらに民話で言えば、動物が主人公で害獣を退治する物語として「猿神退治」譚127がある。
永田典子(1982)はその物語は全国各地にあることを示した。そのうち犬が活躍するものが 122
例あると指摘している128。 
以上、4）では、まず、人が犬とテリトリーをともにするという関係性があることが分かっ
た。そして、人は犬のテリトリーを守る習性を利用し、犬は快適な棲家を人から享受する、と
いう共生関係が構築されていたことが明らかになった。さらに、人は犬の働きに対して感謝の
念を民話として言い伝えていたことも分かった。 
 
伝承伝説を検証した結果、犬を狗として本能をも受け入れたうえで、共生する「仲間」とし
て捉えていたことを明らかにした。これが、伝統的人・犬関係であると定義する。 
ただし、伝承伝説以外の文献では、忌み嫌われる存在であるという側面もあったことを付記
する。たとえば、塚本学(1983) 129によれば、鷹狩で飼養された鷹の餌として犬が飼育されてい
たり、犬は人に喰われるものとして存在していたり、また、死人、排泄物を処理する穢れのあ
るものであったとしている。また、石田 戢（2013）は、日本の犬観について、報恩、愛玩、
権威の象徴、霊力など多岐に渡っているとしながらも、うるさく、死肉を持ち込むことから穢
れた存在でもあったとしている。 
しかしながら、日本において語り継がれていくべき価値のあったものは「仲間」としての人・
犬関係であったことを明らかにしたのである。 
 
1.2. 明治時代での人・犬関係 
1.1 で明らかにした伝統的人・犬関係が 1.2 明治時代および 1.3 昭和初期にどのように続いて
いたかを明らかにする。 
江戸時代から明治時代（1868-1912）への変化は、人と犬との関係性も大きく変化した時代
であった。鎖国以後、多くの欧米人が渡来し、欧米人に伴い、西洋犬も連れてこられた。一般
の人の目に触れるほど多くの洋犬が輸入され、それと同時に欧米の人・犬関係が紹介された。
ここでは、１）欧米式犬の飼養法の導入、２）鷹犬から銃猟犬への関係性の変化、３）明治時
代における人とペット犬との関係性、について観ていく。 
 
1.2.1 欧米式犬の管理飼いの導入 
まず、明治維新以前の犬の飼養法を知るために、現存する最古の犬の飼育法解説の書である
「犬狗養畜傳」130を観ていく。犬狗養畜伝の著者、暁鐘成131は、犬を飼う心得としての記述を
                                               
125 塚本学（1983）『生類をめぐる政治』平凡社 
126 柳田國男（1941）『豆の葉と太陽』創元社。 また、現代においても「村の犬」は、存在する。湯本貴和（2011）
は、ブータンでの「村の犬」を観察し、役割について、獣害対策となっていることを示唆した。湯本貴和（2011）「輪
廻転生と折衝―ブータンと日本の場合」『ヒマラヤ学誌 No.12』 
127 関慶悟（1955）「猿神退治」『日本昔話集成』pp.1252-1264 
128 永田典子（1982）「猿神退治の特性」『昔話―研究と資料―,No.11』昔話研究懇話会 三弥井書店 pp.49-117 大木
卓は、著書『犬のフォークロア 神話・伝説・昔話の犬』で、 
129 塚本学(1983) 「犬受難史」『生類をめぐる政治―元禄のフォークロア―』平凡社選書 p.197 には、「全体にこの犬
の章は、ひとと犬との不幸・不愉快な関係ばかりを書いてきたような気がする。人と犬との濃やかな史実も決して少
なくないにもかかわらずである」とあり、人犬関係の負の部分をクローズアップして書いたことに言及している。 
130 暁鐘成（1842 頃）『犬狗養畜傳』 
131 斎藤弘吉（1964）「『犬狗養伝』の紹介」『日本の犬と狼』雪華社 によれば、暁鐘成は、浪速第 1 の文筆家であ
り（p.98）おそらく維新以前における愛犬家の第 1 人者（p.100）。 
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残している。兼好の徒然草にも犬は守り防ぐ勤めであり、狩猟においては宝獣であったことな
ど、伝統的な人と犬との付き合い方を示し、その後以下に続く。 
 
「凡そ犬の忠功人に勝れ。其養へる種の恩を知り。これを報ずること往古より和漢ともに
その例少なからず。故に世人狗を養ふに。慈愛あらずんば人道にあらず。夫生るを愛し死を
悼むは仁の道なり。則これを慈悲と云。（中略）斬有らばこの世に生を受るもの。禽獣に至
るまでみな兄弟なり132。」 
 
伝統的な犬の伝説には犬がいかに人の役に立ってきたかを述べ、犬に対してのみならずこの
世に生を受けるものはすべて兄弟のように同等に扱うべきであることを解いている133。 
さらに、日々の飼い方の注意点の中に以下のものがあった。 
 
「狗は腹中常に熱するものゆえに。夏に至れば舌を出し喘ぎ苦しめり。然れども是は病
にあらず。暑に苦しむなれば。鉢などに冷水を湛へ置て飲しむべし。尤四時ともに水を絶
やさず八にたゝへ置べし。魚類を食せし後にては冬にても水を飲むもの也。必らずのどを
かはかしむることなかれ。予平生に冷水を湛へ近隣に羪へる多くの犬に与ふるに。其快く
飲る姿勢。さもこそと想像る。（中略）人畜なんぞ苦楽の隔てあらんや134。」 
 
明治維新以前には、飼い方の所々に人と同等に犬を扱う、細かい愛情と配慮がある。愛犬家
の間では、犬の心情を慮って飼養していたことがうかがえる。 
明治維新以後には、外国からの飼養法が流入した。飼養法文献としては、黒川義太郎他著
（1909）135、足立美堅（1909）136、杉本正篤（1911）137らが挙げられる。明治時代を象徴す
るものとして、杉本正篤（1911）『養犬大鑑』を取り上げる。杉本は、参考文献として前掲の
足立（1909）他 2 篇の邦人の文献、新聞他、6 件の外国からの文献を引用して、獣医科畜産科
の学生向けの犬学の書として『養犬大鑑』を著した。本の目次をみると、98 犬種138といった多
種類に渡る犬種の解説、飼養、病気についての記載がある。 
飼養法について、「成犬の育養」を例に観ていく。 
 
「食物に亞きて必要なるに飲料水なり其飲水は清浄なるものを選ひ陶器製の深五六寸な
る大型の鉢に容れ犬舎の傍らにこれを数個備へ置きて自由に飲料せしむるようにし水は
日々之を取換へて與へ夏日の如きは特に注意して度々之を取換ふべし」 
 
とある。作者の意図の中には犬に対する愛情はあるであろう。しかしながら、食事の部分に
は、「バクテリヤ繁殖」を防ぎ、清潔に留意するよう促す記載が多くあり139、飼養全体を通し
                                               
132 前掲書 p.100 
133 前掲書 p.103 下段「人畜の隔有べからず。偏に慈悲をたれなんこそ願はし。」とある。 
134 前掲書 p.103 上段 
135 黒川義太郎、服部倉次郎（1908）「第 3 章 犬」『学校園動物飼養法』育成会 pp.83-87 
136 足立美堅（1909）『いぬ』大日本農會 
137 杉本正篤（1911）『養犬大鑑』長隆舎 
138 前掲書 p.50 「著者嘗て飼養せし本種（ダックスフンド）マルス號は、よく家鼠野鼠を捕ふること巧なり」とあ
り、著者が明治時代に現在よくみられる犬種である、ダックスフンドを飼っていたことがわかる。 
139 前掲書 p.216「食事の残留するは（中略）バクテリヤ繁殖して動物の健康を害するものなり」「食後には布片にて
各犬を検閲して口鼻部或は耳朶に固着するものを拭い取るべし」と、衛生に留意し病気の予防に努めることを目的と
した記載がある。 
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て犬が喉の渇きを感じて苦しまぬようという配慮よりは、病気予防のための配慮が中心を成し
ている。つまり、「犬」そのものでなく、犬の管理を怠ることによる「病気」を気にした飼養法
であることが分かる。 
犬の心を慮り、人と同様に犬を扱い、「犬の生活」そのものの飼養に努める維新以前の犬の飼
い方の中に、犬の健康管理を第 1 とした西洋的飼養管理法が、鎖国令の解除とともに流入され
たことが明らかになった。 
ただ、上記は獣医学的分野から見た出版であり、猟犬の飼い方や、一般における犬の飼い方
としては、犬を沼地に入れる練習には飼い主自ら一緒に入って安心させること、特に幼少のと
きには愛情をかけて飼う必要があることなど、まだ以前と同様の文献が多数を占めていた。 
  
1.2.2 伝統的使役犬「鷹犬」断絶と、新たな使役犬「銃猟犬」導入 
明治維新以前には、幕府や各大名、朝廷の間で、鷹狩が行われていた。鷹狩で使役犬として
使用された鷹犬は、狩りでの人と犬との伝統的な関係性を後世に伝えてきた。斎藤（1964）は、
鷹犬について、斎藤が収集した秘伝の古書には、芸術的な犬を繋ぐ結び方や、犬の渡し方など、
人が行う作法や犬への心配りが書かれていることを指摘している140。また、犬の訓練法につい
て、江戸時代までには日本独自の訓練法があり、非常に発達していたのだが、廃藩とともに今
日まったく廃絶してしまった141。犬に動作を教えるのではなく、犬の持つ捕食行動という習性
をうまく犬飼・犬牽きがコントロールすることにより、人と犬とがともに作業をしていた。 
明治維新後に、狩の仕方にも変化が見られた。鷹を使う狩猟は廃藩置県とともになくなり142、
代わりに、銃による狩猟が行われるようになった。銃、猟の方法、銃猟に使う狩猟犬は、外国
から輸入されることとなったのである143。 
猟での人・犬関係について、第 1 の変化は、鷹狩には和犬を使っていたのが、洋犬を使用す
るようになったことである144。第 2 に、号令による犬の操作が導入されたことが挙げられる。 
明治維新以前には、犬を鳥のいるところへ差し向ける言葉（遣り声）として「平
びょう
、鳳
ほう
、匐
はう
、
定
じょう
、細
さい
、守
しゅ
」という言葉はあった145。しかし、犬が動き、その動きに対して人が言葉をかけ
ることで犬を操るものである。具体的に例で示すと、犬が匂いを嗅ぎつけたところで「平 々
びょうびょう
」、
鳥に近くなったら「定 々
じょうじょう
」というように、声をかけ、最終的に鳥を見つけて止まったところ
で「守」と、鷹匠に合図を送るという言葉であった146。 
ところが、後農商務省編（1892）「獵犬」『狩獵圖説』犬の訓練として第 1 段階は「尋子ヨ」
「銜へ来レ」「坐セヨ」「前ニ行ケ」等の諸号令に従って、犬が動作することであると書かれて
いる147。これらは現代トレーニングでいうと、「外へ出ろ」「持って来い」「座れ」「前進」と同
じく、人が号令を出し、犬が従うのである。武田十一郎（ 1902）「第 7 編獵犬 第 4 章練習課
                                               
140 斎藤弘吉（1964）『日本の犬と狼』雪華社 pp.30-31 には、「恐らく全世界の畜犬界において我が国ほど進歩発達
した国はあるまい。現在の畜犬用具と比較しても、この徳川時代に完成された道具のほうがはるかに優れていると思
われる。唯将軍家や一部大名にのみこのことが専有されていて、一般大衆には伝えられず、廃藩とともに埋もれてい
たために、今日まで世に知られなかったのはまことに残念な次第である（昭和二十九年八月）」とある。 
141 鷹犬と人との関係性については本論文の 1.1. 1 を参照 
142 斎藤弘吉（1964）『日本の犬と狼』雪華社 pp.30-31 
143 農商務省編（1892）「獵犬」『狩獵圖説』p.7 には「獵犬ヲ訓練スルノ法ハ、甞テ佛國陸軍一等獸醫アウギユスト、
アンゴーノ所説饋ル詳細ナルガ如シ所説」とあり、フランスから学んだ。 
144 農商務省編（1892）「獵犬」『狩獵圖説』p.14 には、「獵犬ハ洋犬ヲ用フルヲ宜シトスレドモ日本犬ニモ亦寄能ヲ
有スル良犬アリ」とある。 
145 斎藤弘吉（1964）『日本の犬と狼』雪華社 p.53 
146  
147農商務省編（1892）「獵犬」『狩獵圖説』pp.8-9 
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程」『銃獵全書』獵友倶楽部 では、「来い」「伏せ」「待って」といった、基本動作の練習をし、
犬が人に服従する習慣を養うことが大切であると説いている148。 
第 3 の変化として、音での行動の制御から、釘のついた首輪による行動の制御への変化が挙
げられる。鳥の臭いを嗅ぎつけたら、犬が突進して行こうと騒がないように、「静かに」を教え
ることが重要であるが、その方法として、内側に釘のついた首輪を使用し、ショックを与える
方法が紹介されていた149。犬の皮膚に釘が刺さることで騒ぐ犬を制御するのである。鷹犬の場
合も志奈杖（鞭）の使用により、行動を制御することはあったが、細く割った竹の音を利用す
るのが目的であり、痛みを少なくする工夫がなされていた150。 
以上の通り、猟犬では、日本犬から洋犬への移行があり、人・犬関係としては、犬の習性に
よる動作を人が利用する関係から、人の号令で犬が動く関係へと変化した。つまり、人による
犬の動作・行動制御が強化されたことを捉えることができた。 
 
1.2.3 明治時代の人とペット犬との関係性 
明治時代では、外国人がペット犬を連れて来たことにより、一般大衆がペット犬として洋犬
や洋犬雑種を飼うという変化があった。一方、日本在来犬はつとめて殺す風潮があったのであ
る151。撲殺の原因として、狂犬病の発生を抑えるためであったというが、狂犬病をもたらした
のは長崎での輸入犬である。輸入された洋犬がもたらした疫病で日本在来犬が殺されるという
理不尽な現象があった。 
また、欧米人が家の中で優雅に洋犬を飼っていたことから、洋犬がステータスシンボルとな
ったが、日本人の犬との付き合い方としては、洋犬を飼っても伝統的な「放し飼い」スタイル
で飼ったため、市中には洋犬の雑種があふれた152。 
明治の頃、モースは著書「その日その日」に、日本人は欧米人と違って犬をみれば石を投げ
るということはしない、また、車夫は犬が寝ていれば蹴ってどかすのではなく、犬を起こさな
いように犬をよけて車を走らせたことに感動したと記している153。 
また、明和 8 年（1771）から明治 5 年（1872）にかけ、犬が単独で伊勢参りをする「代参
犬」が全国規模で行われていた154。犬に不思議な力があると信じ、人の様々な願いを込めて犬
に伊勢参りを代参してもらう人と、誰からも敬われながら遥かなる道のりを歩いて往復した犬
と、それを応援して見守った人々がいたという、ほのぼのとした空間が明治の日本には存在し
たのである。 
西郷隆盛は、薩摩の狩猟犬である愛犬「ツン」を飼っていた。ある日、一緒に散歩していた
ところ、ツンがうなぎ屋の前で止まった。西郷はウナギを買ってツンに食わせたら、うなぎ屋
に怒られた。しかし、その後有名な西郷さんだということが分かって、それをうなぎ屋の店先
に「西郷さんの犬にも大好評、うなぎの蒲焼」と木札を飾ったところ、商売繁盛した155という
                                               
148武田十一郎（ 1902）「第 7 編獵犬 第 4 章練習課程」『銃獵全書』獵友倶楽部 p.310 では、庭園練習として、獵野
的動作を練習せしむるに先ち、命令に対して迅速かつ愉快なる服従の習慣を養はしむる（以下略）」とある。また、
動作として、「行け」「来れ」「續け」（飼い主に付いて歩く）「ドロップ」（伏せる）「起きて」「止まれ」を基本練習と
して庭で教えることとしている。 
149農商務省編（1892）「獵犬」『狩獵圖説』p.13 
150 斎藤弘吉（1964）『日本の犬と狼』雪華社 p.154 
151今川勲(1996)『犬の現代史』現代書館 p.93 狂犬病の発生などにより、野犬の撲殺がなされた。野犬とはつまり、
和犬であった。 
152 今川勲(1996)『犬の現代史』現代書館 p.89 
153 Edward Sylvester Morse “Japan Day by Day “1917,Boston.石川欣一訳(1970)『日本その日その日 1』平凡社
p.30-31,p.171 
154 斎藤弘吉（1964）『日本の犬と狼』雪華社 pp.162-168 
155 佐藤光浩（2010）『知らなくてもいい幕末無駄知識』アルファポリス文庫 p.51 
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逸話がある。西郷隆盛の人気もさることながら、犬のかわいらしさに便乗した商売は明治時代
にもあったということである。 
明治の人・犬関係は、一部に犬を管理する文化がもたらされながらも、人々は互いに敬いつ
つ自由であり、おおらかな、あるがままの関係であったといえる。 
 
1.3. 昭和初期の人・犬関係 
昭和初期における犬の飼い方を、インタビューと文献をもとに調べてみる。 
 
1.3.1 昭和初期のペット犬ブーム 
昭和初期の状況について、1936 年（昭和 11 年）出版の「畜犬年鑑」を見てみた156。当時出
版されていた犬関連の雑誌新聞は 20 社あり、うち月刊誌は 11 誌であった。2012 年現在、犬
に関する月刊誌が 6 社157であることから、昭和初期の方が月刊誌は多かったことが分かる。 
また、現在でいうドッグショーである、犬の品評会158も盛んであった。昭和初期には四百数
十頭もの犬が参加していたという。筆者が参加していた現在のドッグショーも、一回につき 200
～400 頭の参加であることと比較すると、評会の規模で言えば、現在とほぼ同じ状況であると
いえる。銀座三越デパートの屋上で行われたワイヤーフォックステリアの鑑賞会では、1 犬種
のみにもかかわらず、熱心に鑑賞している様子が見て取れる（図 23）159。 
 
 
図 23 銀座三越デパート屋上「犬の鑑賞会」 出典：伊藤治郎（1936)『犬の講座・研究編』新小説社 
 
                                               
156 永井寅太郎編（1936）『畜犬年鑑』日本ドッグ社 
157 Google にて現在発行している犬関連の月刊誌を検索した。 
158 1917 年（大正 6 年）より始まった共進会という犬の品評会は、年１～2 回の割合で行われていた。また、畜犬界
主要団体数が 25 団体、先ほどの共進会という会が一番大きな会で、四千五六百人もの会員が存在した。 
159 伊藤治郎（1936）『犬の講座・研究編』新小説社 巻頭 
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つまり、国民全体の傾向ではないものの、一部では昭和初期にもペットブームがあったと考
えられる。 
 当時の犬の値段は、シェパードが 150 円から 1500 円、ブルドッグが 100 円から 3000 円。
3000 円とは、東京での一軒家の値段に相当する160。当時はすぐに死んでしまうかもしれない
犬にこのような大金を払って売買していた白熱ぶりがうかがえる。 
 また、昭和初期には現在と同様、熱狂的な愛犬家は競って愛犬自慢をし、室内にも犬を招き
入れていた事があった。フォックステリアとご婦人（図 24）161、シェパードが書斎でくつろ
ぐ姿162（図 25）、現在の愛犬家となんら変わりもなく自慢げに、いとおしそうに愛犬を抱く
男性（図 26）の姿からもうかがえる。 
 
図 24 森田亀雄氏婦人と愛犬 出典：伊藤治郎（1936）『犬の講座・研究編』新小説社 巻頭 p.3 
 
                                               
160 総務省発表の消費者物価指数の中の、戦前基準東京都区部指数では、昭和9年を1とすると、平成23年では1758，
5 倍となり、シェパードは 263,755 円～263,7750 円、ブルドッグは 175,850 円～527,5500 円となる。「日本銀行貨
幣価値の調べ方 消費者指数」http://www.boj.or.jp/announcements/education/oshiete/history/11100021.htm/
（2012/08/01 取得）しかし、単純な貨幣換算はできない。 
161 伊藤治郎（1936）『犬の講座・研究編』新小説社 巻頭 p.3 
162 平岩米吉（1941）『私の犬』教材社 p.33 
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図 25 書斎でくつろぐ犬 平岩平吉（1941）「私の犬」『犬と私』教材社 p.33 より 
 
 
図 26 愛おしく犬を抱く男性 出展 伊藤治郎（1936）『犬の講座・研究編』新小説社 巻頭 p.3 
 
次に、平成にもペットブームがあり、現在も続いている状況であるが、昭和初期と平成のペ
ットブームについて比較を試みる（表 1 昭和初期と平成のペットブームの近似性）。 
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昭和初期には、明治以降に入ってきた洋犬と和犬の混血により、日本犬が都市部から消える
という状況があった163。柳田国男はその様子を、「カメ（ｃｏｍｅ、洋犬をカムと言ったこと
からこの名前が付いた）と、ちんころ、小型犬ばかりになった164」と表現している。その後、
斎藤弘吉らにより、日本犬保存会が立ち上がり、日本犬復興ブームが起こった。 
そして満州事変(1931)で軍用犬としてシェパードの手柄が世に知られ、シェパード・ブーム
が起こる。訓練法では、アメリカより家庭犬シェパードの訓練技法の到来があり、訓練法を学
びに欧米へ行った者もいる。 その後、シェパードという特定犬種の訓練法を全犬を対象に家
庭犬訓練試験として普及していった。 
平成のペットブームでは、狂犬病予防法で野犬（和犬）が次第に消えていく。その後、映画・
ドラマでの活躍や輸入業者の仕掛けにより、ハスキー犬ブームに続くゴールデンリトリバー・
ブームが到来する。また、2007 年、ＣＭで北海道犬が採用された頃より、日本犬復興ブームが
あった。訓練法はアメリカより Good Citizen Test が導入され、犬との暮らしを円滑にするた
め、しつけに興味を持ち、飼い主自身がしつけるしつけ方教室が各地で開催されるようになっ
た。また、セラピードッグブームの影響もあり、さわることを受け入れる犬が良い犬の基準と
なりつつあるのが現状である。また、訓練法を欧米に倣い、いわゆる「科学的」な方法を主と
して普及するようになった。 
以上のように、昭和初期も平成にも、洋犬の大ブームがあった。また、当時の飼い方ブーム
があり、双方とも欧米の訓練法を導入し、習得している。その中、日本犬の再流行があり、欧
米化する生活スタイルの中にあっても日本回帰現象が起こっていることが分かる。  
 
表 1 昭和初期と平成のペットブームの近似性 筆者作成 
時期 昭和初期 平成 
市中の 
状況 
日本犬が都市部から消える 
カメとちんころばかりなり 
狂犬病予防法以降の取り締まりにより、
野良犬（野犬・浮浪犬）が消える 
和犬 日本犬復興ブーム 日本犬復興ブーム 
テレビコマーシャルの影響 
飼い方に影
響をもたら
した犬種ブ
ーム 
シェパードブーム 
-満州事変（1931）で軍用犬としてシ
ェパードが活躍 
ゴールデンレトリバーブーム 
-映画・ドラマの影響 
-輸入業者の仕掛け 
 
家庭犬のし
つけ 
アメリカより、家庭犬シェパードの訓
練技法到来 
USA より、Good Citizen Test 導入 
セラピードッグブーム 
 訓練法を学びに日本から欧米へ 
特定犬種の訓練法を全犬種に適用 
家庭犬の訓練法を欧米に学ぶ 
動物行動学による「科学的」な方法導入 
 
1.3.2 昭和初期における犬の飼い方～岡崎家の場合～ 
昭和初期に犬を飼っていた岡崎家を例に昭和初期の人・犬関係についての実態を調査した。 
岡崎家は軍人であった父岡崎菊雄、母勝美との間に四人の子どもがおり、その長女玲子165
（1928 年 10 月 11 日生まれ）に聞き取り調査を行った（図 27、図 28 参照）166。玲子は和歌
                                               
163 前掲書 p.9 以下、昭和初期について前掲書を中心に抽出。 
164 柳田国男（1939）「旅二題」『狐猿随筆』岩波文庫 p.160 
165 実は岡崎玲子は同居している筆者の義母である。 
166 聞き取り調査日 2012 年 7 月 3 日 場所：筆者自宅（神戸市北区藤原台）調査当時玲子は 83 歳である。 
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山市十二番丁に生まれた。祖父は貿易の仕事をし、父は中学を出てから旧日本軍に就職をした
いわゆる職業軍人であったという167。その頃、玲子の家は野球場に貸すほどの大きな敷地があ
り、使用人が多く一緒に住んでおり、祖父母、父母と叔母千代子とともに 5 歳まで暮らしてい
た。 
 
図 27 （左）玲子の家族 （大正 12 年頃。当時はまだ玲子が生まれていない）中塚玲子所蔵 
図 28 （右）玲子（1943 年）中塚玲子所蔵 
 
玲子は生まれたときから既に家の中に犬が居たことから、大型犬を家の中で飼うことに全く
異論はないという。 
第二次世界大戦以前、玲子の犬との最初の記憶は幼稚園の頃であり、犬種はブルドッグであっ
た。野球の試合のために貸すこともあったほどの広い庭のある大きな家で、ブルドッグは座敷
や洋間、庭など敷地内を自由に放し飼いで飼われていた。昭和初期では、ペット犬が富の象徴
として飼われていたことから、岡崎家で飼われていた犬も元来の犬好きと、大切な宝物的要素
が絡み合い、犬が家の中に入ることを許したともとれる。寝るところだけは土間であった。ブ
ルドッグに噛まれた人もいた168が大して問題にはならなかった。子どもたちにはただただ優し
い存在の犬であった。 
                                               
167 中塚玲子の言による（調査日 2012 年 7 月 3 日） 
168 叔母岡崎千代子が女学生の頃、肩を噛まれたり、女中のおしりを噛んだりと、とてもやんちゃであったという。
しかし、病院に行き手当をしなければいけないほどではなかったという。 
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 岡崎家がブルドッグを飼った背景には、当時のブルドッグブームがあった。現在ソースの
会社として有名なブルドッグソース株式会社では、会社の名前の由来を以下のように示してい
る。 
 
図 29 ブルドッグソースラベル 
 
「ソース発祥の地であるイギリスではブルドッグはシンボル犬として愛されていました。
また、ソースが日本の家庭に馴染んできた大正末期に、ブルドッグがペットとして人気を集
めていました。そこで、ソースのおいしさもこのペット同様に人々に広く愛されるようにと、
商品名に「ブルドック」として採用、マークとしました（図 29）169。」 
 
また、外国人のリゾート地として有名であった野尻湖では、イギリス人に連れられてきたブ
ルドッグが生活している様子が「野尻湖」という雑誌に書かれている（図 30）。 
 
「大正 8.9 年のことである。当時、英国の大使館付武官で、ローランド・リーズという海
軍大尉で独身の方が、諏訪山の麓にある、今の教員住宅になっている家に住んで居って、先
生を雇い、日本語の研究をして居った。この武官は本国から一匹のブルドッグを連れてきて
いて、大変かわいがって、夜寝るにも一緒に犬と寝るくらいにして飼っていたものであ
る 170。」 
 
ブルドッグがイギリスからもたらされ、家の中で一緒にいる生活を目の当たりにした日本人
にとっては、憧れであった。 
                                               
169 ブルドッグソース http://www.bulldog.co.jp/company/name.html 
170湯沢治郎(1955 以前)「野尻の思い出」http://www.nojiriko.com/forum/forum_31/p-11Nojirino.html（2003）『野尻
湖フォーラム No.31』野尻湖フォーラム http://www.nojiriko.com/forum/ （取得日 2012/07/08） 
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図 30 野尻湖にて、ローランド・リーズと愛犬のブルドッグ 
出展：湯沢治郎(1955 以前)「野尻の思い出」 
岡崎家の人々もそのブームの最中にブルドッグを飼っていたということである。高価な犬は
宝物的存在として自由に広い敷地内を走り回ることができた。また、宝物であるがゆえに家の
中にも上がることができ、家の中で飼う習慣はその後犬への家族的愛情を育んでいったと考え
られる。玲子もあの頃の思い出を語ったときに、今と何も変わらず犬が自然に家の中におり、
子どもの格好の遊び相手となっていたことを証言している。 
1933 年、玲子が 5 歳の頃、父岡崎菊雄が陸軍第四師団歩兵第八連隊に所属し、岡崎家は本
部があった現在の難波の宮近くである、大阪中央区馬場町に引っ越す。当時はエアデールテリ
ア171やシェパードを飼っていたそうである。 
大型犬にもかかわらず特に家人がしつけをしていた記憶もない。家の人はかわいがるだけで、
世話の部分の多くは使用人が行っていた。玲子はお稽古ごとに明け暮れる毎日であり、子犬が
いれば、子犬とよく遊んだそうである。屋敷の中や座敷にも犬が上がっていた。ただ、使用人
や、軍の若い兵士が遊びに来た折に、彼らが毎日のように犬を屋外へ連れ出して散歩をしてい
たという。また、シェパードやエアデールテリアは番犬として、吠えると褒められていた。子
犬の頃は吠えなかったが、早く吠えて立派な番犬になることを望まれたという。吠え始めてや
っと仕事のできる犬になったと父にいわれたそうだ。 
岡崎家の例からは、戦前の日本でも大型犬が飼われていたこと、日本犬ではなく外国犬が飼
われていたこと、広い面積の敷地内で放し飼いで飼われていたことなどが見て取れる。 
ちなみに、当時のブルドッグ、シェパードといった人気犬種ブームを語るものとして、伊勢
次郎の『犬の講座・研究篇』があり、巻頭に写真を残している（図 31、図 32）172。 
                                               
171 エアデールテリアは五匹の子犬を産んだ。二人の白衣を着た獣医師が家にやってきて生まれたばかりの子犬の断
尾をしたということだ。しっぽを切られたときの「ギャン」という子犬の鳴き声がかわいそうであったが、切ったら
しまいで鳴かなかったと話す。 
172 伊藤治郎(1936）『犬の講座・研究篇』pp.8-19 
 p.9「今日、外國産の總ゆる犬種が容易に入手する様になつて見ると、大抵の輸入犬はもう珍しくない。」とあり、
ペリーの開国以降、来日した外国人が犬を連れてきたのが外国犬種を日本で飼う始まりであり、以降輸入などで外国
犬種が増加していったと伊藤は述べている。 
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図 31 森田亀雄氏夫人と愛犬 出展：伊藤治郎（1936）「犬の講座 研究編」巻頭より 
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図 32 愛犬家と犬 浅田甚右衛門氏ご家族と愛犬（伊藤治郎『犬の講座・研究篇』より引用） 
 
さらに玲子は犬を軍隊に提供したことについて以下のように語った。 
「戦争の時は犬も招集があったんやで。ずっと一緒におったのに、明日から行くと思うとか
わいそうでなあ。それきり会えんかったわ」戦中は度重なる大空襲の中、大阪から和歌山へ、
また大阪へと逃げまどった日々であり、とても犬どころではなかったという。犬も街中では見
られなかったらしい。以上が、昭和初期における玲子の証言である。追記として、戦後から現
在までの記録を残す。 
戦後まもなくの頃について、父も戦地から帰り、玲子は早々に柴犬や紀州犬を父に買っても
らい、飼うようになった。紀州犬については玲子が何度も何度も語る思い出話がある。 
「ある日、紀州犬と引き綱をつけて散歩をしていた。途中、引き綱を手放して散歩をしてい
たところ、2 人組の「犬取り」がやってきてな、目の前で犬を釣る道具でさっと獲って鳴いて
いるのに自転車にくくりつけようとしはったんやで。大急ぎで父のところに行くと、父が一緒
に駆けつけてくれて、財布からお金を出し、『これで離したって』と、犬取りを説得してくれて
な、やっと返してもろたんよ。家に帰って自分を鏡で見たら、恐ろしさのあまりに総毛立って
ましたわ。身の毛もよだつっていいますが、本当に髪の毛は立つんやで。」 
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図 33 岡崎家の愛犬トム公（裏書は玲子の弟による）1950 年頃に飼育 
 
「犬取り」については、戦後の狂犬病蔓延を防止するため、保健所では民間の業者に犬を捕
獲し、料金を支払うという制度があり、そのために犬を取られてしまった当時の様子の証言を
得ることができた。 
また、犬も猫も人と同じ乳母車に入れてかわいがる姿が写真に残っている（図 33、図 34）。 
 
図 34 人も犬も猫も同じ乳母車に乗る（1950 年頃） 
 
その後、玲子は 1950 年に結婚し実家の敷地内に居住していたが、1966 年に兵庫県播磨町へ
居を移した。その際夫に犬は外で飼うものであるといわれ、初めて犬を繋いで飼うことになっ
た。それでも夜は、伝統的な放し飼いをしていた。 
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バブル絶頂期の 1990 年、夫を亡くし、神戸市北区の長男の家に来ることになった。そこで
はダルメシアンとラブラドールレトリバーという大型犬を家の中で飼っていた。玲子は 2 頭の
犬を孫のようにかわいがっていた。2013 年現在、85 歳となった玲子であるが、ラブラドール
レトリバーと和犬の 2 頭の犬の頭をなでながら日々暮らしている（表 2）。 
 
表 2 玲子による昭和初期からの犬の飼育状況年表 筆者作成 
年代 玲子聞き取り 歴史 
1928  10 月 11 日玲子誕生 
四歳頃 ブルドッグを家の中庭（前
栽）で飼っていた。家にも
上がっていた 
和歌山市十二番丁在住 
祖父は貿易商。大正末期から昭和初期にかけ、ブルドッ
グ流行。ブルドッグソースで有名 
五歳以
降 
エアデールテリア、シェパ
ードを飼っていた 
エアデールテリアは家で
繁殖し、売られていった。 
和歌山から大阪市中央区馬場町に引っ越す。父、歩兵第
八連隊解散前は中佐。連隊副隊長だった。馬場町に隣接
する難波宮に旧日本軍の建物があった。（玲子言） 
1934 年（昭和 9 年）帝国軍用犬協会は、軍犬適種犬を
シェパード、ドーベルマン、エアデールテリアの 3 種に
実質的に限定。173 
戦時中 犬も軍隊に招集され、泣き
ながら見送った。その後し
ばらく犬を飼っていなか
った。 
1940 年（昭和 15 年）帝国会議で犬猫不要論174 
1945 年、大阪大空襲175に合い、和歌山に疎開するも、
疎開先も空襲を受け176、大阪に戻る。 
戦後 柴犬、秋田犬を飼う 父、軍服用サージの問屋を船場で営む 
終戦時秋田犬が数十頭しかおらず、愛犬家の努力により
再び純血種としての繁殖固定が行われた。 
1947 紀州犬の子犬を犬取りに
獲られる 
玲子 19 歳。 
狂犬病の流行。「犬取り」が犬を取り、東京都では捕獲
した野犬を有料で引き取っていた177 
1950 実家でトム公を飼う 玲子結婚。実家の敷地内に居住。夫利一の居ないときに
は、犬は家の中に遊びに来ていた。 
1957 実家ではシェパードを家
の中で飼っていた。 
犬は外へ自由勝手に散歩をしていた。 
1966 初めて屋外に繋いで犬を
飼う。夫、利一不在時は犬
は家の中。 
兵庫県播磨町に転居。 
厚生省犬の捕獲徹底通知を各都道府県へ送付178。 
1992～ 
現在 
大型犬とともに家の中で
留守番の毎日 
神戸市北区藤原台長男宅へ転居。 
 
                                               
173今川勲（1996）「犬猫不要論」『犬の現代史』現代書館 p.204 
174今川勲前掲書「犬に関する年表」P.117 第 75 回帝国議会衆議院予算委員会で、北昤吉議員による 
175 大阪大空襲 1945 年 3 月 13 日 
176 和歌山大空襲 1945 年 7 月 9 日 
177 今川勲（1996）「犬猫不要論」『犬の現代史』現代書館 p.210 
178 前掲書 p.219 
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1.3.3 昭和初期のペット飼育法に見る共生感性 
さらに、昭和初期のペット犬の飼育法、ペット犬と暮らすための感性について、筆者が収集
した昭和初期出版の犬の飼育に関する書籍179をもとに、共通する当時の特徴を抽出する。 
 
①犬の特徴に合わせたしつけ 
現在の犬の飼育法の傾向と異なる点は、以下の点である。 
１）犬の性格・特徴等を犬種毎に詳細に説明し、どの飼育書も大半を犬種の解説に当てている。 
２）家庭犬はしつけをするもの、猟犬、軍用犬といった使役犬は訓練が欠かせないもの、とい
うように、明確に分けて記されている。 
例えば、家庭犬は飼育の中で、言って聞かせるように（中根榮）、取り立てて言えば、拾い食
いをしない、家にお帰り、芸にて人との意思疎通をとる、といったものである。一方、使役犬
は現在の訓練試験項目である、「停座」「伏臥」「脚足行進」「召呼」つまり、「お座り」「伏せ」
「ついて歩く」「おいで」、と同様であった。 
②「犬」を理解した飼育環境づくり 
さらに、当時の犬の飼育法では、犬の本能を理解した飼育環境を重視している。つまり、「犬」
としての時間を尊重する姿があった。 
「昼はつなぎ、夜は放しておく」180という飼育法は、夜になったら「飼育犬」から「野良犬」
となり「犬」そのものに戻ることを意味する。この時代でも放し飼いに対する批判はあったが、
それでも飼い主に対して「夜は放しておく」ことの重要性を説いている。それが叶わぬ場合は
「犬ボーイ」「犬引き」といった、犬の世話がかりがついて行くことを奨励している。また、大
型犬には大きな庭は必須で、自由にする時間を与えないと消化不良になる、つまり、ストレス
から来る体調不良、といった指摘が随所に見られる。 
③飼い主の心がけ重視 
さらに、飼い犬のしつけを説く前に、飼い主の心がけを非常に重視している。 
犬に訓練を施すのではなく、飼い主のコントロールで対処することを求めている。例えば犬の
排泄について、現在であれば犬を自由にする代わりに「犬用おむつ」をさせるか、脇目もふら
ず飼い主について歩かせる訓練をするが、していけないところには行かせないことを奨励して
                                               
179 筆者が収集した昭和初期の犬の飼育に関する本は、以下のとおりである。 
 
磯貝晴雄（1934）『日本犬の活きた訓練』日本犬柴犬研究所 
伊藤治郎（1936）『犬の講座・研究編』新小説社 
碓氷元（1937）『犬の訓練とその実際』大洋社 
木下豊治郎（1931）『犬を飼ふ人のために』カオリ社 
小林信三（1932）『仔犬の育て方』畜犬研究社 
小林信三（1932）『犬の訓練』畜犬研究社 
白木正光（1938）『犬の訓練讀本』犬の研究社 
高橋虎雄（1926）『犬の飼ひ方』春陽堂 
田丸亭之助（1929)『愛犬讀本』田丸獵犬訓煉所 
永井寅太郎編（1936）『畜犬年鑑』日本ドッグ社 
中根榮（1930）『犬の飼ひ方』真文堂 
中根榮他（1933）『犬 研究とその飼ひ方愛犬風物雑景』春陽堂 
中根榮（1934）『愛犬風物雑景』（1934）番町書房 
中村勝一（1932）『犬の知識』 
日本愛犬倶樂部編（1934）『最新犬の飼ひ方と訓練法』岡村書店 
平岩米吉（1942）『私の犬』教材社 
柳田国男（1939）「モリの実験」「旅二題」『狐猿随筆』岩波文庫 
 
180中村勝一（1932）『犬の知識』p.36 
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いる181。また、もらわれた子犬が鳴いているとき、現代であれば無視をしたり、ケージを叩い
たりといった対処法マニュアルばかりが求められるが、昭和初期では犬の感情を理解し、受け
止めようとする感性の大切さを説いている182。                        
 
このように、昭和初期には、犬を犬として尊重したしつけや犬の飼い方が成されていた。ま
た、犬の飼い方の方法よりも、犬と暮らすということに対する飼い主としての心構えが明示さ
れていた。昭和初期にもペットブームがあったが、現代の欧米に強く影響された人・犬関係と
は異なり、伝統的は日本の動物観を元にした、犬を犬として尊重する人・犬関係が続いていた
ことが分かった。 
  
1.4. 断絶した伝統的人・犬関係 
 昭和初期にも高度成長期と似たような犬のペットブームがあり、成熟した人と犬との織りな
す文化が存在した。昭和初期のペット犬に対する犬観とは、第 1 に、家庭にあっても「犬」と
いう存在を尊重するものであり、人の生活枠に犬をはめ込もうとするものとは異なっていた。
第 2 に、犬種や個の性質を大事にし、犬種の風貌に対する好みを重んじないものであった。第
3 に、犬との感情の交流を大切にしていた。犬に対する困りごと対処法ばかりを追求すること
とは異なる、犬の心理を慮る感性が働いていた。 
これらから、昭和初期までは、依然として伝統的人犬共生関係意識が強く残っていたことが
明らかになった。この昭和初期という時代は、日本に欧米文化が流入し、人の欧米化がなされ
ながらも、欧米の生き方と日本的生き方がバランスよく融合し、関係性が保たれていたことが
伺える。 
しかしながら、第 2 次世界大戦が起こり、戦中は都会にはペット犬がいなくなった。 
そして高度成長期以降、現在のペット犬に対する犬観はどうかというと、第 1 に、地域住民
は、犬の飼い主のマナーの悪さに困り、冷ややかな目でみる風潮がある。第 2 に、本来の犬の
習性を尊重してきた人は、犬の習性由来のことが悩みとなり問題視している。第 3 に、 高度
成長期以降の現代の人とペット犬との関係性は、序論で述べたように、「人の所有物」から「番
犬」へと変化し、その後「ペット犬としての家族化」「子どもや孫の代りといった擬人化」へと
変遷してきた。さらに、「ぬいぐるみ化」「かごの鳥化」へと変化してきた。また、人の生活の
都会化に伴い、飼い主の多忙感から、犬は室内に閉じ込められることになった。こうして、犬
が人間社会で生活することにより、問題が生じて来た。第 4 に、 これら、人と犬との関係性
のねじれからくる、双方が共生できないという問題に対し、ペット犬の行動を人間社会に合わ
せるよう、行動修正するという欧米から導入されたしつけにより共生しようとする方策が、現
在の中心となっている。しかし、犬の習性を矯正するというしつけに対し「かわいそう」「めん
どうである」と、感性的に受け入れにくいというのが日本における現状である。 
つまり現代では、ペット犬ブームが再燃するに当たり、日本における伝統的な人・犬関係は
途絶え、欧米からの犬の管理のための行動を修正する方法論がそのまま取り入れられてしまっ
た。そのために人と犬とが共生しにくい状況を生んでしまったのである。 
                                               
181 例えば磯貝晴雄『日本犬の活きた訓練』、p.149 
「犬は絶えず臭いをかぎながら尿を垂れていく動物であるから、近所の陳列してある乾物店やまたは八百屋の品物等
にかけぬ様に途中は十分注意してつれて歩かねばならぬ」と、飼い主のコントロールで対処するよう諭す。 
182 例えば高橋虎雄（1926）『犬の飼ひ方』p.124 
「寂しがっているとき時つれない言葉をかけられたり、しかりつけられたりしてはなおさら母犬の処が恋しく成るで
はありませんか。（中略）子犬が絶叫いたしますのは「もうここにいるのは身を打たれるほどつらい」という意味で
泣いているのであります。（中略）優しく慰めてやるのも良いでしょう。」とある。 
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1.5. 小結 
伝統的人・犬関係の「犬は忌み嫌われている存在として認識されていた」たという定説は関
係性の中の一部のものであって、全体を示すかのように誤解されていたことが分かった。伝統
的な人・犬関係とは「仲間」という関係性であると仮説を立て、検証した。 
人と犬とに「仲間」という関係性があるのか探るため、伝承民話文献から犬の人に対する関係
性として①狩りの仲間、②ペット、③ナビゲータ、④番犬、という４つを抽出した。 
そのうち、①が最も古く、しかし、②は全ての関係性に垣間見られる基本的なものであった。
狩りで命を落とせば、仲間として犬の死を悼むという関係であり、義犬として敵を倒し、崖か
ら人を救い、飼い主を慕って旅もすれば悲しみのあまり餓死してしまう。人と犬とが深く心の
結びつきを持ち、互いに尊敬し、感謝しつつ生きてきた関係であったことを捉えた。 
③ナビゲータ（道案内）としては、花咲爺（犬が黄金を示す）の他、ヤマトタケル伝説（迷
道からミコトを救う）、沖縄での井戸発見譚などの文献を扱った。犬が、人の求めているものを
察知して導き、人は、犬のしぐさから犬の言葉を読み取る。つまり、人と犬とは、高度なコミ
ュニケーションが働く仲間という関係性が存在していることが分かった。 
④番犬という関係性では、人と犬とが村、敷地、家屋といったテリトリーを同一にする「仲
間」としての意識があり、仕事として「吠える」行動があった。また、害獣、盗賊といった外
敵から仲間を守るという犬の習性そのものが「吠える」という行為を通して人に利するもので
あったと捉えることができた。 
上記の通り人と犬との間に、伝統的に多様な共生関係があったことが文献研究から確認でき
た。日本における従来までの犬観研究においては、犬は人と異なる空間で生きるものであり、
不浄なものを処理する忌み嫌われる存在という側面が強調されてきた。しかし、民話・伝承に
あった関係性から導き出された日本における伝統的人・犬関係とは、犬の習性を尊重しながら
人と犬との間に垣根を作らない、同じグループに所属する「仲間」として犬を見てきたという
ものである。 
従って、筆者は仲間と捉えていた関係性こそ、日本の伝統的な犬観であると捉えた。 
次に、これら、伝統的な人・犬関係はいつまで続いたかを検証した。 
明治時代に欧米文化とともに欧米的な人・犬関係が日本に流入され、市中には洋犬ミックス
ばかりが棲むようになった。しかしながら、人々は村の犬が生活することを許し、番犬として
吠えることは奨励されるなど、依然として伝統的な犬観が強く残っていた。 
昭和初期には、現在のペットブームのような、昭和初期ペットブームがあったことが文献に
より明らかになった。当時の飼い方について、岡崎家というある一家を一例としまとめた。岡
崎家は、エアデールテリアやシェパードといった大型の洋犬を、座敷に外にと敷地内で自由に
飼っていた。犬係による長い散歩も欠かさなかった。番犬としてよく吠え、大変役立ったとい
う。 昭和初期の犬の飼い方の本をまとめ、当時の飼い方を検討すると、犬を人の生活に合わ
せるものよりも、「夏は暑いので冷たい水を飲ませること」「寝藁は毎日代えてあげること」と
いった、犬への細やかな気遣いが感じられる。 
これらから、昭和初期にも依然として伝統的人・犬関係意識が強く残っていたことが明らか
になった。この昭和初期という時代は、日本に欧米文化が流入し、人の欧米化がなされながら
も、欧米の生き方と日本的生き方がバランスよく融合し、関係性が保たれていたことが伺える。 
しかしながら、第 2 次世界大戦が起こり、戦中は都会にはペット犬がいなくなった。そして高
度成長期以降、ペット犬ブームが再燃するに当たり、日本における伝統的な人・犬関係は途絶
えてしまったのである。 
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第 2章 現存する東北 2地域の伝統的人・犬関係 
第 1 章では、伝統的な人・犬関係を明らかにした。続いて、日本の伝統的な人・犬関係が消
滅してしまったのかどうかを調査したものが第 2 章である。現在の日本において、全国の犬に
まつわる伝統行事やイベントを調査したところ、伝統的な人・犬関係が完全に死に絶えてしま
ったのではなく、数は少ないが今日なお現存していることがわかった。さらに、人と犬とが共
生する方策として伝統的人・犬関係が有効であることを、東北の 2 地方の、「秋田犬っこまつ
り」「高畠のペット供養祭」を例に示した。 
 
2.1. 秋田湯沢の伝統的人・犬関係 
2.1.1. 空間の履歴 
 この地域には伝統的人・犬関係が現存していることを、郷土史調査および、「空間の履歴」調
査により明らかにした。 
空間の履歴とは、当該空間の現在に生き続ける過去の歴史のことである183。人・犬関係を探
るためには、当該地域の空間の履歴を探ることが第一の手がかりとなると考える。なぜならば、
当該地域の空間の履歴がどういう場所であるかによって、そこに暮らす人々の文化、哲学に影
響をもたらすからなのである。 
「空間の履歴」という概念を見出した桑子敏雄は、空間の履歴を探る価値について「履歴を
もつ空間の中で自然と歴史は人の人生と深く融合してきたのだ。だから見失われている融合を
見つけることが、自分の生きる空間の意味を知ることであり、ひいては自分自身の価値を知る
ことになる。」と述べている184。現代の人・犬関係のねじれを修復するためには、置き去りに
され、忘れ去られてしまった、地域の空間の履歴を通して、人・犬関係の履歴を思い起こすこ
とが重要である。そこで、秋田湯沢の空間の履歴を探り、以下に示した。 
 
1) 狼由来の犬の畏敬の念を祀る文化の存在 
秋田県には 13 もの狼の名の付く地名が存在する185（図 35）。秋田県湯沢市の、犬っこまつ
り会場の 4km ほど西側にも、「狼
おえ
ケ
が
沢
さわ
186」という地名がある。秋田地方では、狼のことをオイ
ノ、オエノ、と呼び、狼
おえ
ケ
が
沢
さわ
とは狼の棲む沢を意味する187。隣接する横手市には 4 カ所、東雄
勝町には 3 カ所の「狼」のつく地名があることからも、秋田湯沢周辺地域が狼の生息地であっ
たことが分かる。 
 
                                               
183 桑子敏雄(2009)『空間の履歴』東信堂 p.9 には、「「空間の履歴」とは、ある空間でどんなことが起こったか、そ
してどんなものとして考えられたかということの蓄積、いわば空間の意味の蓄積である。空間に与えられた意味には、
宗教的なもの、思想的なもの、地域の記録など、いろいろなものがある。どんな空間にも出来事や人々の営み、思想、
願望が染み込んでいる。それを書き表した空間の履歴は、石碑であったり、神社の由緒書であったり、土地の登録簿
であったり、あるいは、子どものころの絵日記だったりするだろう。」とある。 
184 前掲書 p.11 
185 秋田県湯沢市駒形町八面狼ケ沢, 秋田県横手市杉沢狼ケ沢（オイガサワ）、狼ノ沢（オエノザワ）、狼沢（オイザ
ワ）秋田県横手市雄物川町矢神狼沢、秋田県横手市山内平野沢狼坂、狐狼化山、秋田県雄勝郡東成瀬村椿川狼沢、狼
穴、秋田県潟上市天王上狼縁、下狼縁、秋田県仙北市西木町小渕野狼渕、秋田県仙北郡美郷町千屋狼沢、 
186 秋田県湯沢市駒形町八面狼ヶ沢 
187 菱川晶子(2009)『狼の民俗学 人獣交渉史の研究』東京大学出版会 p.222 
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図 35 秋田県における狼地名（Google 地図を基に作成） 
 
実際、秋田湯沢は江戸時代天保の大飢饉の頃に度々狼が市中をうろついた記録がある188。ま
た、近くに馬場があり、狼の好物である馬を狼から守るため、人と狼の馬を巡る戦いもあった。
また、江戸時代には秋田藩が城下近くで牛馬の放牧を計画したが狼によって失敗したという記
述もあることから、江戸時代までは秋田県に狼が生息していたと推察される。明治初期の公文
書からはすでに日本狼に関する記述はなかったことから、秋田にはその頃には日本狼は生息し
なくなった。 
                                               
188 「佐藤徹雄蔵甚四郎記録」「金谷の記録」「佐竹南家御日記」「京塚卯左右衛門日記」『湯沢市史』p.752-753 
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狼が生息していた当時は、狼の遠吠えの不気味さと大きな音量は、聞く人に恐怖を起こさせ
たといわれる189。 
そこで、山と平地の境目辺り、里の周辺に狼の地名があり、狼と人とが共有する空間に、狼
への注意喚起のため狼地名を付けていたことが推察される。つまり、狼と人との棲み分けを意
識する感覚があったと考えられる。 
しかし、狼に対して抱くのは単なる恐怖の念ばかりではない。古代から続く狼の強大な力を
借りて他の害獣や厄から守ってもらう、といったように、狼に対しての畏敬の念が強く存在し
ている。 
秋田湯沢の近隣の例としては、秋田県仙北郡西木村上檜木内（現仙北市）では、7 月 17 日に
なると、オイノ神社という祠の前で、お賽銭や塩、米、生魚を供え、「馬を守ってけれ」と祈願
するという190。さらに山形県最上町では、一年の安全や牛馬、人、田畑までをも狼が守ってく
れるとしてオイノマツリを開くところもある191。また、狼と山に棲む犬が混同されて山犬と呼
ばれていた192ことから、東北では狼の畏怖、畏敬というイメージが山で活躍する犬へと次第に
移行したと考えられる。 
つまり、秋田では狼のことをオイヌと呼び、獣害から畑を守るオイヌに対する畏怖・畏敬の
念があった。狼は滅亡したが、オイヌの存在はオイノ沢といった地名として現存しているので
ある。 
日本を見回しても、全国各地に縄文時代から狼がいたことが分かる。193。人々には狼の大き
い形、その声から、大変恐ろしい生き物であるという気持ちがあった。そこから、狼は古くか
ら「大神」とも書かれ、畏れつつも、その畏怖の念から神の御眷属であるとされてきた。 
里に現れることを恐れながらも、山では、獣害という「災い」から守ってくれる大切な存在
と位置づけられていたのである。その証拠として狼を厄除けとして祀る宗教的感性も、広く日
本に分布している。その代表的なものは近世中期の江戸できわめて盛んに行われていた秩父・
三峯神社の御眷属信仰である194。狼の護符を頂くことで、狼が鹿や猪の天敵であることに基づ
く猪鹿除けの御利益だけに留まらず、盗難除けや火防せにも霊験あらたかであるとされた。こ
の狼信仰は、三峯信仰として関東一円から甲信越に広がっていったといわれる195。 
 
2) 狩猟文化の存在 
犬を畏怖の念として捉えるときには、人と犬族はお互い棲み分けて共存する文化があった。
方や、秋田には、互いに生きるための家族や仕事仲間として協働するという文化がある。 
現在、秋田湯沢から北へ 50km ほど離れた、マタギの里として知られる仙北市に秋田マタギ
がいる。マタギとは、熊、猪などを狩猟する人々で、特に熊を捕る猟師をマタギという。かつ
て秋田湯沢にもマタギがおり、犬とともに生活をしていた196。 
秋田マタギの話を収録した『秋田マタギ聞書』197によると、マタギであった渡辺綱城は、飼
っていたアガという猟犬がまさに生きていく上の重要なパートナーであったと述べている。「殆
                                               
189 平岩米吉(1992)『狼その生態と歴史』築地書館 p.6 
190 菱川晶子 前掲書 p.325 
191 菱川晶子 前掲書 p.325 
192 菱川晶子 前掲書 p.228 
193 田名部雄一(2007)「人と犬のきずな－遺伝子からそのルーツを探る－」裳華房 p.39 
194 宮田登(1993)『山と里の信仰史』吉川弘文館 p.285 
195 中村生雄(2009)「山犬 小箱に込められた御神体」『人と動物の日本史 4』吉川弘文館 p.68 
196 菅江真澄(1785)･･･内田武志・宮本常一編集(1971)「小野のふるさと」『菅井真澄全集第一巻』未来社 p.246 
197 武藤鉄城 (1969)『秋田マタギ聞書』慶友社 p.68－1997 年増補第 2 刷 
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ど一文無しで生活していたのだが、今こうして嫁や子どもまで持つようになったのも全くアガ
に養われたようなもんだ」と渡辺は語る。 
以下の渡辺の同僚の話198は、アガと渡辺のパートナーシップを如実に示している。 
 
マミ（穴熊）などは殆ど鉄砲を撃たないで、アガがかみ殺した。渡辺の親父と山に入っ
て、夜になるとアガが一匹先に帰ってくる。尾を振ってトントン居間に上がって来て、薪
の燃えてる爐端に大威張りでうずくまる時は猟のあった時だ。「アガ、獲ってえがったナ」
とほめると、前足を交互にトントンと踏む。そして舌を出して、唇をペロッとなめる。そ
れから太い尾を左右に振って、板の間を箒のようにしてバサッと掃く。30 分も経つと親爺
が狸を 3 つも 4 つも背負って来るものであった。ところが反対に不猟の日になると、アガ
はこそこそと土間の隅の箱の中に入ってしまって、呼んでも出てこないし、晩飯までも喰
わなかった。 
 
現在のペット犬には生活をかけ、運命共同体として人と犬とが作業をするような機会は補助
犬など特殊な例しかない。しかし、秋田ではマタギと犬とが協働作業をする文化があったので
ある。 
現在でも犬とともに行う狩猟は細々とながら日本各地方で行われている199 。狩猟をする
人々にとって、犬は大切に扱われており、犬への感謝の気持ちを忘れることはない。 
その実態を NHK 総合テレビ（2012．5.17）『新日本風土記「にっぽんの犬」』で紹介された
番組から、人と犬との関係性を示された部分を抽出し考察する。 
 
高知県井野町本川地区には、日本人と犬の原風景を思わせる暮らしが残されている。冬
の猪猟のシーズンでの出来事である。山中春夫さん 76 才、50 年以上のキャリアを誇る猟
師である。犬は本川地区が原産地の、天然記念物「四国犬」である。 
山中さんは犬と山中を歩くとき、ずっと話しかけている。小動物を追いそうになるテツ
に向かい、「何をしよる、そんな小物、追ていらん。」と話しかける。すると、テツは藪に
入らずに山道をまた歩き出す。テツは猪を追い出し、猟師が来るまで動かぬように留めて
いる役をするという。さらに、山中さんは「ここぞというというときは完全に猪を止める
ことができるね。自分の思う通りに犬が働いてくれたときにはとてもじゃない満足感にあ
ふれるわけ」と話していた。 
猪猟は、仲間 4 人が二手に分かれ、猪を挟み撃ちにする策戦である。犬は猪の居場所を
探し、人は最期のとどめを刺す。役割をそれぞれが心得て山の暮らしは守られてきた。山
中さんは「人間と犬というような形じゃのうて、犬も飼いよったら人間を犬と思うわけ。
私は犬で人間でという区別は犬にないわけ。人間も親しくなってくると犬じゃのうなる。
やっぱり同じ人間の愛し方になる。そうなってくると犬と人間の愛ということがでてくる。
どうしても。」と話す。また、犬に向かって、「太かったらいくなよ、そんなバカみたいに。
もどれよ。やられるぞ。」と話した。無理はするな、犬を放すとき山中さんが必ず呼びかけ
る言葉である。 
 
                                               
198 武藤鉄城  前掲書 p.68 
199 NHK総合テレビ（2012．5.17）『新日本風土記「にっぽんの犬」』 
この放送は、現在も続いている猟師と猟犬のドキュメント番組であった。映像とナレーションから、人と犬との関係
性が示された部分の抽出である。 
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上記の資料から、猟の場面での共生の姿について観ていく。 
猟犬は山に入るときには引き綱をつけていないが、自らの衝動で猟師のもとから逃げ去るこ
とはなかった。猟師の語調から状況を判断し、狩場に行く道を定めているのである。猟師と犬
との間にはコミュニケーションが成立していた。また、猟という協働を通じて、人と犬との分
け隔てがなくなり、お互いに思いやり、獲物を得た喜びを分かち合う状況となる。双方の心地
よい共生の姿を捉えることができた。 
次に、日常生活について観ていく。 
山中の家は代々四国犬を飼ってきた。犬は土地とともに先祖から受け継いだ宝物だとい
う。他にも犬がおり、すでに猟犬を引退した 15 才と長寿のトラも、家族の一員としてゆ
ったりと老後を過ごしていた。 
餌について、ドッグフードや人の食べ残しは与えない。米は玄米を混ぜて鍋で炊きあげ
る。ご飯に掛ける汁物の具にはこだわりがある。山中が犬と一緒に山で摂ってきた鹿の肉
を入れるのだ。そして、葉物の野菜をたっぷり入れて栄養のバランスを整える。病気の犬
には生卵の黄身を 3 個与えるという。山中は、「鹿の肉は油が無いけん、いいらしいわ。猪
肉より犬に最高。ほんと、油が無いわねこれは。病気はせんねえ。」と語る。朝食をあげる
とき、山中は犬に向かって「ごはんですよ、ハイどうぞ、食べてください。」と、語りかけ
ていた。 
 
以上のように、日常生活では犬に対して畏敬の念をもって接していた。猟ができなくなった
犬に対しても捨てることなく丁重に接していた。猟のある日の朝食はたくさんあげると獲物に
向かう威力がうすれてしまうため控えめだと言っていたが、現在の家庭犬が食べる朝食の量と
変わらない。むしろ人工のドッグフードを食している現代の一般ペット犬と比べると手間暇か
けた健康的な食事であった。このことからも日頃から大切に扱っていたことが明らかになった。 
さらに、地域の人々と犬との関係性について観ていく。 
 
本川地区には土地の暮らしを守る白髪（しらが）神社がある。古事記に登場する猿田彦
が祀られているが、祭事をするときに集落の人たちがまずお詣りをする小さな祠がある。
それは犬神さまが宿る祠だという。どんな神様が祀られているのか確かなことは分からな
いが、本川の人たちは祠を大切に守ってきた。山中は、「犬を祭っていることは間違いない
です。足の悪い犬だったということはどなたさんも言うけん間違いないことです。お祀り
することを怠ると、どこかの誰か周囲の人に足が痛くなったり手が痛うなったりすると言
われていますね」と話す。 
狩猟での協働作業から、犬に対いて畏敬の念を抱き、「宝物」のように扱うよう、後世伝
えるために祠を建て、粗末に扱うと厄をもたらすという逸話とともに、現在まで土地の人々
から語り継がれてきたことが見て取れた。 
 
狩猟を通した人と犬との関係性は、協働作業の仲間であり、人にとって犬は生活を豊かにす
るありがたいものであった。犬にとってもともに働き、捕食行動を成就する達成感が得られて
いた。 
現在の狩猟者数は年々減少している。さらに、60 歳以上が半数をすぎる等、猟師の高齢化が
目立っていることが分かる。 
 
3) 番犬奨励の存在 
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秋田湯沢には、江戸時代の元和の頃（1615 年－1624 年）の物語とされる以下の伝承が残っ
ている。 
元和の頃、白昼堂々と人家を襲う「白討」と呼ばれる大盗賊200がいたが、秋田湯沢の殿様201
がこれら一味を退治し、再びこのような悪党が現れないようにと、番犬を飼うことを奨励した
という202。戦国時代の名残があり、平和に暮らせない城下の人々は、日々不安でおののいてい
たであろう。そこで、犬が担う盗賊を退治するための番犬的役割、つまり、見知らぬ人が侵入
したときに吠えることは大いに役立った。番犬への期待と感謝の念を抱いたに違いない。その
思いが、いつのまにかうるち米で「犬っこ」という飾りを作り、戸口に置くようになったとい
う話もある203。「犬っこ」については後述する。 
つまり、秋田湯沢の領主である佐竹氏が盗賊除けに番犬を飼うことを奨励し、家々に番犬が
いた。また、番犬を象った飾り餅である「犬っこ」を玄関に飾り、番犬に対する感謝の念を表
す習慣があったのである。 
現在の日本犬は日本犬保存会により、日本在来の山岳にいた「狩猟犬」を基に天然記念物と
して保存されてきている。山の恵みである獲物を狩ることによって直接食糧を人にもたらして
いた。 
秋田湯沢の番犬は、日本各地におり、市中をうろつき、不審なものに吠えるという「町の犬」
「里犬」である。明治以前にはこの「町の犬、村の犬」が一番多かったであろう204。元和の時
代に領主が、犬元来が持っている習性を大いに発揮した「町の犬」としての活躍を容認し、秋
田湯沢の領民が「町の犬」に感謝した記録を残す貴重な例だと言える。 
 
4) 大型和犬秋田犬の存在 
 秋田の領主であった佐竹氏は、1630 年（寛永 7 年）頃より、藩士の闘志を養うためとして
闘犬を奨励した。また、秋田の地主たちも争うようになり大きな犬を求めて掛け合わせること
で、大型の日本犬である秋田犬ができ上がったのである205。 
一方、前述の通り、秋田には秋田マタギ犬がおり、クマと闘うほどの気性の強い勇敢な犬で
あった。秋田犬は秋田マタギ犬との交配により大きくて強い犬となっていった。さらに昭和初
期には、「秋田縣北では明治の初年、ドイツ人鑛山技師の連れてきたセント・ベルナド系と思は
れるたれ耳の居犬を盛に混血した206」のである。また、昭和初期に秋田湯沢の資産家京野兵右
                                               
200 湯沢城史料編纂委員会編(1986)「犬っこまつりの由来」『湯沢城』p.172 には、「御国替えの頃は、戦国時代の名残
があって、諸浪人がところどころに徒党を組んで一基を起こした。中でも雄勝郡二条道赤袴（現在の羽後町）の一本
やりの甚十郎、と、その右腕の手取り沼の長兵衛らが、討とうと思う家に前日札を建てて「何日の何時に白討するか
ら用心しろ」と告示した。物を盗むより人を殺すのが手柄であったといわれなんとも恐ろしい賊が徘徊しており、そ
れを次第に佐竹氏が治めていったことが書かれてある。 
 
201 湯沢城史料編纂委員会編(1986)「犬っこまつりの由来」『湯沢城』p.171 元和の頃の秋田湯沢では、佐竹氏が秋田
国替えとなり、当時の湯沢城には佐竹南家の佐竹義種とも佐竹義章とも言われている。 
202 湯沢城史料編纂委員会編(1986)「犬っこまつりの由来」『湯沢城』p.171 
203 茂木久栄（1965）「犬コまつり」『湯沢市史』湯沢市教育委員会 p.768 
204 谷口研語(2012)「第 11 章消滅しかけた日本の犬の歴史」『犬の日本史』吉川弘文館 p.183 には、「日本犬保存会
の運動以来、「日本犬」とされるものは猟犬が基本になっている。これは数量的にも歴史的にも、日本の犬を代表す
るものではない。日本は長く農耕社会だったのであり、生業としての狩猟は、弥生時代以来、二次的なものとなって
いた。したがって、日本史上の犬を総体として考えたならば、今は消滅してしまった「町の犬」「村の犬」が主流で
あって、狩猟犬は特殊な犬だったとした方がいいのである。」とある。 
205 小川菊松・宮本彰一(1949）『最新愛犬読本』誠文堂新光社 p.64「秋田名物の大地主連にはお抱えの『犬搜し』が
居り、大きな強い犬と聞けば草履崖で遠く他國にまで出かけて行つた。彼らの廣大な庭園は鬪犬上であった。」とあ
る。 
206 前掲書 p.64 
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エ門は、秋田犬に土佐闘犬を混血することにより、さらに大きな強い犬に改良し、新秋田と呼
ばれる犬が作出されたのである207。 
秋田犬を保存するために、秋田犬保存会が大舘に現存するように、秋田湯沢には秋田犬協会
があった208。その会長が京野兵右エ門であった209。京野はマタギ犬の血を引くという白毛の秋
田犬を飼っていた記録もある210。つまり、秋田湯沢には、秋田犬を飼う文化があったのである。 
 秋田犬の産地であったから、当然秋田湯沢には秋田犬を飼ったり身近に存在したりした経験
を持つ人が多い。秋田湯沢のフィールドワークの中での聞き取り調査211によれば、湯沢市観光
物産団体連合会会長小原新治の家には、つい最近まで秋田犬がいたという。高度成長期の頃に
は秋田犬専門の世話をする人を雇っていたほど、秋田犬に熱中したそうである。また、湯沢市
観光協会事務局長の奥山純一も、知人や親戚の家には秋田犬がいたものだと話した。 
 秋田犬の性格は、闘犬であったこと、日本の地犬であるマタギ犬であったことから、頑固で
気に入らないと攻撃に出るという面を持つ。現在では家庭犬として暮らしやすいように温和な
性格に改良されているとはいえ、なんでも受け入れるという犬ではない。 
 聞き取り調査において、まず、長谷川写真館の長谷川潔は、自分の家には犬はいなかったも
のの、子供の頃には親せきの家に大きい秋田犬がおり、恐ろしくて近づくことなどできなかっ
たと話した。次に、かつて秋田犬を繁殖していた蛭田実は、秋田犬は人間が悪さをしなければ
大変優しくよく人の言うことを理解するという。秋田犬を飼っている人は、折り合いのつけ方
にコツがいることをよく知っていた。 
 以上の通り、かつて秋田湯沢も大舘と並ぶ秋田犬の産地であり、ペットとして大型和犬であ
る秋田犬を飼っていたために、狼に近い和犬の習性を理解尊重する感性があったことが分かっ
た。 
 
調査した秋田湯沢の空間の履歴にあった、人・犬関係をまとめると、以下の通りとなる。 
 
① 秋田では狼のことをオイヌと呼び、獣害から畑を守るオイヌに対する畏怖・畏敬の念があ
った。狼は滅亡したが、オイヌの存在はオイノ沢といった地名として現存している 
② 秋田に代表される狩猟での人と犬との協働があった。 
③ 秋田湯沢の領主である佐竹氏が盗賊除けに番犬を飼うことを奨励し、家々に番犬がいた。
また、番犬を象った飾り餅である「犬っこ」を玄関に飾り、番犬に対する感謝の念を表す
習慣があった。 
④ かつて秋田湯沢も大舘と並ぶ秋田犬の産地であり、ペットとして大型和犬である秋田犬を
飼っていたために、狼に近い和犬の習性を理解尊重する感性があった。 
 
2.1.2. 犬っこまつり 
                                               
207 前掲書 p.67 及び伊藤治郎(1936）『犬の講座・研究編』新小説社 p.157 
208 2011 年 2 月 12 日（土）犬っこまつり会場本部にて、湯沢市観光物産団体連合会会長小原新治・長谷川写真館長
谷川潔、湯沢市観光協会事務局長奥山純一への聞き取り調査 
209 石井清継（1967）「元老の死と犬界維新」『秋田犬』昭和 42 年 8 月号 秋田犬保存協会 pp.3-5 に、当時を知る手
がかりとして、「昨年12月3日、秋田県湯沢市上町の自宅で病気療養中の京野兵右エ門さんが静かに息を引き取った。
昭和の初期日本犬保存会の設立に奔走し副会長、顧問等を歴任、日本犬―秋田犬の保存に努力を続けて来られたので
ある。」という記事が掲載されていた。その後、当時は秋田犬協会会長であり、秋田犬保存会との合併を快諾した話
が掲載されている。 
210 石井清継（1967）「元老の死と犬界維新」『秋田犬』昭和 42 年 8 月号 秋田犬保存協会 p.4 
211 2011 年 2 月 12 日（土）犬っこまつり会場本部にて、湯沢市観光物産団体連合会会長小原新治・長谷川写真館長
谷川潔、湯沢市観光協会こと務局長奥山純一への聞き取り調査による 
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以上の関係を継承する装置として筆者が注目したのが「犬っこまつり」である。毎年 2 月第
2 土・日曜に行われるこの祭りには、16 万人の人と 500 頭ものペット犬が集まり、人とペット
犬との良好な共生空間が展開されている。 
実施規模という点で212、このように多くの犬が集まる伝統的祭りは他に例を見ない。犬を題
材とした地域の祭は、山形県高畠町高安の「犬の宮猫の宮ペット供養祭」や、山形鶴岡市の梶
尾神社「大山犬まつり」など、他地域にも存在する。しかし、この秋田県湯沢市の「犬っこま
つり」では、他の伝統的行事に比べて圧倒的に動員数が多い。フィールドワークとして 2010
年 7 月に筆者が訪れた高畠町ペット供養祭では、総勢 300 名が集まったが、飼い主が 50 名、
犬の参加は 1 頭であった。また、鶴岡市観光協会に電話取材を行ったところ、「大山犬まつり」
での犬連れの観光客は見受けられないという。これらに比べ、「秋田湯沢犬っこまつり」の動
員数がいかに圧倒的であるかが分かる。 
しかも 400 年以上続く伝統的祭りとされており、40 年前に現在の会場や形式になってから
も無事故で継続されている点にも注目したい。  
 
1) 「犬っこ」とは 
秋田湯沢にあった伝統的人・犬関係は、祭り会場で売られている飾り餅である「犬っこ」に
よって語り継がれる。 
これが犬っこまつりの象徴的存在の「犬っこ」である（図 36）213。 
 
 
                                               
212 例えば、秋田県大館市ハチ公通りでは秋田湯沢の犬っこまつりと同じ 2 月初旬に「アメッコ市」という祭りが行
われ、そこで秋田犬のパレードがある。秋田犬が 10 頭前後集まる。この、秋田犬のパレードも、「犬っこまつり」で
の愛犬祈願祭を最初に企画した蛭田実が大館市で行われた町おこし会議に参加し、実施に影響を及ぼした結果である。 
213 秋田県優良県産品認定「犬っこ」佐藤艶子作 
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図 36 米粉で作る飾り「犬っこ」 
 
手のひらに乗るほどの大きさで、米粉を水で練って犬の形を作り、食紅を入れた米粉で彩り
を加え、5 分ほど蒸して仕上げる。1 日ほどすると固くなり、飾ることができる状態となる。 
元和の頃（1600 年頃）、白昼堂々と人家を襲う大盗賊がいたが、秋田湯沢の殿様がこれら一
味を退治し、再びこのような悪党が現れないようにと、米の粉で小さな犬っこや鶴亀を作らせ、
旧小正月の晩にこれを家の入口や窓々にお供えして祈念させたのが、この犬っこの始まりとさ
れている214。同じような逸話では、二度とこうした賊が来ないようにと番犬を飼い、それがい
つのまにか米粉で犬っこ作り飾るようになった215という話もある。犬の、盗賊を退治するため
の番犬的役割への期待と感謝が「犬っこ」を祀るという行動となって現れたと考えられる。 
次に犬っこを飾る行為について歴史的に見ていく。伝承では元和の頃からとあるが、文献中
に見られるのは、管江真澄が 1785 年（天明五年）旅行記として書いた「小野のふるさと」に
五穀豊穣を祈る「鳥追い菓子」として見られるのが最初である216。すなわち、少なくとも 1785
年には存在したといえる。 
文献調査によれば、石橋武朗（1996）は、秋田湯沢の犬っこまつりの由来について、①春か
ら始まる農耕の予祝説、②迎春説、③厄除け説、そして①－③を総括する意味で、鳥追い行事
が犬っこまつりの起源であったことを明らかにしている217。石橋によれば、犬が凶鳥を追い払
う習慣が 6 世紀の中国にあり、その習慣が、犬っこという形になって疫病や災害、盗難、害鳥
を追い払う習慣、鳥追い行事になったということである。 
 さらに筆者はここに秋田湯沢にあった狼由来の信仰が関係していると唱える。 
 斎藤弘吉（1964）は、「かつてオイヌボヒのホラというのがあって、桐等で作った円筒二段
の原始的なものは、秋田県の南部あたりでは旧正月の 15 日に他の悪鳥追いに吹き鳴らしてい
る。同地方では早く狼がいなくなったため、悪鳥追いに用途を変更したものであろう218。」と
記述している。怖い狼を山に追い返すために狼を追う行事が周辺の村にあり、犬の形の餅を川
に流して狼追いをするところもある219。 
また、秋田湯沢の山神社には、山谷の雀宮がある。この神の御幣を田畑に立てると、稲穂や
大根畑を荒らす雀の害を除く霊験があるといわれ、農家の参詣者が多い（湯沢市史）という。
山谷の住民に聞き取り調査をしたところ、雀追いの祠があり、「スズメボイ」を行っていたそ
うだ。その行事では、ホラゲーと呼ばれるものを吹いていたという。現在ホラゲーはなくなっ
てしまったそうだ220。 
鳥追い菓子には、鶴亀の形をしたものや、お銚子、おちょこ、椿の花など、餅菓子のモティ
ーフは多くあったものの、これらの餅菓子のことを総称して愛らしいく「犬っこ」と呼ぶ221と
ころに、犬と秋田湯沢との繋がりの深さと犬の重要性を伺い知ることができる。 
秋田湯沢を代表する「犬っこ」の作り手としては、佐藤雅三、佐藤艶子らが有名である。 
                                               
214 茂木久栄（1965）「犬コまつり」『湯沢市史』湯沢市教育委員会 p.768 
215 湯沢城史料編纂委員会編(1986)「犬っこまつりの由来」『湯沢城』p.171 
216 管江真澄 (1785)－内田武志・宮本常一編集(1971)「小野のふるさと」『菅井真澄全集第 1 巻』未来社 p.238 
217 石橋武朗(1996)「もろこしの空より～犬っこまつりの由来と起源」Ⅱ『雪国』第 38 号 雪国文学会 pp.107-109 
218 斉藤弘吉(1964)『日本の犬と狼』雪華社 p.228  
219 菱川晶子(2009)『狼の民俗学 人獣交渉史の研究』東京大学出版会 p.332 には、秋田県鹿角市上芦名澤に、「そ
ば粉をゆでて作った手のひら大の狼 10 個を少し流した後に食す」民族儀礼が掲載されている。また、その他、
pp.322-325 にかけての表には、オイノ（御犬）祭りまたはオイヌ追いを実施している所が、秋田県内だけで 6 か所
記載されている。 
東北各地に犬の形の餅をつくり、オイヌ祭りやオイヌ追いを行い、桐でできたほら貝を吹く習慣の記載がある。 
220 2011 年 9 月 15 日山神社近くの大友一平氏（1968 年 2 月 13 日生まれ）に電話取材 
221 犬っこまつりでの販売に際し、犬型をしていない飾り餅も総評して「犬っこ」として販売されていた。 
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両氏が作成する「犬っこ」は、2002 年 4 月秋田県優良県産品として認定されている。また、
「犬っこ」の図柄は単に飾り餅の域に留まらず、地元の人々や観光客向けに多くの土産物の図
柄としてさらに浸透し、親しまれている。つまり、「犬っこ」は単なる祭のシンボルのみならず、
秋田湯沢のシンボルとなっているのである。 
 
図 37 佐藤雅三に聞き取り調査 筆者撮影 
 
「犬っこ」の作り手佐藤雅三に「犬っこ」を祀ることについて聞き取り調査をした（図 37）。 
佐藤雅三によれば、神社にある狛犬の前は唐犬ともいったと学校で習った。元和の頃、戦国
時代、佐竹の殿様がくる前からいた、その唐犬や秋田犬に「犬っこ」の形の原型があるという。 
彼は「犬っこ」を現代の願いに合わせ、日々変化させているという。 
 
現在の「犬っこ」には 8 つのモチーフがある（図 38）。モチーフに添えられたパンフレット
に、以下のことが記されている。 
 
牡犬（阿 外への守り 白無垢は神への誓い）雌犬（吽 内への備え） 
子犬（未来の宝）鶴（千年長寿）亀（万代繁盛） 
魚（芽出大井 昔は朴の葉の包み紙 今日は紙パック） 
銚子（昔は金粉を使ったものあり 富へのあこがれ）盃（春を待つ花梅一輪） 
雪の白さは 神秘なり 無限なり 雪は水の 源であり 農業を育む 母である 
昔の庶民の平和と繁栄への 願いであり 祈りでした 
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図 38 犬っこ８つのモチーフ 筆者撮影 
 
佐藤雅三は、「犬っこ」に待ちわびる春、収穫の願い、平和と繁栄が末永く続くようにという
湯沢の人々の思いを乗せて、祀りに来た人々とその思いを分かち合うために「犬っこ」を作る
のだとも語った。 
また、湯沢東小学校にて「犬っこ」作成指導を行っている。犬っこまつりの会場で小学生作
品の「犬っこ」が配られていた。小学１年生とは思えぬほどの見事な作品である（図 39）。伝
承は形のみにあらず、思いも伝わっているのであろうと考えられる。 
 
図 39 会場で配られた小学生作品 筆者撮影 
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「犬っこ」とともに形状や色に込めた思いを次世代に伝承するのが佐藤自身の役割だという
（図 40）。 
 
図 40 東小学校の子どもたちに「犬っこ」づくりを指導 
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2) 犬っこまつりとは 
「犬っこまつり」は秋田県湯沢市及び湯沢市観光協会の主催222により毎年 2 月第 2 土曜日、
日曜日、の 2 日間に渡って開催される祭である。秋田県湯沢市古館山・中央公園広場の「主会
場」を中心に223祭りが行われていた。前述したとおり、秋田湯沢市の人口が 5 万余り224という
土地に、祭り開催中の 2 日間では延べ 16 万人、犬約 500 頭が集まるという大規模な祭である
（図 41）。 
 
 
図 41 犬っこまつり 筆者撮影 
祭の「主会場」では、市民や協賛企業により約 20 基の雪のお堂や犬っこが造られ、お酒や
お札などの飾り物が供えられる。その周りでは、湯沢市の物産展、祭の屋台が会場を囲むよう
に配置されている。山側には多数の祠が並び、夜にはろうそくが点灯される。主会場の他に商
店街を中心とした「まちなか会場」では、商店街の道沿いに小さなお堂が建てられ、夜になる
とろうそくが灯る。さらに、生涯学習センター（旧中央公民館）会場でも、こけしや川連漆器
などの物産展、郷土料理の振るまいなどのイベントが行われる。 
祭の内容は以下の通りである。 
祭ではまず、祭りに集まる人々の家内安全、商売繁盛、盗難魔除け、そして祭の成功を願う
祈願祭から始まる。会場では、子どもの冬の遊び体験、雪像づくり、餅つき、どんと焼き、馬
そり遊覧など、秋田ならではの冬の娯楽体験、升酒・餅の無料奉仕、湯沢南家佐竹太鼓の演奏、
                                               
222 著者更新日不明「湯沢市物産観光情報 犬っこまつり」『秋田県湯沢市ホームページ』
http://aios.city-yuzawa.jp/kanko/event05.htm(2012.9.15 取得) 
223「主会場」の他、旧市街地での「まちなか会場」、秋田県湯沢市佐竹町の「生涯学習センター会場」の三カ所で行
われる。筆者は 2011 年にフィールドワーク調査を行った。2013 年は、秋田市庁舎新設工事のため、秋田湯沢駅前広
場にて行われた。 
224 著者更新日不明「湯沢市市民生活部市民課 8 月末日現在発表資料」『秋田県湯沢市ホームページ』
http://aios.city-yuzawa.jp/contents/webyuzawa.nsf/doc/toukei11?OpenDocument（取得日 2012/09/18） 
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などがある。夜は冬花火があり、大勢の人々が見物する。以上のような秋田湯沢の冬を楽しむ
伝統的な郷土の祭りの一イベントとして、「愛犬祈願祭」も実施され、飼い主とともに愛犬が祈
願を受けるのである。 
筆者は、この犬っこまつりの起こりについて調査を行った。湯沢市史によれば、旧小正月十
五日の満月の晩に犬っこを飾り用心廻りをし、家々を巡って甘酒や餅を御馳走になる行事があ
ったという225。また、戦前まで、春とともに始まる農作業の道具とともにこの犬っこが売られ
る「犬コ市」があり、遠い村からも犬っこを買いに来る人出で賑わっていた226。 
戦後、これらの行事も犬コ市も次第に廃れてきたが、町内活動が盛んとなり、町内ごとに雪
でカマクラやお堂を作って子どもたちが遊ぶ鳥追い行事として続いていた。1963 年に秋田湯沢
観光協会が発足し、そのイベントとして地域行事の雪像や犬っこの伝説を元に、翌 1964 年よ
り犬っこまつりが行われるようになったのである227（表 3）。  
 
表 3 犬っこまつりの誕生史 湯沢市史等から筆者作成 
  使用文献については脚注を参照 
 
2.1.3. 人と犬との良好な共生空間構築要素 
1) 犬っこまつり会場での共生空間構築要素 
犬っこまつりの会場では、人と犬との良好な共生空間構築要素として以下のものが見て取れ
た。 
                                               
225 茂木久栄（1965）「犬コまつり」湯沢市史 p.768 
226 茂木久栄 前掲書 p.769 
227 茂木久栄 前掲書 p.769 
228戸部一
かん
 他(2005)『奥羽永慶軍記 復刻版』無明舎出版 奥羽永慶軍記は秋田県湯沢市の医師である戸部正直によ
って編纂され、1698 年（元禄 11 年）完成。湯沢城主佐竹義種は鳥追い行事のほら貝の音を敵と間違えたことをきっ
かけに、小野残党十余人を討ち取る。 
229 管江真澄－内田武志・宮本常一編「小野のふるさと」『管江真澄全集』p.238 
 元号 犬っこまつりの誕生史 
江
戸 
 現
代 
慶長 8 
1603 
1 月 16 日、佐竹義種は鳥追い行事のほら貝の音を敵と間違えたことをき
っかけに、小野残党十余人を討ち取る228。小正月の行事の存在があった。 
元和頃
1600 頃 
佐竹氏秋田国替えの頃、湯沢の人々は強盗除けに番犬を飼った。それがい
つしか犬型の餅を飾る習慣となった。（『湯沢城』） 
天明 4 
1785 
鳥追い行事が『小野のふるさと229』に登場。犬型の餅菓子の存在を初めて
記載。 
近
代 
戦前の
1940 頃 
犬コ市で犬っこが売られていた（『湯沢城』） 
戦後の
1960 頃 
町内単位で鳥追い行事が隆盛。雪でお堂を造るようになり、雪のお堂前に
狛犬のように雪でできた犬っこを作るようになった。 
現
代 
 
昭和 38 
1963 
秋田県湯沢市観光協会の発足 
昭和 39 
1964 
湯沢市中央公園にて観光協会が「犬っこまつり」を始める。 
 
平成 25 
2013 
湯沢市役所新庁舎建設のため中央公園から湯沢駅前に会場が変更 
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秋田市在住石井久・則子夫妻は、和犬系の大型雑種である「との（雄）」と大型洋犬のラブラ
ドールレトリバー「ノア（雌）」を連れ、犬っこまつりに参加した（図 42）。 
飼い主の石井則子は、「①他地域の祭り会場と比べ、犬に対して歓迎ムードがあり、②大型犬
を連れて人混みを歩いていても怖がられず、市民がとても慣れた接し方をしてくれるのが印象
的でした。『前に秋田犬を飼っていたから大きくても気にならない。』と、地元の数人から言わ
れました」と語った。石井夫妻の様子を観察していると、祭が醸し出す受け入れ体制の存在に
ほっとしながらも、祭の参加者が困らないよう、手綱をきちんと持ち、犬の動きに対処してい
た。 
飼い主は、犬に対して迷惑行為（不適切な犬の排泄や飛びつきなど）を禁ずる命令を下して
犬の行動を強制的に規制するのではなく、飼い主の側が犬を巧みに誘導していたので、地域住
民や他犬との摩擦がなかったのである。 
 
 
図 42 「犬っこまつり」まちなか会場を歩く石井夫妻と「との」（左）「ノア」（右）筆者撮影 
 
秋田犬はＤＮＡレベルで犬の中でも狼に近い230。秋田犬さくら231の飼い主の東海林駒美子は、
さくらのことを「ストレスがかかると警戒心が強くなる。」という。無事に愛犬祈願祭が終了し、
商店街を通って家路へと行く途中、犬っこまつりに来た地元の子どもたちが、「わんちゃんさわ
ってもいいですか？」と、飼い主である東海林に声を掛けた。そして、子どもたちはさくらの
気質を尊重し、短時間で挨拶を切り上げた。子どもたちの方もまた、飼い主の意向を尊重して
いるようで、触れ合えたことに十分満足した。警戒心を持っている犬にはボディーランゲージ
                                               
230 VonHoldt BM 他 2010）「Genome-wide SNP and hyplotype analyses reveal a rich history underfying dog 
domestication.」『Nature,464』pp.898-902 
231 「今日のさくら」http://todaysakura.blog31.fc2.com/秋田犬さくらのホームページ（取得日 2010.2.12） 
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からストレス度合いを推し量り、接触を避けるか、犬が寄ってくるまで待つことを飼い主が大
切にしているのが分かる（図 43）。 
秋田湯沢市に隣接する横手市から参加した若井は、愛犬のダックスフンドの「ララ」は、他
人や他犬に対しては排他的なタイプの性格であるため、迷惑がかからないよう、祭りの祈願祭
では犬を抱いて対処していた（図 44）。また、犬と歩いているときに「可愛いね」と声を掛け
る人も、普通の会場ならば人はどんどん近寄ってくるのに、この会場では犬から近寄ってくる
までみんな待ってくれるという。犬の気質を理解した行動であることがヒアリングで分かった。 
 
図 43 秋田犬さくらの気質を尊重する人々 筆者撮影 
 
 
図 44 愛犬のダックスフンドの「ララ」を連れた若井夫妻にヒアリング（中央）大畑奈緒美撮影 
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犬っこまつりに参加していた人は犬種の特性（和犬・洋犬、大型犬・小型犬）や犬種の違い
から生じる犬の個性を理解し、それぞれに合った接し方をしていたのである。飼い主は、犬に
対して迷惑行為（不適切な犬の排泄や飛びつきなど）を禁ずる命令を下して犬の行動を強制的
に規制するのではなく、飼い主の側が犬を巧みに誘導して摩擦が無かった。 
犬連れで祭に参加することについての感想を秋田湯沢市民に聞き取り調査したところ、犬を
連れての参加を歓迎しているという回答であった。例えば秋田湯沢で写真館を経営している長
谷川潔は、「当初心配もあったが犬同士の喧嘩もなく、みんなマナーがよい。昔はもっと秋田犬
が来て、それは堂々とした犬がのし歩いていたものだった。」と、と述べている。 
祭りに犬が集まる弊害について尋ねたが、主催者でもある湯沢市観光物産団体連合会会長小
原新治は、「まだまだもっと犬と飼い主に来てもらいたい。犬は町にとって御利益となりうる。」
と話し、市観光協会事務局長奥山純一は、「事故は、犬に噛まれて救護センターに小さな絆創膏
をもらいに来た程度だ。犬の排泄問題も皆さん始末してくれるので、苦情はない。」と、犬に寛
容な答えであった（図 45）。 
「犬っこまつり」は単なる愛犬家の集まりではなく、地域を挙げてのイベントであり、かつ、
秋田湯沢の地域では「犬に対して温かな目で見守る」という犬に対する寛容さを見いだすこと
ができた。 
 
図 45 湯沢市観光物産団体連合会会長小原新治（左）長谷川写真館長谷川潔（中央）と、筆者（右）
聞き取り調査の様子 大畑奈緒美撮影 
 
そして、「犬っこまつり」では、特に祭の主催者が意図して分離したのではなく、自然発生的
に不都合を回避するための棲み分けが行われている場面が存在した。人と犬とが多く集まる祭
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にもかかわらずそれといった大きな事故が起こらなかったのには、以下に示す棲み分けが一因
になっていると推察される。 
Beck（1975）らによれば、セントルイス市では 9 才以下の子どもの犬による被害が 38％も
あるという232。「犬っこまつり」でも犬による人への咬傷事故がないか、犬っこまつりの主催
者である観光協会に聞いたところ、犬と人との咬傷事故としては、過去 1 度、絆創膏をもらい
に来た程度だとの回答があった。 
なぜ、咬傷事故が起こらないのか、昼の会場と、夜の会場を観察して、次のことが明らかに
なった。昼間、特に愛犬祈願祭があった時間では多くの犬と飼い主が集まっていた（図 46）。 
 
 
図 46 昼間の祭会場 筆者撮影 
 
夜の会場の参加者をみると、犬が２、３匹しかおらず、子どもたちが多く集まっていた（図 47）。 
まつり会場の空間には、日中は犬が飼い主とともに集まり、夜は親とともに子どもたちが集
うという、棲み分けが成されていたのである。棲み分けが起こった原因は冬花火にあるようだ。
湯沢犬っこまつりの、冬花火には人気があり、子どもたちがそれを見に多く集まってくる。ま
た、もともと犬っこまつりは鳥追い行事や雪のお堂で夜に子どもたちが遊んでも良いとされる
祭から発展したので、子どもが夜に集まってくるのである。 
しかし、犬は花火の大きな爆発音を嫌う習性を持つ犬が多く233、それに配慮した飼い主が夜
の来場を避け、早々に帰るようになったということが聞き取り調査により分かった。 
一方、昼間は愛犬祈願祭があり、全国各地からそれを目指して犬と飼い主が集まって来る。 
その祈願祭では子どもの興味もあまり湧かないので参加者は少ない。もしも犬の回りで子ど
もが騒ぐと、子どもに危険を及ぼすかもしれないので行かせないという親の配慮も考えられる。 
                                               
232 Randall Lockwood（1999）「犬の攻撃行動に関する動物行動学的及び疫学的考察」『犬その進化行動人との関係』
ジェームスサーペル編チクサン出版社 p.193 
233 Colin Tennant （2004）「17 章 恐怖症と恐怖心」『Breaking bad habits in dogs』メディカルサイエンス社 p.189   
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故に、子どもと犬との棲み分け共生ができていったのである。しかもこの祭では、主催者が
意図したり、禁止事項がある訳でもなく、子どもと犬との棲み分け共生が自然発生的にできて
いたのだ。 
 
 
図 47 夜のまつり会場 筆者撮影 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
91 
 
2) 愛犬祈願祭での共生空間構築要素 
犬っこまつりの会場の中心には、「犬っこまつり」のシンボルとして雪で作られた「犬っこ神
社」がある。そこでは、日頃の犬との暮らしに感謝をし、犬も含めた家族の健康や安全を願う
「愛犬祈願祭」というイベントがある。飼い主とペット犬とは、実はこのイベントを楽しみに
して犬っこまつりに集結していたといっても過言ではない。しかも、祈願祭は中央公園の「主
会場と」商店街の「まちなか会場」の 2 会場でほぼ同じ規模で同時に開催されていたのである。 
犬っこまつりの主会場である中央公園の中心部には、雪でできた「犬っこ神社」があり、飼
い主とペット犬は神主から祝詞を受け、玉串奉奠が執り行われ、お札をいただく。祭に参加し
た証としてこのお札を頂くことも、参加者の目当ての一つになっている。新潟県見附市から参
加した岩渕ひろ子は、嬉しさのあまり、ありがたく頂いたお札と愛犬「ぶうこ」をともに記念
撮影したほどであった（図 48）。 
 
 
図 48 秋田湯沢の旅館にて、お札と愛犬の記念撮影 岩渕ひろ子撮影 
 
愛犬祈願祭はいつ頃できたのか。 
そもそも犬っこまつりは、雪のお堂の前で子どもたちが夜中まで屋台や冬花火を見て遊ぶ夜
の祭りであった。 
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昼間の会場は閑散として寂しかったところを、「犬っこまつり」なのだから昼間に本当に犬が
集ってお祭りをしてみたらどうか、と、蛭田実をはじめとした愛犬家たちが集合し、1973 年に
愛犬の集い祈願祭を始めたのが始まりだそうだ。 
 
 
図 49 まちなか会場の愛犬祈願祭 筆者撮影 
犬と人とが家族の一員としてともに無病息災を願う集いは、2005 年、秋田県湯沢市町村合併
後にも受け継がれ、湯沢市商工会議所主催「愛犬祈願祭」として会頭、高久臣一の尽力により
現在に至っている。さらに同 2005 年より、主会場とは別に商店街のまちなか会場にて、蛭田
主催の愛犬祈願祭は続いている。つまり、2 会場に増え賑わいが増している。 
祈願祭という人が集まり厳かに祈願する文化は、飼い主により連れられた犬がいても少しも
変わらぬ雰囲気で荘厳に執り行われていたのである。主会場では、集まってきた当初ざわざわ
していた犬と飼い主も、神官である熊野神社宮司、藤山英幸（53 歳）234の祝詞が始まると、会
場全体が自然に静かになった。 
飼い主の改まった振る舞いに応えるように犬もまた礼を尽くしていた。 
会場の飼い主と犬たちの様子を確認すると、「お座り」をさせている場合、犬の目と目が合わ
ないように同じ方向を向くように飼い主は犬をハンドリングしていた。また、密集している際
は、飼い主が犬を抱き、安心させていた（図 49・図 50・図 51）。 
                                               
234 湯沢市上関字堂ノ前 35 熊野神社宮司 
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図 50 祝詞奏上時の人とペット犬の様子 大畑奈緒美撮影 
 
図 51 飼い主の改まった振舞に犬もまた礼を尽くす 大畑奈緒美撮影 
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図 52 愛犬祈願祭での祝詞奏上の様子 大畑奈緒美撮影 
 
主会場の神主、藤山英幸宮司は、2011 年 2 月 13 日（日）13 時からの愛犬祈願祭において祝
詞を宣上した（図 52）。大意は以下の通りである。 
 
不思議な縁に結ばれてこの世に現れ、世のため人のために仕えるために、業により様々
な形に生まれた犬たちは、昔から現世まで変わりなく、防犯のため家を守り、（盲導犬のよ
うに）人の体を助け、人の心を癒し、家族を和まし喜びを与えてくれたのだ。そこで、昔
から伝わるお堂に犬を奉って楽しもうと犬に縁の深い高久新一らが祭りを計画した。お供
え物を並べ、飼い主と犬たちが連なって大神の前でお祈りを捧げよう。飼っている小犬に
も大犬にも比類無い愛情を注ぎ、見放すことなく平安に、各自手抜きをせず、心を大きく
清らかに真心を持って、家族の一員として、命のある限り面倒をみることを神に誓おう。
そうして、神様の恵みを昼も夜も戴いて、握っている手綱を緩ませることなく、心の迷い
もなく暮らしていこう。飼い主をはじめ家族みんなが今日の気持ちを心に誓う。どうぞ私
たちをよろしく見守ってくださるよう畏れながらお願いする次第である235。 
 
祝詞の中には藤山宮司をはじめ秋田湯沢のまつりに集結する人々がペット犬と心地良く共生
していくための心構えが見て取れる。即ち、犬は、自ら縁あって世のために元々役目を背負っ
て生まれてきているのである。今更仕事をさせるために、人が無理矢理犬を訓練する必要はな
い。愛情を注ぎ、見放すことなく、心大きく清らかに真心を持って、各自手抜きをせず、犬の
命のある限り面倒を見るべきである。犬のそのままの在り方を尊重することが大切である。 
                                               
235 2010/2/4 秋田県湯沢市犬っこまつり愛犬祈願祭にて収録した祝詞を筆者が現代語訳し、確認。 
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犬っこまつり愛犬祈願祭の参列者は犬を連れた家族連れ、夫婦の姿が多く見られた。参列者
に祈願したことを聞いてみると、無病息災、家族が仲良く暮らせるように、など、特に犬に限
定したものではなく、ペット犬を含む家族全員の幸せを願う姿が見られた。 
 
3) 愛犬祈願祭後の共生空間構築要素 
また、祈願祭が終わると、飼い主は祈願祭での犬の労をねぎらい、祭り会場わきの公園で犬
が自然のままに習性を満たし、つまり、野生の犬の姿に戻り、遊ぶ光景が見られた（図 53）。
緊張の後の緩和空間に人も犬も顔がほころび、良好な関係性が成立していた。 
つまり、人と犬とのゆがんだ関係性を解くためには、緊張場面を乗り越えた後の緩和空間の
存在が必要であることが見て取れた。 
  
 
図 53 緊張の後の緩和空間「電電くんいらっしゃーい」『秋田犬さくら』より
http://todaysakura.blog31.fc2.com/blog-entry-1198.html（2013 年 7 月２０日取得） 
 
以上のことから、犬っこまつりに存在した人と犬との良好な共生空間構築の要素は以下のと
おりであった。 
①人は犬種の特性（和犬・洋犬、大型犬・小型犬）や犬種の違いから生じる犬の個性を理解し、
それぞれに合った接し方をしていた。 
②飼い主は、犬に対して迷惑行為（不適切な犬の排泄や飛びつきなど）を禁ずる命令を下して
犬の行動を強制的に規制するのではなく、飼い主の側が犬を巧みに誘導して摩擦を避けてい
た。 
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③祭り会場の中心には、「犬っこまつり」のシンボルとして雪で作られた「犬っこ神社」がある。
そこでは、日頃の犬との暮らしに感謝をし、犬も含めた家族の健康や安全を願う「愛犬祈願
祭」が行われる。神主が祝詞を奏上すると、「神前の聖なる空間」が出現し、人の厳粛な振
舞に犬が共鳴し、犬も同様に振る舞っていた。 
④祈願祭終了後には、祭りでの犬の労をねぎらい、飼い主が広場で犬と一緒に遊び、くつろぐ
姿が見られた。 
つまり、祭り場には人犬ともに良好な共生空間が現出していたと考えられる。 
 
2.1.4. 伝統的人・犬関係継続のための装置 
振り返ってみると、秋田湯沢にあった伝統的人・犬関係は、以下の通りであった。 
①秋田では狼のことをオイヌと呼び、獣害から畑を守るオイヌに対する畏怖・畏敬の念があっ
た。狼は滅亡したが、オイヌの存在はオイノ沢といった地名として現存している 
②秋田に代表される狩猟での人と犬との協働があった。 
③秋田湯沢の領主である佐竹氏が盗賊除けに番犬を飼うことを奨励し、家々に番犬がいた。ま
た、番犬を象った飾り餅である「犬っこ」を玄関に飾り、番犬に対する感謝の念を表す習慣
があった。 
④かつて秋田湯沢も大舘と並ぶ秋田犬の産地であり、ペットとして大型和犬である秋田犬を飼
っていたために、狼に近い和犬の習性を理解尊重する感性があった。 
 
これらの伝統的人・犬関係は、祭り会場で売られている飾り餅である「犬っこ」によって語
り継がれる。また、人とペット犬がともに「愛犬祈願祭」に参加することで、人と犬を「仲間」
とする関係が、毎年祭りの時期に再現されていたのである。 
以上のことから、「犬っこ」は、秋田湯沢の伝統的人・犬関係の象徴であり、「愛犬祈願祭」
は、伝統を今に受け継ぐ儀式の場となっていたと考えられる。 
また、「犬っこまつり」という空間において、このように伝統的人・犬関係の精神が生き残っ
ていたことを発見した（図 54）。 
 
 
図 54 秋田湯沢の伝統的人・犬関係が現代に生き残っていたことの発見 筆者作成 
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2.2. 山形県高畠町の伝統的人・犬関係 
日本における伝統的人・犬関係が現在もなお継続している第 2 の例は山形県東置賜郡高畠町
である。 
 
2.2.1. 空間の履歴 
 空間の履歴を示す前に、現在の高畠町について概要を述べる。 
山形県東置賜郡高畠町は、奥羽山脈を源流とする屋代川・和田川の扇状地に拓けた町であり、
東部は宮城県、南東部は福島県に接している（）。平成 24 年度の町勢要覧236によれば、面積
は 180.04 k ㎡である。山々や、なだらかな丘陵地には古墳や洞窟岩陰群が点在し、リンゴ、ラ・
フランス、ブドウが実る。平野には水田が広がっている。「まほろば」とは「丘、山に囲まれた
稔り豊かな住みよいところ」という意味であるが、まさに「まほろばの里」 と呼ぶにふさわし
い土地であると解されている237。 
 
人口は 2013 年 4 月 1 日現在 25,080 人、総世帯数は 7,533 世帯である。ちなみに犬の登録頭
数は 2012 年現在 1,134 頭であり、6.64 世帯に 1 頭の割合で犬を飼っていることになる。2011
年の日本の総世帯数が 51,842,000 世帯であり238、2012 年度末の犬の登録頭数が 6,852,235 頭
である239ことから、日本では 7.56 件に 1 頭の割合で犬を飼っていることになるので、日本で
の平均的な犬の頭数よりも少し飼っている人が多めであると言えよう。 
また、高畠町の狂犬病予防接種率が 93.4%であり240、全国平均 72.8%、筆者の住む神戸市の
64.1%と比べると、接種率が大変高いことが分かる。同じように迷い犬の返還率も全国抑留
48,848 千頭のうち、返還 15,023 千頭、返還率 30.75%に比べ、置賜保健所管内ではあるが、年
                                               
236 高畠町総務課（2012）『高畠町町勢要覧』山形県高畠町発行  
237 前掲書 p.1 
238 総務省統計研修所編集（2013）「2-14 都道府県，世帯の種類別世帯数と世帯人員」「第 2 章人口・世帯」『日本の
統計 2013』総務省統計局統計調査部国勢統計課  
239 厚生労働省「都道府県別の犬の登録頭数と予防注射頭数等（平成 18 年度～平成 23 年度）」
http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou10/01.html(取得日 2013 年 5 月 4 日) (厚生労働省
http://www.mhlw.go.jp/感染症、狂犬病に関する記述) 
240山形県庁置賜福祉課企画調整担当「動物の保護管理」(取得日 2013 年 5 月 4 日) 
http://www.pref.yamagata.jp/ou/sogoshicho/okitama/325021/tukei-de-miru24/3-5.pdf 
「統計で見る置賜地域の概要（保健・福祉・環境）」
http://www.pref.yamagata.jp/ou/sogoshicho/okitama/325021/toukei.html 
図 55 山形県高畠町の位置（高畠観光協会 HP より） 
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間 68 頭の抑留の内、45 頭が返還され返還率も 66.17%と高い。これらのことから、法律遵守、
迷子の犬も探すなど、地域的に犬の命に対する感心の高さが伺える。 
町の産業は、昭和 60 年までは第 1 次産業、2 次産業、3 次産業の割合がほぼ同じであったが、
2012 年現在、第 1 次産業の割合は低く、第 3 次産業の割合が高くなっている。しかし特産品
には、米、ラ・フランス、さくらんぼ、りんご、ぶどう、まつたけ、牛肉、鯉、清酒、ワイン、
ミルクケーキ、そば、納豆、乳製品、漬け物やジャムといった農産加工品を挙げていることか
ら、農業、つまり草木や動物に密着した産業構造となっていることが分かる。 
高畠町は、1889 年（明治 22 年）4 月 1 日、町村制の施行により、高畠村、安久津村、小郡
山村、高安村、泉岡村、塩森村、金原村、高畑村が発足した。その後、1954 年（昭和 29 年）
10 月 1 日に 高畠町、二井宿村、屋代村、亀岡村、和田村が合併して社郷町が発足し、さらに
1955 年（昭和 30 年）4 月 1 日に社郷町が糠野目村を編入し、現在の高畠町となっている。 
歴史的、地形的な経過により、現在の高畠町は、高畠、二井宿、屋代、亀岡、和田、糠野目
という地区区分が成されている。それら各地域の中には史跡が数多く点在241し、歴史の古さを
伺わせる。対象の中心となる高安地区は高畠地区の中にあり、犬の宮猫の宮を中心とした集落
を指す。 
また、高畠町行政指針である、第５次高畠町総合計画では、「すべてのいのちを大切にし、い
きいきと輝くまち」を目標に掲げている。高畠町住民の「いのち」に対する関心の深さが表現
されているといえよう。 
以上のような高畠町を含む東置賜地方について、空間の履歴調査を行った。 
 
1) 草木供養塔を建てる風土 
高畠町を含む置賜地方には、昭和以前に建立された 56 基にのぼる草木塔がある242。年代の
残る最古の草木塔は1780年に創られたものであり、山形県米沢市大字入田沢字塩地平にある。
このように江戸の後期から明治にかけ、置賜地方を中心に草木塔は盛んに創られた。高畠町上
和田にも明治初期に創られた草木塔が 3 基ある243。また、平成に入っても高畠町上和田，安久
津（図 56）にそれぞれ 1 基ずつ新たに建立されている。 
2010年に，有機農法で有名な星寛治を訪ね，「農に見る生命観」についての調査を行った際244、
草木塔にはいかなる意味があると考えるかを質問する機会を得た（図 57）。 
星は、有機農法によりリンゴや米を生産している。有機農法を始めたときには草を引き、虫
を払い、手間のかかる大変な思いであったが、土壌が少しずつ力を増してくることを実感した
そうである。1970 年代に 4 年も冷害が続いたが、他の水田の稲の穂が実らずにいる中、有機
農法をしていた水田は、実った稲穂が金色に光るがごとく風景から浮かび上がって見えたとい
う。星の農地を回りながら行った聞取調査では、「草木塔は，草木の命をいただくという感謝、
冷害にも負けることのない神秘的な生命力に対する畏敬の念を表すものである」ということば
を引き出すことができた。 
 
 
                                               
241 例えば安久津八幡神社、犬の宮、猫の宮、羽山古墳、清水前古墳、金原古墳、十三仏観音岩、延命観音、五百羅
漢、小湯山石神石仏、大日如来、高畑城跡等 
242 大友義助(2006)「草木供養塔について」『環境保全自然と共生―草木塔―』No.9 山形大学環境保全センター p.34 
243 梅津幸保（登録日: 2002/03/25 更新日: 2002/08/21）「草木塔を訪ねる・置賜地方その他」
http://www.mmdb.net/yamagata-net/bunka/somoku/pager/somokuto-etc.html 山形文化情報館「草木塔データベー
ス」http://www.mmdb.net/yamagata-net/bunka/somoku/index.html 
244 科研（B）「「供養の文化」の比較研究をとおして見る「死」の表象の形成過程とその現代的変容」(研究代表：故
中村生雄学習院大学教授 岡田真美子教授班)に同行取材。 
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図 56 安久津の草木塔 筆者撮影 
 
 
図 57 星寛治：有機農法第一人者 岡田真美子撮影 
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星の著書の中には草木塔の意味について、次のように書かれている： 
「（草木塔は）民衆信仰のかたちとみなすことができる。つまり、木や草の命を日常的に頂い
て、家族や村人が暮らしていけることへの感謝の気持ちを石碑に刻み、末永く供養しようとい
う営為だったのではなかろうか245」 
民衆信仰の中に、縄文時代の生きとし生けるものがみな命をもっているという生命観246が
脈々と続いており、江戸時代後期から明治初期にかけて、高畠町をめぐる地域では、草木塔と
いう形で草木への感謝の念を抱きながら供養をするという形が継承されていたのである。 
 
2) 高安犬の存在 
 上記の草木供養文化がある一方で、高畠の地には狩猟の文化があった。犬の宮の 4km 北方
に日向洞穴という縄文草創期の層を最下層にもつ遺跡がある。この遺跡から、ニホンイヌの骨
が出土している247ことから、この地は，縄文の昔から人と犬が関わる文化があったことが推察
される（図 58）。 
 
図 58 高畠町立郷土資料館所蔵、日向遺跡から出土した人骨（上段）と、 
イヌの下顎（上より 3 列目、右から 2 列目）・ヤマネコの下顎（右下） 筆者撮影 
 
                                               
245 星 寛二(2001)『農から明日を読む』集英社 p.199 
246 岡田真美子(2001)「日本的感性:「もったいない」―ソフト・ゼロミッションへの挑戦―」『感性哲学 1』東信堂 p.43 
247 加藤 稔 1967「山形県日向洞穴における縄文時代初頭の文化」『柏倉亮吉教授還暦記念論文集 山形県の考古と
歴史』山形史学研究 5／6 pp.27-47）また、筆者が 2010 年 7 月 23 日に高畠町立郷土資料館（山形県東置賜郡高畠町
安久津 2011）で調査した際、図 58 の通り、日向遺跡の出土品として人骨とともにイヌ、ヤマネコの骨が展示されて
いた。 
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高畠町には、高安犬という猟犬として優秀な在地の犬がかつて存在した。最後の高安犬の様
子については、作家戸川幸夫の『高安犬物語』でよく知られている248。高安犬の性格は、これ
と決めた人には深い心の結びつきを持つことを特徴とする。 
 
 
高安犬で有名なチンはその飼い主斉藤善雄とともに四十数頭の熊を仕止めていたという249。
寛政の初頭に、米沢では、そうした熊、鹿、猪、狼などの獲物の肉を薬として販売する店もあ
ったという記録がある250。その他にも熊は毛皮の利用やタンパク源として食用にも使用された。 
 優秀な犬が狩猟をする人々の生活を支えていたことから、当然、優秀なパートナーとして、
狩猟犬に対して深い感謝の念があったであろう。それが犬の宮に対する地元の尊崇の念の文化
遺伝子となっていることは容易に推察される。 
犬の宮の狛犬は、高安犬の太い足と胴体といった風貌を残していると考えられる（図 59）。  
 
3) 「犬の宮」の存在 
山形県東置賜郡高畠町は、山形県東置賜郡高畠町高安字宮之前に，近郷一帯の人々が信仰す
る「犬の宮」（図 60）というお宮がある。本地は「犬の宮南無六道能化地蔵尊」である。高安
地区を見下ろす山の麓に、この地区の鎮守として村を守るかのように、犬の宮が建っている。
ペットのお宮としても有名であり、全国の愛犬家が在りし日の愛犬の写真を持ってお参りに訪
れる。犬の宮の由来は、かつて村を救った犬がおり、その報恩のために犬を祀っているといわ
れている。由来についての詳細は次の 4)犬の宮由来記で述べる。 
犬の宮がいつ頃建立されたのかは定かではないが、犬の宮別当林照院に伝わる『高安村犬宮
並びに猫宮由来記』（林照院本，以下『由来記』）によれば、平安時代、天安年中（857 年頃）
とされている251。 
 
 
                                               
248 戸川幸夫(1964)『高安犬物語』新潮社 
249 山崎 正(1992)「メッケゲスッケゲと高安犬」『高安誌』p.54 
250 東置賜教育委員会編(1938)「第 3 節食物」『東置賜郡史下巻』 国書刊行会(昭和 57 年復刻版)p.546 
251 西村眞次(1938)「第 9 節小郡山の環状石」『東置賜郡史上巻』国書刊行会(昭和 57 年復刻版)p.60  
図 59 犬の宮狛犬（左・筆者撮影）  高安犬チン（右・高安誌 p.54） 
:地元の尊崇の念を集めた高安犬 
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図 60 犬の宮 筆者撮影 
 
 
図 61 猫の宮 筆者撮影 
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それ以前、奈良時代には、高安字寺前に寺院があったとされていることから、高安字寺前に
寺院があった可能性があり、その寺院の一つだった可能性もある252。 
犬の宮が文献に初出したのは、明和から文政にかけて（1800 年頃）の高畠織田藩奉行緒方健
の書いた詠吟「犬の宮の故」である253。その時代の頃、延享 3（1746）年に高安宮之入から宮
之前に遷座とある254ので、この頃から現地にあったと考えられる。 
犬の宮は、隣に建つ猫の宮（図 61）とともに、昔から高安地区の人々の心の拠り所となっ
ていた。例えば、犬の宮猫の宮の御神木が戦争で日本軍に供出となるときには、村人総出でご神木
が倒れるのを悲しみ嘆いた255。さらに、戦後の復興では、高畠祭り仮装行列で高安部落代表は「狢
と人年貢」という出し物で入賞し、高安の人々は盛り上がる256など、事件があるごとに犬の宮
に参集し、村の人々の感情を共有するための場所であったのである。 
 
4) 犬の宮由来記の継承 
置賜地域に伝わる物語から、犬がいかなる存在として語り継がれてきたかを次に観てみよう。 
犬の宮の縁起は、甲斐の国から来た三毛
メッケ
犬
ゲ
、四毛
スッケ
犬
ゲ
という宮犬が、舞台岩に棲む大狸を倒し、
人身御供の恐怖から村人たちを救ってくれたというものであった。この伝説の中に、犬と人と
の共生についての二つの示唆が隠されている。一は、犬が獣害から人を守ってくれる存在であ
るというもの、二は、狩猟犬への敬意の存在である。 
自然界の動物への人身御供から犬の力を借りて助け出す物語を民俗学では、「猿神退治」型動
物譚として位置づけている。この話の根源をなす話には、平安時代末期『今昔物語』の猿神退
治譚であるといわれる257。日本全国の猿神退治譚を調べた永井典子（1982）の資料に依れば、
大正 2 年（1913）から昭和 56 年（1981）までに収集した猿神退治譚の 258 例中、犬が退治す
る例が 113 例あり、それらは全国的に分布していることが分かっている258。さらに永井は、化
け物退治に動物を使う例は東北日本に多く、西南日本では動物よりも退治者の活躍に重点を置
く傾向を示していることを指摘している259。東北地方が犬を頼りに生活していたことを伺わせ
る。 
猿神退治譚の中でも有名な「竹篦
しっぺい
太郎の物語」は江戸時代からよく知られていた260。三毛犬
四毛犬の役割に当たるものが竹篦太郎なのである。竹篦太郎を題材としたものでは、南 仙 笑
なんせんしょう
楚
そ
満
ま
人
ひと
「増補執柄太郎」（図 62）刊行（1798）など歌舞伎脚本が多数261存在する。 
「増補執柄太郎」には、「たんばのくにのしつぺい太郎にいふな、かたるな、さたするな、し
つてこてんてん…」とある。『高安誌』の「犬宮由来記」の「甲斐の国の三毛犬四毛犬にこのこ
                                               
252 西村眞次(1938) 「第 12 節東置賜地方の歴史時代遺跡 10 高安寺前の廃寺跡」 『東置賜郡史上巻』国書刊行会(昭和
57 年復刻版)1938年高安字寺前から奈良時代の須恵器及び布目瓦破片が多数出土した(西村眞次 前掲書 p.129) 
253 山崎正（1980）「修験と犬の宮伝説考」『専門部会調査研究報告第 3号』山形県文化財保護協会 p.28 
254 山崎正（1992）「高安誌関連年表」『高安誌』高安長生会 p.21 
255 土屋弥太郎（1992）「御神木も徴用となる」『高安誌』p.24 
256 土屋弥太郎（1992）「仮装行列と運動会」『高安誌』p.157 
257 著者不詳（1996）『今昔物語集』〈新日本文学大系〉第五巻 佐竹昭広他編 森正人校中、岩波書店 pp.28-33 巻二
十六第七、（美作国神依漁師謀止生贄語第七）では、美作国、現在の岡山県津山市中山神社の説話として「今昔物語
集」巻二十六第八、（飛騨国猿神止生贄語第八）では、飛騨高山の山中にある異界の 
神社の説話 
258 永井典子(1984)「猿神退治」の特性」『昔話―研究と資料』No.11 昔話研究懇話会 pp.49-117 犬の事例及び調査資
料の年代は永井の資料の中から筆者がカウント 
259 永井典子 前掲書 p.116 
260 大木卓(1987)「駿犬竹篦太郎」『犬のフォークロア』誠文堂新光社 pp.202-208  
261 前掲書 pp.207-208 によると、歌舞伎脚本の南仙笑楚満人（1798）「増補執柄太郎」の他、初世並木正三（1762）
『竹篦太郎怪談記』、栗枝亭鬼卵（1809）『犬猫怪話竹篦太郎』、歌舞伎脚本の大南北（1827）『独道中五十三駅』、黄
表紙に、唐来参和（1744～1810）『しっぺい太郎』がある。 
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と必ず沙汰するな、言うな、語るな、聞かせるな、ピイピイポンポンピーポンポン262と酷似す
る。 
また、「犬宮由来記」の、「この犬の形は唐犬に似ていて頭の毛は長く、両耳は垂れ、四足は
かくれ、からだは太くたくましく、おおきさは子牛のようであった」という記述は、『増補執柄
太郎』の、絵師歌川豊国によって描かれた、垂れ耳の大型犬を思わせる犬の挿絵の特徴に合致
する。この犬の風情は、宮犬と呼ぶにふさわしく、そこに巻き毛のような飾り毛を付けると、
立派な狛犬を想像させるものとなる。 
 
 
図 62 南仙笑楚満人の執
しっ
柄
ぺい
太郎 
南杣笑楚
そ
満人
ま ひ と
（1796）『増補執柄太郎 下 [歌川豊国] [画]』早稲田大学図書館古典籍総合デ
ータベース p.12 
http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/he13/he13_02946/he13_02946_0081/he13_02946_0
081.pdf より掲載 
                                               
262 大高典孝(1992)「犬宮由来記」『高安誌』高安長生会 p.28 
105 
 
 
霊験あらたかな宮犬に表されたように、犬は人の味方であり、狸、狢といった自然界からの
獣害の驚異から救ってくれる存在であるということを伝説は語っていると考えられる。 
ちなみに、魔物から人を救う伝説を物語るかのように、現在でも人と犬が協力して活躍して
いる場面がある。高畠町二井宿を含む全国の 69 市町村では獣害対策263から、「追い払い犬」と
呼ばれる犬がいる。害獣を人家や農地のある里から生息している山へと追い返す犬である264。
山に棲む生物と里に住む人との境界があやふやになっている現在、昔ながらの害獣を追うとい
う犬の働きを利用し、けものと人間の棲み分け共生を促進しているのである。「殺す」のではな
く、「追いやる」ことで棲み分けて共生するという手法は、「虫送り」や「鳥追い」の行事とし
て日本各地に残っている265。 
犬の宮猫の宮の縁起を記した『犬宮由来記』が、別当寺および民間に、写本の形で複数継承
されている。 
犬の宮猫の宮の由来については、後述するように複数の写本があり，その中の一つを翻訳し
たものに地元高畠町立第一中学校教諭であった小川弘『高安犬の宮並びに猫の宮由来記』266が
ある。犬宮由来記の概要は次のようである。 
 
奈良時代和銅年間(708-715)出羽の国が定められたのちも領地が定まらず、まだ年貢を納
めていなかった平安時代、この村に都の天子の使いであると称する役人がやってきて「今
年から年貢のかわりに毎年、春と秋には 11 歳の女子を差し出すように」と命じた。 
何年か人年貢が続き、ある年の春 3 月 19 日に貢に出す娘が決まって人々が悲しんでい
るところに、五台山文殊大師（亀岡文殊）へ参るという旅の座頭が現れた。彼が物陰に隠
れて宴会をしている役人たちを見ていると、彼らは酔っぱらい、変な調子で「甲斐の国の
三毛犬四毛犬（メッケゲ・スッケゲまたはミッケゲ・シッケゲ）にこのこと決して知らせ
るな、言うな、語るな、聞かせるな」と調子を外した謡のようなもの唄っていた。座頭は、
甲斐国二十一社中の南宮宝性大神宮に三毛犬、四毛犬がいることを思い出して、これを連
れてくるようにと里人に教えた。 
二人の若者が借受に行くと、唐犬に似て、長毛・垂耳の子牛のような犬が２頭おり、そ
れぞれ顎の下に太い毛が３本、４本生えていた。三毛犬、四毛犬を連れて帰って役人の宴
の家へ行くと凄まじい死闘ののち、2 頭の犬がこれらを退治してくれた。都からの役人た
ちというのは、実は比叡山の聖真子権現（本地は江州薬師如来）に追い出され、高安地区
の山中に棲みついた大狸であった。彼らの住まいしたところを狢内裡
む じ な だ い り
、踊っていたのは舞
台岩という。 
この戦いで犬たちも瀕死の痛手を受けた。村人は救ってくれた犬たちにいろいろと心を
込めて介抱したけれども、あえなく命が尽きてしまった。犬を連れてくるよう教えた座頭
は、実はこの村の愛宕山地蔵権現であると明かし、この村を救った犬の亡骸を葬り塚の前
に椿を植えよと教えて紫雲の中に消えた。その教え通りに祠を建てたのが、現在の犬の宮
である。その後旅の僧が修験となり犬の宮別当林照院が興り栄えた。 
 
                                               
263 高畠町観光協会「猿害で困っています」http://www.takahata.info/?p=log&l=111984&c=member（2011/1 
0/31） 
264 農林水産省「追い払い犬(モンキードッグ等）を活用した獣害対策事業の取組状況について」
http://www.maff.go.jp/j/seisan/tyozyu/higai/pdf/saru_22.pdf (2011 年 10 月 11 日取得) 
265 岡田真美子(2006)「虫送りのこころ」『在家仏教 2006 年 7 月号』pp.37-45 
266 小川 弘(1964)『高安犬の宮並びに猫の宮由来記』 私家版 
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この犬の宮由来記の後日譚が、猫の宮由来記である。 
下高安に猫を大変かわいがっている子どものいない老夫婦があった。しかし、この家では，
三毛犬四毛犬に殺された大狸の呪いを受けた大蛇がおばあさんを殺そうとしていた。かわいが
られていた飼い猫がおばあさんを大蛇から守っていたのだが、おじいさんに誤解され、首をは
ねられる。はねられた首は大蛇に噛みつき，猫はおばあさんを守りきることができた。おじい
さんは後悔し、亡くなった飼猫の供養にと祠を建てたという。これが猫の宮となったのである
267。 
今回の文献調査の結果，犬の宮と猫の宮の由来記には，これまでの 2 系統に加え、清松院檀
家である土屋家当主土屋豊吉が保管していた写しを発見し、3 系統あることが明らかになった。
文献の系統分析の結果を次に略記する（図 63、図 64、図 65、図 67、図 68）。 
①[原著 A  1837 年 天保 8 高安 安藤喜久次郎蔵 竹森梅龍山人の自序つき]  
↓ 
[林照院 A 本 1881 年 明治 14 遺失]  
[安藤本   1848 年 弘化 5 正月後藤兵彌（深沼砂押）写 
↓ 
[清松院 A 本 1912 年  明治 45 猫の宮清松院十五世 村上俊覚再写 のち遺失] 
[土屋 A 本  1912 年 大正 15 正月休日 土屋要之助写す（120317 拝借 図 64・図 65・図 
65）] 
[現林照院本 1943 年 写本（内藤松源を介して転写）高畠町某家私蔵＝二井宿
に い じ ゅ く
本？] 
 
②[原著 B  1885 年 明治 18 高安小史『高安古狸変幻記』 
 土屋 B 本   原著 B か？ 奥書・筆写記録無し（120317 拝借 図 67・図 68）] 
 
③[清松院 B 本 猫の宮聞書 別系統 著者/写者不明] 
 
 
図 63 土屋家当主 土屋豊吉より『高安村古狸変幻記』（写し）を借受 
 
                                               
267 高畠町史編集(1972)『高畠町史 上巻』高畠町 p.164 
107 
 
 
図 64（左）拝借した土屋A 本複製：『高安村犬宮由来記』 
 
図 65（右）土屋A 本複製最終ページ      図 66 土屋 A 本複製最初のページ 
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図 67 拝借した土屋B 本複製『高安村古狸変幻記』 
 
 
図 68 土屋B 本複製『高安村古狸変幻記』途中ページ 
 
『由来記』は平安時代，『変幻記』（土屋 B 本）は安土桃山時代が舞台となっているが，成立
したのは近世以降である。 
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最も根本的であったと思われる①林照院本が，明治時代天皇行幸時に天覧に供するとして持
ち出されたまま紛失するという不幸に遭遇したが，檀家に残された写本の御蔭で，伝承が途絶
えずに済んだ。 
また，②土屋 B 本の『変幻記』は別の意味でも注目すべきである。まず，この『変幻記』は
『由来記』とストーリーとしては大筋において同工異曲であるが，両者には大きな違いがある。
天台宗の林照院が伝えた『由来記』には比叡山の日吉山王二十一社の第三，聖眞子権現が登場
したり，「經に曰く」という引用（おそらく，修験で用いられる「聖無動大威怒王秘密陀羅尼經」
（般若遮加羅譯）の一節の変形か？）という句が記されたりするのに対し，これらの天台色が
抜かれているのが『変幻記』である。これが土屋豊吉氏の家に残されていたことから，土屋家
は天台宗の林照院の檀家ではなく，曹洞宗の清松院檀家ではないかと推測したところ，果たし
てその通りであった。 
この土屋家は，要之助(1867-1926)が 1924 年(大正 13)高安地域に移り住んで新たに土屋姓を
授けられて興されたものである。その２年後の正月に要之助は林照院本を写し，その年に彼は
亡くなった。（写本の奥書に「御一家創立者 慶應三年生。行年六十才」との添書きがある） 
これら『由来記』『変幻記』は，両宮の別当寺のみならず，林照院隣りの麹屋安藤家をはじめ，
複数の檀家に写本が残っていることが興味深い。いかに地域の人たちが犬の宮猫の宮を鎮守と
して大切にして来たかが伺える。 
もとより高安地区の人々は勉学に対して大変熱心であった。古くは江戸中期よりの百万遍、
観音講、御詠歌講などが高安地区の人々により行われていた268。信仰心から林照院、清松院な
どに集まり、念仏を唱えたり、御詠歌を学習したりする文化が存在したのである。清松院では、
明治時代に句会の存在がある269。また、数々の犬宮猫宮由来記の写本が多く存在するなど、書
き記す文化の存在が現在まで由来記が受け継がれた一因となっている。 
 
東置賜地域の空間の履歴調査から明らかになったのは次の４点である。 
1) 生きとし生けるもの全てに感謝の念を持って「草木供養塔」を建てる風土である。 
2) 「高安犬」という狩猟犬の伝統が存在する。 
狩猟での人と犬との協働があった。狩猟犬として優秀で、これと決めた人には深い心の結
びつきを持つことを特徴とする「高安犬」という犬種が存在した。 
3) 報恩のために犬を祀る「犬の宮」が存在する。 
4) その縁起を記した『犬の宮由来記』が、別当寺および民間に写本の形で複数継承されてい
る。 
 
以下、高畠町の空間の履歴を探るために、高畠町高安犬の宮関連年表を、資料を基に作成した。 
 
 
 
 
 
                                               
268 土屋弥太郎(1992)「村の民俗」『高安誌』高安長生会 pp.87-141 
269 大塚昌弘(2010)「明治の川柳事情」『たかはた文化財』高畠町文化財保護会 p.6 
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表 4 高畠町犬の宮関連年表  
2011年 12月 12日筆者作成 さらに、2012年 3月 9日、岡田真美子により、加筆、さらに 2013年
12月 20日に加筆 
時代 元号 犬 宮 / 猫 宮 由来記 高畠町 備考  
縄
文
草
創
期 
   BC1万年頃犬の宮の4km北方の高
畠町内最古の縄文遺跡、日向洞穴
の遺物から、ニホンオオカミ、ニホ
ンイヌ、ノネコ出土270 
 
 
飛
鳥 
 
   高安に炭窯。製鉄目的か271。 
高安窯跡群ができはじめる。 
（平安まで使われていた。）272 
高安窯は平成8年（1996
年）発掘始まった273 
 
奈
良 
   高安寺前に廃寺跡。奈良時代の末
木・布目瓦破片など多数出土274 
 
和 銅 
7 0 8 
-714 
 村人を苦しめた妖怪を甲斐
の国より連れてきた犬が退
治するという犬の宮伝説の
舞台背景とされる275 
 ８世紀初頭古墳群 
和銅5 
712年 
  出羽国建置。陸奥の国から出羽国
置賜郡となる276 
 
霊亀２
7 1 6 
  高畠町小郡山に郡衙を置く。信濃、
上野、越前、越後の百姓各100戸を
出羽に移して開拓させた（続日本
紀）277 
 
養 老 
721年 
  陸奥の国優嗜曇郡の文字が表され
る。 
日本書紀では689年278 
天平4 
7 5 2 
   大仏開眼 
 
平
安 
延 暦
1 3 
7 9 4 
   平安遷都 
大同2 
8 0 7 
  徳一上人により文殊堂の建立の年
とされる279 
 
8 5 0    出羽大地震 
9世紀？
280  
 林照院所蔵犬の宮由来記に
よると、高安犬の宮が建てら
れたとされる。  
 字宮入りという山の中腹
か？（中塚） 
貞 観
1 1 
8 6 9 
   貞観の大津波 
仁 平  猫の宮由緒の時代背景281  1151年-1153年 
                                               
270 高畠町史編集委員会（1972）「第 2 章原始時代」『高畠町史上巻』高畠町 p.94 加藤稔（1967）「山形県日向洞穴
における縄文時代初頭の文化」『柏倉亮吉教授還暦祈念論文集 山形県の考古と歴史』山形史学研究 5/6 pp.27-47 
271 財団法人山形埋蔵文化財センター（2007）「高安窯跡」『発掘山形最前線 平成 18 年度山形県埋蔵文化財発掘調
査報告書』pp.10-11 
272 ibid pp.10-11 
273 西村眞次(1938)「第 12 節東置賜地方の歴史時代遺跡 10 高安寺前の廃寺跡」『東置賜郡史上巻』国書刊行会(昭和
57 年復刻版) p.129 
274 1938 年高安字寺前から奈良時代の須恵器及び布目瓦破片が多数出土した（西村眞次 前掲書 p.129） 
275 小川弘（1964）「猫の宮由来記－清松院所蔵猫宮本地聖観世音菩薩縁起聞伝書」『犬宮並びに猫宮由来記』p.35 
276 続日本紀巻五「割陸奥国最上置賜二軍隷出羽国焉」郡衙は小郡山（『東置賜郡史上巻』/町史上 p.143） 
277 ibid 
278 『日本書紀』 卷第三十「高天原廣野姫天皇 持統天皇」三，一，三 
279 松高山大聖寺。現在は真言宗智山派  
280 西村眞次(1938)「第 9 節古語折り山の環状石籬ご其口碑」『東置賜郡史上巻』国書刊行会(昭和 57 年復刻版)前掲
書 p.60 などには、天安年中(857-858)としているが、『由来記』にはそのさらにあとの陽成帝期(876-887)にも世が乱れ、その混乱に乗じて高畠
に侵入した者たちによって一連の事件が起こって犬の宮が建てられた、とされているので、一応9世紀とした 
281 ibid p.58 
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時代 元号 犬 宮 / 猫 宮 由来記 高畠町 備考 
1156   高畑、天皇領となる 保元の乱 
承 安
1171-
4 
  樋（比）爪五郎（平泉藤原氏）が高畑
城を築き一帯を統治282 
 
平
安
末- 
｜
鎌
倉 
    「今昔物語」に犬の宮由来
譚類似の話の記載283 
「宇治拾遺物語」に犬の宮
由来譚類話記載284健保元 
~承久三1213-21 
南
北
朝 
 
   昭和に犬の宮入口に移動された285
板碑造立か286 
1334- 1353 
 高安大高家の板碑造立287   1354- 1373 
永 和
天 授
元 or4 
 猫の宮建立（林照院所蔵猫
の宮由来記）288。 
 1375-80 
 犬の宮タコ杉前板碑造立289   1374-1392 
室 町  猫宮別当清松院板碑造立290   1467-1540 
江
戸 寛永2 
1625 
寺伝に「青松院開山す」 291   
 
1611（慶長16）凶作292 
寛 永
⒙ 
(1641) 
   1641（寛永⒙）大凶作
293、 
1642（寛永19）凶作294 
1668(寛文 8)冷害大凶作
295 
元 禄
元 
1688 
  寛文事件、高梨利右衛門直
訴296 
生類憐みの令 
1680(延宝8)洪水297 
1696（元禄8）冷害大凶作
298 
1699(元禄12)凶作 
1701(元禄14)洪水299 
                                               
282「樋爪五郎季節」『高畠町史上巻』p.188 
283 著者不詳（1996）「美作国神依漁師謀止生贄語第七」『今昔物語集本朝部第五巻巻二十六』〈新日本文学大系〉岩
波書店 pp.28-33 では、美作国、現在の岡山県津山市中山神社の説話として『今昔物語集本朝部』巻二十六「飛騨国
猿神止生贄語第八」では、飛騨高山の山中にある異界の神社の説話として記される。 
284 「119 吾妻人生贄をとゞむる事」『宇治拾遺物語』 巻一〇ノ六<日本古典文學大系>岩波書店 pp.288-295 
285 土屋弥太郎（1992）「大日板碑（犬の宮境内前）」『高安誌』高安長生会 p.113 
286 加藤和徳（2006）『蓬莱波形山叢書第 5 集 東置賜郡高畠町の板碑』村山民俗学会 p.29 
287 ibid p.30 
288 西村眞次(1938)「第 9 節古語折り山の環状石籬ご其口碑」『東置賜郡史上巻』国書刊行会(昭和 57 年復刻版)p.58 
289 加藤和徳 前掲書 p.29 
290 ibid p.30 
291 山崎正（1992）「高安誌関連年表」『高安誌』p.21 には、「寛永 2 年、寺縁起にこの年青松院開山すとあり」と、
記されている。 この年表は「高安村方文書」「高安部落記録簿」『高畠町史』、その他資料を参考にして作成したと
の記述あり。 
292 東置賜郡教育委員会編(1938) 「第 10 編天災地變」『東置賜郡史下巻』国書刊行会(昭和 57 年復刻版)による。P.487
には、「置賜地方の凶作として記したものは、慶長以後のものだけで、其以前はほとんど記録がない。記録がなくと
も凶作のあったことが創造される」とある 
293 前掲書「米沢郷土館史編」p.487 による 
294 前掲書「土屋氏所蔵違作水損御届」p.487 による 
295 前掲書「米沢郷土館史」p.488 
296 高畠町史編集委員会（1972）「第 4 節 寛文事件と郷土」『高畠町史中巻』高畠町 p.152 
297 東置賜郡教育委員会編(1938)「土屋氏所蔵違作水損御届」「第 10 編天災地變」『東置賜郡史下巻』国書刊行会(昭
和 57 年復刻版) p.488 
298 東置賜郡教育委員会編(1938)「米沢郷土館史編」「第 10 編天災地變」『東置賜郡史下巻』国書刊行会(昭和 57 年復
刻版)p.488 
299 東置賜郡教育委員会編「土屋氏所蔵違作水損御届」「第 10 編天災地變」『東置賜郡史下巻』国書刊行会(昭和 57年
復刻版 p.488 
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時代 元号 犬 宮 / 猫 宮 由来記 高畠町 備考 
宝永−
享 保 
   
1720(享保5)凶作 
富士山噴火1707(宝永4) 
延享３ 
1746 
犬の宮が宮之入から宮之前に遷座
300  
   
 
江 
 
 
 
戸 
 
 
 
時 
 
 
 
代 
宝暦７ 
1757 
  冷水害による凶作疫病で屋代郷宝
暦年貢延納願いを高安含む屋代郷
の名主、組頭、百姓代ら提出 1757
（宝暦７） 
 
1752（宝暦 2）水害 1755
（宝暦5）大凶作・冷水害 
1756（宝暦6）飢饉 
1757（宝暦7）5月1日洪水
2丈3尺同27日2丈7尺・
遧作301 
1761（宝暦11）風害虫害302 
明 和
～ 文
政 
犬の宮、文献に初出（高畑織田藩奉
行緒方健の書いた詠吟「犬の宮の
故 」 ） 303 。 
安藤本末尾に「出羽歌垣花
咲千枝の詠吟を末の世まで
も残さばや」304 
明和4年(1767)高畑藩成立とともに
存在した緒方惟勝（1751-1829）は
出羽歌垣として有名305。 
1765(明和2)旱害・遧作 
1770（明和7）旱害・遧作 
1771（明和8）旱害・遧作 
安永9 
1780 
  置賜地方で年代入り最古である「草
木供養塔」建立（田沢地区塩地平） 
天明3(1783)大凶作 
天 明 の 大 飢 饉 
(1782-1788) 
1783(天明3)冷害大凶作 
1784（天明4）飢饉 
1785（天明5）旱害・遧作 
 大地震・皆かけの日食
306 
1786（天明6）冷害・遧作 
天明８
1788 
清松院棟札に伽欄建立とあ
り 寺 前 の 地 か 307 
  
1793    長野県光前寺伝に早
太郎登場308 
1793（寛政 5）地震 
    竹篦太郎の物語は江戸時
代から有名309。南仙笑楚
満人「増補執柄太郎」刊行
（1798）310など歌舞伎脚本
多数311 
文政７ 
1825 
  嬰児堕殺の悪風を戒める勧めを
描いた絵馬文殊堂に奉納312 
 
                                               
300 山崎正（1992）「高安誌関連年表」『高安誌』高安長生会 p.21 
301 東置賜郡教育委員会編(1938)「土屋氏所蔵違作水損御届」「第 10 編天災地變」『東置賜郡史下巻』国書刊行会(昭
和 57 年復刻版)p.489 
302 東置賜郡教育委員会編(1938)「米沢郷土館史」「第 10 編天災地變」『東置賜郡史下巻』国書刊行会(昭和 57 年復刻
版)pp.488 
303 山崎正（1980）「修験と犬の宮伝説考」『専門部会調査研究報告第 3 号』山形県文化財保護協会 
304 山崎正（1992）「犬の宮猫の宮 補記」『高安誌』高安長生会 p.58 
305「第 23 節 郷土庶民の一般文化」『高安町史中巻』p.809 
306 東置賜郡教育委員会編「第 10 編天災地變」『東置賜郡史下巻』国書刊行会(昭和 57 年復刻版)p.516 
307 山崎正（1992）「高安誌関連年表」『高安誌』高安長生会 p.21 
308 松村義也（1955）「伝説早太郎」『信濃』七巻一号 信濃郷土研究会 pp.39-40  
309 大木卓（1987）『犬のフォークロア』誠文堂新光社 pp.207-208 
310 南仙笑楚満人（1798）『増補執柄太郎』刊 国立国会デジタル化図書館 http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2536836 
歌川豊国によって描かれた挿絵には、垂れ耳の大型犬を思わせる犬が描かれている。「この犬の形は唐犬に似てい
て頭の毛は長く、両耳は垂れ、四足はかくれ、からだは太くたくましく、おおきさは子牛のようであった」（小川
弘『犬宮並びに猫宮由来記』pp.14-15）;「たんばのくにのしつぺい太郎にいふな、かたるな、さたするな、しつ
てこてんてん」は、犬の宮由来記の「甲斐の国の三毛犬四毛犬にこのこと必ず沙汰するな、言うな、語るな、聞
かせるな、ピイピイポンポンピーポンポン」と、同モチーフである。 
311歌舞伎脚本として南仙笑楚満人（1798）「増補執柄太郎」の他、初世並木正三（1762）『竹篦太郎怪談記』、栗枝亭
鬼卵（1809）『犬猫怪話竹篦太郎』、歌舞伎脚本の大南北（1827）『独道中五十三駅』、黄表紙では、唐来参和（1744
～1810）『しっぺい太郎』がある（大木卓（1987）『犬のフォークロア』誠文堂新光社 pp.207-208） 
312 西村眞次(1938)「第 1 節間引きと出生取育」『東置賜郡誌下巻』国書刊行会(昭和 57 年復刻版)p.567 
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時代 元号 犬 宮 / 猫 宮 由来記 高畠町 備考 
文 政
1 1 
1828 
猫 の 宮 再 々 建 313   文化11-天保13年馬琴 
『南総里見八犬伝』刊行 
1830（天保元）遧作酒造止
む314水損虫害 
1832（天保3）遧作 
1833（天保4）大凶作豆腐
止む315大地震316 
天保5 
1834 
   1835 (天保6)冷害大凶作
遧作 酒造止む 
1836（天保7）天下大飢饉 
天保８ 
1837 
 安藤喜久次郎氏所蔵本
『犬宮並びに猫宮由来
記』竹森梅龍山人の序に
天保八年 9 月と記載あり
317。竹森村梅龍山人が口
承をまとめて書いたもの
318 
  
弘化５ 
=嘉永
元
1848 
犬の宮拝殿に「正真子」と書か
れ た 扁 額 奉 納 319 
清松院前に戒壇石立つ 320 
安藤氏所蔵由来本が
深沼砂押の後藤兵弥
により転写される321 
  
元 治
元 
1864 
文久３年（1863）屋代郷文久騒動
で土屋藤四郎死去322。義民藤四
郎母等施主による八百万遍供養
塔が猫の宮境内に立つ 323 
   
明 治
元 
清松院14世住職が現在の犬の
宮駐車場であったところに氷室
を つ く る 。 
林照院に私塾土屋弥平次が
算 盤 塾 開 講 324 
  1869（明治2）冷害大凶作 
 
 
近
代 
明 治
初- -
中 期 
 清松院所蔵由来本存
在確認325 
  
明治９ 
1 8 7 8 
猫の宮五百縁年御開帳。2000 人
を 超え る お 詣 り あ り 326 
 草木塔が上和田字太田、字土合、
に建立される。もう 1基土合にある
ものも同年代か？327 
 
明 治
1 0 
1 8 7 7 
  高安村氏神は小郡山村伊豆神社
（蛇壇→安久津）伊豆神社は江戸以
前になしか？328 
 
                                               
313 山崎正（1992）「高安誌関連年表」『高安誌』p.21 
314 東置賜郡教育委員会編(1938)「土屋氏所蔵違作水損御届」「第 10 編天災地變」『東置賜郡史下巻』国書刊行会(昭
和 57 年復刻版)p.489 
315 前掲書同ページ「米沢郷土館史」pp.487-488 
316 東置賜郡教育委員会編(1938)「土屋氏所蔵違作水損御届」「第 10 編天災地變」『東置賜郡史下巻』国書刊行会(昭
和 57 年復刻版)p.516 
317 小川弘（1964）『犬宮並びに猫宮由来記』p.2 
318 山崎正（1992）「高安誌関連年表」『高安誌』p.23   
319 山崎正（1992）「第 2 章（１）犬の宮猫の宮 補記」『高安誌』p.58 
320 土屋弥太郎（1992）「清松院の戒壇石」『高安誌』p.114 
321 小川弘 前掲書 p.2 
322 土屋弥太郎（1992）「土屋籐四郎について」『高安誌』p.70 
323 土屋弥太郎（1992）「八百万遍供養塔」『高安誌』p.79 
324 山崎正（1992）「高安誌関連年表」『高安誌』p.22 
325 小川弘 前掲書 p.2 
326 土屋弥太郎（1992）「養蚕神からペット供養へ」『高安誌』p.55 
327 海津幸保（1998）「第 2 部草木塔の現地調査」『草木塔を訪ねる ふるさとの文化を歩く－米沢から』pp.99-101  
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時代 元号 犬 宮 / 猫 宮 由来記 高畠町 備考 
明 治
1 4 
1881 
天皇天覧に際し林照院所蔵由
来 本 所 在 不 明 329 
 明治天皇高畠ご巡幸330  
明 治
1 5 
1882 
文殊尊と猫の宮に後世に残す額を
奉納する為、川柳の募集を行う。清
松 院 で 句 会 開 催 331 
   
明 治
3 2 
1899 
現在の若妻会の前身、お宮講掛け
軸に講中八名の名あり 332 。 
   
明 治
3 5 
1902 
大暴風により犬の宮老杉が倒れる
333  
   
明 治
末 期 
大野与次右門高安犬飼育334    
明 治
4 5 
1912 
 安藤氏所蔵由来記清松院
村上俊覚師が再写335 
  
大正２
1913 
青松院境内地蔵堂屋根葺替高
安 一 字 中 と あ り 336 
   
大正8 
1919  
舞台岩への生け贄風習を打破す
るため丹後の国から鬼一坊が三
毛犬四毛犬を連れてきたという明
石染人による文献発表される337 
   
昭和9 
1934 
現在の犬の宮狛犬、高安集落の石
工 二 宮 惣 三 郎 作 成 338 
  1934(昭和9)冷害大凶作 
昭 和 
初 期 
高安犬とされているチン、フィ
ラリアで死亡339。一説には昭和
1 0 年 340 。 
猫の宮 養蚕の神としてにぎ
わ う 341 
   
昭和 13 
1938 
   東置賜郡誌発行 
昭 和
1 4 
1939 
 改書清松院一雄書猫ノ
宮本地正観世音菩薩
縁起聞伝書写本342 
  
                                                                                                                                                  
328 高畠町史編集委員会（1986）「神仏分離の真姿と郷土の寺社」『高安町史下巻』p.153 
329 小川弘 前掲書  p.2 
330 土屋弥太郎「第 7 節明治天皇御巡幸記」『高安町史下巻』p.360 
331 高畠町文化財保護会編集委員半田清他（2010）『平成 21 年度会報 高畠文化財』高畠町文化財保護会 p.6 
332 土屋弥太郎（1992）「お宮講」『高安誌』pp.126 
333 山崎正（1992）「高安誌関連年表」『高安誌』p.23   
334 土屋弥太郎（1992）「幻の高安犬を訪ねて」『高安誌』p.62 
335 小川弘 前掲書 p.2 
336 山崎正（1992）「高安誌関連年表」『高安誌』p.23 
337 明石染人（1919）「覚帳の中より（一）」『郷土趣味』通巻 14 号 郷土趣味社 pp.16-17 
338 作者不詳「高安犬を訪ねて」『二人三脚』/http://www18.ocn.ne.jp/~bell103/nihoninukouyasuinu.html（取得日
2010/06/21） 
339 戸川幸夫（1956）『高安犬物語』新潮社 p.53 
340 作者不詳「高安犬を訪ねて」 
341 土屋弥太郎（1992）「養蚕神からペット供養へ」『高安誌』p.55 
342 小川弘 前掲書 巻頭写真中 
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時代 元号 犬 宮 / 猫 宮 由来記 高畠町 備考 
昭 和
1 8 
1 9 4 3 
犬の宮猫の宮の御神木が供
出 と な る 343 
現在の林照院所蔵本
は高畠町某家に伝わる
由来記書き写しにより
復活344 
  
昭 和
2 9 
1954 
   戸川幸夫『高安犬物語』
で直木賞受賞 
昭 和
3 1 
1956 
犬の 宮の 屋根大改修 345    
昭 和
3 2 
1956 
  高畠祭り仮装行列で高安部落代表
は「狢と人年貢」で入賞。高安民盛り
上がる346 
 
昭 和
4 5 
1970 
高安地区民で高安史跡巡りを行う
347  
   
昭 和
5 3 
1978 
犬 の 宮 の 屋 根 修 復 348 
犬の宮猫の宮保存会結成349 
   
昭 和
5 4 
1979 
戸立山に犬猫の墓地造成350    
現
代 昭 和
5 5 
1980 
愛犬家本木忠治が「ピッチの
碑」を建立し「嗽鉢」寄進351 
 犬の宮前に町公営駐車場設置
352 
 
昭 和
5 7 
1982 
犬の宮入り口に戸川幸夫文
学 碑 建 立 。  
  除幕式に戸川幸夫
列席353 
昭 和
6 3 
1988 
全国ペット供養祭開始（7 月
2 3 日 ） 354 
   
平成3 
1991 
  高畠町地域通貨ワン券ニャ
ン券事業化 
ペットブーム全盛 
平 成
1 0 
1998 
  安久津に草木塔建立  
平 成
2 2 
2010 
7/15 第 24 回全国ペット供養祭 
お宮講を引き継いだ若妻会はペ
ッ ト 供養祭に 出店 355 。  
 修学、算盤、ご詠歌、古峯講（旅
行を兼ねた県外見聞会）など、犬
宮猫宮両別当には知識教養を身
につける機構が備わっている 
若妻会、若者会など、同
年代の集会があり、結
縁活動が盛んである。 
【秋道 PJ で岡田チーム
慰霊祭を取材】 
                                               
343 土屋弥太郎（1992）「御神木も徴用となる」『高安誌』p.24 
344 小川 前掲書 p.2 
345 山崎正（1992）「高安誌関連年表」『高安誌』p.24  
346 土屋弥太郎（1992）「仮装行列と運動会」『高安誌』p.157 
347 土屋弥太郎（1992）「高安の史跡巡り」『高安誌』p.79 
348 山崎正（1992）「高安誌関連年表」『高安誌』p.26 
349 土屋弥太郎（1992）「犬の宮猫の宮保存会」『高安誌』p.44 
350 山崎正（1992）「高安誌関連年表」『高安誌』p.26 
351 土屋弥太郎（1992）「ピッチの墓」『高安誌』p.64 
352 土屋弥太郎（1992）「高畠町公営駐車場設置される」『高安誌』p.46 
353 作者不詳「高安犬を訪ねて」 
354 （独）日本学術振興会 異分野融合による方法的革新を目指した人文・社会科学研究推進事業「日本の環境思想
と地球環境問題－人文知からの未来への提言」による現地聞き取り調査 2010．7．21 
355 （独）日本学術振興会 同上 2010．7．21 
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時代 元号 犬 宮 / 猫 宮 由来記 高畠町 備考 
平成２
４ 
2012 
厚労省主管地域雇用創造推進事
業「地域に根ざしたペット産業の
確 立 セ ミ ナ ー 」 実 施 
  11/14 セミナ 「ー犬猫安
らぎの郷づくり構想」講
演（中塚） 
平 成
2 5 
2013 
10/19  健康祈願祭始まる 
1 0 / 2 0  高畠ペットまつり 
1 2 / 0 7  高安犬の像建立 
  祈願祭は中塚の紹介し
た秋田湯沢の犬っこ祭
に触発されて始まった
356 
参考文献を元に中塚作成（岡田修正） 
 
犬の宮：玉殿山林照院 天台宗 創建年代不明 信徒数 60 延暦寺末 「第二節郡内寺院表」『東置賜郡史 下
巻』p.222高安誌 p.52には正真山とあり。 
猫の宮：稲荷山清松院 曹洞宗 釈迦牟尼仏 不明 195 宮内蓬莱院末 「第二節郡内寺院表」『東置賜郡史』
p.222 
由来記：小川弘（1964）『犬宮並びに猫宮由来記』によれば、犬宮猫宮由来記は「林照院本」「安藤本」「清松院
本」の三編。ただし、『由来記』のほかに『変幻記』があり、これもまた由来記のヴァリアントである。 
 
2.2.2. ペット供養祭 
山形県東置賜郡高畠町「犬の宮」は、伝統的な人・犬関係を語り継ぐ象徴であり、年間を通
して各地から飼い主がお参りにやってくる。 
毎年 7 月第 2 日曜日には、この犬の宮で「全国ペット供養祭」が執り行われ、約 200 名の犬
猫の飼い主が亡くなった愛犬・愛猫を偲んで集合する。この供養祭の場でもまた、人とペット
犬との良好な共生空間が展開されている。 
この供養祭は町の観光協会が主催するものであるが、元々高安地区が行ってきた夏祭をベー
スとしている。そのため犬の宮のある高畠町高安地区の住民が村を挙げて全国ペット供養祭を
盛り上げている。このように地域全体がペット犬の供養祭に取組む地区は他に例を見ない。 
 筆者は、 (独)日本学術振興会、異分野融合による方法的革新を目指した人文・社会科学研究
推進事業「日本の環境思想と地球環境問題－人文知からの未来への提言」（研究代表 秋道智彌）
の調査として、2010 年 7 月 23 日-25 日に、高畠町及び全国ペット供養祭について調査を行っ
た。 
供養祭参加者について、当初、高畠町観光協会は、参加者は高安の出身者が多いだろうと考
えていたが、近くは高畠地区から遠くは埼玉や東京その他、東日本中から集まっていることが
分かった。2012 年は犬 73 頭、猫 51 頭合計 124 頭の供養に、総勢約 200 名の参加者があった。 
  
供養祭は午前 10 時に開始された。観光協会会長及び来賓の挨拶の後、犬の宮別当大高典道
住職（天台宗）と、猫の宮別当村上正法住職（曹洞宗）が両宗合同で読経があった。 
左テントには犬関係者、ついで右テントには猫関係者が犬の宮猫の宮と同様に並んで在りし
日のペットのことを想い祈る（図 69）。その周辺には地域の人々が供養祭の参加者を囲んで見
守っている。犬と猫の垣根もなく、宗派の垣根もない。参加者と地域の人々も相交わって静か
に祈っていた。 
その後、焼香へと式は続く。さらに、作家戸川幸夫の「高安犬物語」の記念碑を背に、高畠町
二井宿語り部の会の昔語りがあり、由来記が披露された（図 70）。また、参加者には塔婆の授
与がされていた（図 71）。 
 
                                               
356 古川和夫氏談 
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図 69 山形県高畠町高安 全国ペット供養祭 筆者撮影 
 
 
図 70 語り部による犬の宮の由来の伝承 筆者撮影 
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図 71 授与される塔婆 筆者撮影 
 
2.2.3. 人と犬との良好な共生空間構築要素 
 高畠町の人犬共生空間には、以下の感性が働いていたことが調査の結果明らかになった。 
 
1) 亡きペット犬への感謝の念 
参列者名簿には、3 頭、4 頭の名前を連ねている方がおり、歴代の飼い犬たちを想い、感謝
し供養しているということである。今は亡きペット犬に対して感謝の念を抱く。人と犬とが深
く心の結びつきを持ち、互いに尊敬し、感謝していた関係があった。 
 
2) 地域住民の祈り 
供養祭はまた、地域住民同士、地域住民と来訪者がコミュニケートする空間になっている。
米沢から来たという 30 代前半の夫婦は、ペットの遺影を大事に持ち、高安地区の出店の人た
ちにこれを見せて思い出話をしていた。それに対して高安地区の住民は、「ここに祀ってもらっ
てよかったね」など、口々に応答していた。ペット供養祭の主催者、来賓者の挨拶には、地元
高安地区住民に対して、供養祭協力に感謝する言葉があった。ペット供養祭会場と周辺の道に
は多数の御神灯や大きな旗が飾られている。御神灯には「村の鎮守のお祭りだ」と書かれたも
のもあった。ペット供養祭が鎮守の夏祭りを継承している。 
供養祭会場では地元の名物の「ゆべし」や「丸ナスの漬け物」名産品である「デラウエア」
など、ご当地のお土産が沢山並んで売られている。これらは，販売というよりは，「ふるまい」
の様相が濃い。ペット供養祭を中心に高安地区の住民が、自分たちも楽しんで高畠特有の昔な
がらの食文化を「深いまごころで」（高畠町憲章前書き357）振舞い、あたかも遍路を接待して
いるのに似た感がある（図 72）。 
                                               
357 高畠町町民憲章は、以下のとおりである。 
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高安出身の男性は、自分のペットとともに年来の友人の愛猫タマも合わせて供養していると
話した。このように参列者の中には、毎年ともに参加していた隣人が亡くなったときには、自
分のペットの供養と合わせて、故人となった人の犬の供養も申し出るケースがままあるという。
「犬友」「猫友」というネットワークができているということであった。 
また、犬の宮の空間に魅せられて供養祭参りを長く続けている人もいる。東京の動物病院の
白井活
か つ
光
あ き
院長358は、8 年間継続してペット供養祭に参加していると語った。仕事で山形に来た
ときにペット供養祭について知り、出会った犬猫の供養にと参加したのが初めてだったそうだ。
院長は、犬も猫もお祀りしているところは東京では珍しく、なんといってもこの高安住民の心
のこもった供養が心に叶い、以来欠かすことなく毎年お参りに来ているのだという。 
 高畠のペット供養祭では、犬猫を人の仲間とするもの同士が連帯感を持つ場である。さらに、
供養祭来訪者のペットを地域の犬猫同様に遇し、亡くなった知人や来られない人達のためにも、
地域住民が祈りを捧げていることが見て取れた。 
                                                                                                                                                  
わたくしたちは、奥羽の山なみにいだかれた天恵の自然風土と、縄文のいにしえからの歴史と文化遺産をもつ、まほ
ろばの里の住民です。先人のきずいたすぐれた基盤の上に新しい創造を重ね、うるおいと活力にみちた人間の町づく
りをめざします。 
わたくしたちは、高畠町民としての誇りと責任をもつてここに五つの誓いをたて、ゆたかな土の香りとみがかれた技
と、深いまごころが織りなす自治の里をつくるために、力を合わせます。 
わたくしたちは、 
1.自然と歴史を大切にし、調和のあるまちをつくります。 
1.からだをきたえ温かい心を育て、生きがいのあるまちをつくります。 
1.誇りと喜びをもつて働き、活力のあるまちをつくります。 
1.たがいに学び合い文化を高め、知性のあるまちをつくります。 
1.郷土を愛し若い力を伸ばし、希望のあるまちをつくります。 
358苅谷動物病院三ツ目通り病院（〒135-0004 東京都 東京都江東区森下５丁目２０−２） 
図 72 振舞いの様子 筆者撮影 
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草木塔や犬の宮猫の宮に籠められた人々の思いは、人間にとって有利な部分のみを利用し、
不利な部分を死滅させてしまうというのとは対極にあるものである。生きものの本来の習性と
生命力が遺憾なく発揮されるよう援助するとともに、人にとって不都合な事態となれば一時的
に回避し、それが治まるでじっと待った。  
 犬の宮には、戸川幸夫の作品を讃えた「高安犬文学碑」の碑が建っている。そこに刻まれた
文には、「チンが一生を掛け、どこよりも愛していた土地に、いまこそ返してやらなければなら
ない。野生の土から生まれたこの熊犬は、やはり野生の土に戻してやらなければならない。そ
こにチンの魂の安息があるに違いない。」と記されている。 
人々を助けてくれ、恵みをもたらしてくれた犬族は、自然界にいながら、人間界と自然界と
の橋渡しをしてきた存在である。現在それが人々のそばにいるならば、犬は度々野山を散策し、
犬の習性を満たす生活をすることの重要性を伝説は教えている。 
犬の宮フィールドワークからわかったことがもう一つある。犬の宮は、人と犬とが共生した
証であり、現在もそのような共生を望む人々の集結する空間であるということである。 
また、犬の宮のすぐ北側に「ピッチの碑」というものが設置されている。ピッチは近所の火
災発生を主人に知らせ、家屋を護り、人命救助に後見する等、感謝状を受賞されたほどの名犬
だった359。このピッチの飼い主であった山形県南陽市出身の本木忠治は、犬の宮の趣旨に賛同
してここに愛犬ピッチを記念する碑を建て、嗽鉢を寄進し、境内の美観にも寄与した。保存会
にも協力を惜しまない。地区の人々も、未だに愛犬を慕う彼の心遣いと生あるもの同士の心の
通いに只々心打たれるものを感じる360」として暖かく受け入れている。 
このように、犬の宮が人と犬との共生空間であり続けるのは、その空間の履歴とともに、犬
の宮猫の宮を精神のよりどころとして生きてきた高安地域の人々の存在が大きいといえる。供
養祭によって、地元住民の間にも、また住民と来訪者との間にも、そして来訪者同士にも共生
空間を現出させていることが分かった。 
 
以上のことから、犬の宮猫の宮ペット供養祭から学んだ、人と犬とが心地よく共生する空間
についてまとめる。 
1) 犬が本来持っている習性を満たす生活をすることが、人にも犬にも心地よく共生するため
には必要である。 
2) 犬の宮は、人と犬とが双方の習性を認め合い共生した証であり、現在もそのような共生を
望む人々の集結する空間である 
 
2.2.4. 韓国で良好な共生空間の一例 
日本国内ではないが、現代における良好な共生空間の一例として、韓国で発見した事例を述
べる。 
筆者は 2011 年 10 月、東北アジア文化学会第 23 次国際学術大会361に参加し研究発表を行っ
たが、その際に学会で慶尚道安東市河
ハ
回
フェ
村
マゥル
を視察した。 
安東市の中心部から車で 40分ほどのところにある河回村は、洛
ナッ
東江
トンガン
が S 字を描くように村
の周囲を流れる。瓦葺きや藁葺きの韓屋
ハ ノ ッ
が昔ながらに美しく保存され、世界文化遺産に指定さ
れた村である。現在も両班
やんばん
362の子孫が継いだ家屋を守り暮らしている。 
                                               
359 土屋弥太郎(1992)「ピッチの碑」『高安誌』高安長生会 p.64 
360 前掲書 p.64 
361 嶺南大学 慶尚北道慶山市大洞 214-1 
362 韓国の旧貴族階級 
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その河回村の通りに一匹の犬を発見した。その犬は立ち耳、差尾、中毛のダブルコートであ
り、体高 50cm 位、体重 18kg 位という形や大きさから、韓国原産種の珍
チン
島
ド
犬（진돗개
チ ン ド ゲ
）に極
似していた。珍島犬は、日本の柴犬同様、韓国に古くから生息し、1938 年、韓国の天然記念物
となっている。 
犬が筆者ら一団に出会ったとき、木の実を咥え、見せびらかすかのように円を描きながら歩い
て見せた（図 73）。その後、男性の足下に木の実を置き、尾を振って見上げた（図 74）。ドッ
グトレーニングインストラクターの筆者には、あたかも「投げて遊んでくれ」というような仕
草が見て取れた。 
 
 
図 73 木の実を見せるように歩く犬 筆者撮影 
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図 74 投げてくれと木の実を足下に置く 筆者撮影 
 
筆者ら一団が通り過ぎると、次に 3 歳くらいの男の子を連れた家族がやってきた。犬は彼ら
を観察し始める。緑色の服を着た男の子は、はしゃいで動き回りながら近づいてきた。傍らを
小学生くらいの子どもが二人通り過ぎるが、年上の子どもが年下の子どもをかばうように犬か
ら距離をとって歩き去っているのが分かる。。子どもたちは犬のパーソナルスペースを犯さない
ようにしている（図 75）。 
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図 75 子ども連れの親子がやってくる 筆者撮影 
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次に、緑の服の男児は犬に興味を示し近づく。それを見て犬は前足を引いて、たじろんでい
る（図 76）。子どもはそれ以上近づいて行かない。父親はとても心配そうな顔をしている。子
どもに声をかけたのかもしれない。 
 
図 76 犬が警戒し、子どもが立ち止まる。筆者撮影 
暫くすると、犬はくるっと背中を見せ、座った。座りながらも、犬の耳は背後の子どもの方
へ向けられている（図 77）。子どもはこれ以上近づかず動かなくなった。父親は安心して笑み
を浮かべながら子どもと犬の様子を見守る。犬と子どもの姿を母親は写真に納めたのであった。 
 
図 77 犬は背を向ける。男児は立ち止まる 筆者撮影 
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その後、この一家は犬のパーソナルスペースを犯すことなく前方へ歩き去った。犬は親子が
見えなくなると、次に来た大人ばかりの団体に木の実を投げて気を引こうとしていた。 
これらの犬と男児一家には、犬を管理しようと何か命令したということは無かった。ただ、
この画像により、犬も男児もお互いの表情を読み取り合っていた瞬間を捉えることができたの
である。男児は犬の結界を感じ、犬が犯されたくない空間を除けて歩いていた。そのことによ
り、犬が男児に過度の恐怖を感じることもなかったので攻撃もしなかったのである。父親は見
守ることにより、男児が犬の表情を感じて動作することを認めるという文化が伝承されていっ
た。母親もこの光景にカメラを向けるということは、この光景を認めるべき瞬間であるとの認
識があったからだと考えられる。 
 
2.3. 小結 
 以上のごとく、第 1 章では少なくとも第 2 次世界大戦のころまでは伝統的な人・犬関係が広
く継続していたことを明らかにした 
続いて、日本の伝統的な人・犬関係が消滅してしまったのかどうかを調査したものが第 2 章
である。結果的には、それらが今日なお現存し、人と犬とが良好な共生関係を構築する方策と
して有効であることを、東北の 2 地方を例に示した。 
第 1 の例は、秋田湯沢である。この地域には伝統的人・犬関係があることを、郷土史調査お
よび、「空間の履歴」（当該空間の現在に生き続ける過去の歴史）調査により明らかにした。 
 
1) 秋田では狼のことをオイヌと呼び、獣害から畑を守るオイヌに対する畏怖・畏敬の念があ
った。狼は滅亡したが、オイヌの存在はオイノ沢といった地名として現存している。 
2) 秋田に代表される狩猟での人と犬との協働があった。 
3) 秋田湯沢の領主である佐竹氏が盗賊除けに番犬を飼うことを奨励し、家々に番犬がいた。
また、番犬を象った飾り餅である「犬っこ」を玄関に飾り、番犬に対する感謝の念を表す
習慣があった。 
4) かつて秋田湯沢も大館と並ぶ秋田犬の産地であり、ペットとして大型和犬である秋田犬を
飼っていたために、狼に近い和犬の習性を理解尊重する感性があった。 
 
以上の関係を継承する装置として筆者が注目したのが「犬っこまつり」である。2 月第 1 土・
日曜に行われるこの祭りには 16 万人の人と、500 頭にのぼる犬が集まり、人とペット犬との
良好な共生空間が展開されている。実施規模という点で、このように多くの犬が集まる伝統的
祭りは他に例を見ない。しかも、400 年以上続く伝統的祭りとされており、40 年前に現在の会
場や形式になってからも無事故で継続されている。 
祭り会場では、人と犬との良好な共生空間構築要素として以下のものが看取された。 
 
1) 人は犬種の特性（和犬・洋犬、大型犬・小型犬）や犬種の違いから生じる犬の個性を理解
し、それぞれに合った接し方をしていた。 
2) 飼い主は、犬に対して迷惑行為（不適切な犬の排泄や飛びつきなど）を禁ずる命令を下し
て犬の行動を強制的に規制するのではなく、飼い主の側が犬を巧みに誘導して摩擦が無か
った。 
3) 祭り会場の中心には、「犬っこまつり」のシンボルとして雪で作られた「犬っこ神社」があ
る。そこでは、日頃の犬との暮らしに感謝をし、犬も含めた家族の健康や安全を願う「愛
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犬祈願祭」が行われる。神主が祝詞を奏上すると、「神前の聖なる空間」が出現し、人の厳
粛な振舞に犬が共鳴し、犬も同様に振る舞っていた。 
4) 祈願祭終了後には、祭りでの犬の労をねぎらい、飼い主が広場で犬と一緒に遊び、くつろ
ぐ姿がみられた。 
 
以上のことから祭り場には人犬共生空間が現出していたと考えられる。 
秋田湯沢にあった伝統的人・犬関係は、祭り会場で売られている飾り餅である「犬っこ」に
よって語り継がれる。人とペット犬がともに「愛犬祈願祭」に参加することで、人と犬を「仲
間」とする関係が、毎年祭りの時期に再現される。「犬っこまつり」という空間において、この
ように伝統的人・犬関係の精神が生き残っていたことを発見した。 
 
第 2 の例は山形県東置賜郡高畠町である。まず、この地域に文書で伝えられてきた伝統的人・
犬関係を提示し、さらに、この関係を現代に生かそうとする地域の動きに対して、一時的では
なく、持続可能な、伝統的関係性を活かした共生空間構想を提案した。 
 
東置賜地域の空間の履歴調査から明らかになったのは次の４点である。 
 
1) 生きとし生けるもの全てに感謝の念を持って「草木供養塔」を建てる風土である。 
2) 「高安犬」という狩猟犬の伝統が存在する。狩猟での人と犬との協働があった。狩猟犬と
して優秀で、これと決めた人には深い心の結びつきを持つことを特徴とする「高安犬」と
いう犬種が存在した。 
3) 報恩のために犬を祀る「犬の宮」が存在する。 
4) その縁起を記した『犬の宮由来記』が、別当寺および民間に、写本の形で複数継承されて
いる。 
 
山形県東置賜郡高畠町「犬の宮」は、伝統的な人・犬関係を語り継ぐ象徴であり、年間を通し
て各地から飼い主がお参りにやってくる。毎年 7 月第 2 日曜日には、この犬の宮で「全国ペッ
ト供養祭」が執り行われ、約 200 名の犬猫の飼い主が亡くなった愛犬愛猫を偲んで集合する。
この供養祭の場でもまた、人とペット犬との良好な共生空間が展開されている。 
この供養祭は町の観光協会が主催するものであるが、元々高安地区が行ってきた夏祭をベー
スとしている。そのため犬の宮のある高畠町高安地区の住民が村を挙げて全国ペット供養祭を
盛り上げている。このように地域全体がペット犬の供養祭に取組む地区は他に例を見ない。 
高畠町の人犬共生空間には、以下の感性が働いていたことが調査の結果明らかになった。 
 
今は亡きペット犬に対して感謝の念を抱く。 
1) 人と犬とが深く心の結びつきを持ち、互いに尊敬し、感謝していた関係があった。 
2) 犬猫を人の仲間とするもの同士が連帯感を持つ。 
  「供養祭」来訪者のペットを地域の犬猫同様に遇し、亡くなった知人や来られない人達の
ためにも、地域住民が祈りを捧げる。           
 
なお、第二章の調査は (独)日本学術振興会、異分野融合による方法的革新を目指した人文・
社会科学研究推進事業「日本の環境思想と地球環境問題－人文知からの未来への提言」（研究代
表 秋道智彌）の成果の一端である 
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第 3章 共生空間創造のための方策「犬遍路」 
 
秋田湯沢と高畠の良好な共生空間にあった共生感性は以下のものであった。 
1) 犬種の特性を踏まえ、犬の個性を理解してそれにあった接し方をする。 
2) 飼い主は、犬の行動を強制的に規制するのではなく、飼い主が犬を巧みに誘導して他人他
犬への摩擦を防ぐ。 
3) 「神前の聖なる空間」で、人の厳粛な振舞に犬が共鳴し、犬も同様に振る舞う。 
4) 緊張する空間に身を置いたときは、人犬の労をねぎらい、人犬ともに遊び、くつろぐ。 
5) 現存するペットや亡くなったペット犬に対して、互いに尊敬して感謝の念を抱く。 
6)  犬猫を人の仲間とするもの同士が地域を含めて連帯感を持つ。 
 
これら 2 地域に人犬共生の感性が現存することを第 2 章で見いだした上で、第 3 章では、こ
の共生感性が祭りのときだけの一時的なもので終わらず、他の空間においても、持続して現出
するための方策を考案した。それが「犬遍路」である。 
「犬遍路」とは、犬に関連した神聖な場所を、飼い主とペット犬とが一緒に巡るものを言い、
これを実施することによって、人と犬が伝統的人・犬関係を体験することが可能になる。 
 
3.1. 犬遍路とは 
「犬遍路」というのは、筆者が考案した、人と犬との共生促進方策のひとつである。都会の
雑踏のなかで犬たちは、嗅覚を疲れさせる人工物の臭いに囲まれ、太陽のきつい照り返しを受
け、塵埃を身体に浴びるなど、何かとストレスを感じることが多い。一方，犬の飼い主の方も、
他者に迷惑をかけないようにと気遣うあまり、犬に対して過剰管理を行うことになり、人も犬
も気持ちが休まらない。犬遍路は，これを解消するために有効な方策である。飼い主と犬とが、
地域の人と交流しながら犬にまつわる寺社等を敬虔な気持ちで巡り、ともに安らぎをえるとい
う効果がある 。 
犬遍路は、観光や気晴らしのみを目的とするのではなく、訪れた場所の神性を感じ、人と犬
とが共生していく生活の再生の意識・自覚を持って、現住所へ戻り、日常生活に感覚として取
り入れていくことを目的とする。 
現代の巡礼・遍路について、中山和久363はこう述べている。 
  
「人々は自らが大切に思う趣味などに聖性を見出し、それにまつわる特別な地を聖地と
して次々に探訪することをも巡礼・遍路と表現している。こうした用法は和辻哲郎364から
顕著で、（中略）西国巡礼のように聖地が巡るべき数とともに定まっているのとは異なり、
自分にとっての聖なる場所を数多く巡る365。」 
  
飼い主にとって犬にまつわる特別な地を聖地として受け入れ、探訪することは非常に興味深
く受け取られると考えられる。また、遍路とは、端々まで歩く、永遠に歩くなどの意味がある
が、特に四国遍路を指し示す言葉として誕生した366。四国遍路は空海（弘法大師）由来の聖地
                                               
363 日本学術振興会特別研究員。日本民俗学会、日本文化人類学会会員。巡礼研究会事務局 
364 和辻哲朗 1889～1960 年 解釈学的方法で文化論を展開。1915 年『古寺巡礼』岩波新書 
365 中村和久 2004 年 『巡礼・遍路がわかる事典』日本実業出版社 p.10 
366 前掲書 p.11 
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を巡ることである。空海は、狩場明神が連れていた白と黒の 2 匹の犬にまねかれて高野山にた
どり着き、開山する。空海が導かれた感覚が犬遍路によって再現されると考えられる。 
犬にまつわる聖地を人が訪ねることは、『巡礼・遍路が分かる事典』の中で「犬好きの聖地」
として全国で代表的な聖地 25 カ所が掲載されている367。また、狼信仰をまとめたサイト368の
中でも、狼信仰の巡礼コースとして、秩父地方のコースが紹介されている。以上の通り、文献
でも非常に数が少ない。さらに、実際に人と犬とが遍路を行う行為は紹介されていない。播州
内での犬遍路道としての開拓、および、人と犬との共生を考える上での遍路の利用を本論では
論じる。 
犬遍路の効果について、本論「3.2.播州犬遍路」を実施し、兵庫県で検証した369。 
 
3.2. 播州犬遍路 
犬に関する良好な共生空間を探索するためには、まず、空間の履歴を探ることが重要である
ことを、秋田湯沢及び東置賜郡高畠町の空間探索より掴んだ。 
その手法により、兵庫県の「犬」のつく地名370をまず地図に示していった。 
兵庫県では、揖西町小犬丸、姫路市香寺町犬飼、神河町を流れる犬見川（周辺は旧犬見町）
犬野、丹波市氷上町犬岡、篠山市犬飼、兵庫県ではないが、兵庫県と同じ緯度上には丹後半島
に犬ヶ崎、犬ヶ岬が存在した。 
それらを手がかりに、「犬」にまつわる逸話や伝説があるところを地図に示してみた。すると、
国道 312 号線の通称銀の馬車道に沿って犬にちなんだ地名、伝説、逸話、が集中していること
が分かった（図 78）。 
人とともに犬も高齢化が進む昨今、こうした寺社や塚などを巡ることで、飼い主は自分の人
生とともに愛犬の犬生をも振り返り、生きとし生けるものの命の尊さを実感する感性が醸成さ
れる。これは共生感性 5)に相当する。 
この国道 172 号線沿いの犬にまつわる寺社や塚をめぐる地域を、筆者は、ここを犬とともに
巡ることを思いつき、「播州犬遍路エリア」と命名した。 
この犬遍路道は、生野銀山から姫路港に通じ、近年観光スポットとなっている「銀の馬車道」
と重なる。自然にあふれ，歴史的にも重要なこのエリア内にある犬ゆかりの歴史的宗教スポッ
トを、トレーニング教室の受講者とその飼い犬とともに遍路したところ、各人が、人と犬との
自然なあり方を認識することができ、また、人も犬も大いにリフレッシュすることが明らかに
なった。これは共生感性 4)に相当する。 
さらに、人と犬とがともにお参りし、自然のなかで聖なるものに触れることによって、双方
がおのずと居住まいを正した振る舞いをするようになった。これは、共生感性 3)に相当する。
加えて、犬遍路地域にある犬の伝承を学ぶことで、昔ながらの人と犬との関係に思いを馳せる
こともできた。これは、共生感性 1)に含まれる。 
                                               
367中村和久 2004 年 『巡礼・遍路がわかる事典』日本実業出版社 p.190 
368 来福＠参道『お犬様巡り』http://www.raifuku.net/special/wolf/index.html 
369 中塚圭子 2010「人と愛犬の共生社会のまなざし－ひょうご活き都市生けるものエリア構想」『第 11 回日本感性工
学会感性哲学部会 感性のまなざし』日本感性工学会感性哲学部会にて発表 
370 国土地理院地名マップ検索 http://www.gsi.go.jp/WNEW/LATEST/spesial05-06-2006shinsyun.html から、犬の
つく地名をマップ検索。それを基にさらに見つけた犬のつく地名を付け足した。 
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図 78 犬遍路エリア 筆者作成 
 犬遍路の中心となる施設は以下である。 
 
 
犬飼神明神社社務所 
姫路市動物管理センター 
犬遍路エリア 
犬塚地蔵 
犬飼神明神社 
姫路市動物管
理センター 
ヨーデルの森 
播州犬寺法楽寺 神河町福本
牧夫長者（ま
いぶちょうじ
ゃ）の屋敷跡 
長谷の清水寺 
犬見橋 
犬塚 
揖西町小犬丸  
香寺町犬飼  
兵庫県篠山市
犬飼  
氷上町犬
岡   
犬野  
犬見川  
犬ヶ岬  
犬ヶ崎  
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1) 播州犬寺法楽寺371 
紀州高野山金剛峯寺を総本山とする高野山真言宗のお寺。ご本尊は十一面千手観音菩薩であ
る。開山は大化年間、開基は法道仙人といわれており、開山の由来から別名「播州犬寺」と呼
ばれている。372里山の中にあるこの寺までは、駐車場から本堂までの参道に、2 つのルートが
ある。ひとつは中、大型犬に向いており、木立の中の階段を登る（図 79）。もうひとつは本堂
すぐ近くの駐車場に車を停められるので、脚力の弱い小型犬に向いている（図 80）。 
いずれのルートも木々の香りが満ち清々しく、日頃自然と触れ合う機会が少ないのを補うこ
とができる。 
 
 
図 79 長い階段がある里山ルート 2009 年 4 月 30 日筆者撮影 
                                               
371 兵庫県神崎郡間皮町中村 1048 
372 http://www.inudera.com/ 取得日 2010．1.31 
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図 80 駐車場から近い平たんなルート 2009 年 4 月 30 日筆者撮影 
 
法楽寺に伝わる「兵庫伝説紀行ー犬寺物語373」（兵庫県歴史博物館発行）に以下のように記
してある。 
枚夫長者という豪族が、戦のために都に登った。留守を任せていた家来が、自分が長者
になろうと考え、いろいろと策略を狙っていた。ある日、枚夫長者がいつもかわいがって
いる 2頭の白と黒の愛犬を引き連れ、家来と二人で狩に出た。突然家来は弓に矢をつがえ、
枚夫長者を討とうとした。そのとき、2 頭のうちの１頭が、家来の弓の弦を噛み切り、も
う 1 頭は家来の喉に食らいついた。こうして長者は愛犬のおかげで助かることができたの
である。やがて愛犬たちが天寿を全うすると、お墓を立てた。愛犬たちの供養のために、
すべての財産をお寺に寄付した。このお寺が播州犬寺法楽寺と呼ばれて親しまれている。 
 
この由来を物語る白と黒の犬の像が祀られている。物語をなぞらえるように、参加者たちは
白と黒の愛犬を並ばせて記念撮影を撮った。楽しみながら、空間の履歴にある人・犬関係の感
性を醸成させていた（図 81、図 82）。 
                                               
373 http://www.hyogo-c.ed.jp/~rekihaku-bo/historystation/legend3/兵庫県立歴史博物館 兵庫伝説紀行 
136 
 
 
図 81 日頃のしつけを活かして白犬像前 2009 年 4 月 30 日筆者撮影 
 
図 82 黒犬像前 2009 年 4 月 30 日 筆者撮影 
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図 83 神性を感じる 2009 年 4 月 30 日 本山光世子撮影 
 
愛犬と一緒にこの場を訪れられたことに感謝し、神聖な雰囲気の中で飼い主がお参りをする
と、それに従って愛犬たちも自ずと落ち着いていた。飼い主と愛犬の間に高度なコミュニケー
ションが図られていた（図 83）。 
播州犬寺を訪れた感想を参加者に尋ねたところ、「日ごろから愛犬を可愛いと思っていたが、
犬寺の由来を知り、いっそう犬という存在が愛おしく感じた。由緒あるお寺に、愛犬と一緒に
訪れることができたのはとても嬉しい。他の参拝者に吠えたり、境内の中での排泄をさせたり
しないことは最低限の配慮。マナーの悪さから犬連れでの参拝が禁止されないよう、この環境
を守っていきたい。」と、西宮市在住 W さん（41 歳）は語った。 
  
2) 長谷の清水寺374 
里山を背に集落を見下ろす位置に長谷の清水寺がある。既に廃寺なのか、清水寺の表示がな
かったが、地元の方にお聞きし、場所が分かった。入り口にはユニークな阿吽像があり（図 86）、
見て楽しめる。M さん（神戸市灘区在住 52 歳）は、「とても懐かしい風景ですね。子どもの頃
祖母の家の周辺で遊んだことを思い出すわ。犬も細い道の両側にある草の匂いを嗅いだり立ち
止まったりして楽しそう。それに車が通る心配もないし、伸び伸びと歩ける。」と話す（図 84）。 
畑の中に入らないよう配慮しつつ犬とのんびり歩く楽しさを再確認できる場である（図 85）。 
                                               
374 兵庫県神崎郡神河町長谷 
 
138 
 
 
図 84 長谷の清水寺 2009.7.15 筆者撮影 
 
図 85 長谷の清水寺周辺 2009.7.15 本山光世子撮影 
139 
 
 
図 86 長谷の清水寺入り口の阿吽像 2009.7.15 筆者撮影 
 
 
3) 長谷の犬塚 
播州犬寺の西に、山と川を隔てたところ、山間の小さなお堂の横に長谷の犬塚がある（図 87）。
隣接して土俵があることから、村の子供たちの奉納相撲があったのであろう。道を隔てた反対
側に小さなほこらがたくさんあり、地域に根ざした昔ながらの信仰が残っていることが伺える。
犬塚の横に立てられた大河内町教育委員会による看板には、以下の文が記述されている。 
 
数百年前、隣町法楽寺（犬寺）に主人の命を助けた 2 匹の犬の物語がある。その中の 1
匹が老いてこの地に迷い来て死んだ。その犬の死を哀れみ村人は、この地に塚をつくりね
んごろに葬った。堂の中には、中世の宝筐印塔も納められている。 
 
犬塚の文字ははっきりとして大きく刻まれており、年代が若いと推察される。数百年前に村人
の思いによって建てられた塚を、昭和 62 年に新しく作り直すということは、未だにこの塚を
守っていこうとする村民の願いの現れと考えられる。参加者のＭさん（52 歳）は、犬の頭をな
でながら「村人に塚を作ってもらえるくらいみんなから愛される犬になりたいものよね。」と、
塚の説明文を読んだ感想を述べていた。 
このように、日本では犬が人を助けると、関係者が犬塚を建て、讃えることがあった。 
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図 87 長谷の犬塚 2009.7.15 本山光世子撮影 
  
近年では、山中で人を導き、目的の場所まで連れて行ってくれる犬の話として、高野山の案
内犬ゴンが有名375である。ゴンはふもとから高野山の神社まで参拝者を道案内する。 
1988 年、高野山の麓和歌山県九度山町慈尊院に犬が住み着いた。飼い主は住職の安念清邦で
ある。犬は大きな耳が特徴の紀州犬の雑種だった。犬の名前はゴンである。慈尊院から世界遺
産に登録されている登山道は距離にしておよそ 20 ㎞。ゴンは 7、8 時間掛けて巡礼者を高野山
を案内した。その中の一人、谷村宣彦、キミ子さん夫婦は、テレビ番組の中で、ゴンの行動を
以下の通り語った376。 
 
谷村さん「（ゴンは）分かれ道では必ず待っていてくれました。初めての人が行くとなか
なか道が分かりずらいところです。歩いていても見えなくなりますわね、犬が。分かれ道
やなと思うとそれでおりますからね。」 
ナレーター「弁当を広げるときはちょっと離れたところで見守ります。道案内を下から
といって食べ物をねだることは決してありませんでした。一番驚いたのは山系の道を途中
までしか行かない計画で歩いたときのこと。ゴンはそれを察したかのように道案内を切り
上げたとき。今日はここまでの案内で十分だねと言いたげのゴンでした。」 
谷村さん「じっと見てたもんな。普通じゃなかったもんな。まあ、賢いなと思いますな。」 
ナレーター「慈尊院に暮らして 14 年、ゴンは平成 14 年に天寿を全うした。住職の安念
さんはゴンを讃え、海のすぐ横に碑を建てました。」 
                                               
375 関朝之（2003）『高野山の案内犬ゴン』ハート出版 
376馬場恭平「にっぽんの犬」『新日本風土記』NHKBS プレミアム 2012.05.17 放送から、筆者が聞き書き 
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ゴンは人の行動をつぶさに観察し、行先まで送り届ける。報酬は「餌」ではない。また、道
案内をする犬の動画を調べてみると、ゴンだけでなく、日本各地で案内犬がいることが明らか
になった377。筆者も岡山県牛窓のペンション「ラハイナ」の飼い犬、シェルティの翔（雄）に、
2km ほど離れた海岸まで導かれて行き、宿まで送り届けられた経験がある。犬の人の動きを読
み取る力、人の、犬の動きを読み取る力が互いを目的地まで導いていくのである。犬のこうし
た行動は、人への興味と、人からの優しいまなざしと、感謝の気持ちであることが推察される。 
 
4) 犬見川と犬見橋 
訪れたのは初夏の暑い時期であったが、川沿いの道はとても涼しい。川の流れる音や蝉の大
合唱など、視覚、聴覚、皮膚感覚に、里山の自然を感じる。犬好きには犬の地名がとても興味
深い。ここでは、近くの観光ホテルの客も数名散歩を楽しんでいた。人が来たら犬の脅威を感
じさせないようにと、自然に引き綱を短く持ち、こちらから挨拶をする。すると「可愛い犬で
すね、私も去年まで犬を飼っていたんですよ」と、自然に会話が生まれる。他人が遠ざかると
犬の引き綱をゆるめて犬に自由散策を楽しんでもらう。条例や看板の警告ではない、自然なマ
ナールールが生まれる瞬間であった。 
 
図 88 犬見川を見る犬 2009.7.15 本山光世子撮影 
 川のほとりは、暑さの中にも風が吹き、人犬ともに爽快な感覚になる（図 88）。 
                                               
377 http://www.youtube.com/watch?v=TrVhcxdXyGE  
 2010 年 10 月 11 日。徳島県と愛媛県の県境の境目トンネルの手前 愛媛県側の七田というところから、66 番札所 
雲辺寺への一番古い遍路道 曼陀峠遍路道へ朝早く入ったところ、一匹の犬に出会う。人懐っこいので最初近くの飼
い犬かと思ったが、首輪をしてなかったので野良犬とわかったんだけど、この犬がずっと雲辺寺まで、後になり先に
なりして道案内してくれた。崩れかかってるところも結構あったんだけど、「大丈夫だよ！」と言わんばかりに何度
も後戻りして先導してくれた。おかげで一度も地図を見ることもなく、雲辺寺にたどりつくことができた。その距離
約 10km、時間にして 4 時間半余り。私たちが本堂でおまいりしている間に、ロープウエイで上がってきた参拝客に
追い払われたみたいで本堂から降りてきたときにはもういなかった。あの「のら」は 10km の道を無事帰れただろう
か？ 飴しか持ってなくてそれしかやらなかったんで、少し悔いは残る。きっと、あれは弘法大師のお使いだったの
かもしれない。」とある。 
http://www.youtube.com/watch?v=POWx5CHOULM  
 2013/06/30 
徳島県の三嶺です。名頃の駐車場付近で飼われていると思われるシロ。頂上に着いてからしばらくして
現れた時はびっくりしました。毎年行く予定なのでまた会えるのを楽しみにしています。今度は一緒に
登ってみようかな。 
  
など 10 件の案内犬の記録がある。 
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5) 福本枚夫長者屋敷跡 
犬寺で登場してきた枚夫長者の屋敷跡とされている
（  
図 89）。神社は福本の福山集落に入口にある現在は稲荷の祠と共に森﨑大神が祀られていた。
鳥居から神社を眺めるとその奥に高くそびえる山がある。そこには犬の供養塔とされる宝篋印
塔と五輪塔がある378。また、谷を３つ隔てたところ、枚夫長者屋敷跡のちょうど真北に播州犬
寺法楽寺が位置している。 
周囲はなだらかに山へと続く道である。犬を連れて周囲を散策してみる。小川が流れ、田畑
が広がっており、人もほとんど歩いていない。散策した時には車の通りもなかった。ゆえに 2
リードを引き締めることもなくのんびり散策することができた。犬は臭いを嗅ぎながら興味深
げに歩いていた。 
 
                                               
378 「ひょうご伝説紀行」兵庫県歴史博物館 
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図 89 福本枚夫長者屋敷跡 2014 年 2 月 17 日 筆者撮影 
 
6) 犬飼神明神社 
市川沿いから山に向かって歩くと、山の中腹に広い境内が見えてくる（図 90）。ここ犬飼神
明神社には、犬寺とは違った伝説がある。昔、年に一度の氏神の祭りに、神への人身御供の風
習があった。村人が悲しんでいると、伊勢神宮の教えを広めるために、芝左太夫という男が毛
並みのよい犬をお供にやってきた。左太夫は村人に頼まれ愛犬とともに社殿の中に隠れて様子
をうかがうと、深夜、大ザルがやってきて襲われそうになった。愛犬は大猿と激しく戦い、左
太夫を救った。猿は狸に姿を変え、山に逃げていった。その後、人身御供の習慣はなくなった
という。 
長野のメッケ犬、竹箆太郎など、伊勢神宮の教えを伝える者が犬とともにやってきて猿を倒
すといった同じような逸話が全国各地に残っている。 
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図 90 犬飼神明神社 2013 年 12 月 19 日 筆者撮影 
 
7) 姫路市動物管理センター動物供養塔 
姫路市を流れる市川沿いに姫路市動物管理センターがある。犬が殺処分される場所というイ
メージが強いが、動物愛護管理法が施行され、現在では犬の殺処分数をできるだけ減らし、新
しい飼い主を探して命を繋ぐという使命を持っている。譲渡犬の世話をするボランティアが働
き、子犬の世話をする職員の姿にこれからの動物愛護を考えさせられる。動物供養塔への花束
が絶えない。 
 
8) 姫路市広畑区才の犬塚 
神戸新聞379に掲載記事がある。 
その碑は、かつて姫路と室津を結んだ「室（むろ）の道」の途中に建ち、そばには地蔵
が祭られていた。言い伝えによると、昔、才地区の西に書写山円教寺の別院・慶雲山満乗
寺があり、一匹の犬が円教寺との間で手紙を運んだ380、と。やがて犬は死に、哀れんだ人々
が田んぼに葬り、犬塚を建てたという。その縁あってか、才の人々は今も、毎年一月十八
日に行われる円教寺の修正会（しゅしょうえ）（書写の鬼追い）にもち米を奉納し、特別席
での観覧を許されている。 
姫路市広畑区の廣田早苗は「人間と助け合ってきた犬の存在を、多くの人に知ってほし
い」と話す。姫路の町中にあるその塚とほこらは、その小さな一角だけ時代を超越してそ
こにあり続けているようだ。 
 
                                               
379 神戸新聞姫路、西播磨版 2008.1.11 
380 飾磨郡教育会編（1983）「第 22 章 八幡村」『兵庫県飾磨郡誌』復刻版 名著出版 p.418 
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また、現在専修寺に祀られている石地蔵がその本尊とも言われている381。 
 
図 91 老犬の長寿を願い犬塚に参る飼い主 2014 年 2 月 5 日筆者撮影 
 
実際に広畑区才の犬塚を調査した（図 91）。調査に愛犬を連れて同行した大畑奈緒美は、「愛
犬の『お嬢』は書写山を手紙をもって運んだ犬のように賢いの。私が溝にはまって倒れた時も
家の人に知らせに行ったのよ。ありがたかった。」と話し、さらに「この地蔵を建立した黒岩
さんも長生きしたようだ。私の愛犬もあやかって長生きしてもらいたい」と語った。犬塚の隣
にある地蔵は 1986 昭和 61）年、当時犬塚の東隣に住んでいた黒岩一雄が、80 歳を迎えるに
当たり、長寿にあやかった記念に建立したものである。書写山を改ざんされた円空上人の愛犬
の冥福を祈る言葉と共に地蔵堂脇に記述が残されていた。 
 
飼い主の体力は個人差が大きいが、犬遍路はどのように活用すればよいのか。特に今後中高
年が犬を飼う場合が多くなると予想されるので382、体力的なことを考え、様々なパターンで犬
遍路を行うことができる。小型犬から大型犬まで、様々な犬の体力にも配慮し、人も犬も体力
に合わせてコースを調節する。実践した実際のコース例を以下に示す。 
 
第 1 回目 1 日コース（参加人数 4 人、4 頭） 
播州犬寺法楽寺→長谷の清水寺→長谷の犬塚→犬見川と犬見橋 
                                               
381広畑区才の犬塚横に建てられた姫路市教育委員会の看板による。 
382老後のパートナーとしてのペットの重要性が増す 39.8％  内閣府 2000 年「少子高齢化や核家族化の進展とペッ
ト飼育」『動物愛護に関する世論調査』   
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途中で犬寺もなかがある。おみやげに喜ばれる。犬の絵柄、特産品のあんこで作ってあり、
非常に美味しい。 
第 2 回目 半日コース（参加人数 2 人、3 頭） 
福本枚夫長者屋敷跡→ヨーデルの森 
調査当時（2009）は犬連れで入ることができた。犬入園料は 200 円であった。犬が入る権
利を認めていたが、現在は不明である。 
 
第 3 回目 半日コースまたは 1 日コース（参加人数 2 人、4 頭） 
広畑区才の犬塚→書写山円教寺 
才の犬塚の犬が往来した道をたどるコースである。書写山下の駐車場から頂上まで犬と登
れば、健脚な人と犬ならば 2 時間程度のハイキングを楽しむことができる。手軽に行きたい
場合は、書写山へと続くロープウエイは、ケージに入るというルールを守れば犬も乗ること
ができる。ケージの利用は犬の立場からしても、慣れている自分のケージに入って特殊な環
境を移動することは、安心できる方法である(図 92)。 
 
 
図 92 ケージ使用で姫路書写山ロープウエイに乗る 2008 年 11 月 26 日 筆者撮影 
 
第 4 回目 半日コース （参加人数 3 人、4 頭） 
犬飼神明神社→市川散策→姫路市動物管理センター犬の供養塔。 
 広くゆったりした神明神社境内、同じく姫路市動物管理センター脇の市川も広々としてい
てゆっくり散歩が楽しめる。動物管理センターにある供養塔見学は、収容犬、検疫の配慮か
ら人のみの参加が望まれるマナーである。 
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参加者からは、「犬飼神社の逸話のときでも、動物管理センターの現状からも、人の都合で
命を落としてしまう犬がいることのつらさを感じた。また、自分の犬だけでも、命を全うす
るまで一緒にいたいという気持ちになった」という証言があった。 
 
以上のコースを紹介したところ、友人とともに遍路を現在でも続けている人がいる383。 
 
3.3. 犬遍路の効果 
「播州犬遍路」の実験から、そこを飼い主と犬とが巡ることで得られる効果について検証を
まとめる。参加した飼い主からは、以下の証言を得ることができた。 
 
1) 共生空間醸成効果 
 参加者からは、「ドッグランやドッグカフェが新しくできたと聞けばすぐに行って体験するほ
どこんなに犬が好きなのに、播州犬寺の存在も知らなければ、犬塚というものがあることすら
知らなかった。日本にも昔ながらの人と犬との生活があり、物語があったことに興味を持った。
さらに、こんなに家の近所でこのような場所が存在したことは驚きであった。」という証言が得
られた。 
播州犬遍路周辺では、実際に猿による獣害があり、犬飼神明神社の逸話通り犬を連れて歩く
ことで猿追いの効果がある。つまり、犬を連れて歩くことにより犬の他の動物を察知するとい
う行動が人にとって頼りがいのある行動であることが体感できた。 
また、道に迷いそうになったとき、自分たちが乗ってきた自動車のある駐車場に導いてくれて
助かった経験も話題に出た。 
以上の証言により、飼い主と犬とが「犬遍路」という共通体験を通して、より絆が深まり、
仲間としてともに行動するという感性が醸成されたことが検証された。 
 
2) 自然回帰効果 
 新奇なものに興味を持ち、臭いを嗅ぎながら、里山をゆっくり歩き回ることにより、人と犬
の両方が、都会の窮屈な空間から解き放たれ本来の姿を取り戻すことができる。 
狩りでの協働の疑似体験のごとく、山林、川べりを一緒に歩く。すると、いろんな臭いに犬が
反応して都会の散歩とは異なって生き生きした表情が見て取れた。飼い主は臭いを嗅ぐ犬の生
き生きした表情をみることで、野生の生き物の生息を想像していた。 
 
3) 共生空間家庭内持続効果 
 遍路の時間の長短に関わらず、遍路からの帰宅後数日は犬が落ち着いている様子が見て取れ
たという。少しの音に対しても敏感な犬でよく吠えていた犬が次の日はおとなしく吠えずにい
たという証言もあった。遍路中に犬が本来的習性を発揮すると、飼い主とペット犬の双方が、
帰宅後も持続して精神的に安定して過ごすことができ、それによって良好な共生空間を家庭内
に展開することが可能になる。 
つまり、犬遍路方策を実施することで、帰宅後も心地よい共生空間が出現することが検証さ
れたのである。 
 
4) 対地域効果 
                                               
383 2008 年から 2013 年 11 月 30 日現在筆者が把握している播州犬遍路参加延べ人数は、28 名、30 頭である。 
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上記の効果により、人と犬とが安定した生活を営むようになると、地域住民から、温かなま
なざしで見守られるようになると同時に、犬遍路に組み込まれたマナー習得の仕掛けにより、
地域住民に対して配慮することができるようになる（図 93）。 
 
播州犬寺、犬塚といった、犬にまつわる神聖な場所で飼い主が手を合わせ、敬虔で清々しい
気持ちになり祈るときには、犬も飼い主の姿に反応し、落ち着いて座った。いつもやんちゃな
犬が、飼い主の想像以上に「お利口」に振舞えたという証言を得た。神聖な場所では、自主的
にマナーに配慮したくなる気持ちが高まり、神聖な場所だからこそ犬の排泄場所には気を遣う
飼い主の姿があった。 
また、犬遍路の最中は犬好きであろう人々から声をかけられ、交流した。 
 
 
図 93 犬好きの人に声をかけられ、ペット談義に話が弾む 2008 年 11 月 26 日筆者撮影 
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現代の人とペット犬との共生の為の方策は、人の社会に合わせるように犬の行動を管理・修
正する「ドッグトレーニング」方策であったが、ここでは、新方策として、伝統的な人・犬関
係を使って、人と犬とが仲間であり、生きるものとして同等に扱うという日本人の犬観を有効
に活用しながら人犬双方の振舞を引き出す共生方策「犬遍路」がここに検証された（図 94）。 
 
3.4．犬遍路の考察 
日常生活の場から離れ、犬連れでリフレッシュすることを考えている飼い主はどのくらいい
るのであろうか。極端な例では、小型犬を中心に、散歩をしないという飼い主がいる384。犬が
小型化し、マンションの一室でなんら外部との接触もない状態でいることは、虐待といっても
過言ではない。また、外部との接触が極端に少ない犬に問題行動が発生する割合が高いことは
当然の結果である。マンション暮らしの割合が多い神戸では、リフレッシュのためにせめて週
末は郊外にでかけるという人も多いだろう。 
散歩の意義に関しての文献385を集め、考察したところ、人が犬と散歩するときの効果につい
ては、単なる人のみの散歩に比べて、生理的には身体機能の維持向上に役立ち、病後の生存率
が高くなるなどの効果がある。心理的には、副交感神経が優位に作用するとして、ペットが高
齢化社会の一端を担っているとまで言われている386。犬を飼ったら散歩をするのが常識とされ
ているものの、散歩に対する犬の効果を解明した文献は少ない。少ない中でも、犬の肥満解消
の研究387、常同行動の予防388、犬の人間社会への慣れを促進させる効果、などの記載があるも
のの、共生空間での効果について論じたものはほとんど見当たらなかった。詳しくは＜
Appendix No.4＞散歩についての文献調査をご覧いただきたい。 
                                               
384 神戸市動物管理センター電話相談集計（序論を参照）では、８％の飼い主が散歩の習慣がないと回答している。 
385 ＜Appendix No.4＞散歩についての文献調査 
386 本岡雅彦他（2007）「自律神経系から見たペットの効果」『ヒトと動物の関係学会誌 No.19』pp.87-91 
387 大石武士（2004）「ドッグオーナーの犬の肥満に関する意識」『近畿大学農学部紀要 37』pp.17-22 
388 ブルース・フォーグル(2007) 奥山幸子, 新妻昭夫(翻訳)「犬として生きる」『新版あなたのイヌがわかる本』ダイ
ヤモンド社 p.114 
©Keiko Nakatsuka 2010 
図 94 犬連れ参加者の認識 筆者作成 
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2009 年、筆者が犬を連れてのドライブに関する全国的な調査389を行ったところ、以下の通
りの結果を得た。 
この調査によれば、41%の飼い主が毎週もしくはそれ以上、犬連れでドライブをしている。
月に 1 回～3 回以上する飼い主を含めると 86%の飼い主が犬連れでドライブをしている。この
ように多くの飼い主が、月 1 回以上犬を連れて家から離れていることが分かる（図 95）。 
［1］犬連れドライブの利用回数
月に1～3回
ほど
44.9%
毎週
もしくは、
それ以上
40.9%
年に1回
ほど
1.3%
年に2～3回
ほど
13.0%
 
図 95 犬連れドライブの利用回数 
（筆者企画のペピイ通信販売事業部犬連れドライブアンケートから筆者作成） 
ドライブの行き先としては、動物病院への通院が 22%、ペットショップ、ペット美容室、ペ
ットホテルのための利用が 18%と、実生活のために使用している場合は 40%に達している。こ
れに対して、人と犬とがともに楽しむ行き先としては、ドッグラン・公園・広場への利用が 23%、
海や川、雪遊びなどの自然とふれあうアウトドア派は、9%の利用に留まっている。この他にも、
小型犬をペットショップなどの買い物に連れて行く傾向が高めであり、大型犬を飼っていても
アウトドア支持は低めであるという傾向があった（図 96）。 
                                               
389 「犬連れドライブアンケート」 
 調査期間 2009 年 6 月 28 日～2009 年 7 月 12 日  
 調査者 中塚圭子  
調査協力（株）新日本カレンダー ペピイ通信販売事業部 
 方法：インターネットを利用したアンケート調査 
 対象地域：全国 
 回答数：2660 件（調査対象数･･･40391 件：メルマガ「ペピイメールマガジン」ウェブ会員） 
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［2］犬連れドライブの行程、目的　※複数回答可
帰省、観光、家
族旅行
17%
ドッグラン、
公園、広場
23%
通院
22%
ペットショップで
お買物、
ペット美容、
ペットホテル
18%
海、川、
雪遊び
9%
知人宅
訪問
6%
その他
5%
 
図 96 犬連れドライブの行き先、目的 ※複数回答可 
（筆者企画のペピイ通信販売事業部犬連れドライブアンケートから筆者作成） 
  
飼い主は犬を連れて外出することは多いが、人も犬も双方がともに楽しめてリフレッシュで
きる場は必ずしも多いとは言えない。そのため、そうした場の提供が求められる。  
現在、犬と一緒に日常を離れてリフレッシュする場としては、ドッグラン、ドッグカフェな
ど犬連れで入ることのできる商業施設、各種ドッグスポーツ390会場といったものが挙げられる。
特にドッグランについては、飼い主の、犬を引き綱から自由に放して遊ばせたいという要望か
ら、全国的に施設が設けられるようになった。 
人と犬との活動量から、各施設を比較してみると、以下の図のようになる（図 97）。 
ドッグランは人の活動量はそれほどない。また、人と犬との関わり合いの面から言えば、ド
ッグランではボールやおもちゃの使用を禁止しているので、人と一緒にできることはあまりな
い。若い犬は犬同士で遊ぶので活動量は多いが、人は動いている犬を見て楽しんでいる程度で
ある。また、成犬、老犬を中心に、ドッグランの敷地内では 20 分ほど臭いを嗅ぎ、あたりを
うろうろしてから、あとはどれだけ長い時間その場所にいたとしても静かに飼い主の横で動か
ない犬も多い。 
2001 年 3 月～5 月に、期間限定ではあったが神戸でも日本でいち早く公設民営ドッグランが
開催され、現在でも形を変えつつ継続されている391。神戸市でのドッグランに見られたように、
これらの施設の一部では392、飼い主自身がマナーについて議論し合いながら施設運営をし、マ
ナー向上の効果を上げている。しかし、神戸の公設民営ドッグランが運営の難しさから常設会
                                               
390 犬の障害物レースであるアジリティ、犬のディスク（フリスビー）競技、訓練競技会、ドッグショー、 
 昨今ではドッグダンスなどもある。 
391 ＮＰＯ法人 Knots らによる「ドッグラン２１」  
 http://www.knots.or.jp/project/dogrun/dogrun21/dogrun21.htm 
392 代表される施設として 2004 年 3 月 26 日に全国初の「公設民営」のあおばドッグランが挙げられる。 
 http://www.dogrun.net/index.html（2009 年 12 月 15 日取得） 
152 
 
場に至らなかったのと同様、自主運営の難しさから行き詰った団体、会員数が伸びない団体な
ど、問題を抱えているドッグランが多い。 
まず、費用の問題を述べる。施設建築のためにも費用がかかるが、管理運営にかかる費用も
大きい。神戸市にあった期間限定ドッグランは場所を点々と移動し、現在、犬のイべント主体
の会場へと変わってしまったのが実情である。東京にある日本初の公設民営あおばドッグラン
も、場所の提供企業探しに苦労している。 
また、知らない犬が多数集まるドッグランでは、人や犬の事故を防ぐための管理は非常に大
変である。そのため監視人を常駐させればさらに費用がかかる。私営ドッグランの中には事故
防止のための監視人が常駐していないところもある。道路公団が高速道路のサービスエリア内
に作られたドッグランはドライブの休憩場所として利用者から非常に喜ばれている。しかし、
ここにも監視人はいない。飼い主の自己管理に委ねているが、どれだけ管理できるかは疑問で
ある。成犬の場合、このような囲まれた場所では、人が犬を管理しなければ所有物や場所をめ
ぐって争いを始めることもある。 
犬同士が遊ぶことでエネルギーを発散でき、社会化促進に役に立ったり、犬たちが遊んでい
る姿を見て飼い主が癒されるなどの一面もある。しかし、上手に他犬と遊べない犬や、犬同士
の咬傷事故などのリスクの方が大きい。犬専用の場所では、犬の行動を良く理解している飼い
主ほど犬の管理に疲れてリラックスできないというのが犬のしつけ方の専門家である筆者の実
感である。 
ドッグカフェ、犬連れペンション、ペットショップといった犬連れで入ることのできる商業
施設では、人はある程度楽しんだり活動したりするのであるが、犬そのものの楽しみや運動と
いった活動量はあまりない。 
アジリティ、ディスク競技、ドッグダンスといったドッグスポーツは、人も犬も双方の関わ
り合いが深くあり、活動量も相当ある。しかし、技術の習得や専用施設が必要なことから、一
般的ではない。 
 
図 97 犬の利用施設と活動量関係図 筆者作成 
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「ドッグカフェ」や「ドッグラン」といった犬専用の場は、人と犬が社会性を学ぶ、言わば
学校となりうる場所であるべきである。初心者の飼い主や、子犬期を過ぎた若犬にとって必要
だ。成犬となり、これから一般社会の中でマナーを守りながら犬とともにバランス良く生活を
豊かなものにしていく文化が必要となってくる。しかし実情は、実社会には通用しない犬仲間
の小さなルールの中で、飼い主は満足してしまっている。さらに、犬仲間だけなので、何をや
っても許されると犬から目を離してしまい、事故が起きることもしばしば報告されている。た
とえ監視のために管理者がいて円滑に運営されていても、飼い主の中だけの合意形成では限界
がある。実生活で直面する様々な人々との関わり方を希薄にする。社会全体の中でバランスの
取れた自然な振舞いを考える機会をかえって失っていく可能性も考えられる。 
公設ドッグランと犬遍路とを比較考察してみた（表 5）。 
犬遍路は、人とペット犬とが一緒に里山の自然に触れることができ、行程が自由に決められ
るので、飼い主の年齢も犬種も犬の年齢も問わないことから、厚い層に支持される可能性があ
る。既存の施設を使用するので新しく施設を建設する費用がかからず、管理のために新しく人
を雇う必要もない。また、遍路する場所が多いので利用者が飽きることはない。、参加者の自主
性自己責任に任せる部分が大きいので、施設を汚さない配慮や注意を喚起する方策とることで、
ルールやマナーを学ぶことにもつながる。 
また、いつもと違った場所の自然の野山の臭いや他動物の痕跡を嗅ぐことは犬にとって刺激
的である。それらの臭いを嗅ぐことで、いつもは恐がりで大人しい犬や老犬をも元気にさせる。
起伏に富んだ地形を歩き、森林浴効果で飼い主もリフレッシュすることができる。 
文化遺産の神性に触れ、歴史的遺物の観光により、伝統的な人・犬関係を伝承することがで
きる。その過程で、自然を守ろうとする感性や、日本の伝統的な犬観の感性をも醸成すること
ができる。人と犬とが一つの群れとして行動をともにすることで、犬に号令をかけるのではな
く、人と犬とが互いにその場に応じた振舞いを身に着けることができるのである。 
つまり、昔ながらの人と犬との関わりを思い起こし、バランスの取れた関係を再認識するの
である。 
 
表 5 公設ドッグランと既存の施設を利用する犬遍路との比較 筆者作成 
 公設ドッグラン 犬遍路 
費用 ドッグラン専用施設が必要 既存の施設を使用 
利用回数 いつも同じ場所だと飽きる可
能性がある 
場所が多いので飽きにくい 
管理方法 ・ 利用者内での合意形成 
・ 管理者がいれば管理がゆき
とどく 
・ 犬が一定の場所に集中する
ことによる攻撃性の管理が
必要になる 
 
・ 各施設管理者が管理 
・ 参加者の自主性自己責任に任せ
る部分が大きいので、スタンプラ
リーなどで施設を汚さない配慮
や注意を喚起する必要がある。 
・ 犬同士の攻撃性のための管理は
繋がれているので比較的容易 
人の利用利点 遊んでいる犬を眺める楽しさ 
 
 
・ 文化的、歴史的遺物の観光 
・ 里山の自然に触れる自然の中で
の犬の新たな姿に出会う 
・ 文化遺産の神性に触れ、歴史的建
物、自然を守ろうとする感性を醸
154 
 
成させる 
・ 昔ながらの人と犬との関わりを
思い起こし、バランスの取れた関
係を再認識する 
楽しめる犬 若い犬 年齢を問わない 
利用できない犬 子犬・顕著な問題のある犬 子犬・顕著な問題のある犬 
犬の利点 ・他犬と遊ぶ 
・敷地内の臭いを嗅ぐ 
・ 他動物の痕跡を嗅ぐ 
・ 起伏に富んだ地形を歩く 
・ 人と群れとして行動をともにす
る。その結果、人の神聖な振舞い
に乗じて犬もまた居住まいを正
す 
 
実施に当たって、車に乗ることを特に嫌がる犬の場合や、行き先で他人に飛びつく、吠える
などの迷惑行為を行ってしまうおそれがある場合は、無理せずにまずその問題の軽減を課題と
するべきであろう。 
また、遍路道にやってくる利用者数も課題である。万一、多くの犬が集中することになれば、
監視者を置くなど、管理の必要性も出てくることが課題となろう。地元の人、旅行者同士、他
犬との交流にはマナーが重要となるが、今回実証実験を行った播州犬遍路では、家庭犬しつけ
インストラクターである筆者が、しつけ教室の啓発活動の一環と位置づけて、レクチャーを行
ってから出発した。 
犬遍路の最大の利点は、現地で感じた意識を生活地へ持ち帰り、日常生活の中でその意識が
ある程度持続することが期待されるということである。期待される点は 2 点ある。ひとつは「愛
護の精神」であり、もうひとつは「環境を守る」である。 
室内にこもり、散歩をせず人も犬も社会の中で「いけるもの」であることを忘れがちな現代
であるが、里山の自然に触れ、「いけるもの」という感覚を思い起こすことで、そこから自然の
摂理とのバランスのとれた生活、精神、つまり自然の一部であるという感性が醸成されると考
えることができる。序論で、現代では犬をファッションや自分を癒すための道具として「ぬい
ぐるみ飼い」「かごの鳥飼い」する傾向がみられることを述べた。森林や野草の臭いを夢中で嗅
いでいる犬は、本来の犬らしい犬の姿であり、小型犬であっても野生の部分が蘇る。犬を人の
社会に閉じ込めることなく、本来の犬の姿を大切にしつつ共生する感性の持ち帰りが期待され
る。本来の犬の姿を認める飼い方が、犬の問題行動解消の一助となる。 
また、犬塚に見られたように、村人に可愛がられた犬の説話は、時を越えて現在にまで愛護
の精神を伝えている。 
飼い主のマナーが問われている昨今である。具体的には、犬の排泄物を持ち帰ることや、建
物や公道を汚さないように注意すること、自分の犬が他人に迷惑をかけていないか、周囲の状
況を把握することなどがマナーとして問われている。マナーを守るためには循環・輪廻という
思想を取り入れることが重要だと考える。岡田真美子（2006 年）は循環・輪廻という思想が今
日的環境哲学として意味を持つことを示した393。循環・輪廻思想には、業思想、因果応報説、
転生説が含まれているという394。 
                                               
393 岡田真美子（2006）「環境のための哲学」『環境と宗教』環境新聞社 p.97 
394 前掲書、p.96 
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中でも因果応報説は、マナー問題と密接な関係があると考えることができる。環境思想とし
ての因果応報説についてもまた、岡田はこう述べている。 
 
  自らの現在の姿は自らの過去の行いの結果であると自己責任を自覚すると同時に、今自
分がここでする行いは、ここで完結しておしまいになることではなく、時空を越えてさま
ざまな環境世界の存在に影響を与えるのだという他に対する責任をも自覚させるものが環
境思想としての因果応報説や輪廻説である。 
 
犬遍路を提案することは、飼い主の行い次第では里山から締め出される危険性も含まれてい
る。例えば建物被害により、犬の散歩を禁止した京都・金戒光明寺の例395に示されるように、
自己の責任を自覚しなければ、未来の飼い主にさえ影響を与えるのだという自覚が必要となる。
パンフレット等でこの点は十分注意を喚起するが、同時に、犬遍路は、たとえ人がやらなくと
も自分はマナーを守っていくのだという心構えを感じ取っていく場と位置づける。そして「私
はマナーを守るのだ」という哲学は、日常生活に戻っても持ち続けると考えられる。 
既存の歴史的建造物を利用して、上記の要素を満たす地域を調査した（図 98）。例えば宮崎
県の場合、「白鬚神社」、島津家の狆、「福」の墓、「黒坂観音堂の犬板碑396（図 99）」熊からヒ
コホホデミノミコトを守った犬を祀る「三弓堂」、などがあり、「日向犬遍路」が展開される可
能性がある。   
このように日本各地には、犬にまつわる伝説が多数存在する。よって、全国各地での「犬遍
路」展開ができ、全国で伝統的人犬関係が継承されると推察される。その結果、他地域でも犬
遍路エリア構想は成り立つと考えられる。 
 
 
図 98 宮崎県での犬遍路エリア構想 
 
                                               
395 2007 年 12 月 30 日 京都新聞  
396 宮崎県清武町木原 6329-1「黒坂観音堂」内、山内石塔群の中にある。 
←宮崎県の犬伝説 
 ・白鬚神社 
 ・島津家の狆「福」の墓 
 ・三弓堂 
 ・黒坂観音堂の犬板碑 
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図 99 黒坂観音堂の犬板碑 2011 年 12 月 11 日 筆者撮影 
 
 
3.5 小結 
秋田湯沢及び高畠の 2 地域に人犬共生の感性が現存することを見いだした上で、第 3章では、
この共生感性が祭りのときだけの一時的なものに終わらず、他の空間においても、持続して現
出するための方策を考案した。それが「犬遍路」である。「犬遍路」とは、犬に関連した神聖な
場所を、飼い主とペット犬とが一緒に巡るものを言い、これを実施することによって、人と犬
が伝統的人・犬関係を体験することが可能になる。 
ついで「犬遍路」の検証として姫路近辺に存在する犬関連聖地を結ぶ「播州犬遍路」を設定し
実地踏査を行った。参加した飼い主の証言などから「犬遍路」の効果として以下の４点を挙げ
ることができる。 
1) 共生空間醸成効果 
 伝統的人・犬関係の知識を得るとともに、共生感性を醸成することができる。 
2) 自然回帰効果 
  新奇なものに興味を持ち、臭いを嗅ぎながら、里山をゆっくり歩き回ることにより、人と
犬の両方が、都会の窮屈な空間から解き放たれ本来の姿を取り戻すことができる。 
3)  共生空間家庭内持続効果 
  遍路中に犬が本来的習性を発揮すると、飼い主とペット犬の双方が、帰宅後も持続して精
神的に安定して過ごすことができ、それによって良好な共生空間を家庭内に展開すること
が可能になる。 
4) 対地域効果 
 
上記の効果により、人と犬とが安定した生活を営むようになると、地域住民から、温かなま
なざしで見守られるようになると同時に、犬遍路に組み込まれたマナー習得の仕掛けにより、
地域住民に対して配慮することができるようになる。 
157 
 
＜第 3章 引用文献一覧＞ 
中村和久(2004)『巡礼・遍路がわかる事典』日本実業出版社 pp.10-11、p.190 
神戸新聞姫路、西播磨版 2008.1.11「姫路市広畑区才の犬塚」 
飾磨郡教育会編(1983)「第 22 章 八幡村」『兵庫県飾磨郡誌』復刻版 名著出版 p.418 
本岡雅彦他(2007)「自律神経系から見たペットの効果」『ヒトと動物の関係学会誌 No.19』
pp.87-91 
大石武士(2004)「ドッグオーナーの犬の肥満に関する意識」『近畿大学農学部紀要 37』pp.17-22 
ブルース・フォーグル(2007) 奥山幸子, 新妻昭夫(翻訳)「犬として生きる」『新版あなたのイヌ
がわかる本』ダイヤモンド社 p.114 
岡田真美子(2006)「環境のための哲学」『環境と宗教』環境新聞社 pp.96-97 
2007 年 12 月 30 日 京都新聞 「犬の散歩を禁止 京都・金戒光明寺」 
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第 4章 犬猫ペット安らぎの郷構想提言 
最後に筆者は、これら高畠における人・犬関係についての空間の履歴調査の結果を地域にフ
ィードバックし、実際に高畠町高安地区に対して、「犬宮由来記」関連の代表的な 12 か所聖地
をめぐる「高畠犬猫
い ぬ ね こ
1 2
ワンニャン
遍路」を提案した。これに対して、高畠町から、「犬猫ペット安らぎ
の郷構想」が持ち上るという成果を得た。 
筆者は、岡田真美子とともに小林利裕397（図 101）の準備のもと 4 年にわたり、山形県東置
賜郡高畠町のペット共生の地域づくりを観察し、フィールドワークと文献調査を行ってきた。 
まず、2010 年、地元住民と全国のペット愛好者の両方に支持されてきた同町高安地区の「全国
ペット供養祭」をフィールドワークし、合わせて同町の空間の履歴を調査した。 
次にこの地に写本の形で伝承されてきた『犬宮猫宮由来記』・『髙安犬猫変幻記』の系統分析を
行った。これらを元に、高畠町観光協会と地域住民に対し、それまでの研究成果のフィードバ
ックとして「犬猫ペット安らぎの郷」づくりの提言を行った（2012/3/17;11/14 アクションリサ
ーチ）。 
 
4.1. 「空間履歴力」の評価 
高安地区にペット産業をという構想は、実は 20 年前にも画策されたものであった。一般社
団法人高畠町観光協会の加藤博理事長（図 100）によると、同氏が高畠青年会議所時代にこれ
を提案したが、地区住民たちには警戒されて受け入れられなかったという。 
地域のための産業創成、まちづくりであると地域住民達に了解してもらうためには、それが
地域に根ざした「風土産業」398であることを納得してもらうことが先決である。そのために有
効な方策は、地域の人たちも知らない「空間の履歴」を提示することである。 
風土性（地形、生態系等自然環境に加え、社会環境や文化など）や歴史的事、伝承を丹念に
拾って、創出しようとしている産業の礎がその地域にあるのだということを住民に示すことが
できれば、必ず共感を得られる。 
例えば、高畠町についていえば、犬の宮の 4km 北方に日向洞穴という縄文草創期の層を最
下層にもつ遺跡がある。この遺跡から、ニホンオオカミ、ニホンイヌ、ノネコの骨が出土して
いる399ことから、この地は、縄文の昔から犬や猫の先祖と関わりがあったことが分かる。しか
し、この洞窟は、昔は「鬼の岩屋」と呼ばれ禁足地であったせいか、意外にそんなことは地元
でも知られていない。 
この古くからの犬猫と高畠町の先祖の関わりや、犬の宮猫の宮が併置してそれぞれの由来記
を残す地域は全国にも他にない、というような空間の履歴などを 2012 年 11 月 14 日のフォー
ラムで住民に伝えたところ、アンケートにも住民たちの明確な反応が反映されていて、「高畠町
は犬猫が眠る郷としてふさわしい」との理解が生まれたことがわかった。 
このように空間の履歴を深く研究して示すという感性哲学的な手法によれば、地域住民の間
に、研究への信頼感を醸成できることが確かめられた。このような例は他地域にもある。例え
ば、（独）日本科学技術振興機構（JST）RISTEX の社会技術研究開発事業研究開発プログラム
「地域に根ざした脱温暖化・環境共生社会」（領域総括 堀尾正靱東京農工大学名誉教授）研究
開発プロジェクト「I/U ターンの促進と産業創生のための地域の全員参加による仕組みの開発」
（研究代表島谷幸宏九州大学工学研究院教授）においても、フィールドである宮崎県西臼杵郡
                                               
397 一般社団法人高畠町観光協会係長 
398 戸田善規(2010)「「風土産業」に夢を見る」『町村週報 第 2730 号（平成 22 年 8 月 23 日）』p.11 
399 加藤 稔 1967「山形県日向洞穴における縄文時代初頭の文化」『柏倉亮吉教授還暦記念論文集 山形県の考古と
歴史』山形史学研究 5／6 pp.27-47） 
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五ヶ瀬町で、伝統芸能や生活暦調査を通じて醸成された空間履歴力によって、住民の信頼を得
ることができることが証明されている400。 
 
4.2．高畠町犬猫ペット安らぎの郷構想までの経緯 
高畠町にペット供養祭の調査を報告したところ、町おこしとして犬猫ペット安らぎの郷構想
が立ち上がった。犬猫ペット安らぎの郷計画については、加藤博理事長らを中心に 20 年前か
らあった。加藤博理事長に計画の経緯をヒアリングした401（表 6）。 
 
 
平成 3 年、加藤が高畠青年会議所理事長となったときに、ペットをテーマとした町おこしを
計画したことがあった。犬猫コンテストやドッグラン建設などの計画が立ち上がった。 
当初は、高安地区入り口に斎場ができ、これ以上ペット霊園ができると高安のイメージが悪
くなると高安地区の人々はペット斎場建設に反対の人が多かった。しかも、ペット供養祭が行
われており、この上ペットでの町おこしに必要を感じていない住民もおり、意見の一致が見ら
れなかった。 
平成 7－8 年には、私設のペット霊園を造る計画があり、それとペットをテーマとした町お
こしとを混同し、ペット霊園のイメージだけが先走ることとなった。 
                                               
400 岡田真美子(2013）感性哲学的地域づくり「感性地元学」―五ヶ瀬町 I/U ターン研究にみる地域入りの作法と地域
見分け」『第８回春季大会論文集』（社）日本感性工学会 
401 ヒアリング場所：〒992-0303  
山形県東置賜郡高畠町大字安久津 174-7（有）高畠納豆本社    
Tel 0238-52-0424 E-Mail tnatto@m3.dewa.or.jp   
時間：2012 年 11 月 15 日 12:00～12:30 
参加者：観光協会理事長 加藤博、観光協会係長 小林利裕 
 
図 101 高畠町観光協会係長 
小林利裕 筆者撮影 
図 100 高畠町観光協会 
理事長 加藤博 筆者撮影 
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平成 9 年、観光協会が東京のエージェント周りをしていたとき、エージェントから、なぜ、
町おこしに犬の宮猫の宮を使わないのか、という進言があった。やはり観光の要にもなりうる
犬の宮、猫の宮の地域おこしが重要であることを再確認したのである。高畠駅に付属する宿泊
施設「フォルクローロ高畠」ができた平成 9 年までは観光協会が直接エージェント周りをやっ
ていたが、山形合同で来て欲しいとのエージェントからの要請があってからは、現在エージェ
ント周りをやっていないという402。 
平成 20 年には、高安の若者会を中心として高安公民館を作るという話が持ち上がった。当
初は 1 階を戸川幸夫記念館にして、2 階を公民館にする計画もあったが、調整できず、公民館
だけが建てられた。 
現在、林照院・清松院のペット土葬は飽和状態になり、高安地区の人々が整備の必要性を痛
感している。また、高畠地区の犬猫の火葬場がないため、犬猫の亡骸はゴミの処理と同等に処
分されている。近隣の米沢・南陽市にはペットの斎場が出来ていることもあり、ペット霊園を
希望する人は多いことが数々の寄り合いで話題になっている。加藤理事長の話では、「なかなか
斎場を造る、造らないということから、話が進まなかったのだが、企業がやって誰かが儲かる
のであったら、もうどこかの企業がやっている。郷づくりをして、地区のための構想を練るの
が目的なのだ、と話したところ、犬の宮猫の宮の両別当が好意的に話を聞いてくれるようにな
った。」ということであった。 
そして、2012 年 3 月 17 日「地域に根ざしたペット産業の確立セミナー」が開催され、ペッ
トをテーマとした町づくりを再考するきっかけの一つとした。2012 年 9 月末に、町長に安ら
ぎの郷の計画とペット斎場のことを話したところ、高畠町の人から、「いつからやるんだ、やろ
う」といった大変好意的な反応があった。それが、この度の「犬猫ペット安らぎの郷実現に向
けて」のセミナーへとつながっている。 
加藤理事長の構想としては、ペット霊園を鈴沼周辺につくり、季節折々の木々を植え、ペッ
トの慰霊の場所として人々に集まってもらいたいという思いがある。イメージ策戦として、堤
のあたり（狢内裡あたり）は蛍がたくさんいるが、そこで、蛍がペットの慰霊をしているとい
うストーリーも考えている。また、ペットのネームプレートを作成し、慰霊のモニュメントを
作る計画をしている。ベルギーの猫祭り、会津東武鉄道の猫の駅長なども参考に調査したいと
考えている。 
犬の宮周辺を掃除してくれるおばあさんがいたのだが、犬の宮のペット供養祭を含めた高安
地区のお祭りの直会の会場であった神保宅で、犬の宮猫の宮中心に町おこしをする計画が持ち
上がった。その際に、ずっと犬の宮猫の宮の清掃をしてくれたボランティアの老女を呼んで、
「ありがとう。おまえもはまって食べてけろ403」と、いわば表彰の場となり、町おこしの話は
さらに盛り上がったという。安藤糀屋の安藤も、一昨年役場を退職した。そこで、高安町おこ
しの案内人になってくれないか、という具体的な構想もあった。 
加藤理事長は、まず、取りかかりとして、観光客を受け入れることができる郷づくりをする
ことが大切であると考えている。伝説を広く後世に残すことの重要性を郷の人に伝え、取り組
みに協力してもらえるようにしたいとの思いがあった。 
具体的には、地元、商工会、行政での組織作りをし、町に答申する。犬猫ペット安らぎの郷
づくりの NPO を立ち上げることも検討中であった。インフラ整備は町で、ランニングは NPO
で行うことを考えている。25 年は基本計画、26 年は用地確保、行政へ、27 年には実施できる
ように整えていくということであった。 
                                               
402 観光協会小林利裕による 
403 あなたも一緒に仲間入りして会食をしてください。 
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表 6 犬猫安らぎの郷までの経緯 筆者作成 
年 町の動き 
1991 
(H3） 
加藤が高畠青年会議所理事長となる。高畠青年会議所でペットをテーマと
した町おこしが計画される 
1995 
(H7) 
綜合地建小島栄一が私設ペット斎場を計画 
1997 
(H9) 
フォルクローロ高畠開業。東京のエージェントに犬の宮を観光にというア
ドバイスをもらう 
2008 
(H20) 
高安公民館の新設計画があり、1 階を戸川幸夫記念館にする計画があった
が、受け入れられず、公民館のみ建設 
2012 
(H24)3/17 
「地域に根ざしたペット産業の確立セミナー」 
7 月 ペット供養祭がある高安地区の祭り直会のときに、神保宅でペットの町お
こしをやろう、との高安住民の声。犬の宮掃除ボランティアのおばあさんが
賞賛される 
9 月末 町長に話したところ町として取り組みを計画 
11/14 「犬猫ペット安らぎの郷実現に向けて」セミナ  ー
 
さらに、昭和縁結び通りにある古川酒店店主古川和夫に昭和縁結び通り商店街の取り組みに
ついて聞き取り調査を行った。 
2001（平成 13）年、町内には全国的にも珍しい「犬の宮」「猫の宮」があるので、この歴史
遺産を共生社会の象徴として捕らえ、町づくりを進めようと地元有志が運営委員会（村上四郎
委員長）を組織して、動物との共生を考える「ポチとタマのふれあい物語り」シンポジウムを
開催した404。 
シンポジウムを開催した折、小学生からデザインを募り（図 102）、それを元に昭和縁結び
通り商店街のシンボルマークを作成した（図 103）。 
 
 
                                               
404 2001（平成 13 年）10 月 18 日（木）山形新聞「心癒すペット」高畠でシンポ動物との共生考える 
図 102 シンボルマークの原画（右）と昭和縁結び通り商店街のシ
ンボルマークをつけたワイン（左）筆者撮影 
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図 103 昭和縁結び通り商店街のシンボルマーク 
 
以上の経緯がある中、フィールドワークと文献調査を踏まえて人とペットの共生空間づくり
の構想を 2012 年 3 月 17 日「地域に根ざしたペット産業の確立セミナー」（厚生労働省主管地
域雇用創造推進事業）と 11 月 14 日同事業の「犬猫ペット安らぎの郷実現講座」（図 105、図 
104）で地域住民へフィードバックとして提案した。安らぎの郷構想には 2 つの柱がある。飼
い主の安らぎとペットの安らぎをめざし、その実現方策として①ペット供養と②犬遍路のシス
テムおよび施設の整備を提案するものである。 
 
 
図 104 高畠へのフィードバック、犬猫安らぎの郷講演の様子 岡田真美子撮影 
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図 105 2011 年 3 月 17 日 第 1 回目 高畠研究のフィードバック時のチラシ 
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4.3. ペット供養に関する提案 
現在は年に 1 度全国ペット供養祭を行っているが、それ以外のときにも亡くなったペットの
供養をすることのできるシステムと施設を整備する。 
すでに高畠町内には万徳院の例がある。この寺院のペット霊園とそこで行われた七回忌法要
を見た。万徳院の開山年代は不詳ながら、東置賜郡誌に、貞享元年（1684 年）高房神社宮殿再
建の折、別当を万徳院に伝えたという記録があるので、となりの高房神社と長らく一体であっ
たことが分かる。 
島津有宏住職によれば、万徳院がペット霊園を始めたのは 1988 年（昭和 63）、ペット供養
祭が始まったのと偶然同じ年である。その経緯は次の通りである。 
寺で飼っていたの飼猫が亡くなり、お墓を作ることにした。知人の米沢の石材店に墓石を依
頼したところ、他にもペットの埋葬を引き受けてもらえないかと持ちかけられた。その後、獣
医師等からの希望もあり、寺院の隣の杉林を切り開いてペット霊園を始めた。 
筆者たちが調査した 2010 年 7 月 24 日（日）には、供花と塔婆を持った親子連れと住職が墓
地に現れ、愛犬マック（ゴールデンレトリバー）の七回忌の法要が開始された。息子は高校生
ぐらいと思われる。読経の流れる中、線香と水を手向けたあと、静かに二人で手を合わせてい
た（図 106）。マックの好物であろうか、せんべいがお供えされていた。きれいに飾られたお
墓の様子や、七年経っても丁寧に法要をすることから、父子にとってこの犬がいつまでも忘れ
られない重要な家族であったことが推察される。 
万徳院のペット霊園は、8 割方が土葬であるため、既に敷地内一杯になっている。今後も増
え続けるペット供養のニーズを考えると、空間の履歴、宗教的環境、地域住民の意識等どれを
取っても申し分のない高安地区にペットの火葬施設と霊園を作ることが最良の解決策であろう。 
 
図 106 万徳院にてマック（ゴールデンレトリバー）の 7 回忌法要 筆者撮影 
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なお、仏教教義としての畜生の供養と日本的生命観、キリスト教霊魂観と動物供養などの問
題については『感性哲学 10』など一連の岡田真美子論文を参照した。 
 
4.4. 高畠
い ぬ ね こ
犬猫１２
わんにゃん
遍路 
第 3 章において、犬遍路は人と犬の両者に安らぎを与えるツールであることが明らかになっ
たので、これを高畠の安らぎの郷づくりに役立てることを提案したのである。 
高畠町は、広域な田園や果樹園が広がり多くの鎮守の森が点在し、四季折々の変化が美しい、
まさに日本の原風景ともいえる自然がある（図 107）。 
 
  
このような空間では、犬は以下の 3 点が満たされる。 
1)  高畠には熊、猿などの市街地では経験することの少ない野生動物がいる。それらの臭いは
犬にとって野性を呼び起こす機会となろう。また、有機農法の土地であるから、土、草木
などの農薬のない自然な臭いを知覚する。 
2) 普段体験している都会の人工物から離れて、里山の適度な湿気や風を感じる。 
3)  犬本来の習性を歪めた過剰な管理と過密な空間から人通りの少ない山間の空間へと解放さ
れる。 
 
さらに、犬遍路で得られた以下の効果が期待される。 
1)  共生空間醸成効果 
図 107 高畠町高安地区： 
日本の原風景とも言える豊富な自然 筆者撮影 
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  犬が害獣を追い、村人たちのために命を落としたという報恩の念を思い越すという伝統的
人・犬関係の知識を得るとともに、共生感性を醸成することができる。 
2) 自然回帰効果 
  前出のように犬が満たされるとともに飼い主もまたゆっくり歩き回ることにより、都会の
窮屈な空間から解き放たれ、本来あるのびのびとした人間らしい感性を取り戻すことがで
きる。 
3)  共生空間家庭内持続効果 
  遍路中に犬が本来的習性を発揮すると、飼い主とペット犬の双方が、帰宅後も持続して精
神的に安定して過ごすことができ、それによって良好な共生空間を家庭内に展開すること
が可能になる。 
4)  対地域効果 
  よそから来た人々の効果を目の当たりにし、高畠町の良さや、本物を大切にする風土、犬
の良さを再認識することができる。また、高畠に点在する犬の宮伝説や高安犬と共に生き
た高畠の歴史を語り継ぐ機会にもなる。先に明らかにした犬遍路効果の他に、高畠町で問
題となっている獣害対策405にも、犬が飼い主とともに町内を巡回することで本来いるべき
山へ熊や猿を留める効果が期待される。 
 
このように、犬遍路に適した地であることから、高畠にある 12 の伝説にまつわる地を調査
し、以下の通り具体的に設定した（図 108）。それを「犬猫 12 遍路」としてイラストマップに
したものが、「春の犬猫 12 遍路マップ（図 109）」と、「秋の犬猫 12 遍路マップ（図 122）」
である。 
 
                                               
405 山形新聞 県内ニュース 社会面「クマ目撃相次ぐ・高畠 わな 1 基仕掛ける」2012 年 07 月 13 日 
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図 108 高畠犬猫 12 遍路御利益一覧表 
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図 109 高畠犬猫 12 遍路マップ 春バージョン 筆者作成 
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1) 安久津八幡神社 
場所：山形県東置賜郡高畠町安久津 2011 
 
図 110 安久津神社 「犬型」の狛犬 筆者撮影 
高畠を代表する神社である。御祭神は品陀和氣命である。狛犬が高安犬を思わせる「犬型」
をしており、大変親しみがある。裏山一帯には、安久津古墳群（鳥居町支郡）十数基が点在し
ている。そのほか、千年松（町指定文化財）奥の院の洞窟などがあり片葉の葦、爺婆石、弘法
清水などの伝説も残っている。町歴史公園の東に位置し、神社西方の山は 5 千本ほどのつつじ
で彩られる。境内の東側には、郷土資料館があり、そこには前出 p.97 の縄文時代の出土品であ
る犬の骨の展示もみられる（図 58）。また、周辺を歴史公園として整備されており、「うきた
む風土記の丘」の中核施設として県立考古資料館がある。 
犬連れで周囲を散策するに適しているが、安久津八幡神社は県指定の文化財であることから
マナーには十分気遣いをすることが重要となる。 
 
2) 蛇壇（旧伊豆神社） 
場所：山形県東置賜郡高畠町小郡山１２７より、北東 へ 15 m (37.999095,140.212145) 
猫の宮が作られた逸話がある。犬の宮の伝説に登場した、三毛犬、四毛犬に倒された貉の血
に触れ、その怨念を継いでしまった蛇が大蛇となる。猫の「玉」をかわいがっていたお婆さん
がその大蛇に襲われそうになったが、「玉」は大蛇を倒してお婆さんを助けた。「玉」が喰いつ
いた蛇が逃げていき、この蛇壇で息絶えたと言われている。 
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昔は伊豆神社と呼ばれ、祭神は彦火々出見尊（ひこほほでみのみこと）であった。伊豆神社
は安久津八幡神社に合祀された406。また、高安地区の住民は一升瓶を片手に小郡山地区の伊豆
神社のお参りに行ったということから、高安地区、小郡山地区との合同祭祀があった407。 
犬連れで行くときには神聖な場所であることを十分認知し、その場に応じた振舞をすること
が重要である。また、こんもりと木々が茂り石がとりまくこの場所は大変変わった感じがする、
いわゆる「パワーを感じる」場所である408。犬がどう反応するのか飼い主にとっては興味がわ
くところである。 
 
 
図 111 蛇壇 筆者撮影 
 
3) 林照院 
場所：山形県東置賜郡高畠町高安 1731 
犬の宮別当であり、宗派は天台宗、御本尊は不動尊である。犬の宮由来記によれば、いつか
らともなく犬の宮に住み着いた修験者が犬の宮の由来記にいたく感動し、また、村の人たちか
らの信頼も厚かったという。「法の林を照らす庵」として林照庵を建てたのが始まりであるとさ
れている409。現在は天台宗であり、大高典道が住職を務めている。大きな看板があり分かりや
すい。院の庭には古峰講の碑がある。古峰に代参する習慣があり、取りまとめの役をしていた
                                               
406 東置賜教育委員会編(1939)『東置賜郡史』上巻 国書刊行会（昭和五七年復刻版）p.57 
407 山崎正 (1992)「犬の宮猫の宮」『高安誌』高安長生会 p.51 「昔は、酒十杯と豆腐一箱を持参して祭りをしていた
そうである」とある。 
408 同行した岡田真美子教授（兵庫県立大学）の方位計が壊れるほどの地場であった。 
409 小川弘(1964)「高安犬の宮並びに猫の宮由来記」小川弘発行 pp.24-25 
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こともあった410。また、観音講が林照院で行われるなど411、修行や勉学の本拠地として活用さ
れていた。ペット供養祭では猫の宮の住職と共にお経をあげる。犬の宮を守る存在である。 
高安地区の住宅地にあることから、犬の排泄には気を付けたい。 
 
図 112 林照院 筆者撮影 
 
4) 清松院 
場所： 山形県東置賜郡高畠町高安９１０ 
蛇壇で説明した通り、犬の宮の伝説に登場した、三毛犬、四毛犬に倒された貉の血に触れ、
その怨念を継いでしまった蛇を倒した猫の「玉」の報恩の念から作られた猫の宮の別当が清松
院である。宗派は曹洞宗、御本尊は観世音菩薩である。寺伝には寛永 2 年に青松院が開山され
たとある412。また、1863（文久 3）年には、飢饉にあえぐ村人の現状を直訴した藤四郎の母ら
により建立された八百万遍供養塔が建っている。1868（明治元）年には清松院 14 世住職が氷
室を造るなど、高安地区の人々の拠り所であった。明治時代には鼠の天敵である猫を祀る養蚕
の神として猫の宮や清松院に参詣する人が後を絶たないといった現象も起こっている。詳しく
は本書「表 4 高畠町犬の宮関連年表」を参照されたい。 
林照院と共に高安地区の住宅地にあるので、飼い主やペット犬と地域の人との交流も期待で
きる。 
                                               
410 土屋弥太郎 (1992)「村の民族」『高安誌』高安長生会 p.119 
411 土屋弥太郎 (1992)「村の民族」『高安誌』高安長生会 p.125 
412 山崎正 (1992)「高安誌関連年表」『高安誌』高安長生会 p.21 
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図 113 清松院 2010 年筆者撮影 
5) 犬の宮（前出の図 60） 
場所：山形県東置賜郡高畠町高安 1731 
犬の宮伝説の中心地で、地蔵堂である。犬の宮の由来記に出てくる地だが、文献での初出は
江戸時代の明和から文政にかけて、高畑織田藩奉行緒方健の書いた詠吟「犬の宮の故」である。
詳しくは本書「表 4 高畠町犬の宮関連年表」を参照されたい。 
火事を知らせた東京の犬「ピッチの墓」、戸川幸夫のベストセラー、「高安犬物語」の碑等が
建立されている。犬に対する報恩の念、感謝の念の表れであるこれらの碑を見ることで、飼い
主と犬との共生感性の醸成が期待される。駐車場があり、高安地区を遍路するときに便利であ
る。また、秋になると熊注意の看板が出るほど、野生の動物が行き交う場所でもある。犬は野
生動物の臭いを嗅ぎ、日頃感じたことのない高揚感を計経験すると推察される。犬が散策する
ことで、獣害対策の役目も期待されるが、注意が必要となる。 
 
6) 猫の宮（前出の図 61） 
場所：山形県東置賜郡高畠町高安２７７から東 へ 66 m 
猫の宮伝説の中心であり、観音堂である。猫の宮由来記によれば、村に住んでいた庄左衛門
夫婦の可愛がっていた玉という猫が主人を襲おうとした大蛇を倒し、亡くなってしまったこと
を悼み、村人が祠を建てたのが前身とされる。その大蛇は犬の宮で倒された貉の血を浴びて村
人を呪っていたものであった。明治に入り養蚕の神と祀られるようになってから木製の寺院と
なったという。詳しくは本書「表 4 高畠町犬の宮関連年表」を参照されたい。 
猫の宮は道路からすぐに参詣できるので、体力に自信のない人や犬に適している。秋の紅葉
は美しい。 
 
 
7)亀岡文殊堂･･･旅の僧が目指した聖地 
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 場所：山形県東置賜郡高畠町亀岡 4208 
亀岡文殊は、京都の切戸文殊、奈良の安倍文殊とともに日本三文殊の一つとして有名である。
807(大同 2)年、布教でこの地を訪れた徳一上人が中国の五台山に似た風景であると感じ心をう
たれ、宇堂を建立したのが文殊堂の始めといわれている。御神仏は文殊菩薩であり、学問の神
様として知られている。入学・入社試験などの合格祈願の絵馬が所狭しとかけてあった。 
木々に囲まれた高い山の上にあり、神聖な場所と感じることができる。 
 
 
図 114 亀岡文殊 2010 年筆者撮影 
 
8)高房神社 
 場所：山形県東置賜郡高畠町元和田 2658 
 戸川幸夫著『高安物語』に出てくる最後の高安犬「チン」の出身地にある古社である。高房
神社の写真（図 115）で分かるように、神社の石鳥居は太い石組みでエンタシスの柱、しかし
高さはわずか 2.6 メートルというずっしりと重みのある鳥居である。元々山の神の鳥居といわ
れている。左の柱に「天文戊戌 9 月 18 日（1538）」の刻銘があるので、室町末期の建設である
ことがわかるが、紀年銘のある鳥居は稀なので大変貴重な建造物であるとされ、県指定文化財
となっている。高房神社の「高房」は、藤原高家、房家をまつることからつけられたと言われ
ている。 
 高畠町和田地区は、田園地帯が広がり、山に沿ってゆったりと散策することができる。 
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図 115 高房神社 2010 年筆者撮影 
 
9) 万徳院（図 106） 
 場所：山形県東置賜郡高畠町大字元和田 1127 
 高房神社に隣接する。ペット供養と霊園がある。詳しくは本書 p.163 を参照されたい。多く
のペットのお墓がある霊園の前に飼い主と犬とが訪れることで、限りある時間を大切にしたい
という感性が働く。 
 
10) 狢内裡 
場所： 高安地区の南側 北緯 37.985779, 東経 140.212062 
狢内裡は高安地区の南東の、岩がごろごろとある場所で、小高安と呼ばれている地域である。
高安犬の宮由来記によれば、そこが貉の巣窟であったとされている。2 つの山に挟まれたその
場所はまさに、里と山の境のようで、その奥にはたくさんの野生動物がいる気配がするような
想像に駆られる場所であった。 
高安地区の集落を離れ、堤まで、人里離れた小径が続く。周囲には民家もなく、のんびりと
リードを伸ばしたままでの散歩413が可能である。人が少なく木陰も多いので犬はのびのびと歩
ける。ただし秋は入山禁止の地域になってしまう。 
 
                                               
413 インストラクターの経験上、３ｍの引き綱をつけて散歩をすると、犬が人を引っ張らない事が多い。 
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図 116 狢内裡周辺 筆者撮影 2012 年 
 
11) 舞台岩 
場所：狢内裡よりさらに南の山間に入ったところ 
狢が酒盛りをした地とされている。大きな岩が重なったようなこの場所は高畠一帯が見渡せ
る絶景の場所である。高安誌によれば、この舞台岩が犬の宮猫の宮とともに多くの高安の物語
を生んだと記されている414。 
 
 
図 117 舞台岩 観光協会撮影 
 
                                               
414 山崎正 (1992)「狢内裡と舞台岩」『高安誌』高安長生会 p.34 
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12) 宮之入犬の宮 
場所：不明 
三毛犬四毛犬の墓所である。犬の宮の元宮であるが訪れた人が 2 回目には見失ってしまうと
いう曰く付きの場所である415。ブドウ畑に囲まれた、峯と峯に挟まれた場所にあるらしい416。
凝灰岩の塊が多数転がる場所があったが、筆者が地元の観光協会小林利裕と共に訪れてみたも
のの、残念ながら犬の宮跡は特定できなかった。 
 遍路路としては、周囲ののどかさは最適である。しかし、畑に入らぬよう注意が必要であ
る。 
 
 
図 118 宮之入り犬の宮跡地か？ 2012 年筆者撮影 
 
以上が当初開発した高畠犬猫 12 遍路の遍路地である。さらに、高畠町で古くからある文化
財であり、有名な観光の地である「愛宕山と愛宕神社石鳥居」と「秋葉神社」を犬遍路として
ふさわしい地であると考え、追加する。双方ともに「犬の宮由来記」に登場する場所である。
春は入場できても秋には入場できない地もあり、巡るときには 14 の遍路地から 12 を選んで巡
ることができる。 
 
 
                                               
415 大高典孝(1992)「犬の宮由来記」『高安誌』高安長生会 p.30 には、「宮之入のお堂は一度拝むと二度と拝むことが
できない、という言い伝えがある。」という記述がある通り、見つけにくいところなのであると推察される。 
416 2012 年 11 月 14 日「安らぎの郷実現に向けて」の講演会後、林照院住職大高典道、安藤糀店主、清松院村上正法
住職の 3 人より場所を聴取。 
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13) 愛宕山と愛宕神社石鳥居 
場所：山形県東置賜郡高畠町高畠 3135 より、南西へ 329m(38.010423,140.202349) 
高畠町北目愛宕山山裾 
愛宕山（図 119）は、三毛犬らを連れてきた座頭に身を変えていた地蔵権現の地として登場
する。由来記では、「われは人間ではない。山上の愛宕山の地蔵権現である。この里の大難を除
くためしばらく座頭に身を変えてこれまでの計略を教えたのである417。」と記されている。愛
宕山の頂上には祠があるという418。山頂に植えられたという松の木も画像により確認できた。
また、道の駅たかはた構内にある高畠観光協会のウォーキングセンターで紹介されている、「自
然観察と眺望コース」の遊歩道が青龍寺方面から通っており、ウォーキングには最適である。
青龍寺の裏には北目神社がある。のどかな田舎道が続く、気兼ねのない散歩コースであるが、
周囲の畑では犬が荒らさぬよう注意が必要である。 
 
 
図 119 愛宕山 2012 年筆者撮影 
 
愛宕山の麓には凝灰岩でできた愛宕神社石鳥居がある（図 120）。鳥居の太い柱と、上部横
の曲がりから、えもいわれぬ力強さや古の神秘さを感じることができよう。鳥居越しに空を見
上げると、自然との一体感が味わえる。石鳥居の大迫力が遍路に最適。2011 年以降に改修され
たようである419。 
 
                                               
417 小川 弘(1964)『高安犬の宮並びに猫の宮由来記』私家版 p.25 
418 高畠町観光協会 係長 小林利裕 聞き取りによる（2012.11.14） 
419 2011 年 7 月 12 日の石鳥居 posted by 北野研究室（2011 年 7 月 12 日火）「傷ついた石鳥居」『東北芸術工科大
学歴史遺産学科ブログ』http://gs.tuad.ac.jp/rekisan/index.php?date=2011-07-12&cID=2 
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図 120 愛宕神社の石鳥居 2012 年筆者撮影 
 
14) 秋葉神社 
場所：高畠町高安寺前町内山 
秋バージョンのマップに入れた秋葉神社である。周辺に民家が並び、畑もある。高安地区の
住民との交流が期待される。反面、犬の排泄、騒音などマナーに注意が必要である。火の厄と
家内安全の祈りの場で、火祭りが毎年 4 月 4 日早朝に行われる420。消防団がほら貝を吹きなが
ら登る様など、地区のためにも末永い存続が希望される。秋葉山には大小石の祠が２体あると
いう421。 
 
                                               
420 土屋弥太郎（1992）「秋葉山の火祭り」 
『高安誌』p.135 
421 前掲書同ページ 
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図 121 秋葉神社 2012 年筆者撮影 
 
以上の、春の高畠犬猫 12 遍路マップでの 12 か所の遍路の地に 2 つの遍路の地を追加してで
きたのが下に示す秋の高畠犬猫 12 遍路である。秋には入山禁止の地域もあることから、14 の
遍路の地の中から任意で 12 の地を選んで巡ることができるように筆者が工夫した。 
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図 122 高畠犬猫 12 遍路マップ 秋バージョン 筆者作成 
 
この他、マップに入れられる可能性のあるものをさらに追記する。 
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15) 旧高畠駅 
場所：山形県東置賜郡高畠町大字高畠桜木町 
高畠市街地にあるため、体力のない老犬や小型犬を連れての見学にも適している。裏の高畠
公園での散策も可能である。また、昭和４９年に廃線となった「高畠鉄道・山形交通高畠線」
の廃線を整備した「まほろばの緑道」という自転車、歩行者専用道もある422。ペット遍路には
最適である。 
 
図 123 旧高畠駅舎 2012 年筆者撮影 
16）道の駅たかはた 
場所：〒992-0302 山形県東置賜郡大字安久津 2072-1 Tel:0238-52-5433 
営業時間 ：９時～５時 年中無休    Ｅmail ：mail@rstakahata.com 
 
                                               
422 「高畠は春満開」『高畠町観光協会公式ホームページ』http://takahata.info/log/?l=100855 
図 124 道の駅外観及びインフォメーションセンター 2012 年筆者撮影 
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道の駅では、徒歩で遍路するための駐車場が確保されている。また、観光協会のインフォメ
ーションセンターがあり、遍路マップの配布など可能である（図 124）。 
食堂反対側に犬連れ室内茶屋候補地をみつけた。インフォメーションセンターの隣で犬猫の
管理がしやすい。入室の際の決まりなど書いた張り紙をすることで、トラブル防止ができそう
である。また、テラス席を作ることにより、運動量の多い犬にも対応できる可能性がある。特
に道の駅には食堂や土産物コーナーがあり、一般客と棲み分けをすることによりお互いに心地
良い空間の創造が可能となると考えられる（図 125）。お土産コーナーには今後犬用のお土産
も売ることができる。また、5~600 円程度でマナー用品セットを売り出せばその場で使う以外
にお土産にも最適である。 
 
 
 
高畠には他にも多くの伝説の地があり、順次開発の進み具合により、21 遍路、（ニャンワン
遍路）、112 遍路（ワンワンニャン遍路）など、増設することも可能である。また、マップ例は
春の 12 遍路であるが、高畠の四季に合わせて夏の 12 遍路、冬の 12 遍路といった、四季折々
の名所を巡る設定もできるというように発展性がある。 
12 遍路の環境を示してみると（表 7）、人や犬の年齢層、体力に配慮し、多くの人と犬に受
け入れられる可能性があることが分かる。参加者は、多くの選択肢から自分やペットに合わせ
た遍路道をカスタマイズし、楽しむであろう。体力が十分必要なものを◎、中程度を○、あま
り体力が必要ではないものを△で表に現した。また、マナー対策として犬の管理が特に必要と
されるところを◎、必要がある所を○、時によっては必要とされるところを△で表した。さら
に、犬の快適度については、リードを伸ばして自由にできるところを◎、時にはリードを短く
持ち、犬の管理が必要なところを○、犬の管理が常に必要なところを△で表した。 
また、すばらしい建造物である「旧高畠駅」が観光協会のホームページにも住所が記載され
ておらず、最大の地図サイトであるGoogle にもされていなかった。さらに、愛宕山に向かっ
てそびえ立つ石鳥居は見た者を圧倒させるような力強さがあり、その勇姿は高畠町民ならず人
類の文化遺産として人々に知っていただきたいと強く思う。忘れ去られ、場所の特定ができな
くなっているところもあった。地域のペットを受け入れが可能となれば、ペットとともに高畠
を巡ることにより、さらにこの地の魅力を再発見し、広く後世に伝えていくことが期待される。 
 
図 125 道の駅中犬連れ室内茶屋候補（左）室外テラス席候補（窓の外）2012 年筆者撮影 
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表 7 犬猫 12 遍路環境 筆者作成 
 周囲 体力度 マナー対策 犬の快適度 その他 
①安久津神社 山裾 △ ◎ ○ 散策と参詣 
②蛇壇 田畑 △ ○ ○ パワースポット 
③林照院 住宅地 △ ○ △ 排泄注意 
④清松院 住宅地 △ ○ △ 排泄注意 
⑤犬の宮 山裾 ○ ○ ○ 駐車場あり 
熊に注意の立て札有り 
⑥猫の宮 山裾 △ ○ ○ 犬の宮近く 
⑦亀岡文殊堂 山中 ○ ◎ ○ 駐車場あり 
⑧高房神社 田畑 △ ◎ ○  
⑨万徳院 田畑 △ ◎ ○  
⑩狢内裡 開けた道や堤
周辺は山林 
◎ △ ◎ 散策 秋は入山禁止。 
⑪舞台岩 山中 ◎ △ ◎ トレッキング地 
⑫宮之入り 
旧犬の宮周辺 
田畑 ◎ △ ◎ 散策＆トレッキング 
⑬愛宕神社と
愛宕山 
山裾 ○ △ ◎ 散策と参詣 
⑭秋葉神社 民家近くの山
裾 
○ ◎ ○ 参詣 
⑮旧高畠駅&ま
ほろばの緑道 
市街地近く △
（弱） 
◎ 
○ 
◎ ピクニック・散策 
⑯道の駅 
「高畠」 
旧街道沿い △ ◎ △ 食こと・駐車場・土産 
※すべての寺社仏閣は犬連れで入れる場所と禁止場所があるので、事前に確認が必要である 
 
図 126 高畠犬猫 12 遍路場所 google map を使用し筆者作成 
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さらに、犬猫 12 遍路の場にふさわしい振るまいを引き出すために、ペット犬と飼い主との
マナーの呼びかけが必要になる。そこで以下のマナー呼びかけを提案した。また、犬猫ワンニ
ャン遍路マップ（図 109、図 122）の裏に、高畠犬猫 12 遍路ご利益一覧表（図 108）として
添付することでマナーを守る仕掛けを行った。 
1)  棲み分けることで互いの利益を確保する 
地域住民の心配として考えられるのが敷地・田畑に侵入して、踏み荒らされるのではな
いかというものがある。地域住民と巡礼者の礼儀としての棲み分けは必要である。特に歴
史的建造物のある神社仏閣等には、昔ながらの風習として残っている神聖な場所には立ち
入らないこと、動物の侵入の制限などの決まりがある。これは、必要以上にペット犬の習
性を制限し窮屈な思いをさせるよりも、棲み分けることで快適な共生ができるという筆者
の持論である。 
2)  犬の排泄物のコントロール 
多数の人やペット犬が来訪することになると、ゴミやペット犬の排泄物の処理の問題が
出てくる。処理の方法としてはゴミと同様に持ち帰ることが基本である。さらに、ペット
犬の尿の場所は犬の自主性に任せておいて良い場所か、人が制止させるべき場所かを飼い
主が積極的にコントロールするべきものである。犬のマーキングはコントロールできない
と思いこんでいる人がいるので、コントロールすべきだという知識として伝達する。 
3) 犬をリード（綱）で繋ぐ 
とかく犬を伸び伸びさせたいという飼い主の気持ちから、ノーリード423にしがちである
が、棲み分けや排泄物のコントロールをするためにはリードを使用することが肝心である。
また、犬に恐怖を感じる人もいるので、他者への配慮として、また、安全であることのア
ピールとしてリードの着用の大切さを伝える。ただし、高畠の郊外では一般的に使用され
ている 1.4m のリードより長めな 3m リードを使用することで、ノーリードにしなくても
犬の自然な動きを引き出すことができる。3m リードの使用法は伸ばしっぱなしにせずに
場に応じて伸ばしたりたぐったりするという簡単なレクチャーで紹介可能である。 
4) 迷い犬対策 
   犬の逸走を防ぐため、犬の鑑札、狂犬病予防注射済み票、迷子札の装着が必要となる。 
5) 捨て犬・捨て猫対策 
高畠町観光協会小林利裕によれば、犬の宮猫の宮には以前から捨て犬や捨て猫が多く、
高安地区の住民の悩みの種であるという。お宮の前であれば捨て犬、捨て猫をしても誰か
が飼ってくれるかもしれないということなのだろうと住民は話しているが、対応仕切れる
わけもない。命を粗末に扱うことは特に神仏の前で戒めるべきこととして認識されること
こそが忘れ去られていた日本的な価値観として再認識されるべきであろう。 
6) 犬猫とのコミュニケーション 
しつけとは、人間とともに暮らすための人間側のルールである。犬にしてもらいたい行
動を賞賛し、してもらいたくない行動を伝えることがしつけだと捉え、飼い主に伝えるこ
との大切さを伝える。また同時に人間が犬猫の心の声を聞くことで、動物の持つ習性を阻
害することなく満たすことの大切さを伝える。多頭飼育は一頭ずつのコミュニケーション
も図りにくく、行動の把握もできないことも伝える。 
 
                                               
423 犬を綱に繋がずに歩かせること 
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以上のルールを高畠町を管内とする置賜保健所の犬・猫の苦情処理状況（図 127）に照らし
合わせてみる。置賜保健所の犬の苦情では、犬の逸走、放し飼い、捨て犬、脱糞、鳴き声の順
で問題となっている。また、猫では、捨て猫、糞尿・悪臭、多頭飼育が問題となる。 
これらの苦情解消の方策（ハウツー）とはならずとも、人として再考するべき感性哲学的な
部分での一助と成りうると考えられる。 
 
 
図 127 置賜保健所 犬・猫の苦情処理状況 
 
これらマナー推奨を遊び心も取り入れながら実行できる方策として、神仏の賞罰と捉えると
いったを日本的な感覚で実行できるよう、12 の御利益と厄除け一覧表を作成したのである（図 
108）。 
 
＜付録： 猫遍路＞ 
猫については、昭和縁結び通り振興会（古川和夫専務理事）が作成した石像「昭和縁結び通
りタマちゃん像」8 体（図 128）を廻る「猫遍路」も可能である。 
こちらは高畠町全体を対象にした犬猫 12 遍路とは対照的に商店街という徒歩圏内にあり、
人、犬ともに体力に応じたコースとして選択できる。タマちゃん 8 体にはそれぞれ、恋愛、出
会い、幸福といった願いを叶える意味合いを持たせているが、さらに筆者は高齢化社会に合わ
せ長寿のタマちゃん導入を提案した。 
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犬遍路を地域に根ざすために、いつでも、個人でも、どこの場所からでも始めることができ
るように、高畠町「道の駅」にある観光協会が窓口となり、マップや経巡り方の案内をする。
時にはイベントとして、犬遍路ピクニックを計画するようにもできる。 
 
4.5. 安らぎの郷づくりのための具体的提案 
安らぎの郷構想に向け、地域に受け入れられやすい具体的な手立てとして、以下の 3 点を考
案し、提案した。 
1) 地域にある食伝承のための手立て 
地域にある食伝承の仕掛けとしては、ピクニックにつきものの「お弁当」の開発がある。
高畠名物のワイン、和牛、果物、米など、「ほんもの」嗜好であり、土地の食文化を取り入
れた弁当にすることで、食文化を再開発することができる。また、犬も食べられるちょっ
としたおやつを入れておくことも欠かせない。マップがピクニックシートになってもよい。 
2) マナー向上のための手立て 
マナー向上のための手立てとして、犬遍路に伴い、お散歩マナー用品の販売をする。携
帯できる水飲み、マナー袋、オシッコの臭い消しの水、おもちゃ、犬のおやつなどがセッ
トされているものである（図 129）。これらに高畠のロゴを貼ることで、犬遍路の知名度
を上げられ、またすれ違う人が同じ目的で町内を散策している目印になり、話がはずむこ
と請け合いである。 
 
図 128 幸福のタマちゃん 像筆者撮影 
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図 129 ロゴマーク入りお散歩マナーセットの提案 上左から ①犬用水筒 ②排泄物処理水 
③ご褒美ポーチ 下左から ④おもちゃ ⑤犬のおやつ ⑥マナー袋 筆者撮影 
 
マナー向上を訴える背景には、排泄物による苦情といった、飼い主の管理、社会的配慮の欠
如を指摘する苦情が顕著になっているという事情がある。（2009 年度神戸市動物管理センター
調べ） 
 
3) 観光客の「願い」や「思い」を受け止める手立て 
犬猫 12 遍路は観光客が「願い」を心に以て歩くものである。その観光客の願いや思い
を受け止めるための手立てとして、願いの首輪（簡単な布製）に願いを書いて 8 石像に巻
くという方法と、犬猫遍路の 12 の場所で、その思いを形にした「おふだ」（図 130）の配
布、ご朱印帳を提案した。これを観光協会で登録すれば、周回ごとに色の違う記念品のバ
ッチ等が贈呈されるといった工夫もできよう。これらは四国遍路に学ぶ知恵で、犬遍路を
１週するだけではなく、リピーターを増やす方策である。繰り返し巡ることで、その都度、
人とペットの共生空間、高畠の良さを再発見することができる。 
なお上記 3 つの仕掛けは全てペット仲間へのよい「お土産」となりうることも付け加え
ておく。 
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図 130 おふだ案 筆者作成 
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犬猫 12 遍路の開発により、古くから犬猫を祀って来て、現在もペット供養祭を続けている
高畠のよさは、周辺地域住民へ、そして、さらに観光客を通じて全国へと発信される。また、
高畠にある本物嗜好も同じく来訪者を通じて広く喧伝されることになる。こうして、人とペッ
トの共生空間「安らぎの郷」が定着して行くことが考えられる。 
山形県内にペットと泊まれる宿は 25 件424あるが、蔵王、米沢、月山など、主にスキー場周
辺に限られている。ペット連れ観光客の増加425に対応するには、宿泊場所がないことも問題で
ある。 
山梨、長野、新潟が犬を連れての旅行客を受け入れているが東北での受け入れ体制は今後さ
らに整っていくと考えられる。秋田県では、「秋田犬」をキーワードにペット連れ観光客誘致の
計画がある426ことが分かった。秋田県と比較すると、高畠町には犬宮猫宮とゆかりのある歴史
的な遺産がある点で観光資源としては大変有利である。 
 ただし、講演会でのペットを飼っている人に尋ねたところ、40 名ほどいた参加者の中で犬を
飼っている人が 5 名、猫が 10 名ほどであった。この状況からすると、犬連れ旅行をターゲッ
トにするよりは、まずは犬を連れて来て「も」いい、という状況に持って行くことから始める
のが良いと考えられる。 
 
4.6. 地元の反応とその後の進展 
フィードバック後の聞き取り調査で、古川氏は、来年度の観光協会の事業展開について、以
上 3 点をテーマに取り組んで行きたいと語った。 
1) 犬猫 12 遍路の実現 
2) 昭和縁結び通りの取り組み 
3) 商品開発等 
 
そして、2013 年、10 月 20 日、進展があった。「わんにゃん高畠ペット祭り」が昭和縁結び
通りの取り組みとして実行された。 
 
                                               
424 「ペットと泊まれる宿―山形県」http://www.petyado.wwo.jp/yado5.html（取得日 2012/11/21） 
425 国土交通省総合政策局旅行振興課（2006）「地域観光マーケティング促進マニュアル」p.12 
http://www.mlit.go.jp/common/000058901.pdf（2012/11/25 取得） 
426 「一緒に観光ポチも家族も秋田で元気に」
http://www.pref.akita.lg.jp/www/contents/1307436708540/files/group1.pdf によれば、全世帯数の 17％が犬ととも
に旅行を希望している。また、犬との旅行目的は一緒にのんびりゆっくりすることが第 1 位であった。 
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図 131 わんにゃん高畠ペット祭りパンフレット 
 
筆者は、犬をテーマにしたまちづくりの例として、2012 年 11 月の高畠での講演で、秋田湯
沢「犬っこまつり」でのイベント、「愛犬祈願祭」の報告を行った。これを参考にして、2013
年 10 月 19 日 14:00 より、「いぬ・ねこ健康祈願祭」を昭和縁結び通り朝市会場にて行ったの
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であった427。高安地区にある犬の宮、猫の宮の住職によるご祈祷がとり行われ、犬猫 12 遍路
のおふだをヒントにした、かわいい犬猫のイラストがついた健康祈願のおふだが配られた。
 
図 132 「いぬ・ねこ健康祈願祭」の様子 古川和夫撮影 
 
                                               
427 2013 年 11 月 26 日（火曜日）古川和夫氏に電話にて聞き取り調査 
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図 133 健康祈願のおふだのある祭壇の様子 古川和夫撮影 
さらに、前夜祭が 10 月 19 日（土） 夜６時より執り行われ、２０日（日）の「わんにゃん高
畠ペット祭り」に参加の為、RV 車で来客した方々と昭和縁結び通りの方々が参加した。 
 
図 134 前夜祭 古川和夫撮影 
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料理は「米沢牛」、「あけび」、「きのこの天ぷら」、「つけもの」牛肉の入った醤油味の「いも
煮」等商店街の人々で作った郷土料理で、遠来の「お客さん」をもてなした。
 
図 135 振舞われた地元料理「いも煮」 古川和夫撮影 
 
懸案事項であった犬連れ宿泊施設不足は、当面すぐに対応できる方策として、RV 車を利用
することで解決されていた。毎週「土曜ふれあい市」を開催している「多目的広場」に日本 RV
協会428認定の「RV パーク」と認定し、車中泊専用の有料宿泊エリアとした。2013 年 10 月 19
日、わんにゃん高畠ペット祭りの前夜祭に認定式が行われた（図 136）。それにより多目的広
場に４台分が確保されることとなった。 
以上のことが聞き取り調査より明らかになった429。高畠の風習をうまく取り入れながら、少
しずつ進展している状況が見て取れた。 
                                               
428 Japan RecreationalAssociation 会長は福島雅邦 
429 2013 年 12 月 5 日古川和夫に対する聞き取り調査による 
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図 136 日本RV 協会より「RV パーク」に認定される 古川和夫撮影 
 
4.7. 小結 
高畠における人・犬関係についての空間の履歴調査の結果を地域にフィードバックし、実際に
高畠町高安地区に対して、「犬の宮由来記」関連の代表的な 12か所聖地をめぐる「高畠犬猫 12
遍路」を提案した。これに対して、高畠町から、「犬猫ペット安らぎの郷構想」が持ち上るとい
う成果を得た。そして提案にとどまることなく、地域住民自ら地域の空間の履歴や特性を知る
ことにより、構想の実現に向かって始動した。 
 
＜第 4章 引用文献一覧＞ 
戸田善規(2010)「「風土産業」に夢を見る」『町村週報 第 2730 号（平成 22 年 8 月 23 日）』p.11 
加藤 稔(1967)「山形県日向洞穴における縄文時代初頭の文化」『柏倉亮吉教授還暦記念論文集 
山形県の考古と歴史』山形史学研究 5／6 pp.27-47 
岡田真美子(2013）感性哲学的地域づくり「感性地元学」―五ヶ瀬町 I/U ターン研究にみる地
域入りの作法と地域見分け」『第８回春季大会論文集』（社）日本感性工学会 
山形新聞(2001 年 10 月 18 日)朝刊「心癒すペット」高畠でシンポ動物との共生考える 
山形新聞(2012 年 07 月 13 日)朝刊 県内ニュース 社会面「クマ目撃相次ぐ・高畠 わな 1 基仕
掛ける」 
東置賜教育委員会編(1939)『東置賜郡史』上巻 国書刊行会（昭和五七年復刻版）p.57 
山崎正 (1992)「犬の宮猫の宮」『高安誌』高安長生会 p.51  
小川弘(1964)「高安犬の宮並びに猫の宮由来記」小川弘発行 pp.24-25 
土屋弥太郎(1992）「秋葉山の火祭り」『高安誌』p.135 
196 
 
土屋弥太郎(1992)「村の民族」『高安誌』高安長生会 p.119,p.125 
山崎正(1992)「高安誌関連年表」『高安誌』高安長生会 p.21 
山崎正 (1992)「狢内裡と舞台岩」『高安誌』高安長生会 p.34 
大高典孝(1992)「犬の宮由来記」『高安誌』高安長生会 p.30   
小川 弘(1964)『高安犬の宮並びに猫の宮由来記』私家版 p.25 
 
197 
 
 
 
 
結論 
198 
 
結論 
 本論文の論文題目は、「人とペット犬との共生空間に関する研究」である。 
 
1．研究の背景及び意義 
 2010 年の内閣府世論調査では、5 人にひとりの割合で犬を飼っているという調査結果が出る
ほど、現代日本では犬と暮らす人々が多くなっている。一方、飼い主や地域住民は、犬の行動
について悩みを抱え、ペット犬は犬らしく生活できずストレスを抱えているという現状がある。
筆者は、ドッグトレーニングインストラクターとして、人とペット犬とのより良い共生社会創
造を探るべく研究を始めた。 
 本論文は、現代日本における人と犬との関わりを、特にペット犬に焦点をあて、両者の新た
な共生関係を構築する必要性とその方策・技術について論じたものである。 
 人とペット犬との共生についての先行研究としては次のようなものがある。 
①動物行動学的アプローチでは、犬の行動修正に対する知見を得たが、人の研究は成されてい
ない。②心理学的アプローチでは、ペット犬がもたらす人への心理的効果の研究はあるが犬側
の心理学的解明はなされていない。③建築学的アプローチでは、居住空間における研究はなさ
れていたが地域での研究はなかった。④経済学的アプローチでは、犬を商品として捉え、経済
効果を追求するに留まっている。⑤生態学的アプローチでは、一見ペット犬とは分野を異にす
るところであるが、野生動物の習性を理解し、尊重しつつ共生する方策について知ることがで
きた。しかし、この分野では、ペット犬を対象としていない。⑥動物文学・歴史学的アプロー
チでは、人と犬との昔ながらの良好な関係性について指摘しているが、現代にその関係性を復
活させる方策研究はない。 
以上のことから、先行研究で調べ上げたアプローチを融合的に使用し、人とペット犬双方の
良好な共生について考察し、伝統的民衆知を調べ上げ、これを現代に活かす方策と技術を実際
に地域に提案する。これをもって環境人間学的アプローチとし、研究を試みた。 
 
2．研究の目的及び方法 
 研究の目的は、「人とペット犬との共生空間を創造するための方策を提案すること」である。 
 研究の方法は次の通りである。 
1) 筆者が行った、2001 年から 2012 年に渡る「神戸市動物管理センター犬のしつけ方相談」
の内容調査・観察により、日本における人・犬関係の現状分析を行う。 
2) 犬に関する伝承・伝説の文献調査により、かつて日本に存在した伝統的人・犬関係を探る。 
3) 伝統的人・犬関係から現代の人・犬関係への歴史的変遷を文献研究により検証する。 
4) 秋田県湯沢市「犬っこまつり」及び山形県東置賜郡高畠町「全国ペット供養祭」のフィール
ドワークと文献調査により、現存する伝統的人・犬関係を調査する。 
5) 伝統的人・犬関係を現代に活かす共生空間方策として、兵庫県播州地方の「犬遍路」を提案
し、検証を行う。 
6) 山形県高畠町に調査をフィードバックし、参加観察により、未来志向型の人と犬との共生空
間の創出を提案する。 
 
3. 研究の成果 
3.1．問題の所在 
 まず、人とペット犬との共生について、現代社会において生じたペットを巡る問題を調査し
た。2010 年の内閣府世論調査によると、人はペット犬を飼うことについて、問題を指摘するも
199 
 
のが 97％もいた。さらに、その内容では、飼い主のマナーの悪さを指摘していた。また、筆者
が 2001 年から 2013 年にかけて神戸市動物管理センターで飼い主の悩みを調査し、検証したと
ころ、その内容は、「吠える」「噛む」「排泄」「散歩」といった、犬本来の習性に関するもので
あることを明らかにした。つまり、現代社会では、人とペット犬との良好な共生ができていな
い現状を捉えた。 
従来のペット犬との共生方策は、犬を人の生活に合わせるために、犬の行動を修正するとい
う欧米式の管理型犬観に基づいたトレーニング法が主流である。しかし、犬の習性や特性を矯
正対象とする見解がかえって問題を悪化させたことを飼い主の観察から検証した。（序論） 
 
3.2．伝統的人・犬関係 
 では、かつて日本に存在した伝統的人・犬関係とはいかなるものであったのか、伝承・伝説
文献から、狩り・ペット・ナビゲータ・番犬という 4 点を抽出し、検証した。 
①狩りでの関係性は、文献中もっとも古く現れる関係性である。人は犬が狩りで命を落とせ
ば、塚を建てて死を悼み、感謝と尊敬の念をもって接していた。②ペットとしての関係性は、
犬と人とが深く心の結びつきを持ち互いに寄り添い合うという関係性であった。③ナビゲータ
としての関係性では、道、鉱脈、水といった人の欲しているもののありかを犬が指し示すとい
う、人と犬との高度なコミュニケーション能力の上に成り立っていた。④番犬としては、犬が
人とテリトリーを共有し、他者の侵入といった危険を察知して吠え、攻撃するという犬の持つ
本来の習性を尊重していた。 
 すなわち、かつて日本に存在した伝統的人・犬関係とは、「犬の持つ本来の習性や犬種の持つ
特性を尊重して、社会生活の「仲間」として人が犬と関わってきたという共生の在り方」と定
義した。 
従来の人・犬関係研究では、犬は異なる空間で生きるものであり、不浄なものを処理する忌
み嫌われる存在であり、時には人の食料であったことから敵対するものという側面が強調され
てきた。しかし、伝承・伝説にあった関係性から導き出された関係性は、人と犬との間に垣根
を作らない、同じグループに所属する「仲間」として犬を見て来たものであったことを明らか
にした。（第 1 章） 
 
3.3．人・犬関係の歴史的変遷 
 次に、3.2．で示した伝統的人・犬関係はどのような変遷を経て現代にあるのかを示したのが、
3.3.である。 
 明治維新と共に欧米文化が流入し、同時に洋犬と共に西洋的な管理型人・犬関係がもたらさ
れた。しかしながら「村の犬」として犬は自由に放し飼いされており、番犬として吠えること
は奨励されるなど、依然として伝統的な犬観が強く残っていた。 
昭和初期には現在のペットブームのような、昭和初期ペットブームがあったことを文献によ
り明らかにした。当時の飼い方について、岡崎家というある一家の例や当時の飼い方の書から
明らかにした。岡崎家の飼い方は、番犬として「吠える」ことを奨励し、犬の付き人をつけ、
十分な散歩をさせるといった、犬の習性を満たす飼い方であった。同時に、高価であった犬を
屋敷に上げ宝物のように扱い、人と犬との空間が共有されている「仲間」としての扱い方であ
った。また、当時の飼い方の書には、犬種の特性にページを割き、特性を十分考慮した飼い方、
犬の心情に留意した飼い方が指南されていた。だが、戦争により犬が市中にいなくなった後、
この伝統的人・犬関係は断裂を見る。（第 1 章） 
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そして、高度成長期と共に都会型社会に移行するにつれ西洋的管理型人・犬関係が色濃く日
本社会を支配していく。放し飼いされていた犬は、狂犬病予防法により繋がれて飼われるよう
になり、イヌとして家族の一員として迎えられ、その後起こった阪神淡路大震災の到来は、人
とペット犬との共生を見直す機会となった。核家族化も進んだことからペット犬は子や孫の代
りとして擬人化され、さらには人の一方的な要求を押し付けられる「ぬいぐるみ飼い」をされ
るようになった。人社会で暮らすために勧められたケージの中で犬を飼うことは、東日本大震
災での同行避難時に必要不可欠なものとして広がり、さらに動物取扱業者の犬を売る際の説明
責任から「ケージ飼い」が飼い方の基本であるかのような誤解が広がり、現在では空間も制限
されて犬はあたかも「かごの鳥」のような存在となってしまったのである。 
以上の通り、現代社会では、伝統的人・犬関係から、3.1．で示した、人は犬の行動や習性を
制限するという、西洋的管理型人・犬関係へと変遷したことを明らかにした。（序論） 
 
3.4．現存する伝統的人・犬関係 
 続いて、日本の伝統的な人・犬関係が消滅してしまったのかどうかを調査したものが第 2 章
である。結果的には、それらが今日なお現存し、有効であることを、東北の 2 地方を例に示し
た。 
 
第 1 の例は、秋田湯沢である。この地域には伝統的人・犬関係があることを、郷土史調査お
よび、「空間の履歴」（当該空間の現在に生き続ける過去の歴史）調査により明らかにした。 
1) 秋田では狼のことをオイヌと呼び、獣害から畑を守るオイヌに対する畏怖・畏敬の念があ
った。狼は滅亡したが、オイヌの存在はオイノ沢といった地名として現存している。 
2) 秋田に代表される狩猟での人と犬との協働があった。 
3) 秋田湯沢の領主である佐竹氏が盗賊除けに番犬を飼う事を奨励し、家々に番犬がいた。ま
た、番犬を象った飾り餅である「犬っこ」を玄関に飾り、番犬に対する感謝の念を表す習慣
があった。 
4) かつて秋田湯沢も大舘と並ぶ秋田犬の産地であり、ペットとして大型和犬である秋田犬を
飼っていたために、狼に近い和犬の習性を理解尊重する感性があった。 
 
以上の関係を継承する装置として筆者が注目したのが「犬っこまつり」である。2 月第 1 土
日に行われるこの祭りには 16 万人の人と、500 頭にのぼる犬が集まり、人とペット犬との良
好な共生空間が展開されている。実施規模という点で、このように多くの犬が集まる伝統的祭
りは他に例を見ない。しかも、400 年以上続く伝統的祭りとされており、40 年前に現在の会場
や形式になってからも無事故で継続されている。 
祭り会場では、人と犬との良好な共生空間構築要素として以下のものが看取された。 
1) 人は犬種の特性（和犬・洋犬、大型犬・小型犬）や犬種の違いから生じる犬の個性を理解
し、それぞれに合った接し方をしていた。 
2) 飼い主は、犬に対して迷惑行為（不適切な犬の排泄や飛びつきなど）を禁ずる命令を下し
て犬の行動を強制的に規制するのではなく、飼い主の側が犬を巧みに誘導して摩擦が無か
った。 
3) 祭り会場の中心には、「犬っこまつり」のシンボルとして雪で作られた「犬っこ神社」があ
る。そこでは、日頃の犬との暮らしに感謝をし、犬も含めた家族の健康や安全を願う「愛
犬祈願祭」が行われる。神主が祝詞を奏上すると、「神前の聖なる空間」が出現し、人の厳
粛な振舞いに犬が共鳴し、犬も同様に振舞っていた。 
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4) 祈願祭終了後には、祭りでの犬の労をねぎらい、飼い主が広場で犬と一緒に遊び、くつろ
ぐ姿が観られた。 
 
以上のことから祭り場には人犬共生空間が現出していたと考えられる。 
秋田湯沢にあった伝統的人・犬関係は、祭り会場で売られている飾り餅である「犬っこ」に
よって語り継がれる。人とペット犬が共に「愛犬祈願祭」に参加することで、人と犬を「仲間」
とする関係が、毎年祭りの時期に再現される。「犬っこまつり」という空間において、このよう
に伝統的人・犬関係の精神が生き残っていたことを発見した。 
 
第 2 の例は山形県東置賜郡高畠町である。まず、この地域に文書で伝えられてきた伝統的人・
犬関係を提示し、さらに、この関係を現代に生かそうとする地域の動きに対して、一時的では
なく、持続可能な、伝統的関係性を活かした共生空間構想を提案した。 
東置賜地域の空間の履歴調査から明らかになったのは次の４点である。 
1) 生きとし生けるもの全てに感謝の念を持って「草木供養塔」を建てる風土である 
2) 「高安犬」という狩猟犬の伝統が存在する 
狩猟での人と犬との協働があった。狩猟犬として優秀で、これと決めた人には深い心の結
びつきを持つことを特徴とする「高安犬」という犬種が存在した。 
3) 報恩のために犬を祀る「犬の宮」が存在する。 
4)  その縁起を記した『犬の宮由来記』が別当寺および民間に写本の形で複数継承されている。 
 
山形県東置賜郡高畠町「犬の宮」は、伝統的な人・犬関係を語り継ぐ象徴であり、年間を通
して各地から飼い主がお参りにやってくる。毎年 7 月第 2 日曜日には、この犬の宮で「全国ペ
ット供養祭」が執り行われ、約 200 名の犬猫の飼い主が亡くなった愛犬を偲んで集合する。こ
の供養祭の場でもまた、人とペット犬との良好な共生空間が展開されている。 
この供養祭は町の観光協会が主催するものであるが、元々高安地区が行ってきた夏祭をベー
スとしている。そのため犬の宮のある高畠町高安地区の住民が村を挙げて全国ペット供養祭を
盛り上げている。このように地域全体がペット犬の供養祭に取組む地区は他に例を見ない。 
高畠町の人犬共生空間には、以下の感性が働いていたことが調査の結果明らかになった。 
1) 今は亡きペット犬に対して感謝の念を抱く。 
  人と犬とが深く心の結びつきを持ち、互いに尊敬し、感謝していた関係があった。 
2) 犬猫を人の仲間とするもの同士がし連帯感を持つ 
「供養祭」来訪者のペットを地域の犬猫同様に遇し、亡くなった知人や来られない人達のた
めにも、地域住民が祈りを捧げる。           （第 2 章） 
 
これら 2地域には、犬本来の習性を活かすことができる伝統的人・犬共生関係が残っており、
調査の対象を過去に広げてみると、どちらにも古くから人・犬協業を通した仲間としての関係
があり、犬に尊崇の念や感謝の念を持つ空間の履歴があったことを明らかにした。さらに、空
間の履歴を持つ地域に、祈りの場といった宗教的装置が加味されることが、伝統的人・犬関係
の残存に有効であることを証明した。 
 
3.5．共生空間方策「播州犬遍路」 
本研究では、この伝統的人・犬関係が祭りのときだけの一時的なもの終わらず、他の空間に
おいても、持続して現出するための方策を考案した。それが「犬遍路」である。「犬遍路」とは、
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犬に関連した神聖な場所を、飼い主とペット犬とが一緒に巡るものを言い、これを実施するこ
とによって、人と犬が伝統的人・犬関係を体験することが可能になる。ついで「犬遍路」の検
証として姫路近辺に存在する犬関連聖地を結ぶ「播州犬遍路」を設定し実地踏査を行った。参
加した飼い主の証言などから「犬遍路」の効果として以下の４点を上げることができる。 
1) 共生空間醸成効果 
  伝統的人・犬関係の知識を得ると共に、共生感性を醸成する事が出来る。 
2) 自然回帰効果 
  新奇なものに興味を持ち、臭いを嗅ぎながら、里山をゆっくり歩き回ることにより、人と
犬の双方が、都会の窮屈な空間から解き放たれ本来の姿を取り戻すことができる。 
3) 共生空間家庭内持続効果 
  遍路中に犬が本来的習性を発揮すると、飼い主とペット犬の双方が、帰宅後も持続して精
神的に安定して過ごす事ができ、それによって良好な共生空間を家庭内に展開することが
可能になる。 
4) 対地域効果 
上記の効果により、人と犬とが安定した生活を営むようになると、地域住民から、温かな
まなざしで見守られるようになると同時に、犬遍路に組み込まれたマナー習得の仕掛けに
より、地域住民に対して配慮することができるようになる。 
 
こうした犬遍路の手法は、犬にまつわる伝承・伝説が存在する地域で展開可能であること、
しかも、そのような地域は日本各地に存在することをも指摘した。（第 3 章） 
 
3.6．未来志向型人・犬共生空間の創出 
最後に筆者は、これら高畠における人・犬関係についての空間の履歴調査の結果を編み出し
た「犬遍路」という手法とともに参加観察として、地域にフィードバックした。また、実際に
高畠町高安地区に対して、「犬の宮由来記」関連の代表的な 12か所聖地をめぐる「高畠
いぬねこ
犬猫 1 2
ワンニャン
遍路」を提案した。これらを「犬猫安らぎの郷づくり構想」として提示し、この提案は同庁に
受容されるという成果を得た。（第 4章） 
 
4.まとめ 
現代社会においては、かつて日本に存在した伝統的人・犬関係は失われ、人とペット犬とが
共生できないという問題が生じている。犬の持つ本来の習性は、生かされていないどころか、
正すべきもの、矯正すべきもの、必要のないものとされることが一般的になってしまった。 
しかしながら、犬の本来の習性を生かした共生空間が壊滅してしまった訳ではなく、東北地
方には、「秋田湯沢犬っこまつり」や「山形県東置賜郡高畠町全国ペット供養祭」など日本の伝
統的な人・犬関係を維持した共生空間が残存していることがまず明らかになった。この 2 つの
祭祀空間では、犬の本来的習性に従って振る舞う犬たちを、人は「仲間」としてあるがまま受
け入れ、共に生きるという関係性を重要視していることがわかった。この 2 地域の空間の履歴
を探ると、人と犬とが連れ立って自由に野山を歩き、同じ目的をもって協働していたことが知
れた。 
東北に関係性が残存していた要因を探ると、「空間の履歴」に伝統的人・犬関係に加えて、存
続するための宗教的な装置があり、そのことが良好な関係性を創出していたことを明らかにし
た。 
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そこで、この祭祀空間における人・犬共生関係を持続的に現代社会に再現するための方策と
して、空間の履歴のある地を巡る「犬遍路」を筆者が考案し、検証した。その結果、良好な共
生空間が展開され、方策として有効であることが実証できた。 
また、本研究の過程で、日本各地に犬にまつわる伝承・伝説が存在することを明らかにした。
つまり、人と犬が共に犬関連の聖地を巡る「犬遍路」は、本研究で取り上げた地域のみならず、
各地で展開することが可能となることを明らかにした。それによって人とペット犬との共生空
間である「安らぎ空間」は、全国に広がることが推察される。実際、高畠町に空間の履歴を使
った高畠町での犬遍路を示し、「ペット安らぎの郷」構想を提案したところ、具現化し、展開し
つつあるという成果を得た。 
人は便利さ、快適さを追求するあまり、周囲のものを変えようとする。犬に対してもまたし
かりで、行動を修正して人の社会に合わせることばかりしてきた。そのため、犬の環境適応能
力をはるかに超えた要求をし続ける羽目となったのだ。さらに、都会化された生活は、人の環
境適応能力をもはるかに超えてしまっていたのである。今こそ、伝統的な生活や様々なかかわ
りを取り戻す時期に来ている。 
伝統的民衆知を現在に生かす方策を実際に地域に提案することによって、環境向上のための
方策と技術を提供する、という環境人間学のミッション実現にわずかなりとも貢献することが
できたなら幸いである。 
 
なお、第二章の調査は (独)日本学術振興会、異分野融合による方法的革新を目指した人文・
社会科学研究推進事業「日本の環境思想と地球環境問題－人文知からの未来への提言」（研究代
表 秋道智彌）の成果の一端である 
 
 
204 
 
【Appendix No.1】共生プラクティス実践プログラム 
人と犬との共生を考えるとき、犬の飼い方の知識伝達だけでは不足である。家の中や閉鎖さ
れた犬仲間だけの社会に閉じこもりがちな人と、一緒に閉じこめられている犬とを、地域社会
に連れ出し、社会の中で適正に共生する「場」を創る必要がある。 
そこで、飼い主と犬とを地域に受け入れるための方法の提唱を行った。現在ある犬のしつけ
方教室では、暮らし、生活に必要な人と犬との振舞を練習する場というよりもむしろ、既成の
試験のためのものになってしまっていることもある。また、人の生活や暮らしにどう犬を合わ
せていくかという問題を解決する方法が多く語られているが、犬にとっての快適さについて追
求する必要がある。 
人と犬との関係性の歪みを是正するために飼い主個人で行える、日々の安らぎ空間づくりの
ためのプログラムを 2 パターン考案した。飼い主と犬とが快適な共生空間を創造するため、飼
い主とペット犬とがともに快適な環境を整え、ともに快適な感情にひたれるという、共生方策
である。 
 
1)現在の居住地において、人が犬の習性を考慮した環境の元で犬と暮らす 
2)現在の居住地に近い、犬と人が安らげる空間で、共通体験と自助努力（犬好き仲間の中で人、
犬、互いの心地よさを探り、共生のプラクティスを行う） 
 
具体的に、筆者が主宰する犬のしつけ方教室で以下の通り検証実験を行った。 
 
1. 新しつけ方教室プログラムの提案 
 従来の犬のしつけ方は犬の行動修正と捉えていたが、それとは異なり人と犬とがともに快適
な空間をつくり、その中で犬を尊重する飼い方の提案、必要な知識、振舞を身につける。 
 
1.1. 生活プラクティス 
 飼い主の生活のシーンを捉えて、飼い主とペット犬との振舞を身に付けることを目的として
おこなう。「生活科」という名称で毎月一回実施した。飼い主とペット犬が平均 4 ペアずつ集
まり、トレーニングルームでのウォーミングアップとしてウォーキングをし、ゲームを行い、
飼い主とペット犬の「体を動かしたい、頭を使いたい」という衝動を満足させたあと、以下の
とおり様々な活動を実施した。 
まず、犬に纏わる逸話を伝える製作活動としてスクラップブックづくり、犬っこづくり、レ
インコートデコレーション、御雛犬づくり、うちわ作り、犬張り子製作を行った。 
次に、季節の行事を通して犬との関わりを深める活動として餅つき、神社参拝、ご近所神社巡
り、ハイキング、お花見撮影会、夏祭り、書き初め、ハロウィーンパーティ、秋の遠足、犬絵
馬、春の遠足を行った。 
 さらに季節感を味わいながら、犬とともに食べられるもの作成し、食を共有することを目的
として、フルーツグミ作り、お月見団子作り、柏餅作り、アイスクリーム作り、手作りおやつ、
などを行った。 
 また、飼い主と犬との歴史を振り返る活動としてスクラップブックづくりを行った。 
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表 8 生活科活動内容一覧 筆者作成 
日時 内容 目的 参加者 
2010 
1/14 
(活動①) 
餅つき 
 
愛犬と季節の行事を楽し
む 
チャイニーズクレステッド犬 1 頭、
MIX 犬 1 頭、オーストラリアンシー
プドッグ 1 頭、T プードル 1 頭、M ダ
ックス 2 頭、マルチーズ 1 頭、ラブラ
ドール 1 頭 
2/18 
(活動②) 
神社参拝 
 
愛犬を連れての神社参拝
におけるマナ  ー
マルチーズ 1 頭、M ダックス 2 頭、
T プードル 1 頭、チャイニーズクレス
テッド 1 頭、犬種不明 1 頭、 
ポメラニアン 1 頭、MIX 犬 1 頭、 
シーズー1 頭、ワイマラナー1 頭、 
ラブラドール 2 頭 
3/4 室内アジリティ
音楽セラピー 
雨の日の過ごし方の提案 チャイニーズクレステッド 1 頭、 
ラブラドール 1 頭、MIX 犬 1 頭 
4/1 ゲーム会 室内での活動を通して、他
クラス犬との交流 
チャイニーズクレステッド 1 頭、ワイ
マラナー1 頭、T プードル 1 頭、 
シュナウザー1 頭、M ダックス 1 頭、
マルチーズ 1 頭 
5/6 五感を使って愛
犬の世界を体験
しよう 
自然の中を歩きながら、愛
犬を観察し体験を共有す
る 
マルチーズ 1 頭、チャイニーズクレス
テッド 1 頭、MIX 犬 1 頭、ゴールデ
ン 1 頭 
6/10 手作りアロマス
プレ  ー
身近なものを使って、愛犬
の虫除け対策グッズの作
成 
チャイニーズクレステッド 1 頭、マル
チーズ 1 頭、M ダックス 1 頭、 
シェルティ 1 頭、ラブラドール 1 頭、
エアデールテリア 1 頭 
7/1 手作りアロマジ
ェル 
・室内で静かに待てるため
の工夫（散歩でエネルギー
発散） 
・手作りで安心して使える
ジェル作成 
マルチーズ 1 頭、チャイニーズクレス
テッド 1 頭、ウェスティ 1 頭、 
シェルティ 1 頭、ゴールデン 1 頭、 
ラブラドール 1 頭 
9/2 
(活動③) 
夏の思い出を作
ろう～スクラッ
プブック作り～ 
 
愛犬との夏の思い出を、写
真などを用いて作品作り
をする 
M ダックス 1 頭、チャイニーズクレス
テッド 1 頭、ウェスティ 1 頭、 
ラブラドール 1 頭、シェルティ 1 頭 
10/21 愛犬の非常持出
袋を作ろう 
・災害時の対策を考える 
・実際に作ることで災害に
備える 
M ダックス 1 頭、マルチーズ 1 頭、 
シェルティ 1 頭、ゴールデン 1 頭、 
ボーダーコリー1 頭、シーズー1 頭 
11/11 
(活動④) 
秋の遠足～神社
スタンプラリー
～ 
神社巡りをしつつ、季節を
感じながらお散歩を楽し
む 
MIX 犬 1 頭、マルチーズ 1 頭、 
ゴールデン 1 頭、ウェスティ 1 頭 
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日時 内容 目的 参加者 
2011 
1/13 
(活動⑤) 
犬っこ作り 
 
郷土文化の体験をする M ダックス 2 頭、ウェスティ 1 頭、マ
ルチーズ 1 頭、MIX 犬 1 頭 
2/3 ワンちゃんと神
社参拝 
年中行事を体験する M ダックス 1 頭、マルチーズ 1 頭、 
ウェスティ 1 頭、T プードル 1 頭、 
MIX 犬 1 頭、ビーグル 1 頭 
3/3 
(活動⑥) 
ワンちゃんと早
春のプチハイキ
ング 
春を探して散歩を楽しみ、
自然の中で愛犬と一緒に
食ことを楽しむ 
M ダックス 2 頭、ウェスティ 1 頭、 
ゴールデン 1 頭、マルチーズ 1 頭、チ
ワワ MIX1 頭、T プードル 1 頭 
4/7 
(活動⑦) 
お花見撮影会 
 
季節行事を通して、愛犬と
の思い出を作る 
M ダックス 1 頭、ウェスティ 1 頭、 
ゴールデン 1 頭、マルチーズ 1 頭、 
チワワ MIX1 頭 
6/9 
(活動⑧) 
ちょいデコ・レ
インコート 
 
アイデアや工夫をしなが
ら、愛犬との暮らしを楽し
む 
ラブラドール 1 頭、犬種不明 1 頭、ウ
ェスティ 1 頭 
7/14 
(活動⑨) 
フルーツグミ作
り 
 
・食欲の落ちる夏にも食べ
やすい犬用のデザート作
り 
・同じ材料で人用も作り、
食の共有をする 
マルチーズ 1 頭、ウェスティ 1 頭、 
エアデールテリア 1 頭、シェルティ 1
頭、犬種不明犬 1 頭、チワワ MIX1 頭 
8/4 
(活動⑩) 
ワンちゃんとプ
チ夏祭り 
夏の風物詩の祭りを、出店
風ゲーム で楽しむむ 
マルチーズ 1 頭、ウェスティ 1 頭、シ
ェルティ 1 頭、チワワ MIX1 頭 
9/15 
(活動⑪) 
お月見団子作り 
 
年中行事を通して食の共
有をする 
シェルティ 1 頭、チワワMIX1 頭 
10/13 のんびりアジリ
ティ 
中、高齢犬にも可能な運動
量でアジリティ活動を楽
しむ 
シーズー1 頭、コーギー１頭、マルチ
ーズ 1 頭、ラブラドール 1 頭 
11/10 素敵な飼い主に
なるため講座 
外部講師による、ウォーキ
ングセミナーで、お散歩に
活かせるウォーキングを
学ぶ 
マルチーズ 1 頭 
10/8 クリスマススト
ッキング（くつ
した）を作ろう 
季節の行事を題材に、飼い
主の作業中も犬は、静かに
待つことを経験する 
シーズー1 頭、エアデールテリア 1 頭、
T プードル 1 頭、マルチーズ 1 頭 
2012 
1/12 
(活動⑫) 
愛犬と書初め 
 
犬と共同作業しながら、年
中行事を楽しむ 
M ダックス 1 頭、MIX 犬 1 頭 
エアデールテリア 1 頭、マルチーズ 1
頭、チワワ MIX1 頭 
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日時 内容 目的 参加者 
2/2 ワンちゃんと神
社参拝 
犬連れ神社参拝のマナー
や工夫を学び、年中行事を
楽しむ 
M ダックス 1 頭、MIX 犬 2 頭、T プ
ードル 1 頭、マルチーズ 1 頭 
チワワ MIX1 頭、コーギー1 頭、バー
ニーズマウンテンドッグ 1 頭、ボーダ
ーコリー1 頭、ラブラドール 1 頭、S
プードル 1 頭、キャバリア 1 頭 
3/1 
(活動⑬) 
お雛犬作り 飼い主の作業中、静かに待
つための工夫を学ぶ 
チワワ 1 頭 
4/12 
(活動⑭) 
ワンちゃんとお
花見散歩 
犬と散歩をしながらお花
見を楽しみ、思い出を作る 
チワワ MIX1 頭、マルチーズ 1 頭 
5/10 柏餅作り 季節の食を、飼い主と犬
が共有して楽しむ 
マルチーズ 1 頭 
6/14 室内遊び特集 梅雨時期に室内で楽しめ
る遊びやゲームアイデア
の提案 
ラブラドール 1 頭、マルチーズ 1 頭、
エアデールテリア 1 頭、チワワ MIX1
頭、M ダックス 1 頭、ゴールデン 1
頭 
7/12 手作りアイスク
リーム 
犬と共同作業しながら、季
節の食べ物を一緒に楽し
む 
M ダックス、エアデールテリア 1 頭、
A コッカー1 頭、マルチーズ 1 頭 
7/27(5/1
~) 
(活動⑮) 
※団扇づくり 飼い主が作業をし、犬はお
となしく待つ 
通常の上級クラスで、１限の最終１０
分間を利用して作成。全８回にて完
成。約 40 頭の犬と飼い主が参加 
10/4 
(活動⑯) 
ハロウィーンゲ
ームパーティ 
季節の行事を通して、犬と
の関わりを深める 
マルチーズ 1 頭、M ダックス 1 頭、 
T プードル 1 頭、チワワMIX1 頭、 
エアデールテリア1頭ウェスティ1頭 
11/8 
(活動⑰) 
ワンちゃんと秋
のお散歩遠足 
・季節を感じながら散歩を
楽しむ 
・屋外で犬と一緒に食事を
楽しむ工夫の提案 
マルチーズ 1 頭、T プードル 1 頭、ゴ
ールデン 1 頭、チワワ MIX1 頭 
12/13 クリスマス会 季節の行事を通して、飼い
主同士の交流を深める 
T プードル 1 頭、M ダックス 1 頭 
ウェスティ 1 頭、エアデールテリア 1
頭、マルチーズ 1 頭、イタリアングレ
イハウンド 1 頭 
2013 
1/10 
(活動⑱) 
絵馬作り ・犬と一緒に共同作業しな
がら製作を楽しむ 
・季節の行事を通して、犬
との思い出を作る 
マルチーズ 1 頭、エアデールテリア 1
頭、ウェスティ 1 頭、ダックス 1 頭 
2/7 ワンちゃんと神
社参拝 
年中行事を通して、愛犬と
お散歩を楽しむ 
マルチーズ 1 頭、ウェスティ 1 頭、 
M ダックス 1 頭、MIX 犬 2 頭、キャ
バリア 1 頭、ラブラドール 1 頭 
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日時 内容 目的 参加者 
3/14 
(活動⑲) 
ワンちゃんの手
作りおやつ 
・アレルギーのある犬も一
緒に楽しめる手作りおや
つを作る 
・身近に在る食材を使い、
気軽に作れるアイデアの
提案 
ゴールデン 1 頭、犬種不明犬 1 頭、 
M ダックス 1 頭、ウェスティ 1 頭、 
MIX 犬 1 頭 
4/11 ワンちゃんとお
花見散歩 
季節を感じながら、愛犬と
の散歩を楽しみ、思い出作
りをする 
ウェスティ 1 頭、ゴールデン 2 頭、 
エアデールテリア 1 頭、M ダックス 1
頭 
5/2 
(活動⑳) 
春のお散歩遠足 ・屋外で犬と一緒に、食や
空間の共有を楽しむ 
・季節を感じながらお散歩
を楽しむ 
ウェスティ 1 頭、ゴールデン 1 頭 
6/6 エンジョイお家
タイム 
・梅雨時期の室内活動の提
案 
・犬との関わりを深める 
ウェスティ 1 頭、ゴールデン 1 頭、 
エアでールテリア 1 頭、T プードル 1
頭 
7/4 手作りアロマキ
ャンドル 
・身近なものを使い、犬、
人ともに夏を快適に過ご
すアイデアの提案 
ウェスティ 1 頭 
7/29(5/1
~) 
(活動㉑) 
※張り子づくり 飼い主は愛犬の特徴をと
らえて張り子を作成。飼い
主は作業をし、犬はおとな
しく待つ 
通常の上級クラスで、１限の最終１０
分間を利用して作成。全８回にて完
成。約 40 頭の犬と飼い主が参加 
8/8 プチ夏祭り ・季節の行事を通して、愛
犬と楽しく過ごす 
シーズー1 頭、MIX 犬 2 頭、ジャック
ラッセルテリア 1 頭 
9/12 ワンちゃんと体
力測定会 
・ゲームをしながら、犬に
合った運動量や内容を考
える 
・犬との関わりを深める 
ウェスティ 1 頭、T プードル 1 頭、 
エアデールテリア 1 頭 
10/3 秋のお散歩遠足 ・季節の移り変りを楽しむ 
・自然物を使っ犬と遊び、
関わりを深める 
・秋をテーマにお互いに思
い出を語り合うことで、参
加者との交流を深める 
M ダックス 1 頭、T プードル 1 頭、 
ウェスティ 1 頭 
2010 年計 10 回、延べ参加人数 61 人、参加犬 60 頭 
2011 年計 11 回、延べ参加人数 46 人、参加犬 47 頭 
2012 年計 10 回、延べ参加人数 45 人、参加犬 46 頭 
2013 年（途中経過）計 10 回、延べ参加人数 36 人、参加犬 38 頭 
全合計参加人数 188 人、参加頭数 191 頭 
※その他通常クラスにて実施分（2012 年 5 月 1 日～7 月 27 日延べ人数 40 名 40 頭、2013 年 5
月 1 日～7 月 29 日延べ人数 40 名 40 頭）があり、合計延べ人数 80 人 80 頭が参加した。 
209 
 
＜生活科活動の実際（2010．1 月～）＞ 
活動①わんちゃんとお餅つき（図 137） 
用意：餅米、餅とり粉、きなこ 
作り方：１）餅米を蒸して、餅つき器へ入れて餅を作る。 
２）できあがった餅にきなこををまぶす。 
参加犬の様子：ＭダックスのＭちゃんはいつもは他犬が苦手だが、沢山の参加犬がいたにも関
わらず、大人しく過ごすことができた。 
参加者の感想：Ｓさん「お餅をこねるのは子どもの時以来。両手がふさがっていたが、犬も大
人しくしていてくれて良かった。」 
効果：季節の行事を楽しみながら、飼い主同士の交流を深められた。 
 
 
図 137 わんちゃんとお餅つき（20100114) ドルチェカーネ中塚撮影 
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活動②わんちゃんとお参り（図 138） 
用意：神社参拝の前に十分な散歩時間を取り、愛犬のエネルギー発散を行う。 
参加犬の様子：散歩が大好きで、活発なＲちゃんは吠えやすい性格だが、参拝前に散歩を行っ
たため、参拝中も大人しく過ごすことができた。 
参加者の感想：Ｇさん「犬連れの参拝は珍しいので、今回愛犬と参加できて良かった。また、
静かにする場面の前にはお散歩でエネルギー発散が必要なことも分かった」 
効果：日本の伝統行事に犬を連れて参加することで、より家族の一員としての意識が強まった。 
 
 
図 138 わんちゃんとお参り（20100218） ドルチェカーネ中塚撮影 
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活動③スクラップブック作り（図 139） 
用意：愛犬の写真、飾り付ける色紙やリボンなど。 
作り方：１）写真や飾りの配置を考える。 
２）フレームの中に収まるように、写真や飾りを切ったり貼ったりして仕上げる。 
参加犬の様子：Ｎちゃんは他犬の行動が気になる性格だが、椅子の下で待機し、椅子と飼い主
の足で壁を作り、他の犬が気にならずに過ごしやすい環境を作ることができた。 
参加者の感想：写真を見ながら、色々な思い出が思い出されて、愛犬との歴史を感じることが
出来て良かった。 
効果：他の参加者の写真などを通して話が弾み、交流が持てたとともに、自分の犬だけでなく、
他の参加者の犬についての情報交換ができた。 
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図 139 夏の思い出を作ろう～スクラップブック作り～（20100902）ドルチェカーネ中塚撮影 
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活動④神社スタンプラリー（図 140） 
参加犬の様子：一緒に歩くことで、犬同士が落ち着いて歩けた。 
参加者の感想：Ｔさん「身近な場所に、数々の神社があることを初めて知った。」 
効果：同じ目的地を目指して同じ方向を向いて歩くことで、犬同士も落ち着いて過ごすことが
出来、愛犬と一緒に神社を数カ所廻ることで、飼い主も達成感を感じることができた。 
 
図 140 秋の遠足～神社スタンプラリー～（20111111） ドルチェカーネ中塚撮影 
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活動⑤犬っこ作り（図 141、図 142） 
犬っこ･･･犬っことは、うるち米を粉（しんこ）にして練り上げ、犬などの動物の形にして子ど
ものおもちゃ的な物として売っていた物。昔より、魔除け、そして正月の縁起物と
して親しまれている。 
用意：上新粉、色粉、水、蒸し器 
作り方：１）上新粉に色粉を混ぜ、水をくわえて練る。 
    ２）何色かの色でパーツを作り、犬の形に仕上げる。 
    ３）蒸し器で蒸す。 
参加犬の様子：Ｔちゃんは他の犬が気になりやすいが、スリングに入れてもらうことで、安心
して過ごすことができた。 
参加者の様子：Ｓさん「犬っこの存在は初めて知ったが、東北の文化を体験できて良かった。
だんごの触感や温かさが心地よく、楽しくさんかできた。」 
効果：東北地方の文化を新しく知り、作ることで、他の飼い主との交流が深まった。両手を使
って作業するので、愛犬が落ち着いて過ごす工夫を各自が考える機会になった。 
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図 141 犬っこ餅作り（20110113） ドルチェカーネ中塚撮影 
 
図 142 犬っこ完成 ドルチェカーネ中塚撮影 
 
活動⑥ワンちゃんと早春のプチハイキング（図 143） 
参加犬の様子：Ａちゃんは他犬を見ると吠えてしまって飼い主は困っていたが、余り気にする
ことなく歩くことができた。 
参加者の感想：O さん「うちの犬は他犬に対して、ひどく吠えるので今回の参加は心配だった
が、昼食も皆と同じ場所で過ごすことが出来て嬉しかった。」 
効果：飼い主が広い空間で犬同士が落ち着いて過ごすための活動や工夫を知ることができた。 
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図 143 ワンちゃんと春のプチハイキング（20110303） ドルチェカーネ中塚撮影 
 
活動⑦お花見撮影会（図 144） 
参加犬の様子：暖かい気候に参加犬の表情もゆるみ、のんびりと歩くことが出来ていた。 
参加者の感想：Ｔさん「愛犬のきれいな写真の撮り方を知ることができた。他の飼い主さんや
犬たちと外で一緒に食事をするのが楽しかった。」 
効果：季節の移り変わりを、花見という活動で愛犬と共有し、絆を深めることができた。 
 
 
 
図 144 ワンちゃんとお花見撮影会（20110407）ドルチェカーネ中塚撮影 
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活動⑧ちょいデコ～レインコート～（図 145） 
用意：レインコート、油性スタンプ、ワッペン 
作り方：１）愛犬に合うサイズのレインコートを選ぶ。 
    ２）レインコートにスタンプしたり、ワッペンを貼って仕上げる。 
参加犬の様子：作成途中に試着をする度に、自分の為のなにかを作っていることが分かるのか、
Ｋちゃんは期待感たっぷりの表情で待っていた。 
参加者の感想：Ｔさん「市販のレインコートもいいが、自分で愛犬のためにアレンジしたので、
より愛着が湧くレインコートになった」 
効果：作業中大人しく待つための活動や、待つ間に過ごしやすくするための工夫が見られた。 
 
 
図 145 ちょいデコ～レインコート～（20110609）ドルチェカーネ中塚撮影 
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活動⑨フルーツグミ作り（図 146） 
用意：粉ゼラチン、スイカの絞り汁 
作り方：１）粉ゼラチンを溶かし、スイカの絞り汁を加えて型に流す。 
    ２）冷蔵庫で冷やし固める。 
参加犬の様子：普段他犬に向かって吠えやすいＡちゃんも、食べ物を作る様子に集中が向いて
いたため、あまり吠えることがなかった。 
参加者の様子：Ｋさん「飼い主の手作りなので、安心して犬に与えられ,ありがたい。また老犬
になり食欲が落ちたときにも活用できると聞きとても参考になった。」 
効果：食感の違うおやつ作りを通して、愛犬の食の好みがちがうという発見があり、また参加
者同士で材料の工夫などのアイデアの交換をする場面が見られ、交流が深まった。 
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図 146 フルーツグミ作り（20110714） ドルチェカーネ中塚撮影 
 
活動⑩プチ夏祭り（図 147） 
参加犬の様子：お祭り風のゲームで犬も体を動かすことができ、最後のピーマンすくいでは、
大人しく待つことが出来ていた。また、飼い主のしている作業を真剣に見守っ
ている様子が見られた。 
参加者の感想：Ｓさん「一般の夏祭りは小さい子どもや、人も多く連れて行くことが難しいが、
今回は愛犬と十分お祭りの気分を感じられ楽しく過ごすことができた」 
効果：通常の夏祭りにはなかなか連れて行けないことが多いが、季節の行事を愛犬と楽しむ機
会があることで、社会との繋がりを感じることができた。 
 
図 147 プチ夏祭り（20110804） ドルチェカーネ中塚撮影 
 
活動⑪お月見団子作り（図 108） 
用意：茹でてつぶしたサツマイモ、団子粉 
作り方：１）さつまいもに団子粉を加えてこねる 
    ２）団子状に丸める 
    ３）電子レンジで加熱する 
参加犬の様子：Ａちゃんは他犬が苦手だが、一緒に参加した犬が穏やかで、他の犬に関心をし
めさない犬だったため、とても吠えることなく、落ち着いて過ごせた。 
参加者の感想：Ｏさん「お月見の由来など知ることが出来て、面白かった。人と犬が一緒に食
べられる団子なので、家でも作ってみようと思う」 
効果：人と犬が同じ物を分け合って食べ、食の共有からお互いの関係を深めることができた。 
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図 148 お月見団子作り（20110915）ドルチェカーネ中塚撮影 
 
活動⑫書き初め（図 149） 
準備：墨汁、筆、半紙、フレーム、ミニスポンジ、犬用トリーツホルダー 
作り方：１）ビニール袋に墨汁を染みこませたミニスポンジとカットした半紙をいれる。 
    ２）袋をトリーツホルダーの中に入れ、犬に遊ばせる。 
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    ３）紙を取り出し、飼い主が字や絵を描き加える。 
参加犬の様子：普段恐がりで新しいおもちゃには警戒心を示すＴちゃんだが、他の犬が転がし
て遊ぶのを見て、警戒心が薄れたのか、自らおもちゃを転がす姿が見られた。 
参加者の感想：Ｉさん「犬と書き初めということで、一体どんな活動だろうと思っていたが、
愛犬と一つの作品を作ることが出来て嬉しく、良い記念になったと思う」 
効果：作業中に犬をただ待たせるのではなく、一緒に参加できるアイデアの提案ができた。 
   また、愛犬と一緒に作り上げたという感情により、愛犬との絆を深めることができた。 
 
図 149 書初め（20120112） ドルチェカーネ中塚撮影 
 
活動⑬お雛犬作り（図 150） 
用意：カラーモール、針金 
作り方：針金で骨組みを作りその周りにモールを巻きつける。 
参加犬の様子：一頭の参加だったため、落ち着いて過ごすことができた。 
参加者の様子：O さん「愛犬の毛色や体の形など、改めて観察することができて面白かった」 
効果：愛犬の体の特徴をじっくりと観察する機会になり、改めて、愛犬への理解を深めること
ができた。 
222 
 
 
 
 
活動⑭お花見散歩（図 151） 
参加犬の様子：活動⑦に同じ 
参加者の感想：Ｓさん「愛犬が年齢を重ねる毎に、今年も一緒に花見ができることが嬉しく思
う」 
効果：毎年の恒例行事を経験することで、愛犬との時間を大切に過ごすことを再確認できる。 
 
図 151 お花見散歩（20120412） ドルチェカーネ中塚撮影 
 
図 150 お雛犬作り（20120301） ドルチェカーネ中塚撮影 
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活動⑮うちわ作り（図 152） 
用意：愛犬の写真、うちわ、色紙、シールなど 
作り方：無地のうちわに写真や色紙を切り取って貼りつける。 
参加犬の様子：飼い主が作業中も、足下で大人しく待つことができる。 
参加者の感想：Ｔさん「愛犬との歴史が詰まった大切な作品になった。毎年夏に飾って楽しみ
たい」 
効果：飼い主間の愛犬の情報交換で交流が深まった。愛犬の普段の様子から作図を考えたりす
るなど、愛犬への理解がより深まった。 
 
 
 
図 152 団扇つくり（20120727） ドルチェカーネ中塚撮影 
224 
 
活動⑯ハロウィーンゲームパーティ（図 153） 
参加犬の様子：Ｒちゃんは普段から活発な性格で、興奮しやすいが、飼い主と一緒にゲームに
集中することで、穏やかに過ごすことができた。 
参加者の感想：Ｋさん「なかなか馴染みのない行事だが、コスチュームを着けたり、ゲームで
楽しめた。他の犬を気にしすぎず過ごすことが出来て良かった。」 
効果：お互いの犬のコスチュームを交換したり、飼い主間の交流を深めることができた。 
 
 
図 153 ハロウィーンゲームパーティ 20121004 ドルチェカーネ中塚撮影 
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活動⑰ワンちゃんと秋のお散歩遠足（図 154） 
参加犬の様子：Ｒちゃんは教室では興奮が上がりやすいが、屋外の環境で飼い主が食事をする
間も寄り添い、とてもリラックスしていて、普段の家の様子を垣間見ることができた。 
参加者の感想：Ｇさん「自分だけではなかなかこういったことは出来ないが、他の飼い主さん
と愛犬と一緒に気持ちよい時間が過ごせて良かった」 
効果：飼い主も愛犬も自然の中で過ごすことでリラックス効果を得られた。 
 
 
 
図 154 ワンちゃんと秋のお散歩遠足（20121108） ドルチェカーネ中塚撮影 
 
活動⑱絵馬作り(図 155) 
用意：五角形の板、スタンプ、マジック、筆ペン、ひも、手形スタンプセット 
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作り方：１）板に愛犬の手形を押す。 
    ２）飼い主が字やイラストを描き加える。 
参加犬の様子：以前は作業中も他の犬が気になったり、落ち着かない様子だったＴちゃんだが、
製作体験を重ねてきたせいか、今回は飼い主が座って作業を始めると、ハウス
の中で落ち着いて過ごしていた。 
効果：何度か製作を行う経験を積むことで、犬は今後の流れを予測し、納得して落ち着いて過
ごすことができる。 
 
 
図 155 絵馬作り（20130110） ドルチェカーネ中塚撮影 
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活動⑲ワンちゃんの手作りおやつ（図 156） 
用意：鮭（塩の付いていない物）、ニンジン、ごま、片栗粉 
作り方：１）鮭はフライパンでこがさないように焼く。 
    ２）ニンジンは電子レンジで加熱して柔らかくし、フードプロセッサーで細かくする。 
    ３）フードプロセッサーに全ての材料を入れて混ぜる。 
    ４）3～4ｍｍの厚さに平らに伸ばし、切れ込みをいれる 
    ５）電子レンジで加熱する 
参加犬の様子：初参加のＩちゃんは、少し怖がりで初めは慣れない環境にとまどっていたが、
他の犬もＩちゃんを気にすることがなく、適度な距離を保つことで、最後は安
心して過ごすこ  とができた。 
参加者の感想：Ａさん「身近にあるもので作れ、添加物も加えないので安心して食べさせるこ
とができて嬉しい。また、電子レンジで簡単にできるところも良かった」 
効果：手に入りやすい材料と、道具を使うことで、手作りでおやつを作ることへの抵抗をなく
すことができた。 
 
図 156 ワンちゃんの手作りおやつ（20130314） ドルチェカーネ中塚撮影 
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活動⑳春のお散歩遠足（図 157） 
参加犬の様子：活動⑰に同じ 
参加者の感想：活動⑰に同じ 
効果：活動⑰に同じ 
 
図 157 春のお散歩遠足（20130502）ドルチェカーネ中塚撮影 
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活動㉑張り子づくり（図 118） 
用意：新聞紙、空のペットボトル、コピー用紙、洗濯糊、色紙、絵の具 
作り方：１）ペットボトルに新聞紙を張り付け、犬の形を形作る。 
    ２）その上から、何層にもコピー用紙を貼り付けていく。 
    ３）色を塗ったり、紙を貼ったりして装飾する。 
参加犬の様子：飼い主が作業に集中する間、足下で静かに待っている。 
参加者の感想：愛犬の特徴を改めてじっくり見ることができた。耳の形や角度など細かいとこ
ろを観察する良い機会になったり、発見することもあった。 
効果：愛犬の特徴を探すことで、体に対する細かい観察眼をつくることができた。
 
 
 
 
図 158  張り子づくり（20130729）ドルチェカーネ中塚撮影 
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1.2. 散歩の提案 
本論文序章 p.16 に示す例の通り、犬の行動に悩みを持っている飼い主とその犬は散歩を行わ
ない飼い主がいる。散歩を億劫にさせている原因としては、散歩の際、犬が引っ張ったり他人
や他犬に吠えついたりするといったことが挙げられる。しかし、犬の行動が原因であるのみな
らず、飼い主が散歩をすること自体に楽しみを見出すことができないのが原因となっているこ
ともあった。散歩は人にも犬にも心身の健康を促進させる意味では重要である。 
そこで、2008 年から 2009 年にかけては、散歩に重点をおいたプラクティスを行い、散歩が
飼い主とペット犬との良好な関係性を構築するために役立っていることを実証実験した。5，6
名という集団で散歩を行うことにより、群れで過ごす犬の習性を活かすことができ、さらに人
にも犬にも交流が生まれ、良好な共生を行うことができる。 
 
図 159 第１回お散歩会の様子 筆者撮影 
 
プラクティスの目的としては、犬の習性を満足させる散歩の仕方、犬への散歩のしつけ、犬
のボディーランゲージの読み取り方、散歩時の犬への配慮、地域への配慮のためのマナー、飼
い主の屋外での楽しみを見つける方法、散歩後の飼い主同士の交流などを挙げ、以下の活動を
実施した。 
飼い主は犬の道を見つける能力に驚いたり、知らなかった四季による犬への配慮についての
知識を得ることができた。参加者からは、とかく人が生活の中心となって、犬の散歩が億劫に
なっていたが、犬には必要であるとともに、自分も屋外で過ごすことの気持ちよさに気づいた
という感想があげられていた。また、飼い主間の交流は散歩会への参加意欲の向上に繋がった。
飼い主同士でお互いの散歩コースを訪ねる姿も見られるようになった。 
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表 9 散歩会の活動内容と参加者一覧 ドルチェカーネ中塚作成 
日時 内容 目的 参加者 
2008 
1/10 
あったかシ
チュー付き
お散歩会 
・散歩におけるしつけの取り組み方、
マナーアップ、寒冷期の注意点の紹介 
・新年にあたり、教室内の交流 
・年末年始で運動不足気味な人間、犬
のリフレッシュ及び食事マナ  ー
MIX 犬 1 頭 
2/7 あったかシ
チュー付き
お散歩会２ 
・普段にはない多頭多人数での散歩経
験と群れ行動の新発見をする。 
・食事マナー、クレートトレーニング 
M ダックス 1 頭、MIX 犬 2 頭 
ラブラドール 1 頭、犬種不明 2
頭、S プードル 1 頭 
3/6 春のきざし
を見つけよ
う 
・視野を広げ姿勢よく歩く 
・フレキシブルリードの活用（ゲーム） 
Mダックス 1頭、犬種不明 3頭、
フラッティ 1 頭、ラブラドール
1 頭、MIX 犬 1 頭、S プードル
1 頭、キャバリア 1 頭 
4/3 春のお散歩
は「上見て・
下見て・遠く
見て」 
拾い食い、お出かけ先でのトラブルな
どを上手に回避する 
ラブラドール 1 頭、MIX 犬 2 頭 
犬種不明 2 頭、M ダックス 2 頭 
フラッティ 1 頭、アメリカンピ
ットブル 1 頭、S プードル 1 頭 
5/8 初夏のお散
歩 
・初夏の散歩での健康管理 
・ボディチェック 
ラブラドール 2 頭、犬種不明 1
頭、M ダックス 1 頭、MIX 犬 1
頭、S プードル 1 頭、 
6/5 雨の日の過
ごし方 
運動と食の
バランス 
・梅雨時期の愛犬との過ごし方や体の
管理のコツを学ぶ 
ラブラドール 2 頭、M ダックス
1 頭、ゴールデン 1 頭、S プー
ドル 1 頭、MIX 犬 1 頭、 
7/3 わんちゃん
とのお出か
けをもっと
楽しく 
・夏のお出かけのコツを紹介 シーズー1 頭、ラブラドール 2
頭、シェルティ 1 頭、犬種不明
1 頭、S プードル 1 頭、MIX 犬
1 頭 
9/4 ワンワン交
通安全週間 
交通安全と守りながら楽しく散歩する M ダックス 1 頭、ゴールデン 1
頭、ラブラドール 1 頭、S プー
ドル 1 頭 
11/6 紅葉を楽し
もう 
季節の風景を犬と一緒に楽しむ M ダックス 1 頭、ラブラドール
2 頭、MIX 犬 1 頭、 
2009 
11/5 
カメラを持
って出かけ
よう 
季節の風景を犬と一緒に楽しみ、思い
出に残るような写真を撮る 
狆 2 頭、犬種不明 1 頭 
MIX 犬 2 頭、マルチーズ 1 頭 
パピヨン 1 頭、M ダックス 2 頭 
チャイニーズ・クレステッド 1
頭、ラブラドール 1 頭、エアデ
ール 1 頭 
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2. 飼い主仲間が創る人とペット犬との空間 
飼い主仲間で、人とペット犬とが心地よい共生ができるための空間づくりを行った。 
 
2.1. 犬と飼い主とのウォーキング会による共生プラクティス 
＜実施日＞2013/06/02（日） 
＜場所＞〒651-1311 兵庫県神戸市北区有野町二郎 
＜主催＞北神戸田園スポーツ公園（以下 「でんスポ」）  
担当：白澤雅英 園長：二本松正夫 
（指定管理者：神戸電鉄株式会社）電話 078‐951‐5901 FAX078‐951‐5903 
Email：shirasawa@denspo.com 
＜講師＞ 
中塚圭子（犬のしつけ方教室：ドルチェカーネ中塚…以下 DCN）（アシスタント：福家まや）
電話 090-9252-7544 Email：info@dolcecane.com  
住所：〒651-1302 神戸市北区藤原台中町 2－9－13 
伊藤美香（神戸市動物管理センター譲渡動物支援ボランティア「CC クロ」 
電話：078-741-8111(神戸市動物管理センター内) 
住所：〒651-1102 神戸市北区山田町下谷上字中一里山 14-1  
＜対象＞でんスポのドッグラン会員より、主催者が募集 
＜目的＞ 
１）でんスポドッグラン創立記念事業 
２）利用者である飼い主が「でんスポ」の魅力を知り、マナーを守って安全で楽しく「でんス
ポ」を利用する。 
３）飼い主が、でんスポ利用に役立つ犬の管理のためのコツを知る。 
４）愛犬は、習性を満たし、人とともに楽しいひとときを過ごす。 
＜経緯＞ 
「でんスポ」の利用者の中には、犬の散歩を目的とする人や犬連れでの利用者がいる。その
中には犬を放して散歩する人がおり、他の利用者に驚異を感じさせる、排泄物の不始末、等に
より苦情があった。そこで、「でんスポ」では、犬を放して運動できるよう、敷地の一部を囲い、
ドッグランを造った。また、犬連れ利用者を募り、ドッグランワークショップを行い、場所の
選定、規定430を作成した。そして、6 月 2 日、でんスポドッグラン創立記念事業として、この 
「ワンちゃんと一緒にウオーキング会」が催された。 
4 月 19 日、神戸市動物管理センターを通じてでんスポ白澤雅英から筆者に記念行事企画運営
が相談される。同席した動物管理センター主査湯木麻里より、動物愛護啓発活動として、今後
                                               
4302013 年 1 月 21 日（月）19 時から体育館内ホワイエで第 1 回ドッグラン利用ワークショップを開催。近隣の愛犬
家 17 名が参加。ファシリテーターの進行により“ドッグラン”開設に向けての条件、運営のルール、必要なことなど
約 2 時間にわたり話し合いが行なわれた。「有料制のほうが利用マナーはいいだろう」「利用時間については夏場は特
に夜間も利用できたらいいなぁ」「掃除は利用者がボランティアでできるんじゃないか」などなど、有意義な意見が
あった。 
2 月 2 日 ドッグランに先立ち、テニスコートでドッグランの試行。 
2 月 13 日第 2 回ドッグランワークショップ 
3 月 9 日（土）10 時～「ドッグランの場所を決めよう」ワークショップ 
3 月 13 日（水）19 時～「ドッグランのルールを決めよう」ワークショップ 
4 月 26 日ドッグランオープン 
6 月 2 日ドッグラン事業記念行事「ワンちゃんと一緒にウオーキング会」 
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も会場を利用したい由、神戸市動物管理センター譲渡支援ボランティアの伊藤美香も運営に参
加することとなる。 
5 月 24 日、電話にて内容の打ち合わせをし、5 月 29 日、現地にて最終決定。目的の設定を行
った。 
＜当日の様子＞ 
 
図 160 犬と飼い主とのウォーキング会 筆者撮影 
周囲の匂いを犬が嗅ぎながら歩く、犬の習性を満たす歩き方と、人間に合わせて一緒に歩く
歩き方の 2 パターンの実践を行った。 
 
図 161 給水対策の講義 犬と飼い主とのウォーキング 筆者撮影 
途中で熱中症対策に水を飲む。また、まむしは池周辺に多いことより、まむし対策など、犬
との散歩に纏わる知識の提供を筆者が行った。 
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図 162 地域の説明 筆者撮影 
途中で二本松園長による、周囲の山の説明を受けた。 
 
図 163 飼い主同士の交流 筆者撮影 
飼い主同士ゆっくりと交流する機会も持てた。 
 
 
図 164 ピクニックシートの上でお茶とお菓子を食べる飼い主 筆者撮影 
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飼い主に、ピクニックシートの上でお茶とお菓子を食べてもらう。ここでの排泄に気をつけ
たいという感性の醸成に役立つことが期待される。白澤は「とてもマナーの良い皆様で、気持
ちの良い会ができた」と話した。やはり、自主的にランを運営することが、いい飼い主さんを
育てることに繋がっていると推察される。ラン経営は、社会的にも意義のあることである。 
しつけということを前面に押し出すのではなく、お散歩の会とすることで、堅苦しくなく、
犬の飼い方の様々な情報発信ができた。 
 
－付録－ 
＜でんスポ側準備品＞ 
・参加者用ハンドアウト人数分印刷・ブルーシート 1.8m×1.8m を 4 枚・ハンドマイク 1 コ 
・オシッコに掛ける水（500mlボトルに水道水を入れた物、各自 1本分） 
・ピクニック用の紙コップ人数分 ・お茶（２Lボトル×3本）・お菓子（個包装したもの人数×2個） 
以上については、家族も来ることが予想されるので多めに準備。） 
＜DCN 側準備品＞ 
・スタッフ用資料作成 ・参加者用ハンドアウト作成  
・犬具（予備リード、抜け防止首輪、無駄吠え防止グッズ、引張り防止ハーネス、犬用おやつ） 
 
＜参加者＞定員：ドッグランの登録者で先着 20 頭（15 頭の申込）1 オーナーに 1 頭 
1 横山 寛・クウカイ  （柴犬） 11 レモン（ビーグル） 
2 金川行雄・大吉   （トイプードル） 12 谷田とよこ・小春（ラブラドール） 
3 上野みどり・ココ (トイプードル） 13 土井和彦・ハル （ラブラドール） 
4 林英一・チョコ（トイプードル） 14 宮利裕・ララ（ラブラドール） 
5 辻川規子・ロッコ（トイプードル） 15 小林順子・エリ（ｱｲﾘｯｼｭセッター） 
6 狩野葉子ルクア(トイプー×スピッツ） 16  
7 山内隆則・シール（ｼｭﾅ×トイプードル） 17  
8 中村泰子・チョコ（トイプードル） 18  
9 西田直子・カリブ（ダックス） 19  
10 亀岡奎子・ファン  （ｱﾒﾘｶﾝコッカー） ﾃﾞﾓ 伊藤美香・クロエ(ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞﾌﾟｰﾄﾞﾙ) 
<Memo> 
次回より、事故防止の情報として去勢・避妊の未 or 済み及び犬の年齢を確認のこと。 
家族の参加人数の把握も必要。 
 
表 10 ウォーキング会タイムスケジュール 
時間 内容 備考 
07:00 天候により、実施決定 白澤から中塚に連絡 
08:00 悪天候の場合中止連絡 参加者から白澤に連絡 
09:20 スタッフ、ドッグラン前集合 伊藤with S･ﾌﾟｰﾄﾞﾙ 
「クロエ」 
09:50 参加者、ドッグラン前集合 点呼 
10:00 ドッグラン前にてウォーキング準備 
・犬へのコミュニケーションの取り方（犬へ声を掛ける） 
・犬の管理のコツ（排泄物を取るときはリードをふむ、
・首輪リードの安全確認（伊
藤・福家）危険犬チェック 
・MC 中塚 
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など） 
・飼い主の義務として犬に鑑札,狂犬病予防接種済み票、
迷子札、マイクロチップを装着 
・排泄物袋は必ずポケットなどに入れ身につける 
・オシッコ水の意義、作り方と使い方        
・飼い主準備運動 
・お散歩の仕方（リードの持ち方・人混みの通り方）               
・デモ伊藤クロエ 
 
 
・排泄処理水配布（白澤） 
10：30 デンスポをお散歩しよう！ 
・犬の気晴らしができるクンクン散歩と人間に合わせる
ルンルン散歩の実技 
・犬のストレス発散に会話をしながら 10歩ダッシュ実技 
・ダッシュ後、犬の熱中症の見分け方と対策 
(舌の形が横広がりになったら注意。濡タオル＋煽ぐ) 
・体育館前にてデンスポの見所を紹介        
 
・体育館前にて集合写真撮影 
・木々の名前に注目、鳥の声に耳を傾ける、まむし注意
など、周囲を見回し散歩を堪能。まむしの出るポイント、
まむしに咬まれたら人は即救急車。犬はまむしの毒に強
いので、あわてず自動車で獣医へ。 
・コース表参照 
ドッグラン 
→サブ球場（A）外周 
→サブ球場（B）外周 
→更衣室・トイレ前は人混み注
意 
→体育館前 
・園長二本木担当 
・撮影（福家・白澤） 
→体育館脇 
→あじさいスタジアム横 
 
→みんなの原っぱへ 
11：00 「みんなの原っぱ」でピクニックティータイム 
・ティータイムでの犬の管理実践 
（犬がお利口なときを見付け、褒めるとお利口にな
る。犬同士の間隔管理・リードを踏む・人の食べ物
をあげると要求が年々強くなるなど） 
・狙いは飼い主が芝生上の快適さを体感し、犬に排泄さ
せたくなくなるような感性の醸成 
・ブルーシートを敷く 
・お茶お菓子配布 
（スタッフ全員） 
・熱中症観察、犬の水分補給
の声掛け(スタッフ) 
・ブルーシート片付け 
→ドッグランへ 
11：30 ドッグランにて、クールダウンタイム 
・人も犬ものストレッチ＆マッサージでクールダウンを
行うと、心も体も安定する。また、足腰の老化予防にな
る 
・ドッグラン利用についてのコツ 
・ドッグラン前にて集合写真 
・日頃のお困りごと相談（無駄吠え・噛みつき・引っ張
り等） 
 
 
 
 
・撮影（中塚・福家・白澤） 
12：00 解散 ・後片付け・ミーティング 
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2.2. 犬連れコンサートによる共生プラクティス 
我が国において、1990 年以前には、単に散歩をするだけで「人々と犬とがともに集って遊ぶ、
楽しむ」という文化は皆無に等しいものであった。強いてあげれば、各地で開催されている
JKC431や PD432主催のドッグショーや、訓練協議会に参加したり見学しに行ったりすることが
人と犬との唯一のイベントであった。大型犬ブームであった 1990 年代初頭にはペットブーム
の流れに乗り、各地のドッグショーはおおいに賑わいを見せたものだ。しかしそれは基本的に
ブリーダーやペットショップの商業的目的のためのものであり、一般の愛犬家がのめり込む要
素は少ないものであった。それに気づいた愛犬家達が犬と一緒に楽しめる方法を模索し始めた。
犬同伴のキャンプや、犬同伴可能な施設での宿泊、あるいは犬の運動会（これは筆者が全国に
先駆けて始めたものである433）のようなものが開催され始めた。筆者もそれらすべてを経験し
たが、一方で人の生活、人の文化に寄り添う形での共生のあり方を求めると、より人の生活に
自然に馴染む方法を模索せざるを得なかったのである。 
筆者は夫が音楽家であり、筆者自身も音楽教師であったという環境から、人と犬とが参加で
きる文化活動の一つの形として「ワンちゃん同伴コンサート」に行き着いたのである。犬が音
楽を理解するとは思えないが、犬は本能的に人の安らぐ姿、癒される心を自分のものとして感
じることができる。「ワンちゃん同伴コンサート」は、人と犬とがお互いの心の安らぎを感じ取
って、人の知的好奇心を満足させ、人も犬もともに精神的安定を得る最良の方法のひとつと考
えた。これも筆者が全国に先駆けておこなったものであるが、公共の場所に多数の犬を集合さ
せるという性質上、吠え声の騒音や、排泄物で公共施設を汚す可能性など、種々の障害を乗り
越えねばならなかった。現在でも同様の危惧はあるが、諸問題を解決することによって「ワン
ちゃん同伴コンサート」はより成熟した人と犬との共生関係を構築する有力な文化活動の一つ
となり得ると確信している。 
 
＜実証実験＞   
構想の検証としてとして、5 回のコンサートを行った。各回の実践の報告を記す。 
 
第 1 回 
名称：「ワンちゃん同伴コンサート」 
日時：2006 年 9 月 3 日（日）18:00 開演 
場所：三田ウッディタウン市民センター 芝生広場  
主催：三田シティコーラス、ドルチェカーネ中塚、日本動物福祉協会 CC クロ、 
後援：三田市、三田市音楽協会、三田合唱連盟、三田市文化協会、神戸新聞社、六甲タイム
ズ社、三田市小動物開業獣医師会、ハニーFM 
出演：中塚雅敏（バリトン） 有馬晴子（ピアノ） 三田シティコーラス 
参加人数：200 名 参加犬数 100 頭 
入場料：無料 
                                               
431。クラブ会報(2009)『GAZETT 12 月号』（社）ジャパンケンネルクラブによれば、農林水産省認可の公益法人（1949
年創立）として、純粋犬種の犬籍登録、有能・優良犬の普及、畜犬の飼育の指導奨励、動物愛護精神の高揚を主な目
的として活動。 
432 （社）日本警察犬協会。動物愛護の思想普及と、畜犬の能力を最高度に活用し、社会福祉の貢献と警察犬種の改
良増殖を図ることを目的としている。1967 年、内閣総理大臣の所管に昇格し、主務官庁として警察庁の指導監督を
受ける。http://www.policedog.or.jp/info/jigyou.htm より 
433 1992 年、第 1 回ワンちゃん大運動会開催～現在に至る。 
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全国初のイベントということもあって、主催者側として大変も心配し数々の配慮をした。コ
ンサートに先立って「落ち着いてコンサートを聴くためのワンポイント講習会」をプログラム
に加え、また多数のボランティアを配置して種々のトラブルに備えた甲斐があり、静寂の中で
クラシック音楽を楽しむ会としての趣旨を充分達成することができた。コンサートが進むにつ
れ、最初はあちこちで吠えていた犬たちが落ち着き始め、飼い主に寄り添ってまるで音楽を楽
しんでいるかのような光景が多く見られたのは特筆すべきことであった。多くのボランティア
達も自信を深め、参加者の多くが継続的な開催を希望するなど、初のイベントとして大変満足
すべきものであった。 
 
 
図 165 コンサートを犬と楽しむ 2006/09/03 筆者撮影 
 
第 2 回  
名称：「ワンちゃん同伴コンサート」 
日時：2007 年 8 月 26 日（日）18:00 開演 
場所：三田ウッディタウン市民センター 芝生広場  
主催：ドルチェカーネ中塚、神戸室内オペラ、三田シティコーラス、 
後援：日本動物福祉協会CC クロ、三田市小動物開業獣医師会、神戸新聞社、ハニーFM、 
    三田市、三田市文化協会、 
出演：中塚雅敏（バリトン）有馬晴子（ピアノ）三田シティコーラス 
参加人数：250 名 参加犬数：80 頭 
入場料：無料 
  
初回と同じく、スムーズな運営のための配慮を怠らず用意周到で本番を迎えた。2 回目とい
うことで参加者、参加犬も慣れてきたせいか、音楽会冒頭から犬の鳴き声が全く気にならず、
子どもの話す声の方が気になる程であった。コンサートが始まるかなり前から来て犬を散歩さ
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せたり、他の犬とコミュニケーションを図ったり、と飼い主側の工夫も見られた。コンサート
自体も重要であるが、こういった飼い主同士の交流、違った環境での犬同士の交流を通して、
飼い主と犬双方の社会参加を一歩進めることに役立つことを確認した。また、地域社会に人と
犬との共生文化を認知してもらうという目的のためには、こういった活動を続け、啓蒙してい
くことの重要性を再認識させられた。 
 
第 3 回 
 名称：'07 動物愛護フェスティバル in 姫路「ワンちゃん同伴コンサート」 
 時：2007 年 9 月 17 日（月・祝日）10:45 開演 
 場所：姫路城三の丸広場  
 主催：姫路市、姫路市動物愛護協会、兵庫県獣医師会姫路支部、姫路小動物開業獣医師 
  出演：中塚雅敏（バリトン） 有馬晴子（ピアノ） 
 参加人数 300 名 参加犬数 50 頭 
 入場料 無料 
環境省の動物愛護に関する施策の一環として姫路市が開催した「愛犬祭り」の中のイベント
としておこなわれた。新興住宅街の三田ウッディタウンと大都市内の観光スポットである姫路
城とは状況が異なり、想定外のトラブルもありうるという想定で開催に臨んだが、姫路市小動
物開業獣医師会の獣医師達、姫路市保健所の職員等の全面協力を得て、思いのほか順調に推移
した。ただ場所的に観光客や通行人が多く、少し立ち寄ってもの珍しそうに音楽を聴き、すぐ
に立ち去るといった人も多く、人も犬も少し気が散る様子もうかがえた。犬にとっても飼い主
にとっても残暑が厳しすぎるという声が聞かれた。散歩時の排泄物持ち帰りを促すための道具
紹介も同時におこなった（図 166）。 
 
図 166 姫路城ワンちゃん同伴コンサート 筆者撮影 
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 （  
図 167 会場内には散歩マナーの啓発展示も（姫路市による）筆者撮影 
 
第 4 回 
 名称：「ワンちゃん同伴イベント in 元町６丁目 中塚雅敏ヴォーカルコンサート」                       
 日時：2008 年 5 月 6 日（火・祝日）14:00 開演 
 場所：元町 6 丁目商店街最西端付近  
 主催：神戸元町 6 丁目商店街振興組合 
 共催：ドルチェカーネ中塚 神戸室内オペラ 
  出演：中塚雅敏（バリトン） 有馬晴子（ピアノ） 
 参加人数：300 名 参加犬数 40 頭 
 入場料：無料              
 
神戸元町の商店街店主達が地域振興の一つの手段として開催された。元町 6 丁目商店街振興
組合事業としては、これまでも 2002 年から、「楽しいワンちゃんの育て方デモンストレーショ
ン」として、毎年犬のしつけ方啓発事業をおこなってきた。2008 年から新しくワンちゃん同伴
イベントとして引き継がれたのである。商店街での初めてのコンサートであった。排泄や犬の
ストレスを回避するため、ちいさな公園が近くにある、商店街の最西端でおこなった。姫路城
の場合と同じく通行人は多く、往来のじゃまになりトラブルも予想されたので、今回は座席を
コンパクトに設置し、参加する犬を往来に接することなく配置したので特に問題になることは
なかった。新興住宅地と違って大都市部は小型犬が多く、スペース的にも問題が少なかったの
も幸いしたようである。 
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図 168 小型犬を抱いて音楽を聴く 筆者撮影 
 
 
図 169 犬連れコンサートで歌う中塚雅敏 筆者撮影 
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第 5 回  
 名称：「ワンちゃん同伴コンサート」 
 日時：2009 年 5 月 10 日（日）18:00 開演 
 場所：三田ウッディタウン市民センター 芝生広場  
 主催：ドルチェカーネ中塚、神戸室内オペラ、三田シティコーラス、 
 後援：日本動物福祉協会 CC クロ、三田市小動物開業獣医師会、神戸新聞社、ハニーFM、 
    三田市、三田市文化協会、 
  出演：中塚雅敏（バリトン）橋本典子（ソプラノ）横山多絵（ソプラノ）有馬晴子（ピアノ） 
佐藤紀子（バイオリン）  
    三田シティコーラス 女声コーラス「はなみずき」 
 参加人数：300 名 参加犬数 150 頭  
  
三田での開催も 3 回目を迎えるにあたって、趣旨に賛同するボランティアの演奏家も増え、
盛大なコンサートとなった。第 1 回目からコンサートに先立って「落ち着いてコンサートを聴
くためのワンポイント講習会」をプログラムに加えてきたが、すっかり定着し、それを楽しみ
に参加する観客も増えている。今後のイベント参加時の参考にしてもらうため、「ワンちゃんと
音楽を楽しむコツ」というパンフレットを配った。「人と犬との共生」の一つの形としての音楽
文化活動であると同時に、社会的啓蒙活動であるという側面を強化した。 
 
考察 
犬同伴コンサートは全国初のイベントということもあり、主催者側として犬を落ち着かせる
ための知識の伝達とマナー啓発を唱えるために数々の配慮をした。まず、全てのコンサートに
先立って「落ち着いてコンサートを聴くためのワンポイント講習会」をプログラムに加えた。
また多数のボランティアを配置して犬同士の喧嘩、むだ吠えなど問題があったときの対処に備
えた。また、犬のストレスサインを飼い主に伝え、早めに犬の気晴らしのために席を外すなど、
数々のトラブルに備えた成果として、静寂の中でクラシック音楽を楽しむ会としての趣旨を充
分達成することができた。 
第 1 回目からコンサート前に、下記に記したコンサートを静かに聴くためのチェック表を配
布し、ワンポイント講習会をおこなった。チェック内容は、愛犬のストレスを観察する、スト
レス発散方法、犬の排泄で汚さないなど犬連れ時の会場への配慮、他人や他犬への配慮の呼び
かけをおこなうものである。事前にチェック内容に基づき講習会をおこなったため、飼い主が
具体的にトラブルを避けるためにどう動けばよいのかを把握することができた。聞き取り調査
でも、「最初のマナー講座は大変役に立った」「前回と前々回と比べて、自分の犬の成長ぶりに
驚く。」（I 氏（49 歳）ボーダーコリー2 歳雌の飼い主434）との声があった。 
                                               
434 「ボーダーコリーのルーシーとお散歩」http://d.hatena.ne.jp/lucy0414/20070826 取得日 2009 年 12 月 15 日 
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図 170 コンサート時のマナーとしつけについてのレクチャー 筆者撮影 
 
＜チェック表＞ 
・コンサートが始まる前に 
□お散歩でたっぷり運動できた 
□排泄は済んだ。排泄物の後片付けもできた 
□今座っている場所で犬の居心地はよさそうだ 
□犬の中には挨拶嫌いな犬もいると心得る♪ 
  （飼い主さんに一言声をかけて確かめてください） 
 
・コンサートが始まったら 
□傍らの犬をやさしく撫でながら一緒に楽しむ 
□吠える、ソワソワする、音を怖がるなどのストレスサインをみつけたらすぐに犬のために席 
 を立つ 
（いつもと違った環境ではワンちゃんも緊張したり不安になったりして、トイレの回数が増え
ます。演奏の途中でもご自由に席を外して気分転換をしてもかまいません。） 
 
・コンサートが終わったら 
□退場はあせらない♪ 
  （スタッフが誘導しますので、指示があるまでしばらくお待ち下さい） 
□ゴミ、ワンちゃんのウンチを持った♪ 
□ワンコのために最後にしっかりお散歩。余韻を楽しみます。 
 
コンサートという状況であるので、予めチラシの中に「※ 尚、他人･他犬に危害を及ぼす可
能性のある犬、無駄吠えする犬の同伴は固くお断りいたします。」の一文を掲載した。他人・他
犬に危害を及ぼすと認識している飼い主には、まずその問題行動を是正するプログラムを用意
し、実行する必要がある。そのためのプログラムについては、相談窓口にて個別対応が有効で
ある。 
コンサートの光景は毎回翌日の神戸新聞阪神北摂版に掲載された。2007 年 8 月 18 日には以
下に示すとおり、犬の社会化のために役だったとの声があった。 
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「譲り受けた犬と参加した会社員、N さん（57）＝すずかけ台＝は、（中略）こういう場は、
他の人や犬に慣れることができるのでよかった、と話していた。」 
  
単純に犬を連れてくることで犬が人社会に慣れていくという効果もあったが、さらに犬独自
の学習効果により犬が落ち着いた行動を学習していくことも期待できる。つまり、回を重ねる
ごとに犬は会場内で飼い主と一緒に静かに落ち着いて伏せていたが、これは犬の社会的学習行
動の中の「社会的促進効果」「局所的増強」といわれる行動に基づくものであると考えられる。
社会的促進効果とは、「他の動物がある行動をしているのを見て、その同じ行動をする動機を得
る過程を示す」435ことであり、「局所的増強」とは、「ある動物がある行動に没頭していると、
他の動物がそれに注意を引かれて近寄ってくる過程」を言う。  
コンサートが進むにつれ、最初はあちこちで吠えていた犬たちが落ち着き始め、飼い主に寄
り添ってまるで音楽を楽しんでいるかのような光景が多く見られたのは特筆すべきことであっ
た。飼い主が音楽で心地よいと感じ、聴き入る行動が、同じくコンサートの状況下で犬が心地
よいと感じてリラックスする、という行動を引き出すことができたのである。リラックスして
いる飼い主と一緒にいることは、犬にとって非常に落ち着き、心地の良いことなのである。ま
た、犬が心地よくいられることが、飼い主にも心地よさをもたらす。「心地よい」感性が会場、
人、犬、の間で循環していた。終了後の聞き取り調査では、以下の声が聞かれた。 
 
「自分の犬が音楽会でこんなに静かにしていられると思わなかった」 
 （第 1 回目参加 35 歳女性 ダックスフンドの飼い主Ｎさん） 
「愛犬と寄り添いながら美しい音楽に聴き入った」 
 （第 2 回目参加 68 歳女性 日本系雑種の飼い主Ｍさん） 
「愛犬と音楽が聴けて最高！」 
 （第 3 回目参加 42 歳女性 チワワの飼い主Ｗさん） 
「他の犬や飼い主さんと交流ができた」 
 （第 4 回目参加 52 歳男性 ボーダーコリーの飼い主Ｉさん） 
 
オペラント条件付け436による、「伏せ、待て」の号令のみで、約 2 時間のコンサートの間、「伏
せ」ができることは希であろう。正の強化のためのモティベーションは側にいることがうれし
い以外には見つけにくい。正の罰（我慢しないと叱られる）を犬に課すことで 2 時間を乗り切
る犬もいるであろうが、それでは飼い主の心は、犬と一緒にいて本当に心地よいとは感じられ
ない。参加者の多くが継続的な開催を希望したことを考えると、正の罰で犬を制御したのみで
はないと考えられる。 
さらに、プログラムの最後に、聴衆を交えての大合唱があり、コンサート会場の参加者全員
がゆったりとした雰囲気の中に浸った。聴衆の中から希望者が、犬とともにステージに上がり
合唱に参加する場面も設けた。このことにより、出演者と参加者の垣根を取り払い、一体感を
感じる効果が得られた。 
                                               
435 パメラ・J・リード（2007）大谷伸代監修『エクセレレーティッド・ラーニング』レッドハート社 p.202 
436 1937 年 アメリカの行動学者B.F.スキナーにより提唱された。（ディビド・マクファーランド編 木村武二監訳 
1993『オックスフォード行動学事典』 p.66） 
245 
 
このコンサート会場という空間で「自らの振る舞いをコントロールしながら居心地の良さを
つくり出す」437、こういった感性を醸成させる場として成り立った。このコンサート会場の芝
生の上で気持ちよく座っていられるには、犬の排泄物のコントロールは必須である。言葉に出
さなくても肌で感じる。まさに、飼い主のマナー向上のための、日本的な解決手段であると考
えられる。 
三田のイベントでは、季候の良い晩夏の日没前後に時間を設定した。会場には虫の声が聞こ
え、自然を感じ、季節を感じながらのコンサートとなった。一方、動物愛護週間におこなわれ
た姫路愛犬祭りは「動物愛護週間は環境省に定められた 9 月 20 日から 26 日」であること、今
までの愛犬祭りが日中であったことから、時間は午前ながらも暑い最中の開催となった。犬も
人も暑さで集中できない部分もあったので、心地よい場づくりとしては、日時の再考が今後の
課題となった。 
人と犬とのより成熟した共生関係を求めて始めたイベントであったが、その趣旨は多くの方
面で理解された。また本来の趣旨に賛同することは勿論、付随する意義に賛同する団体も多く、
例えば三田市、姫路市等の行政機関は犬に関連する社会的問題を多く抱えているため、飼い主
のマナー向上という観点から非常に協力的であった。新聞社や放送局は我が国初の取組という
ところに意義を見いだしたようであるし、開業獣医師会や商店街の店主達には勿論営業的な意
味もあったであろう。我々主催者側としては、それら付随的な意義についてすべて考えていた
わけではなく予想以上の反響があったが、今後も充分留意し、幅広い意義を持つ事業として発
展させる必要があると実感している。入場料無料、出演料無料、スタッフは手弁当というのが
基本姿勢であり、多くの人々に負担を強いている以上、すべての協力者にそれなりの社会的意
義を感じてもらえる事業でないと継続的開催はおぼつかないと考えている。 
特に神戸市譲渡犬事業支援のためのボランティア団体「（社）日本動物福祉協会 CC クロ」の
メンバーがしつけ方教室「ドルチェカーネ中塚」のスタッフとともにイベントスタッフを務め
たが、その活動を紹介することで、以下の聞き取り調査が得られた。 
 
「恵まれない犬のためにこんなに多くのボランティアがいることに驚き、感動した」 
「自分もボランティアとしてなにかできることをしたい」 
「神戸市動物管理センターと CC クロとの協働は素晴らしい」 
 
その後コンサートをきっかけとして神戸市動物管理センターから犬を譲り受けた人もおり、
新たな命の橋渡しとしても役立つことができた。 
 愛犬家、獣医師団体、自治体、犬の保護団体、しつけ方教室など、犬に関係する様々な団体
と、近隣住民、ボランティアなど周囲の人々がかつて一致団結した時代があった。それは阪神
大震災での「被災動物救護センター」での出来事である。被災動物の推定数は 9,300 頭438とい
われ、救護センターには 1,556 頭の犬猫が保護された。当時は人とペットとが被災という究極
の生活の中で共生していこうと必死であった。当時の緊迫感はないものの、「まつりのような装
置・仕掛けが、地域の人びとに繋がることによる感動をもたらして地域の結束を更新する439」
といった、繋がることによる感動がコンサート会場に出現した。 
                                               
437 岡田真美子 2006 年「講の合力」『地域をはぐくむネットワーク』p.21 
438兵庫県南部地震動物救援本部活動の記録編集委員会太田光明他 1996 年『大地震の被災動物を救うために』兵庫県
南部地震動物救援本部 p.5 
439 岡田真美子著 2008 年「コミュニティの再生とネットワークパワー」『地域再生とネットワーク』昭和堂、p.33 
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「ワンちゃん同伴コンサート」は、飼い主が日常的に使用する公園、施設といった場所を利用
して、しずかな穏やかな環境を作るイベントであった。 
 
・人と犬に対するしつけやマナーの質の高い情報の提供 
・人と犬がともに楽しめる場 
・飼い主を含み、地域全体の人に対する動物愛護精神の高揚 
・犬を巡っての地域の交流につながる可能性 
 
今後各地の広場を利用して、以上の要素を満たす催し物を開催し、人と犬が共生できる社会
をめざしたエリア構想を展開していくことを提案していく。 
 
2.3. バス旅行 
 筆者は本論にて人と犬とがうまく共生するためには、犬のトレーニングのみという共生方策
では解決しえないことについて論じた。その中で、人と犬との関係性のゆがみの解消が必要で
あることを示唆した。 
 その中で、緊張した密集住空間から解放された空間へ移動することは、人にとっては多忙感
から解放が期待され、犬にとっては、広い場所での十分な新奇性の探究や犬が欲する人へのコ
ミュニケーションを十分行い、心のゆとりを持つことが重要であると論じた。また、飼い主が
社会へのマナーを意識しながらのバス旅行は、バス中や旅先での人と犬との振る舞いのプラク
ティスとなりうると考え、実証実験を行った。 
 
＜調査概要＞ 
本調査の目的は、バス旅行により得られる飼い主と犬との関係性良好効果の確認、及び旅行
地においてバス旅行がどのように捉えられているのかを知ることである。主な調査内容として、
旅行計画での合意形成の確認、バス内・宿泊地・観光地での飼い主と犬の関係性についてのヒ
アリング調査、バス運転手、宿泊先の支配人、観光地で出会った観光客とのヒアリング調査、
旅行に関連する資料の収集などを行った。 
 
＜バス旅行計画での合意形成＞ 
バス旅行を行うに当たり、2013 年 4 月 20 日に参加者が集まり、企画を行った。行先や旅行
地でのアクティビティに加え、参加者同士がマナーについて詳しく話し合いを行っていた。 
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図 171 バス旅行のための犬連れマナーの合意形成 筆者撮影 
 
話し合い（図 171）により決定された内容は以下のとおりである。 
①行き先    飛騨高山と白川郷 
   日程： 5/17(金)-18(土) 1 泊 2 日 
   参加者：6 名 7 頭  
②旅行目的の設定 
旅行の目的について、以下の通り設定していた。 
・犬と飼い主との大切な時間、空間の共有 
参加者の中村 由起子は、「日頃、仕事で一緒にいる時間が短い。なるべく犬まったりできる
ように計画したい」と話した。 
・しつけ教室で学んだことの実践 
しつけが教室内での出来事で終わらないよう、しっかりコントロールしたり、犬の習性・気
持ちを察して行動できるようにと話していた。 
・犬の飼い主同士の親睦 
・犬同士の親睦 
バスという狭い空間利用があるため、参加者はある程度の犬のハンドリング知識が必要であ
ることから、対象は犬のしつけ方教室に通う飼い主とその犬とする。 
・犬と一緒に長距離バス旅行ができることの実証 
現在は犬とのバス旅行を楽しむ人は少ない。以前バス旅行を経験しているのは筆者しかいな
かったが、他の参加者は初めての経験に大変興味を持っていた。長距離移動手段としてバス
使用ができれば、移動が楽であるし、バスシェアはエコに繋がると、期待していた。しかし、
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犬にとっては未知の経験であり、ストレスにならないか心配であるという声もあった。そこ
で、高速道路サービスエリアにあるドッグランを活用し、十分な休憩をとることとなった。 
③宿泊先 
  旅行参加者のなるべく自由に犬と居られるようにとの希望により、ホテル「高山わんわんパ
ラダイス440」を選択した。また、ホテル側に以下を確認した。 
食事処は、犬連れ可能である。夕食は、飛騨高山の山の幸の予定。犬用の食事も用意できる。
ホテル内は、どこでも犬と一緒に行動できる。ホテルの敷地には、ドッグランがある。また敷
地内には、川が流れており、川遊びも可能である。朝の散歩コースもある。 
④移動手段：中型バス441 
バス会社選定はかなり難航した。県内のバス会社に当たったが、犬を乗せられるところはな
かった。筆者は 1998 年に一度貸し切りバスにて旅行を行ったことがあったが、連れを拒否さ
れた。また、県外に犬とのバス旅行人数が 6 組(6 名と犬 7 頭)なのでバスの座席数で換算する
と必要座席数は、（算出根拠 6 名×1 席+7 頭×１頭当たり 1～2 席）であり中型バス（座席シー
ト 27 席）でも十分なスペースを確保した。シートの配置は、一部のシートを回転させること
ができるサロン形態である（図 172）。 
                                      
 
図 172 サロンバス座席表  
⑤マナー面について 
 バスでのマナーについて、まず、犬の抜け毛・汚れ対策の為、全シートに持参の犬用防水シ
ーツカバーを被せることになった。また、法律の遵守442という観点から、狂犬病予防接種済み
票､犬監察票を犬の首輪に装着することも確認された。さらにズーノーシス（人畜共通感染症）
対策や、犬同士の感染症予防対策として、犬の混合ワクチンの証明書持参を決めた。現在ドッ
グランやホテルでの提示を求められることもある。迷子対策として、迷子札をつけること、犬
にゼッケンを装着することも提案された（図 173）。  
                                               
440  岐阜県高山市丹生川町久手 470-1 
441 丸茂観光バス 兵庫県丹波市氷上町西 615-8 
442 狂犬病予防法第 2 章第 4 条の 2「市町村長は、前項の登録の申請があつたときは、原簿に登録し、その犬の所有
者に犬の鑑札を交付しなければならない。及び 3、「犬の所有者は、前項の鑑札をその犬に着けておかなければなら
ない。」 
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また、バス集合地は住宅の近くではなく、広い公道集合とし、無駄吠え対策にも配慮する事
としていた。また、犬の抜け毛対策として、犬用ウエアの着用、ハンディ清掃用具接着タイプ
（通称コロコロ）、ウエットティッシュを持参することとした。排泄物の匂い対策に消臭袋やバ
ス車体に装着できる排泄物入れ443も用意した。 
⑦犬への配慮 
犬が常時使用している居場所の確保にもなり、犬が安定することで、無駄吠え防止にも役立
つので、犬用ケージを持参することとした。また、急な事故や病気の為、近隣の動物病院を書
き留めておくことも提案された。 
 
＜バス旅行の実際＞ 
①飼い主と犬との関係性 
高速道路サービスエリアでのドッグランでリードから解放され、犬が自由に散策することがで
きた（図 175）。バスの中では、ランでの休息効果もあり、犬同士も落ち着いて過ごしていた
（図 174）。また、日頃満たされないゆったりした時間を一緒に過ごすことができ、非常に落
ち着いていた。 
 
 
                                               
443 商標名「ドンパック」 
図 173 迷子対策にゼッケン着用案 筆者撮影 
図 174 犬が近くにいても静かに過ごす 筆者撮影 
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図 175 ドッグランでの解放 筆者撮影 
 
図 176 バス車内でのゆったりとしたコミュニケーションタイム 筆者撮影 
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 また、第 2 日目の観光地巡りの前にも、小川近くの林の中、スペースが広い場所での散策で
普段は嗅ぎなれない匂いを嗅いで、のんびりと過ごすことができた。匂いを嗅ぐ犬の習性を満
足させることにより、飼い主と観光地を巡るときにも、ゆったりと落ち着いた行動がとれてい
ることが見て取れた。 
 
図 177 林の中の散策 筆者撮影 
 
図 178 広い場所でのんびりと歩く 筆者撮影 
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図 179 高山市国分寺庚申堂のさるぼぼにお参りする飼い主と犬 筆者撮影 
  
高山市内での観光後、カフェを探していたところ、犬連れ対象カフェではないのに、店主が
招き入れてくれた。2 時間ほども散策した後に入店したので、心からくつろいでいた（図 180）。 
 
 
図 180 高山市内のカフェでくつろぐ飼い主と犬 筆者撮影 
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図 181 飛騨大鍾乳洞で、「ひんやり暗い」共通体験 筆者撮影 
日本の観光鍾乳洞の中で、最も標高が高いところにある飛騨大鍾乳洞444。 
自然が長い年月をかけて作り出した神秘の空間を、犬もリードをつけて一緒に歩くことができ
る。併設の大橋コレクション館も、犬同伴で入場ができる。 
  
 
                                               
444 〒506-2256 岐阜県高山市丹生川町日面 1147 
  0577-79-2211 
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図 182 白川郷散策 筆者撮影 
白川郷で土の上を歩く。犬はたくさんの匂いの探究を行っていた。 
 
 
 
 
図 183 多くの散策での心地よい疲れから、人が食事をしていても気にせず待てる 
 筆者撮影 
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以下に旅行の行程について記す。 
5 月 17 日(金） 
出発 到着  行動 
7：30  神戸市北区藤原台中町付近  出発（5 名 6 頭乗車） 
8：00  神戸市長田区鹿松台付近  出発（1 名 1 頭乗車） 
 10：00 多賀ＳＡ 到着 ドッグランにて犬休憩。 
10：30  多賀ＳＡ 出発 
 11：30  長良川ＳＡ 到着 ドッグランあり 
犬用の「飛騨牛せんべい｣、「チーズせんべい｣が販売されている 
昼食はサービスエリア内で飛騨牛弁当を買い、ベンチで犬連れで
食す。 
12：30  長良川ＳＡ 出発 
  14：00   飛騨白川郷到着 散策 
16：00   飛騨白川郷  出発 
 17：00 高山わんわんパラダイス 到着 
 
5 月 18 日(土) 
出発 到着 行動 
9：30  宿泊先 高山わんわんパラダイス 出発 
 10：00  アクティビティ： 飛騨大鍾乳洞 到着 
11：00    アクティビティ： 飛騨大鍾乳洞 出発 
 11：30 お食事処 大喜 到着〈昼食〉 
12：30  お食事処 大喜  出発 
 12：45 高山市内 到着 
・散策 ※疲れたらカフェ－休み- 
15：00    高山市内 出発 
 16：30  関ＳＡ 到着 
17：00   関ＳＡ 出発 
 18：00 多賀ＳＡ 到着 
18：30   多賀ＳＡ 出発 
 20：00 神戸市長田区鹿松台付近 到着 
 20：30 神戸市北区藤原台中町付近 到着 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
256 
 
＜バス旅行によって得られた結果＞ 
１）人の多忙感から、同じ空間にいながらも、犬の望む接触時間やコミュニケーションが減少
していた飼い主と犬とが、コミュニケーションが密接に取れる時間が確保された。、 
２）散歩により、不足していた、犬が本来持っている外部への新奇性探究を行うことができた。 
３）他者への配慮を意識づけられた。 
４）終了後、飼い主同士の絆が深まった。 
 
＜犬連れバスツアーの歴史＞ 
犬連れバスツアーは、1998 年、2000 年に筆者が主宰し、実行している。その後、バス会社
が倒産したため、ツアーが開催されなくなっていた。また、同じころ、若山動物病院445院長、
若山正之が行っているなど、個人で主催されていた。2008 年になり、（株）パーソナルツアー
ズ446代表者岡本和也が、犬と一緒に神社初詣を企画し、運営するなど、近年多くのツアー会社
の計画がある。同社では、都会の喧騒を離れて、愛犬とゆったりと時を過ごすことを目的にし
ている。 
 
表 11 犬連れバスツアーの歴史 
年 実施 
1998 ドルチェカーネ中塚主催「犬連れ清里バス旅行」 
2000 同じく「犬連れ大山バスツアー」 
2000 若山動物病院バスツア  ー
2008 （株）パーソナルツアーズ「初詣バスツアー」「いちご狩りツアー」（以後、年に 4
～5 回のツアーを実施） 
 
 
＜まとめ＞ 
共生プラクティスとして、犬のしつけ方教室の新方式である「生活科」、「老犬サポート教室」
と、「散歩会」、及び都会にある既存の犬連れ施設である「ドッグカフェ」、「ドッグラン」、近所
からは遠くはなれて保養を目的とした「バス旅行」、「犬連れコンサート」、「犬遍路」の、犬へ
の効果、飼い主への効果、他人への効果をまとめたのが、表 12 犬連れ利用施設・イベント
の効果である。 
表の通り、多様な飼い主と犬とが活動できる空間を設定した。いずれも合意形成しながら、
人とペット犬双方の共生感性を醸成させ、地域に対してのマナーを考えていく空間となってい
る。これらを基に、各地で多くの人とペット犬との良好な共生空間の創造が可能となる。従来
の人の快適さを追求するあまりにペット犬に無理を強いる方法から、ペットの本来の習性を満
たしながら、犬種による適応性も考慮しつつ、地域に受け入れられるよう配慮することにより、
多種多様な共生空間の構築が可能となることが今後期待される。 
 
 
 
 
 
                                               
445 〒285-0813 千葉県佐倉市石川 300  
446 〒478-0001 愛知県知多市八幡字蔵池 69-9 設立:2007 年 5 月 
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表 12 犬連れ利用施設・イベントの効果 
 犬への効果 飼い主への効果 他人への効果 
生活科 
・人間社会での過ごし方 
が分かる 
・犬へのお膳立てが分かる 
・飼い主のリフレッシュ 
・安全確保 
老犬サポート 
教室 
・不安の解消 
（動けないこと） 
 
 
・不安の解消 
（動けないこと） 
・人の老いについても応用で 
きる 
・安全確保 
・人の老いについても応 
用できる 
散歩会 
・習性を満たす（大） 
・運動量の確保(大) 
・犬のリフレッシュ 
・健康増進 
 
 
・犬の習性を知ることができ 
 る 
・犬に本来の動きを見て 
癒される 
・健康増進 
・犬に本来の動きを見て 
癒される 
・住民同士の交流 
・犬好きの人のふれあい 
・迷惑行為の解消 
ドッグカフェ 
・人間社会での過ごし方 
が分かる 
・飼い主のリフレッシュ 
・気兼ねなく犬を連れ歩 
ける 
・犬好きの人のふれあい 
ドッグラン 
・他犬との交流(若) 
・運動量の確保（若） 
・犬のリフレッシュ 
・健康増進 
・飼い主のリフレッシュ 
・（ともに走れば）健康増進 
・安全確保 
 
バス旅行 
・犬のリフレッシュ ・飼い主のリフレッシュ ・安全確保 
・迷惑行為の解消 
犬連れ 
コンサート 
・犬のリフレッシュ 
・人間社会に慣れられる 
・周囲の雰囲気に合わせ、 
おとなしくなる 
・寄り添いあえる 
・飼い主のリフレッシュ 
・気兼ねなく犬を連れ歩ける 
・周囲の雰囲気に合わせ、 
おとなしくなる 
・寄り添いあえる 
・迷惑行為の解消 
・住民同士の交流 
犬遍路 
・人間社会に慣れられる 
・犬のリフレッシュ 
・寄り添いあえる 
・飼い主がマナーを学べる 
・飼い主のリフレッシュ 
・寄り添いあえる 
・犬への関わり方が 
分かる 
・犬好きの人のふれあい 
・住民同士の交流 
・迷惑行為の解消 
 
＜Appendix No.1 引用文献一覧＞ 
パメラ・J・リード（2007）大谷伸代監修『エクセレレーティッド・ラーニング』レッドハー
ト社 p.202 
ディビド・マクファーランド編 木村武二監訳(1993)『オックスフォード行動学事典』 p.66 
岡田真美子 (2006)「講の合力」『地域をはぐくむネットワーク』p.21 
兵庫県南部地震動物救援本部活動の記録編集委員会太田光明他 (1996)『大地震の被災動物を救
うために』兵庫県南部地震動物救援本部 p.5 
岡田真美子著( 2008)「コミュニティの再生とネットワークパワー」『地域再生とネットワーク』
昭和堂 p.33 
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